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下部町は山梨県の南部に位置し、御坂山系の南端に属する山間地にあり、130.34

Mの広範な町土を有しながらも、その約82%を 山林が占め、集落と耕地は富士川の

支流流域にわずかばかりに広がっています。

本町に人が居住 し始めたのは、常葉、古関及び中之倉地内から出上した土器や石

器類から推察すれば、約3,000年以前と思われますが、そのほかには文献類に徴す

るものがなく、日碑、伝説等により推測するに過ぎません。

町の産業の基幹である観光の拠点であり、国民保養温泉地及び国民保健温泉地に

指定されている下部温泉は、景行天皇の代に発見されたと伝えられています。

この下部温泉の奥まった場所に位置し、静岡との県境をなす毛無山の中腹で、長

い間ベールに覆われていた湯之奥金山の歴史的究明と記録作成、さらに遺跡として

の保存活用方策を探るため、ふるさと創生事業の一環として平成元年度から3ヶ年

計画により調査研究を進めてきました。

第一年次は調査国の発足と学術調査、また、第二年次は発掘調査、古文書調査、

民俗調査等をはじめ、地中レーダー探査機器による遺構調査や遺跡の全体像把握の

ための航空測量等、さらに最終年次はこれまでの学術調査、古文書調査、民俗調査

をさらに深化させ、また、鉱山技術資料調査、保存活用基本計画の検討等を帝京大

学山梨文化財研究所をはじめ各専門分野の皆様のご協力をいただき実施 してきまし

た。

この度、 3ヶ年の調査を終え多くの成果を得ることができ、このまとめとしての

湯之奥金山遺跡学術調査報告書を刊行する運びとなりました。

この報告書が我が国の鉱山史研究の一助となれば幸いに思います。

末筆ながら、発掘調査から記録整理及び報告書の作成に至るまで、御指導、御協

力を賜りました山梨県教育委員会・鰍沢林務事務所をはじめとする関係機関の皆様

並びに公私とも御多忙のなかを御執筆いただきました諸先生方に改めて厚くお礼申

し上げます。

平成 4年 3月

下部町湯之奥金山遺跡学術調査会

会長  (下部町長)土  橋 精 一



例

1.本書は山梨県西八代郡下部町湯之奥に所在する湯之奥金山遺跡の調査研究報告書である。

2.学術調査は昭和63年 (1988)の 予備調査を経て、平成元年 (1989)か ら平成 3年 (1991)の

3ケ年計画で実施された。調査にあたっては、下部町教育委員会内に下部町長を会長とする

「湯之奥金山遺跡学術調査会」が設置され、種々の事業が実施された。具体的な調査活動は、

帝京大学山梨文化財研究所内に同所長を団長とする「湯之奥金山遺跡学術調査団」が設置され、

3ケ年にわたって活発な調査研究が展開された。

3.上記の調査団は、帝京大学山梨文化財研究所をはじめ、山梨大学、山梨学院大学、信州大学、

東京大学、国立歴史民俗博物館などの大学及び研究機関に所属する研究者のほか、地元学識経

験者を含め総勢71名で構成されている。また、考古学、文献史学、民俗学をはじめ、地理学、

地質学、鉱山技術史、石造物等各分野の研究者を網羅し、学際的・総合的な研究体制のもとに

実施された。具体的な内容は第 1章「調査に至る経緯と調査経過」及び巻末の諸名簿を参照さ

れたい。

4.易之奥金山遺跡の学術調査にあたっては、地元下部町をはじめ湯之奥区、下部区等の区民の

方々、さらに調査推進の現地本部となった旅館「いしもと」並びに遺跡所在地を所轄する山梨

県鰍沢林務事務所などの諸機関の多大なご指導とご協力を賜った。深甚なる感謝の意を表する

次第である。

5,中山金山遺跡は標高1500m前後の出中に立地するために、特に現地での考古学調査にはさま

ざまな困難が伴った。にもかかわらず、テントに泊りながらの調査に携わった各大学の考古学

研究会諸君にはそのご苦労に対して深く感謝申し上げたい。また、現地測量及び地中レーダー

探査にあたっては、シン航空写真 (株)、 及びテラインフォメーション・エンジエアリングの

渡辺広勝氏のご協力をいただいた。あわせてお礼申し上げる次第である。

6.本書は、第 1編を総合調査編、第 2編を研究編とし、横組みと縦組みで構成されている。第

2編の研究編は調査に関わった各調査員の研究報告である。

7.本書の執筆分担は、調査団会議において討議のうえ決定し、個々の責任を明らかにするため

にそれぞれ文末に記した。なお、用語等について極力統一につとめたが、執筆者が多数にわた

るために、一部整理されない点もある。また、第 4章第 5節 2出土遺物についてのうち (2)

肥前陶磁器は慶応義塾大学大学院の森本伊知郎氏に、第 6章中山金山遺跡の鉱滓の成分分析に

ついては帝京大学山梨文化財研究所の鈴木稔氏に依頼した。

3.本書の編集及び遺物の実測、写真撮影等の整理作業は、帝京大学山梨文化財研究所において

実施した。

9.湯之奥金山遺跡調査において検出された各種遺物類及び資料等については、下部町教育委員

会が保管している。

10.学術調査及び本書作成にあたり、多くの方々並びに関係機関から種々ご指導、ご協力を賜っ

H



た。ここにご芳名を記し、謝意を表する (順不同 。敬称略)。

阿部朝衛 伊井孝雄 伊藤昌光 井上 嘉 今福利恵 今村啓爾 遠藤浩巳 北原 昭 葛野

豊 椎名慎太郎 末木 健 竹川昭司 田代 孝 長沢宏昌 野崎欽五 服部英雄 林 陽
一郎 平山 優 廣瀬澄男 深沢天通 保坂康夫 村上 直 望月三千雄 門西正勝 八巻与

志夫 山仲 進 依田 司 若林淳之 渡井一信
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奥区・下部区ほか 身延町教育委員会 静岡県富士官市教育委員会 島根県大田市教育委員会
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第 1編 総 合 調 査 編

序 章 は め  に

3年次にわたる下部町易之奥金山遺跡の発掘調査を終え、ここにその調査報告書を刊行するに

いたりました。この間、土橋精一町長 (湯之奥金山遺跡学術調査会会長)は じめ下部町当局、議

会、教育委員会、さらには地域の多くの皆様から献身的なご協力を頂き、無事に初期の目的が果

たせたことに厚く御礼を申し上げます。

調査会のもと編成されました調査団も現場が標高1,500～ 1,700メ ー トルという毛無山 (1,945

メー トル)の山中に近い高所にあることから、一般の平坦地の調査と異なり、発掘資材の運搬、

また、野営、炊事など山中での生活の面、さらには調査補助員の確保などで、調査開始の時点で

戸惑いもありましたが、幸い前述の多くの皆様のご協力を頂き、また、初年度から山梨学院大学

考古学研究会、 2年度から東京大学考古学研究会の学生多数が合流、それに日本大学文理学部、

帝京大学考古学研究会の学生の参加が得られ、発掘調査は困難な中にも円滑に進めることが出来

ました。

i質〔」

第 1図 湯之奥金山と周辺の金山 (1/50000「 身延」「富士山」)
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また、文書調査の方でも信州大学人文学部日本史研究室、山梨大学産業経済史研究会の学生多

数が参加されました。厚く御礼を申し上げます。

さて、調査の方は第一次調査概報、第二次調査概報でその進捗状況は報告をして参りましたが、

考古学、文献史学、民俗学、地理・地質学、鉱山技術などから学際的に調査が進められました。

特に、湯之奥金山の創業時期、並びに操業状況などを知る資料は、金山という性格からか文献も

乏しく、その意味ではこの学際的調査が成功したと言えます。

この時代の金山遺跡の調査は全国的にも少なく、山梨県 。黒川金山に次ぐ調査になりましたが、

幸いなことに湯之奥金山遺跡の学術調査はそれに勝る調査体制で臨むことが出来ました。多くの

専門分野から研究者の参加が得られ、この3年間の調査期間中いろいろな角度から鋭く資料の考

察が行われました。

関係者が一番関心の高かった年代考察については考古資料の中の陶磁器類によって明らかにさ

れましたし、また湯之奥金山の全貌についてもその中核的存在である中山金山について遺跡全体

図が完成し、その全域を知ることが出来るようになりました。さらには、今後の金山調査におい

て湯之奥型の資料を沢山提示することが出来ました。

一例として、①テラスの在り方 (金山遺跡の構造)、 ②坑道の形式と在り方 (採掘技術と水準)、

③石臼の形式 (型式と編年)、 ④出土陶磁器の在り方 (交易 。生活水準)、 ⑤石造物の在り方

(金山に関わった人々の様相)などなど、何れも優れた資料が得られ、今後の他の金山遺跡調査

にも大変役立つものになりました。詳しくは本報告書にある通りです。さらに、将来的には湯之

奥金山を構成する茅小屋・内山の全体像が明らかになると、湯之奥金山遺跡の全貌をより詳細に

把握することが可能だと思われます。

このような湯之奥金山遺跡の存在は下部町にとっても、山梨県にとっても、いや日本の国レベ

ルで見ても極めて重要であり、この文化遺産の保存を図ると共に、下部町の活性化に大いに活用

して頂きたいと考えます。

また、この調査報告書がひろく活用されることをお願い申し上げます。

(湯之奥金山遺跡学術調査団々長 谷回一夫)
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第 1 調査に至る経緯と調査経過

第 1節 調査に至る経緯

山梨県西八代郡下部町には、戦国期に活発な経営が行われていたと伝えられる著名な金山遺跡

が古くから知られており、中でも特に、中山金山遺跡は甲斐武田氏の金山経営が論じられる時に

は塩山市黒川金山等と共に必ず登場する遺跡で、町の貴重な歴史遺産のひとつとなっている。

一方では、栃代川の下流域にある大炊平集落の真下に縦横に張りめぐらされたように掘られた

洞窟が知られるようになり、その形状や性格付けなどをめぐって地元民らの関心を集めていた。

昭和63年 7月 、これらの洞窟の踏査を依頼された県、帝京大学山梨文化財研究所及び上野晴朗氏

ら考古・歴史学研究者は、この洞窟の踏査を行い、その結果、栃代川の河岸段丘面にもうけられ

た砂金坑の可能性が強い旨指摘した。

こうした状況の中で、下部町当局は町民の間できわめて関心が高く、古くより実態の解明が願

望されていた湯之奥金山遺跡の学術調査に着手すべく、その方策の検討を始めた。昭和63年 9月

3日 より■月22日 の間に行われた大炊平及び湯之奥金山の踏査は、こうした要請をうけた山梨文

化財研究所、山梨県考古学協会、山梨大学関係者で構成された調査団によって実施され、主に湯

之奥金山等に対する今後の調査研究方法等の具体的検討を目的としたものであった。

調査の結果、湯之奥金山遺跡は標高1,945mの毛無山を中心に展開、良好な形で遺存 しており、

日本鉱山史研究上の学術的意義はきわめて高いこと。しかし、立地条件や規模を考慮すると、少

人数で短期間での調査研究は困難で、考古学、文献史学、民俗学はもとより、地理・地質、鉱山

技術史などの多分野の研究者の参画による学際的研究が必要なこと。また、この調査研究は甲斐

武田氏等の鉱山経営のあり方の究明にとどまらず、日本鉱山史研究に多くの示唆を与うるであろ

うと提言され、調査の目的には湯之奥金山遺跡の歴史的究明と、これらの歴史遺産の保存活用が

必要とされた。

このような経緯の中で、町当局は平成元年度より3ヶ年計画で、この学術調査を実施すべく、

町長を会長とする「下部町湯之奥金山遺跡学術調査会」を設置、調査推進の体制をととのえた。

調査会には町長、町議会議長、教育長を始めとする町当局関係者、地元区長、文化財関係者など

各界各層の町民によって構成されており、文字どおり全町あげての取り組みの姿勢と体制が敷か

れた。

この時点で、調査会が掲げた調査の具体的な内容を列記すると以下のとおりとなっている。

湯之奥金山遺跡の規模、形態等の把握

湯之奥金山遺跡の鉱山町のあり方、日常生活及び経営年代の追究

金山経営の技術史的役割の分析、研究

金山経営を支えた人々の歴史、生活、信仰等の解明

日本鉱山史上における湯之奥金山遺跡の位置と役割の検討

上早

①

②

③

④

⑤
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⑥ 湯之奥金山遺跡の保存活用計画の検討
調査日程は、平成元年度を第 1年次とし、中山 。内山・茅小屋の三金山の踏査、中山金山の試

掘、測量調査、古文書 。民俗資料の調査などを始めとし、以下第 2年次の中山金山遺跡の発掘調

査等の具体的な日程もたてられた。さらに、これらの学術調査の成果は、町民はもとより広 く一

般に公開し、歴史研究や郷土学習に役立てると共に、豊かな自然と歴史的遺産を調和させながら、

まちづくり、むらづくりの一環としたいこともうたわれている。

調査会が町当局を主体に設置されたことに伴い、先に掲げた調査目的や調査内容の解明のため

に、山梨文化財研究所を始めとし、山梨学院大学、山梨大学、山梨県考古学協会などの地元研究

者、さらに信州大学など関係大学、諸機関に所属する研究者30数名と、地元学術経験者による学

術調査団が組織された。先に述べたように、調査員は考古学、文献史学研究者等きわめて多分野

に及んでおり、総合的な調査研究体制がとられている。当初の調査団の組織及び調査員は以下の

とおりであった。

団   長 谷ロ ー夫 (帝京大学山梨文化財研究所所長)
副 団 長 清雲 俊元
顧   間 磯貝 正義  野沢 昌康  佐藤 八郎  植松 又次 服部 治則  上野 晴朗
調 査 員 萩原 三雄  十菱 駿武 小野 正敏  笹本 正治 秋山  敬  小和田哲男

安達  満  齋藤 康彦  千々和 到 藤澤 良祐 棄賀七三男 堀内  真
長沢 利明 杉本  仁  外山 秀一
平野  修  斉藤 紳悟  堀内
信藤 祐仁  堀ノ内 泉 数野
二官 美仁  上田  茂  岩倉
岩倉 叶一 赤池 貴敬  旭

河西  学 櫛原 功一  官澤 公雄
畑  大介  山下 孝司 古谷健一郎
上田  誠  谷口 堅二  伊藤  要
依田 三男 高橋  完  馬場  孝
竹之内博三 石部 典生  中野 敏夫

亨

彦

行

三

雅

正

大

石部 久寿  石部 信博  依田  工  石部 哲也  石部 雅也  門西  誠
佐野 知世  望月 賢二  望月 明彦  鈴木 勝治 加藤 為夫  日向富士雄
佐野 洋一 赤池  直 若狭富士雄  佐野 謙二 米川 幸子  小菅 徹也

調査補助員 瀬田正明 山梨学院大学考古学研究会々員 信州大学人文学部日本史研究室学生
山梨大学産業経済史研究会々員 東京大学考古学研究会々員 帝京大学考古学研究
会々員 日本大学文理学部学生

協 力 者 佐野 友一  渡辺 昌志  上田 文治  矢崎照政
事 務 局 長 波木井市郎

事 務 局 輿石 智子  中山 千恵  広瀬千江美 樋泉 彰子  日原ゆかり
以上述べてきたような経緯のなかで、充実した調査研究体制と、町当局及び町民各位の全面的

な協力を得て、中山金山を中心とする湯之奥金山遺跡の総合的な学術調査活動が展開されること

になった。
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第 2節 調 査 経 過

湯之奥金山遺跡の学術調査は、既に述べてきたように、 3年計画で考古学、地質、古文書、民

俗、石造物、鉱山技術史等多分野にわかれて調査を実施してきたが、本学術調査の準備期間とし

て、 1年前から予備調査も進めてきた。学術調査は各年次ともに調査補助員の協力が得られやす

い7月 から8月 にかけて集中的に行ってきた。特に考古学調査や地質調査、石造物調査は、金山

遺跡が標高の高い位置に展開し、しかもテント生活による泊りこみでの調査を強いられるため、

山梨学院大学、東京大学、日本大学、信州大学、帝京大学の学生諸君の協力を得て、夏期に集中

的に調査を行ってきた。古文書調査や民俗調査は下部町内の調査のみならず、広域的な地域の調

査も精力的に行い大きな成果を挙げてきた。こうした調査活動の他、成果の公表という観点から、

1年次と2年次には各分野の調査状況を示した調査概報の刊行を行い、各年次にわたっては中山

金山遺跡の現地説明会の開催、 2年次には記念講演会も開催し、湯之奥金山遺跡に対する理解を

広く求めてきた。以下、予備調査と3年間にわたる学術調査の経過の大要を記したい。

(予備調査〉

昭和63年 7月 1日  大炊平洞窟調査
9月 3日・ 4日 。10月 3日・ 11月 21日・ 22日  大炊平洞窟並びに湯之奥金山遺跡踏査

(予備調査)

平成元年 1月 23日  湯之奥集落民俗 (念仏講)調査
(1年次〉

第 1年次 (平成元年度)調査は、調査会および調査団の発足と、今後の調査研究体制の整備・

充実、並びに湯之奥金山遺跡の概要の把握が主たる内容であった。

具体的には、次のとおりの調査事業を展開した。

① 考古班では、中山金山遺跡のうち、精錬場跡、大名屋敷跡、女郎屋敷跡の試掘及び測量調
査等を実施し、その概要の把握に努めた。

② 古文書班は、金山経営に深い関係を有すると指摘されている門西家を始めとし、湯之奥区、
下部区のほか、甲府市内、六郷町内など湯之奥金山関係の古文書等の調査を実施した。

③ 民俗班は、中山金山遺跡、湯之奥集落および竹川家など、金山遺跡に関わる民俗事象の調
査を行った。また、ネコイタ、フネなどの金山関係民具類の分析検討を重ねた。

④ 地理・地質班は、中山金山遺跡等の立地環境、地質状況について調査を行った。
③ 鉱山技術史班は、ネコイタ、フネ、石臼等の分析によって中山金山遺跡の技術史の解明に
努めた。

③ 陶磁器班は、今回の中山金山遺跡の試掘調査によって出土した陶磁器類および、これまで
に採集された陶磁器類の分析に努め、同遺跡の操業年代の把握を行った。

O 石造物班は、考古班と共同して、中山金山遺跡に所在する石造物の実態把握と実測調査を
実施した。

以下にその日程を記す。
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平成元年 6月 16日  学術調査会発会式・第 1国会議
7月 1日・ 2日  湯之奥金山遺跡学術調査団発会式・第 1回会議、下部町区有文書調

査、中山金山遺跡踏査、関西家調査

7月 31日  県鰍沢林務事務所と中山金山遺跡現地視察および林務測量他
8月 1日 ～ 4日  中山金山遺跡発掘調査諸準備 鍬入式
8月 7日 ～28日  中山金山遺跡発掘調査
8月 11日～13日  下部町下部区および門西家文書総合調査
8月 24日 ～28日  湯之奥集落他民俗調査
3月 26日  中山金山遺跡発掘調査現地説明会 (一般公開)
8月 29日・ 30日  中山金山遺跡発掘調査撤収作業
9月 8日  下部町湯之奥区有文書調査
9月 25日  六郷町内金山関連古文書調査
9月 30日  中山金山遺跡調査検討会
10月 9日～■日  佐渡金銀山遺跡視察
11月 5日  大田家および湯之奥集落民俗調査
11月 10日  甲府市内湯之奥金山遺跡関連古文書調査
■月n日・ 12日  湯之奥金山遺跡学術調査団第 2回会議
12月 2日  湯之奥金山遺跡学術調査会および中間報告会 調査にかかる経過と中間報

告について

12月 17日  長野県川上村端下・梓金山関係文書 (風間家文書)調査
平成 2年 1月 20日  湯之奥集落民俗調査

1月 23日  湯之奥集落民俗 (念仏講)調査
3月 7日  竹之島太田家調査
3月 31日  湯之奥金山遺跡第 1次調査概報刊行

く2年次〉

第 2年次 (平成 2年度)調査は、第 1年次の調査成果を受けて、中山金山遺跡での調査対象区

域のさらに拡大と、坑道域の詳細な調査、第 1年次からの事業である測量調査を補正継続し、金

山遺跡の全体像の把握に努めた。

以下、次のような調査事業を実施した。

① 考古班では、中山金山遺跡の全容把握に努めるべく、金山沢を中心に展開する平坦面域の
検出、確認を行い、さらに尾根筋に存在する坑道域等の状況を詳細に調査した。また、A区

～E区のうち、いくつかのテラス群を トレンチ調査し、遺構・遺物の検出に努めた。

なお、セスナ機による航空写真の撮影と現地補足測量も行った。

② 古文書班は、門西家文書及び湯之奥・下部区有文書のうち、金山関係文書をすべて解読 し
た。また釜額区有文書の調査や金山関係年表の作成を行った。

③ 民俗班については、特に湯之奥地区を対象に、親分子分慣行の調査、分析と、日承文芸を
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整理し、金山遺跡の実態究明及び金山経営における社会組織解明のための参考とした。

④ 地理・地質班は、中山金山遺跡の特に坑道域の綿密な調査を重ね、その概要の把握に努め
た。その成果は、全体図及び調査概要の中に収録した。

③ 鉱山技術史班は、特に坑道調査に重点を置き、坑道の形態等による分析を行った。また、
実際に金が採取できるか否か実験を行った。同様に、金山遺跡の中央を流れる金山沢川床よ

り砂金も採取し、金が採取できることを証明した。

③ 陶磁器班は、発掘調査によって得られた陶磁器を中心に分析し、操業が16世紀の戦国期に
行われたことを確認した。また、特殊な陶器の存在から金山経営にあたった人々の階層性を

把握した。

① 石造物班は、中山金山遺跡に点在する墓石等の石造物を調査し、17世紀代には 2ケ所の墓
域が併存することを確認するなど、金山経営にあたる集団の実態解明に努めた。

③ その他

中山金山遺跡は、124の平坦面 (テラス)を有する広大な面積のため、地中レーダー探査

を導入することとした。その結果、多くの成果があり、金山形成の究明に貴重なデータが得

られた。また、中山金山遺跡の発掘調査期間中、金山に関わる記念講演会、遺跡調査の内容

を一般に公開するための現地見学会を実施し、多数の参加者を得た。

以下、第 2年次における調査日程は次のとおりであった。

平成 2年 4月 13日  湯之奥金山遣跡学術調査団平成 2年度第 1回会議
5月 5日・ 6日  下部町内古文書調査、大炊平、内山。茅小屋金山踏査
5月 23日  考古班打ち合せ会議
6月 19日・ 20日  中山金山踏査
6月 29日  中山金山遺跡第 2次発掘調査打ち合せ会議
7月 2日  平成 2年度下部町湯之奥金山遺跡学術調査会総会
7月 17日  県鰍沢林務事務所立合い発掘調査範囲確認測量
7月 19日  考古班発掘資材など登山口まで運搬
7月 20日  中山金山遺跡発掘調査に伴う本部・居住テント設営作業
7月 21日 ～23日  中山金山遺跡テラス確認のための下草刈り
7月 22日  湯之奥金山遺跡記念講演会
7月 25日～30日  中山金山遺跡テラス下草刈りおよび発掘調査、坑道確認調査
8月 1日 ～ 4日   中山金山遺跡テラス内地中レーダー探査
8月 1日 ～ 5日  中山金山遺跡テラス下草刈りおよび発掘調査
8月 7日～ 9日   中山金山遺跡発掘調査および坑道確認調査
8月 11日 。12日  中山金山遺跡発掘調査および石造物調査、石材鑑定
8月 17日～21日  中山金山遺跡発掘調査および地質調査
8月 21日  中山金山遺跡石造物調査
8月 24日・ 25日  中山金山遺跡発掘調査および地質調査
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3月 25日  中山金山遺跡第 2次発掘調査現地説明会 (一般公開)
8月 29日・ 30日  中山金山遺跡発掘調査撤収作業
10月 9日   中山金山遺跡第 2次発掘調査検討会
10月 10日  湯之奥集落民俗調査
10月 18日～19日  半田銀山遺跡 (福島県)他視察
10月 28日  湯之奥集落民俗調査
11月 12日・ 13日  鯛生金山 (大分県)、 多田銀山 (兵庫県)など視察

平成 3年 3月 2日  中山金山遺跡全体測量図検討会
3月 31日  湯之奥集落民俗調査

湯之奥金山遺跡第 2次調査概報刊行

く3年次〉

第 3年次 (平成 3年度)調査は、第 1年次および第 2年次の調査成果をもとに、最終年度とし

て中山金山遺跡の中心地区の発掘調査を実施すると共に、静岡県富士官市麓金山など関係の深い

金山の調査を行うなど幅広い調査活動を展開した。

以下、次のような調査事業を実施した。

① 考古班では、中山金山遺跡の中心地区とみられるいわゆる精錬場を中心に発掘調査を行い、
掘立柱建物址の検出など多大な成果を得た。

また、内山金山・茅小屋金山等の踏査も行い、内山金山遺跡が16世紀前半に操業されてい

ることを確認し、さらに遺跡の見取図を作成するなど概要の把握に努めた。塩山市平沢の黄

金沢金山、静岡県富士官市麓金山を踏査し、比較検討のための貴重な成果も得ることができ

た。

② 古文書班は、先に述べた麓金山の竹川家文書の調査や、近代にかかわる鉱山関係の行政文
書調査を行った。

③ 民俗班は、特に静岡県富士宮市域に展開する金山資料調査を行い、金山経営における社会
組織を追究した。

④ 地理・地質班および鉱山技術史班は、前年に引き続き、坑道の形態等の調査を重ねると共
に、麓金山の坑道との比較検討も行った。

中山金山遺跡出土の鉱石の科学分析も行い、重要な成果を得た。

③ 陶磁器班は、発掘調査で検出された陶磁器類の分析を行い、湯之奥金山遺跡の操業年代を
把握した。

③ 石造物班は、内山・茅小屋金山遺跡に点在する墓石等の石造物を調査し、両金山の経営を
行った人々の把握につとめた。

第 3年次は、学術調査報告書作成の年次でもあるため、それぞれ成果の集約を図ると同時に、

3年間の調査内容を総括した。

また、湯之奥金山遺跡の保存活用基本構想の検討と作成に入り、さまざまな角度から論議し集

約を行った。
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以下、第 3年次の調査日程は次のとおりであった。

平成 3年 5月 12日  山梨県塩山市黄金沢金山踏査
6月 9日 。10日  静岡県富士官市麓金山・竹川家文書視察および湯之奥金山遺跡学術

調査団平成 3年度第 1回会議

7月 10日  平成 3年度下部町湯之奥金山遺跡学術調査会総会
7月 24日  中山金山遺跡発掘調査に伴う資材を登山口まで運搬
7月 25日  中山金山遺跡発掘調査に伴う本部・居住テント設営作業
7月 26日・ 27日  中山金山遺跡発掘調査および地質調査
7月 30日 ～ 8月 2日   中山金山遺跡発掘調査、坑道測量調査
8月 5日 ～ 9日  中山金山遺跡発掘調査および坑道測量調査、石造物調査
8月 6日  湯之奥金山関係の山梨県行政文書調査
8月 11日～13日  中山金山遺跡発掘調査および坑道測量調査
8月 18日  中山金山遺跡第 3次発掘調査現地説明会 (一般公開)
8月 18日～20日  中山金山遺跡発掘調査、坑道測量調査および撤収作業
10月 7日  文化庁・県教育庁文化課湯之奥金山遺跡視察
10月 9日  中山金山遺跡第 3次発掘調査検討会
11月 5日  文化庁・県教育庁文化課湯之奥金山遺跡視察
■月 6日  湯之奥金山遺跡学術調査団各班打ち合せ会議
12月 7日  湯之奥金山遺跡発掘記念講演会

平成 4年 2月 8日・ 9日  湯之奥金山遺跡学術調査団第 2回会議および黄金沢金山 (山梨県
塩山市)踏査

2月 10日  富士官市麓集落民俗調査
3月 7日   富士宮市教育委員会と富士官市立図書館へ金山関係文献等調査 (民俗)
3月 7日 ～ 8日  シンポジウム「 日本鉱山史からみた石見銀山」出席および石見銀山

遺跡 (島根県)踏査

4月 28日  中山金山遺跡坑道補足調査
4月 29日  下部町内山金山調査
5月 3日  下部町湯之奥区石造物調査
5月 4日  富士宮市北山石造物調査
5月 22日  湯之奥金山関係の山梨県行政文書調査
6月 1日  富士市三日市場民俗調査
6月 13日  下部町内山・茅小屋金山調査および石造物調査
6月 18日  富士宮市山官民俗調査
6月 28日  下部町内山・茅小屋金山調査
7月 12日  富士官市北山および天間民俗調査
7月 17日  下部町境畑民俗調査             (萩 原三雄 。平野 修 )
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元号 年 (西暦 ) 内 出

天文 3年 (1534)

天文12年 (1543)

ラミ】を134F(1544)

フミ】こ134F(1544)

ラ更】こ134F(1544)

Fミ Jを 194F(1550)

天文20年 (1551)

弘治 2年 (1556)

永禄 3年 (1560)

永禄 3年 (1560)

永禄 5年 (1562)

永禄 6年 (1563)

永禄10年 (1567)

永禄10年 (1567)

永禄■年 (1568)

元亀 2年 (1571)

元亀 2年 (1571)

元亀 2年 (1571)

元亀 4年 (1573)

天正 2年 (1574)

天正 2年 (1574)

天正 2年 (1574)

天正 2年 (1574)

6月 4日

7月 5日

5月 1日

6月

3月 29日

7月 3日

8月 2日

11月 15日

2月 11日

12月 9日

1月

5月 26日

12月 25日

12月 25日

11月 27日

1月

2月 13日

2月 13日

1月

1月 16日

関11月 24日

12月 23日

第 1表 中世 。近世の湯之奥金山関係年表

穴山信友、金山である黒桂山・同芳山の代官職を某に命ずる(1658)

穴山信友、佐野縫殿左衛門尉へ竹進上に関係 して判物を出す(F]西家

文書 1)

穴山信友、村田善九郎などに芳山の小沢筋稼を命ずる(1957)

武田晴信、金山の佐渡守に10貫文を預け置く(698)

大生山に関係 して代物覚が書かれる(F]西家文書 4)

穴山信友、黒桂金山の望月善左衛門に新恩を与える(1958)

今川義元、太田掃部丞に対 し富士金山へ上がる荷物を通過させるよう

命ずる(『静岡県史料』 2-435)

穴山信友、佐野縫殿左衛門尉へ山作の仕事にたいし諸役を免許する

(門西家文書参考 1)

穴山信君、望月善左衛門の所持する犬の保護を命ずる(1959)

今川氏真、朝倉六郎右衛門尉に梅ヶ島金山の掘間等を安堵する (『静

岡県史料』 3-123)

武田信玄軍が北条氏政に味方して武蔵国松山城を攻めたさい、金掘衆

を利用する(『関八州古戦録』)

今川氏真、駿河の梅ヶ島金山に関係する安部西河内の棟別役を免除す

る(『静岡県史料』 3-129)

穴山信君、望月善左衛門尉に新恩を与える(1960)

穴山信君、黒桂金山の望月半次郎に名字状を与える(1961)

穴山信君、河内諸役所に対 し、中山之郷 (中山金山力)へ出入する荷物

を通過させるよう命ずる(『判物証文写』附 1)

武田信玄、駿河深沢城攻撃に金山衆を利用する(『御殿場市史』 )

武田信玄、駿河深沢城攻撃に参加 した中山の金山衆10人に籾子150俵

を与える(『判物証文写』武田 1、 『静岡県史料』2望31)

武田信玄、深沢城攻撃に参加 した金山衆に諸役等を免除する(声沢兵

部左衛門尉-754、 保科善左衛問尉-809、 日辺四郎左衛門尉-834、

古屋清左衛問-902、 保科喜左衛門尉-2323、 中村与右衛問尉-2244、

中村段左衛門尉―『勝沼町史料集成』、田草川新左衛問尉―『新編武

州古文書』上-403)

武田信玄、三河国野田城攻撃に金掘衆を利用する(『家忠日記』 )

穴山信君、駿河富士郡麓郷の棟別諸役を免除する(『静岡県史料』 2

--436)

武田勝頼、遠江高天神城攻撃に金掘衆を利用する(『常山紀談』 )

武田勝頼、葎師の守随などに商売の諸役を免許する(385)

武田勝頼、金山衆に知行安猪を行う(芦沢兵部左衛門尉-753、 池田東

市佑-769、 田辺四郎右衛門尉-835、 古屋清左衛門―『甲斐国志』巻

104)

武田勝頼、三河国長篠城攻撃に金掘衆を利用する(『当代記』 )

穴山信君、竹河肥後守に麓金山の掘間などを安塔する(『静岡県史料』

天正 3年 (1575)

天正 5年 (1577)

5月

12月 19日
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天正 8年 (1580)

天正 3年 (1580)

天正 8年 (1580)

天正 9年 (1581)

天正 9年 (1581)

天正10年 (1582)

天正10年 (1582)

天 ]三 10年 (1582)

天正10年 (1582)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

天正11年 (1583)

∂ミ]三 164F(1588)

天正19年 (1591)

慶長 3年 (1598)

慶長 4年 (1599)

慶長 7年 (1602)

慶安 3年 (1650)

慶安 4年 (1651)

アテ詣含34F(1660)

1月 26日

6月 19日

1月 13日

2月

8月 20日

3月 6日

7月 13日

11月 26日

12月 5日

3月 14日

4月 21日

4月 24日

4月 21日

5月 3日

6月 2日

10月 5日

後 5月 14日

12月 2日

3月 2日

4月 24日

4月 19日

7月 23日

7月 20日

2--437)

穴山信君、湯之奥の文右衛門に家一間分の諸役を免許する(P]西 家文

書 5)

武田勝頼、田辺民部右衛門尉に馬 1疋分の諸役を免除する(2382)

穴山信君の家臣有泉昌輔、麓金山の望月弥助に掘間等を安堵する

(『静岡県史料』 2-437)

穴山信君、黒桂金山の望月土佐守に官途状を与える(1963)

武田勝頼、黒沢山境の判決を下す―金山に関係する可能性もある(167

7)

北条氏政、富士金山衆・麓衆を大官司に付属させる(『静岡県史料』

2--438)

北条氏の家臣黒沢繁信、金山衆に戦況を知らせる(823)

徳川家康、守随彦太郎に甲州金袢子のことを安堵する(388)

徳川家康、金山衆の古屋小兵衛に知行を安堵する(903)

穴山勝千代、中山の金山衆の一人、河口六左衛門尉に対し、棟別諸役、

掘間に対する諸役を免除する(『判物証文写』武田 1、 『静岡県史料』

2-431)

徳川家康、金山衆の日辺佐左衛門尉に諸役を免除する(886)

徳川家康、金山衆に商売の諸役などを免除する(芦沢兵部左衛門尉-7
55、 池田東市佑-770、 中村弾左衛門・依田平左衛問 。大野将監・風

間庄左衛門尉・ 田辺清九郎・古屋次郎右衛門尉 。田辺四郎左衛門尉・

依田官内左衛問尉-837)

徳川家康、黒川金山衆に馬 1疋分の諸役を免除する(838)

徳川家康、富士金山衆の太田伊賀守等へ今後城攻めの時奉公すること

を条件に郷次之普請役を免除する(『静岡県史料』 2-438)

徳川家康、金山衆の田辺佐左衛門尉に知行を安堵する(839)

徳川家康、分国中に守随の袢で黄金の商売をするようにと命ずる(389)

徳川家康、安倍金山の地域に棟別諸役を免除する(『静岡県史料』 3

--134)

加藤平助、湯之奥の文三に永 3貫 500文で村の請納を命ずる(F写西家文

書参考 2)

湯之奥村、細四兵衛・ 寺孫助の証文で 5石 4升の請納を命ぜられる

(門西家文書参考 4・ 10・ 61)

浅野忠吉、青柳の清八と黒沢の清七に信濃青柳金山の掘間の頭を命ず

る(1678)

志村甚之助、富士金山より中山金山へ掘る掘間の確認をする(『静岡

県史料』 2-439)

内山金山の運上間歩の水抜きについて内山の市郎左衛門などが代官に

訴える(F写西家文書11)

この日に作 られた湯之奥村の明細覚には金山のことは出てこない (F写

西家文書12)

「河内には、中山と云所より出る金の位悪し、但在々幾も有之と云」

(小峰弘致『甲国聞書』 )
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寛文 1年 (1661)

寛文 5年 (1665)

寛文 5年 (1665)

延宝 2年 (1674)

延宝 7年 (1679)

貞享 3年 (1686)

貞享 3年 (1686)

元禄 4年 (1691)

元禄 8年 (1695)

元禄 9年 (1696)

元禄14年 (1701)

宝永 2年 (1705)

宝永 6年 (1709)

正徳 2年 (1712)

享保16年 (1731)

延享 4年 (1747)

安永 2年 (1773)

安永 7年 (1778)

天明 2年 (1782)

天明 3年 (1733)

天明 4年 (1784)

閏 8月 21日

3月 12日

7月

4月

頃

10月

頃

3月 ■ 日

10月 15日

1月

6月 28日

4月

12月

8月 中旬

2月

平岡道直、佐野半左衛門に黒桂金山の封を切るので運上を念入りにす

るようにと命ずる(1753)

間歩が盛り運上金六分を公儀が取り四分は掘子に渡す、これにより間

歩主等がくたびれ退転 (F;西家文書19)

湯之奥村の検地がなされる(F]西家文書10)

空役聞歩80間切る(F]西家文書19)

湯之奥村の検地がなされる(F]西家文書10)

品崎半右衛門、門西九兵衛へ雨畑金山奉行衆などの名前を知らせる

(門西家文善20)

茅小屋 。内山村で近年は一円金が出ていない (F写西家文書19)

妻子を質にして金を借り間歩を切ろうとする(F]西家文書19)

湯之奥山について揚之奥村では茅小屋分ではないと返答 (F]西家文書

21)

これより以降金銀など一切でなかったという(F]西家文書306・ 336)

茅小屋・内山・ 中山の金掘はこの年までに退転 したという(F]西家文

営ヨ370)

金山が退転したため茅小屋村の九左衛問は他国に茶商売していたが、

生活に詰まったので、金山に居林を下すようにと下部村が願い出る

(門西家文善28)

「一、金掘役金の事川内領常葉、但菅小屋 。中山三ヶ所、前々金掘共

罷在、役金割附に載相勤候虎、連々通 [ ]其程は壱人も不残出候得

共、常葉村より永三拾文つ 相ヽ納申候」 (平岡彦兵衛「宝永二年引渡

目録」 )

柳沢吉里が甲斐を知行 していたときに、山師たちが見立て問掘りをし

たけれども金や銀は一切出なかった (F]西家文書306・ 336)

茅小屋での用木取りについて、この山の金掘役金は常葉村の名主が上

納していると故障があったが、以来間歩稼は前々の通りとの内済証文

が出る(門西家文書42)

江戸の和久屋源左衛開が山々を検分し奥山で銅筋を見付けて穴掘りを

する(F]西家文書51)一実際には銅は出なかったようである(F]西家文

言ヨ306・ 336)

湯之奥村名主与市兵衛所持の嵐山という刈生畑に銅山の筋が見えるの

で問掘りをしたいと申し出る(F]西家文書308)

下総国野村文蔵が門西七左衛門に銅山と思われる場所があるので稼ぎ

たいと申し出る(F]西家文書70)

湯之奥村中山で金山問掘りを100日 間掘るように命じられる(F写西家文

書329)

中井清太夫が甲斐国金山御用掛りに任ぜられ、御手代古川平五郎・横

山直七が山見分を命じる。先手鈴木三十郎という金掘が、この月下旬

に入山 (F耳西家文書79)

鈴木三十郎下山、諸道具等の代金を払わず (F]西家文書79)

金山での損料などを引き受けて、金山開発に取り掛るように求める願

書を湯之奥村名主などが堀内粂之丞の御用人中にあてて出す (F二西家
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天明 8年 (1788)

天明 8年 (1788)

天明年中

寛政 5年 (1793)

寛政 8年 (1796)

寛政 8年 (1796)

寛政 9年 (1797)

寛政10年 (1798)

寛政10年 (1798)

】〔化11全F(1814)

文久 1年 (1861)

文久 1年 (1861)

文久 2年 (1862)

8月 24日

12月 9日

6月 16日

3月 11日

11月

5月

6月

11月

11月 13日

9月

文書79)

国中金山見分に際しての上宿代について、湯之奥村で請書を出す (F]

西家文書326)

堀内粂之丞の手先の者が 5本の間歩を掘る(F]西家文書303。 357)一 こ

れから寛政 5年迄見分等は一切無し(F]西家文書303)

「東川内領戸城村に金山数ヶ所有之、先年は金多く堀出したる鹿に、

或時天人とも云へき化身のもの、右金山真穴の近所に出現せしを、所

の猟師鉄砲にて打候へは形消失、猟師も其場に於て死す、夫より何程

堀ても金出る事無之由申伝ふ、近年此辺銅山有之、向堀いたす虎に銅

山に紛無之といへとも、未山師入沙汰無之よし」 (『甲陽随筆』)一記

載は黒川・雨畑・保金山などは見えるが湯之奥金山については触れら

れていない

湯之奥村から堀内粂之丞の手先の者が掘った間歩について報告書が出

る(門西家文書91・ 303)

堀内粂之丞の手先金掘がやってきて、金山見立て所々の古い坑道を掃

除する(F]西家文書310)

湯之奥村中尾根楯間歩11間 1尺 5寸掘ったことを届け出る(F]西家文

書312・ 313)

湯之奥村から市川の役所にあて鉱山についての報告書が出される。こ

れによれば数十年来鉱山は稼動していないようである(F]西家文書89)

鉱山についての返答書を湯之奥村で出す。これによれば数十年来鉱山

は稼動していないようである(F]西家文書96)

湯之奥村では海高山高が無いことを届け出る(F]西家文書97)

「栃代山・金山嶺 (湯之奥村)常葉山ハ東河内二在り、是 レモ連貫ナル

ー山ナリ」 (『甲斐国志』)

巨摩郡百々の長百姓嘉右衛門等より金山稼の申し出があり、村方は10

月に役所にこれを願い出る(F日西家文書153)

金山開発に常葉村より支障の旨が申し出され、呼び出される(F]西家

文書153)

金山稼について湯之奥村名主より市川の役所にあてて開発願書が出る

(問西家文書153)

(笹本正治 )
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第 2章

第 1節 位 置

湯之奥金山遺跡の位置と環境

日本には、かつての産金地が多く分布している。第 3図に全国の主要な産金地を示す。ただし

現在稼行されている金鉱山はきわめてわずかである。産金地の分布は、広く日本中にみられるが、

とくに北海道・秋田・岩手・茨城 。栃木・新潟・ 山梨・静岡・岐阜・富山・兵庫・鹿児島などに

集中する傾向がある。産金地点が多い地域に属する山梨県での金山分布を第 4図に示す。このう

ち早川町内の金山は中世から現代まで採掘されていて鉱脈の名称も複雑である。今回報告する湯

之奥金山は、山梨県西八代郡下部町湯之奥に位置する。湯之奥金山は中山、茅小屋、内山の三金

山を総称したものである。

山梨県内で県境付近に分布する金山の特徴として、県境を隔てて他県側にも地質的関連性のあ

る金山が分布していることがあげられる。例えば早川町諸金山の静岡県側には安倍・笹山金山が、

須玉町金山金山の長野県側には甲武信 ()‖端下)金山が、塩山市黒川・竜喰谷・午王院平金山の埼

玉県側には奥秩父の諸金山が分布している。湯之奥金山も例外ではなく静岡県の富士 (麓 )金山と

近接している。このほか湯之奥金山周辺の下部町内には、雨河内用上流の常葉金山、雨ケ岳の栃

代金山、本栖湖南方の川尻 (本栖)金山が存在する。また大炊平には栃代川の形成する河岸段丘堆

積物中に坑道が存在し、砂金採掘坑の可能性も指摘されている。

第 2節 地 形

湯之奥金山は、山梨県南部において静岡県との県境をなす天守山地に位置する。富士山は東南

東約19甑にあり中山金山坑道域から眺望が可能である。天守山地は、富士川左岸に南北に連なる

山地で、毛無山(1946m)か ら長者ヶ岳(1336m)・ 天子ヶ岳(1316m)にいたる南北の県境尾根が主

稜をなす。中山金山は毛無山の約1.5臨南西に位置する。県境尾根を境に西側に中山金山、東側

凱
剣
〔

第 2図 位置図 (国土地理院1/50000「 富士山」「身延」使用 )
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第 4図  山梨県の金山
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第 3図  日本の主要産金地点
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に富士金山が立地する。中山金山は、下部川上流を始点とする毛無山登山道沿いで、県境尾根地

蔵峠西側の金山沢を中心として展開している。また毛無山登山道は地蔵峠から富士官市麓に通じ

ている。このため中山金山は、下部川を経て湯之奥へ6臨、富士官市麓へ2.5肺 と、交通の利便性

に富む環境を有する。これに対し茅小屋・内山金山は、中山金山とは尾根を隔て北側の下部川支

流入ノ沢流域に位置するが、近年の山の荒廃によって道すじが不明な部分がある。

第 3節 地 質

本地域は、糸魚川―静岡構造線で西側を限られる南部フォッサマグナ地域に位置し、新第三紀

の海成堆積物、特に緑色に変質した火山岩類が広く分布していることからグリーンタフ地域とも

呼ばれる。富士川沿いの地域には、御坂山地・巨摩山地とともに新第三紀の火山岩・堆積岩が分

布している。湯之奥金山地域には西八代層群の古関川累層および一之瀬累層中の勝坂泥岩層など

が主として分布している。古関川累層は、主に玄武岩・安山岩質の火砕岩・溶岩からなり上部に

泥岩層をはさみ、巨摩山地の櫛形山層および御坂山地の古関累層に対比される。勝坂泥岩層は、

青灰色～暗紫色の塊状泥岩からなる。勝坂泥岩層最下部には、中期中新世を示す浮遊性有孔虫化

石が報告されている。

中山金山における地質図を第 5・ 6図に示す。中山周辺では、尾根部に勝坂泥岩層が分布し、

開析された谷や斜面には古関川累層が露出している。古関川累層は、金山沢に沿った部分に緑色

の火山礫凝灰岩を主体に凝灰岩～凝灰質砂岩からなり、下部川沿いの毛無山登山口から登山道お

よび金山沢にそって分布する。また中山金山坑道よりも北に位置するホウロク沢から北の斜面、

および静岡県側芝川上流域にも古関川累層が分布する。勝坂泥岩層は、金山沢南側のテラス群か

ら地蔵峠、県境尾根、金山沢・ホウロク沢間の尾根に分布する。地質構造は、中山金山付近では

古関川累層・勝坂泥岩層とも北西一南東 (N30°～70° W)方向の走向、12°～50°南西傾斜を示す。

両者は整合的に重なり同斜構造を示し、湯之奥背斜の南翼を構成するものと推定される。中山金

山周辺の金山沢からホウロク沢にかけての東西方向の尾根・谷地形の繰り返しはこの地質構造に

よるものと考えられる。

中山金山における鉱脈は、新第三糸内に形成された鉱脈鉱床で、北北西～北西 (N14°～42°W)

走向、60°～80°東傾斜の石英脈から主としてなる。坑道付近では石英脈や黄鉄鉱の鉱染が観察さ

れる。山梨県地質図編集委員会 (1970)に よると、下部町には第一妙法・湯之奥・下部・五老峰・

富里鉱山があるが、現在の稼行はない。そのうち湯之奥鉱山は、櫛形山累層の泥岩中の石英脈

(N20° W,60°～70° NE)で、黄鉄鉱・黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・磁硫鉄鉱・ 白鉄鉱を産し、脈

品位Au4～ 6g/t、 Zn10～ 20%である。また下部鉱山(下部町湯之奥)は、石英脈(N― S走向、O.3

m幅)で、自然金・黄銅鉱 。黄鉄鉱 。閃亜鉛鉱を産し、脈品位Au39.lg/t、 Ag397g/tと報告され

ている。

註

(1)日本の地質編集委員会編(1986～ 1992)『 日本の地質』、1～ 9巻、共立出版。
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小秦口淳(n68〉『日本鉱山史の研究』、岩波書店。

緒方乙丸・灯ヽ山一郎(195o『 日本の然山』、内田老鶴画。

(2).野沢昌康C1980)金山の歴史。『早川町荊 、425-452。

山1梨県地質図編集委員会編(1970JЮ万分の1図幅『山梨県地質誌』、山梨県。

(3)柴正博・駿河湾団体研究グループ(1988)富士川谷。『日本の地質4中部地方 I』 、94-10駐

(4)山梨県地質図編集委員会編(1970)10万分の1囲幅『山梨県地質誌』、山梨県。

(河西 学)
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第 3章 湯之奥金山遺跡の歴史的環境と甲斐の諸金山

第 1節 湯之奥 金 山遺跡 の歴 史的環境

1.穴山氏と河内支配

中山・茅小屋・内山の三金山の総称である湯之奥金山遺跡は、甲駿国境にあり、周囲には、甲

斐国側に常葉 。栃代 。川尻、駿河国側に麓 (富士)金山などが集中している。その多くが中世末

に開発されたといわれ、有力な金の産出地域の一つであった。戦国期の甲斐国には、国中。河内・

郡内の地域区分が成立していたが、これは、武田氏・穴山氏 。小山田氏の領域支配の実態を反映

すると考えられる (矢田俊文「戦国期甲斐国の権力構造」)。湯之奥金山遺跡は河内の東北部分に

位置しているので、当然のことながら穴山氏の勢力下にあったことになる。

穴山氏は、穴山 (韮崎市)を領した義武が称したのに始まる。彼は甲斐守護武田信成の子であっ

たが、その後は、春信=満春 (信元)=信介―信懸一竜雲寺殿―信友―信君と継承された (=は
養子関係/秋山敬「穴山氏の武田親族意識」)。穴山氏が河内へ入ってくるのは、南北朝の合―が

成立して同地域を本拠としていた南部氏が奥州に移住した明徳 4年 (1393)以後のことである。

2代の春信も義武の実子ではないから、初期の世代は全て養子だったことになり、河内の支配も

思うに任せなかったに違いない。河内に具体的な足跡を残すのは、上杉祥秀の乱とその後の混乱

を経て、入部したとされる信介の代からで、彼は下山の天輪寺の開基とされ、子乙若丸の菩提の

ため南部に松岳院を創建している。そのため、彼を穴山氏初代とするものもある。次の信懸は南

部領主と呼ばれたが、永正10年 (1513)自 分の子清五郎に殺されており、穴山氏内部にも激しい

権力闘争があったことが知られる。それを克服して穴山氏の勢力が河内一帯に及ぶのは孫の信友

の時代まで待たなければならない。

天文16年 (1547)、 既に河内の統一を果たし南部から下山へと拠点を移していた信友は、領国の

安定 。一門の繁栄を願って天輪寺に大般若経を再修して奉納した。彼はその祖先の出自とともに

妻に武田晴信 (信玄)の姉南松院殿を迎えるなど、武田氏との関係を密にし、奉納経典の中でも

「本名武田」と武田一族であることを強調している。さらに、その子信君は信玄の娘を妻とし、

武田親族衆の筆頭として武田家臣団の中で特異な地位を築いたのである。河内の領国経営は、そ

うした制約の中で穴山氏がなし得たものであって、金山の開発もその一環として考えられなけれ

ばならない。

ところで、河内というのは穴山氏の勢力範囲の代名詞のごとく理解されているが、地域呼称と

しての河内は、先の南松院蔵大般若経奥書に「河内下山北方与五沢」とあるように康暦 2年 (1380)

にまで使用例は遡り、少なくとも穴山氏支配以前の南部氏或いは下山氏の時代に始まっているこ

とが確認される。もちろん、当時の河内の範囲が戦国期の領域と同じかどうかはわからないが、

穴山氏の支配の結果として河内の呼称が成立したのではなく、既に成立していた「河内」につい

て、その範囲を最終的に決定したのが穴山氏の支配であったことを確認しておく必要があろう。
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河内には穴山氏の支配とは別に、それ以前から「河内」と呼称される地域的特性があったのであ

る。

2.下部の湯の発見

湯之奥金山が何時発見されたかはわからないが、その経営の基地とされる湯之奥の成立には、

命名の仕方からして湯=下部温泉の存在が前提とされなければならない。温泉があって初めてそ

の奥が決定できるのである。

下部温泉の開湯については、「承和三丙辰年 (836)熊野本官大権現此所に出現在ます、其時始

めて神洗の温泉湧出せり」(裏見寒話)と伝えるが、これは伝承に過ぎない。しか し、古くから温

泉として知られていたことは確かで、建治 4年 (1273)の 日蓮書状に「 しもべのゆのついでと申

す者を、あまたおいかえして候」とある。下部の湯に湯治に来たついでに、身延山にいた日蓮に

対面に来た信者が多くいたが、全て追い返したというのである。13世紀後半には、他国から下部

温泉に湯治に来る者が少なからず集まるほど、既に世に知られていたことになる。次いで、向嶽

寺開山の抜隊得勝は、下部温泉を訪れて宿泊し、 3つの漢詩を作った (塩山抜隊和尚語録)。抜隊

が甲州へきたのは永和 4年 (1378)で、亡くなったのが至徳 4年 (1387)であるから、下部を訪

れたのはその間のことであろう。病を理由に他寺への招聘を断っているから、或いは湯治のため

だったかもしれない。さらに、甲府市 。一蓮寺所蔵の『一蓮寺過去帳』に、永享 8年 (1436)前

後に死んだと思われる功阿弥陀仏に「下部湯」と注記されている。湯治中に死んだのであろうか。

戦国期になると、天正 6年 (1578)暴風雨によって流された「下部湯屋」の再建を、穴山信君

は佐野次郎右衛門尉に命じた (恩地文書)。 また、温泉の守り神である熊野権現社は抜隊の語録に

も見えるが、現在の本殿は室町末期の建築で穴山氏によって再興されたものである (天正三年穴

山梅雪再建の棟札が残るが、棟札そのものは後世の作である)。温泉の保持に穴山氏の力が強く及

んで来ていた様子が窺えよう。

このように、中世を通じて下部が湯治場として栄えてきたことは確実である。もちろん、近世

においても「東南峻嶺答え西北高山峨々たり、巳の刻 (午前10時)な らでは日の影を見ず、飲食

ともに自由ならず、狐兎鹿猿庭に遊ぶが如き深山也」(裏見寒話)といわれるような状況であった

から、その施設のお粗末さは想像に難くないが、多くの湯治客が集まってきたことは重要である。

そうした人々の出入りが金山発見の端諸になった可能性は否めない。

3.「湯之奥村」の成立

下部温泉から下部川に沿って東進した毛無山の西麓に位置する湯之奥は、金山遺跡に一番近い

集落である。湯之奥の初見は、弘治 3年 (1557)の穴山信友判物の「湯之奥恩地」云々であるが

(恩地文書)、 それより古いと思われる年未詳 3月 29日 付けの信友印判状に「ゆのをく ぬいゑも
ん」とみえるのを始めとして門西家文書にも出てきており、遅くも信友時代には集落として成立

していたことがわかる。

ここからは金山峠を越えて駿河国猪頭・麓へ古道が通じており、峠上には通行を取締まる警護

所 (砦)が置かれていたという (甲斐国志)。 この道は江戸時代を通じて駿河への間道として利用

されており、享保 7年 (1722)に駿州富士郡岩本村の者 3名が、下部に湯治にきた際の「ゆのお



く村御番所」あての通行手形が残されている (門西家文書)。湯之奥の集落形成の契機はわからな

いが、こうした交通の要衝としての役割の他、門西家が命ぜられた材木など豊富な山林資源の経

営 。監視の基地としての意味付けや金山との関わりなど、幾つかの条件を関連させて考えていく

必要があろう。

天正10年 (1580)3月 の武田氏滅亡、穴山信君の死、徳川家康の甲斐領有と関東転封、加藤光

泰・浅野長政ら豊臣方諸将の支配、慶長 5年 (1600)の徳川氏の再領と、中世から近世の転換期

にめまぐるしく領主が代わる中で、湯之奥村も近世村落として生まれ変わる。慶長検地による村

高は 5石 5斗 8升であった。天明8年 (1788)の湯之奥村明細帳によると、金山には中山・内山・

かや小屋の 3村があったが、93～ 4年前から金が余り出なくなり、次第に方々に散って 8～ 9年

前から誰もいなくなったという。この当時、村高35石 3斗 7升のうち田高は 1%にも満たず、ま

た、村民の農間稼ぎは薪 。炭・茅などを河内路 (駿州往還)の下山宿で売りさばくことで、湯之

奥村が完全に普通の山村形態であったことが知られる。湯之奥村の役割も時代とともに変遷があっ

たのである。

第 2節 早)II町の金山

(秋山 敬 )

1.概 観

古来、金と木材の産地として知られていた早川町は、地形的には、中部日本を横断するフォッ

サ 。マグナが町の中央を南北に貫いて深い渓谷を形づくり、それに沿って早川本流と支流の雨畑

(あめはた)ブ ||がほぼ南北に流れている。金山はほとんどこの両川の西側に点在する。その金脈

を大観すると、西北は延々として韮崎市の御座石金山に、南は身延町大城金山、静岡県の梅ケ島・

井川の金山などに連なる巨大なものである (第 7図 )。

町内の金山の分布は図示したように、南流する早川右岸の黒桂 (つづら)、 西之宮、保 (ほう)

を中心とする地域と、支流・雨畑川の上流地域および左岸一帯に集まっている。これらの金山は、

確実には16世紀前半、穴山信友のころ (1504-1560)す なわち武田信虎の時代から採掘され、信

友 。信君とつづく穴山氏富強の大きい原動力となったものと考えられる。

このころの金山は黒桂山・保山を中心とするもので (一部、その続きが雨畑村の北部におよぶ)

保千軒 。大久保山などの伝説が伝えられている。江戸時代に入ると金山の中心は雨畑村に移り、

雨畑村の奥沢以下の4つの沢に相ついで多数の金坑が発見され「奥沢千軒・保六十軒」などとい

う言葉が生れた。中でも吉水 (奥沢)・ 遠沢 (えんさわ)両金山は江戸時代を通じて最も栄えた

金山であった。

2.金山の沿革

(1)穴山時代

早川入りの金山採掘がはっきり認められるのは、穴山信友の時代からであるが、それを示す文

書を 2、 3示 したい。

穴山信友判物写 (折紙)
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穴山御黒印

つ kら山 同はう山の事 代官
之儀申付候 かせき山 さかい

候ハん事 かんようたるへし

"如
件

天文三年六月四日

(宛名欠)

(新倉村瀬兵衛所蔵文書、伝未詳)

(『甲州古文書』別―)

読み易くすると「黒桂山・同保山の事、代官の儀申付候、稼ぎ山栄い候はん事肝要たるべし、

力って件の如し」となる。稼ぎ山は金山であり、欠けている宛名は黒桂の望月善左ヱ門尉 (土佐

守)と推定して間違いないと思う。

穴山信友時代の早川入り17か村の代官は薬袋村の佐野新左ヱ門藤六 (鴎庵と号し、信友以前か

ら穴山氏の有力部将)で、木材・石材 。御巣鷹・夫役等を一手に掌握し絶大な権力をふるってい

た。しかし金山と関係していたとは見えない。「稼ぎ山」が特産の木材か金かであるが、早川入

りの木材は、『国志』村里部の雨畑村の項に「総テ早川入諸村ノ良材他山ノ及バザル所ナリ、本

村最モ多シ」とあるように、雨畑村の広大な山林から伐り出されるのが圧倒的に多かったので、

この場合は金と考えるのが正しいと思える。

宛名が何故、無くなっているか、そしてこの宛名を筆者が黒桂の望月善左ヱ門尉と判定した理

由を説明すると長くなるので、ここでは省略しておきたい。

天文 3年 (1534)に は、すでに武田信虎の甲斐統一は完成しており、穴山信友も親族衆として

これに服属しながらも河内領の覇権を確立していた時で、彼はその発展力の基礎である金の生産

に特に意を注いで、現地の責任者たる代官を任命したものである。

続いて同12年 (1543)年の文書である。

(穴山信友花押)

芳山小沢のすち かせき候て

きり出し 奉公申へきなり 何事
なり共 此六人衆中二まかせへき

者也 如件

天文十二年二月一日

村田善九郎

望月善左ヱ門尉

同 伴左ヱ門尉

同 神左ヱ門尉

同 新左ヱ門尉

同 三郎兵ヱ尉



(黒桂・望月晴え家文書)

すぢ (筋)は間歩 (金鉱)の別称で、文意は、村田善九郎以下の6人に対し、芳山 (保山)金

山の小沢 (こ ざわ)間歩から精出して金の鉱石を切り出すように要求し、金山についてはすべて

6人衆に一任すると申し渡したものである。早川入りの代官は、ほかに居るわけであるから金山

掘りに関するいっさいということであろう。望月晴史家の他の文書によると、この中心人物は望

月善左ヱ門尉 (土佐守に叙された)で、黒桂山・保山の金山奉行といえよう。

穴山氏、ことに信君 (梅雪)の財政が非常に豊かであったことは、下山の南松院の明院和尚が

妙心寺住職に転ずる際に高額の瑞世金を納めたことや、その根拠地下山を京都になぞらえて営造

して河内領第一の殷邑としたことや、あるいは武田氏滅亡後信長に二千枚という巨額の黄金を贈っ

たことなどにうかがわれる。穴山氏のこの財源の第一は東西両河内の産金にあること論をまたな

いが、西河内では保山・黒桂山の山金が主たるもので、その代官は望月土佐守以下であった。

(2)江戸時代

薬袋の佐野弘家文書によると、同家の先祖七郎兵衛 (前記・鴎庵の子)は穴山氏没落後、首尾

よく徳川家康に仕え、その総金山奉行である大久録石見守から西金之奉行 (西河内領の金山奉行)

を仰せつけられ黒印を賜わった。さらに佐渡の金山から宗岡佐渡という奉行を遣わされ、金山作

法を仰せつけられたという。

伝説では、大久保長安が保金山にきて監督をしたことになっており、大金山 (おおがねやま)

のつづきに大久保山があり、陣屋跡といわれる所などもある。大久保長安は武田の能楽師出身で

あり、徳川家康にその才能を愛されて鉱山、検地、土木事業、街道整備などあらゆる行政に抜群

の手腕を発揮している。

長安は日本総金山奉行として全国各地に屋敷をもち東奔西走していたので、初代の佐渡金山奉

行になっても、佐渡へはただ 2回 しか渡っていないほどで、金山の監督はほとんど彼の下代 (代

官)が行っていた。すなわち家老の大久保山城と下代の宗岡佐渡などで、大久保山城は田辺十郎

左ヱ門宗政といい、黒川金山衆の一員と思われる人物である。

従って大久保長安が保金山へやってきたとすれば、武田氏滅亡直後の数年間、家康から甲州の

金山奉行を命ぜられた時、彼としては駈けだしのころのこととしか考えられない。さもなければ

同姓の家老 。大久保山城かも知れない。下代の宗岡佐波がやってきて金山の運営や採掘・精錬等

の技術を指導したのは間違いなかろう。これら下代はいわゆる山師で、江戸時代初期の山師は実

に豪勢な暮らしをしたものであった。

江戸時代金山の創業年代を、古い資料によって探ると別表のようになる。この中には年月を明

記していないものもあるが、他の金山との関係や伝説などによって推定した。

すなわち雨畑村の 9山と保村・黒桂村の4山は17世紀に始まっている。不明の 6山 も17世紀創

業とみて大きい間違いはないと思う。17世紀は文字通り早川入り金山の黄金時代で、それぞれ○

○千軒の名称や長屋 。おいらん屋敷あるいは寺・鐘楼の跡や墓石などを残している。人里遠い山

中に世界万国共通のゴール ドラッシュとゴース トタウンの姿がうかがわれるのである。

江戸時代中期 (18世紀)以降は各金山とも産額が減少した。例外的には18世紀初めに、柳沢氏

-2併



第 2表 江戸時代創業の早川町金山
金 山 名 江 戸 初 期 (17世 紀

黒桂村

広河原金山小沢のすぢ 正保元 (1644)こ ろ

保  村
くろだな間歩 ん和 4 (1618)

しヽなわ しろ間歩 安二月(19 (1642)

猿族金山 寛文 (1660年代 )

康慶金山 9

渡り沢間歩 ?

西之官村

西之宮間歩 ?

雨 畑村

①奥 沢
吉 水 金 山 慶長12(1607)推 定
奥沢金 山 ,

長かれ間歩 明暦元 (1655)

か ら沢間歩 同上 ころ

②稲又谷

吉沢 金 山 ?

③遠  沢
遠沢金 山 承応元 (1652)

①石茸沢

たての間歩 死 和 4 (1618)

広 島金 山 ?

ねぢ切り金山 ワ

⑤場所不明

将監間歩 妥邑Я(19 (1642)

ぶ どうしろ間歩 明暦 3(1657)
荒須沢聞歩 貞享初 (1687)

の直営となった雨畑山金山のうち吉水金山と遠沢金山は 7～ 8年の間、彩しい産額があったとい

う記録がある。なお、甲州金座松木家の旧記録 (甲州金座記録)によると、享保12年 (1727)当

時の甲州金の下金は主として雨畑山・保山の山金と雨畑村の砂金とによっている。減少したとは

いっても、なお雨畑村・保村は甲州の代表的産金地であったことがわかる。

黄金の泉は尽きることなく、幕末近くなると採鉱の気運が甦ってきて、県内はもちろん全国的

に元締 (資本家)たちが入れ替り立ち替り早川入りの金山を目指してやってきた。幕府でも天保

12・ 13年の両年、金山奉行真下専之丞 。下妻市蔵を視察に派遣している。真下 (ま しも)は山梨

郡中萩原村 (塩山市)出身の幕臣で、陸軍奉行並びに支配にまで出世した人物で、樋ロー葉と関

係が深い。その他時々計画や採掘も行われたがいずれも成功していない。他の金山でも似たよう

な歴史をくりかえして明治を迎えることになった。

(3)近 代
江戸時代中ごろから金の産出が減少して、農閑期の少々の間掘りと砂金流しが行われていたこ

とは記したが、明治の新時代を迎えると、水銀を用いたり、外国製の大仕掛の機械を用いたりし

て改めて金脈にいどむ人たちが現れてきた。

古い金山で、この時代に入っても栄えたのは保・西之官・奥沢・遠沢の諸金山で、新しい金脈

をいくつか発見して能率的な青金・ 山吹金の生産が行われた。金脈が薄くなるか絶えてしまうと

―-27-―



第 3表 明治以後の金山稼行概況

金   山  名 旧 村 名 明 治 大 正 昭 和

土 ノ 小 屋 鉱 山
(声 安 鉱 山 ) 奈 良 田

7年

茂 倉 鉱 山 新 倉

大 島 金 山 大 島
6年 12年

西 之 官 金 山 西 之 宮
元 年

保   金   山
(大 金 山 金 山 ) 保

214F 5年

猿 狼 金 山
8年

奥 沢 金 山
(老 平 金 山 ) 雨 畑

2年

稲 又 金 山 ″
5年

牛 倉 金 山

室 草 里 金 山

遠 沢 金 山
(長 畑 金 山 )

″

(高 島 金 山 )

(甲 州 金 山 )
″

ム  島  釜  Ш
(甲 永 金 山 )

″

ね ぢ き り金 山

白 浜 金 山 ″

元締も交替し金山の名称も変更された。しかしこれらに関する記録 。資料は甚だ乏しく、保金山。

西之官金山 。土ノ小屋鉱山以外には概略を知ることも困難である。なお大正になってから早川と

雨畑川の合流点に近い大島 (雨畑川の右岸)に金鉱が発見され、暫く採掘されている。

(4)砂 金 (し ゃきん)

『甲斐国志』村里部に雨畑川は「水至リテ清澄、生基金ヲ産シ、里人生業ノ助 トス」とあるが、

生基金とは砂金のことで、早川入りの人々は農業の合間には金山の古い坑をあさったり、砂金採

りをしていた。ねこ流しで砂金を採ることを押掘といい、砂金にかかる税金のことを押掘役といっ

た。

「慶長 6年甲斐国検地帳」には既にこの押掘役のことが見えている。しかもそれは 9筋 2領の

うち巨摩郡西河内領の3か村だけにかかっている。すなわち

保村 雨畑村   各金一両三分

経ヶ島村 黒桂村 早川村 湯鳴村

各金二朱

西之官村 新倉村 各金一朱

合計「三両三分二朱 押掘役」である。この状況は、江戸時代を通じて全く一定していて、押

掘をしなくなっても惰性でそのまま納めている村もあった。

恐らく慶長 6年以前から砂金採りは行われていたものであろう。その産額は分らないが、保村・

雨畑村を始めとして、金山のある場所の近くの川が主な採取場所となっていた。近年では、太平



洋戦争前までは多少、個人的に行われていたが専業ではなかった。発電所やダムが造られるよう

になってからは全く行われなくなった。

3.稼行の形態

金山稼行の形態としては、穴山時代には保・黒桂を中心としているので黒桂の望月家が代官を

つとめたが、運上金などの具体的なことは分らない。

江戸時代の稼行の形態は、領有の面からは直山 (ぢきやま)と請山 (村請と山師請)があり、

公納形態からは運上山 (山師の競争入札で運上額をきめる)と荷分山 (採掘した鉱石を公納分と

山主分に分ける)とあった。早川入りでは、直山だったのは採鉱の黄金時代にあたる桜田領の時

代と18世紀の柳沢時代で、請山 (自分山)は村請の方が多かった。領有と公納の形態はそれぞれ

重なりあっていて、例えば遠沢金山の場合は村請であり荷分山であった。従って運上は二様で、

月ごとの運上金は 5両から9両、荷分け運上は何十両ということで、この方がはるかに多かった。

さて直山の桜田領時代であるが、領主は利潤追及以外の何事も考えなかったようで、時季にお

かまいなく休山中の金山を開かせるなどして、雨畑村百姓をして「御金山指上申度く存じ奉り候

(金山そのものを返上したい、無関係になりたい)」と嘆かせ、実状に同情した現地の「西金之奉

行」佐野家に対して却ってやり方が手ぬるいと責め、結局、退陣させて山師請に変更している。

これとは変って柳沢吉保は、既に隠退をきめていた宝永 6年 (1709)国許の重臣に藩政のこま

かい指示を与えているが、その中で特に雨畑金山の稼行について「土地の百姓たちを、当方で入

用のさいは申付けて使ってもよいが、よく合点させてからにせよ」と、こまかい気を使っている

(森田義一『柳沢吉保』)。雨畑金山 (こ の場合は吉水金山 。遠沢金山)を重視すると共に百姓の

立場を充分に考えている。

村請の例を雨畑村で見てみたい。この村は雨畑川に沿うおよそ 6里の間に12の小部落が点在し、

材木の伐り出し、小規模な農作業、焼畑、木工細工、御巣鷹などを生業としていたが金山の山請

となると、惣村でこれに打ちこんだ。名主以下全員が金掘りで、坑内をいくつかの掘場に分け、

間歩組ごとに分担した。外部から職業的な金掘りなどの入りこむ隙はなかった。

しかし金山の仕事は全く予想のつかない変化があるので、当然、山師請も行われた。幕末近く

なると早川入りの「金」にいろいろの人が群がった。金脈発見を仕事とする人 (試掘業)、 その

権利を買い投資家を募ったり転売する人 (金山師)な どで明治時代も引き続いているのである。

註

(1)『甲斐国志』村里部

保村、・……南ハ雨畑村へ山径二里卜云、金破 (まぶ)多シ、古ヨリ雨畑山二比肩ス、撮山或ハ芳山

二作ル、……

雨畑村、……・西南ハ駿州阿部郡二界ヒ、三河内卜云処二出ル山径アリ、九一日程卜云、……域内凡

方八里、阿部山へ連貫シテ金映多シ、渓水九道合シテ雨畑川トナル、水至テ清澄、生基金 (し ょう

ふきん)フ産シ、里人生業ノ助トス、総テ早川入諸村ノ良材他山ノ及バザル所ナリ、本村最モ多シ、

(2)古い資料に見えるこれらの金山の名称で、ほう金山 (ほうやま)、 雨畑金山 (雨畑山金山・雨畑村



金山)と あるのは、保村の山 (大がね山が中心)にある金山、雨畑村の方八里の村域にある金山の

意味で、年代が下るに従って新 しい間歩が、この村域内に多数掘られている。

(3)近年まで金山で働いていた老人たちが、あそこは信玄時代の間歩だという所がいくつかある。そこ

は穴が狭 くて低く、ふりかえれないほど窮屈で、一尺二寸 (36セ ンチ余)のセットウ (鉄ノミ)が

やっと使えるだけの広さである。支柱技術が未発達だから崩れそうな所は掘っていない。カッサ・

板箕・木製スコップなどの道具が水中から発見される。スズ竹のタイマツの燃え残りがあるのだそ

うであるが、掘削の技術が何年ごろからいかに変ってきたか明確にならない限り、間歩の状況だけ

で年代を確定することは難しい。さらに河内領は信玄の時代も穴山氏の領地であったから、信玄時

代というより穴山時代という方が適切である。

第 3節 黒,II金山遺跡と金山衆

(野沢昌康 )

1.は じめに

塩山市、大菩薩峠を主峰とする萩原山の北角に黒川山 (鶏冠山)がある。黒川山の東側黒川の

渓谷に沿って黒川金山が存在した。現在この地は東京都の水源涵養林でうっそうとしている。

ここは国道411号線旧青梅衡道柳沢峠の北北東約3.5キ ロメー トルに位置し、標高1,170メ ー ト

ルにある。花こう閃緑岩からなるが、山ろくの東側は古期岩類の地層で粘板岩、砂岩、輝緑凝灰

岩などからなる。

金山にまつわる伝承は奈良時代からあるが採鉱については武田信虎の頃に始まり、信玄の時代

が全盛期といわれ、信玄時代の軍用金の多くはこの黒川金山によるものとも伝えられている。と

ころが天正 4年には金の採鉱が減少して廃鉱にされたことが伝えられている。

また一般には黒川金山と称せられているがこの範囲は広大な地域を指しており、鶏冠山を中心

とする黒川谷一帯と、一ノ瀬高橋地域の東方に竜喰谷一帯更には将監峠を越えて秩父に至るこの

地域一帯を黒サ|1金山のうちに加えて呼んでいたようである。

この金山には、金山衆が経営にあたっており、『甲斐国志』によると中村・大野・風間・ 田辺・

古屋・依田らの郷士があり、萩原、於曽熊野などに居を構えていたことが記されている。今日な

おこの金山衆といわれる土豪屋敷跡が方々に見られる。しかし金山経営を裏付ける資料はまこと

に乏しく謎とされていることが多い。

昭和61年から63年まで 3ヶ 年に亘り武蔵野美術大教授田村善次郎氏を代表とする「黒川金山遺

跡研究会」の調査団によって初めて「黒川金山」にメスが入れられた。とくに考古調査リーダー

に東京大学助教授今村啓醐氏、文書調査リーダーに北海道大学助教授桜井英治氏、民俗調査リー

ダーに武蔵野美術大学教授相沢詔男氏を中心に各大学の学生が参加して金山の調査、ならびに塩

山市周辺の古文書調査、民俗調査が平行しておこなわれた。

これまでに調査報告書として、昭和62年に『甲斐黒川金山第 1次調査報告』、昭和63年に『第

2次調査報告』、昭和63年に『黒川金山遺跡1988年度発掘調査の概要』が黒川金山遺跡研究会か

ら発刊されている。また昭和61年に学習院大学史学部から『黒川金山』が大学祭用パンフレット
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として発刊されている。また黒川金山関係文書を桜井英治氏が中心になりまとめたものを、黒川

金山遺跡研究会と塩山市教育委員会が平成 3年に『黒川金山史料』として発刊された。

また今村啓爾氏は黒川金山で用いた鉱山臼について研究され、平成 2年に東京大学文学部考古

学研究室研紀要第 9号に「鉱山臼からみた中・近世貴金属鉱業の技術系統」の中で発表している。

更に桜井英治氏は「金掘と印判状―甲州黒川金山衆の近世化をめぐって」と題して『中世をひろ

げる』 (石井進編)の中で論文を発表している。

以上の研究成果をもとに、次に黒川金山の概要について記してみた。

2.黒川金山の歴史

黒川金山は鶏冠神社の山宮を中心に黒川谷一帯にその遺跡がみられ、更に一之瀬高橋の高橋地

区にその里官がある。

鶏冠神社の祭神は大山祗命、金山彦命、八幡菩薩で神体は黄金鶏と黄金鏡であったという伝承

をもっている。本地仏は十一面観世音菩薩で里官には近年まで伝わったことが明らかである。

『東山梨郡誌』に神社には大同 3年と刻する鰐口があったと伝えているが、現存されているも

のは鎌倉時代の鰐口 (塩山市指定文化財)一日が現存されている。こうしたことから落合の田辺

氏所蔵の史料では「甲斐国黒川御金山之儀者夫同元年丙戊七月十五日より相始り候云々」とある。

勿論近世文書であるが伝承として記しておく。そのほかにも金山伝説としては三枝守国伝説や安

田義定伝説も国道411号線旧青梅街道沿いの旧金神地区に伝わる。

『甲斐国志』山川部第 4の鶏冠山の項をみると「亦夕入会山内黒川二在ル、一大岩山ナリ、高

サ数千丈白雲常二覆ヘリ本州鬼門ノ鎮ニシテ実二霊山ナリ此ノ辺金坑多シ」とあり、古跡部黒川

山の項をみると

「萩原ノ北二在り、 (中略)日蓮年譜工文永六年己巳日蓮勝沼・北原・田波・黒川二遊化ス トア

リ、攻異二云ク黒川此ノ地学テ金ヲ出ス、家一千アルベシ、大士往テ而化ス、後霊跡ヲたシ、精

舎ヲ造立シテ永久山法蓮寺 卜号ス、今金ヲ出サズ、居民精ヤ減ズ、スナワチ寺ヲ郡ノ赤尾村二移

ス トアリ、按ズルニ黒川山二金ヲ出セシヨシ、古ク云ヒ伝ヘタレドモ上世ノ事ハ得テ記スベキナ

シ」とあり日蓮上人と黒川金山の関係を記しているが、日蓮上人は文永 5年10月 さかんに当時の

諸宗を排し法華帰依を幕府に対して勧告していたころであり、そのために文永 8年に幕府は日蓮

を佐渡に流していることからみれば、文永 6年に甲斐国を遊化したことなど考えられない。

以上のように黒川金山にまつわる伝説は多いが金山開発の時期を決定する資料はない。

このように黒川金山の歴史は伝説の歴史であって、関係文書については後述する戦国末期の発

給文書のみが確認できる現状である。その間にあって野沢昌康氏が『山梨県の中世城館跡』で指

摘している『王代記』の明応 7年 (1498)の記載である。

「此年八月廿日夜大雨大風、草木折。同十四日辰剋、天地震動シテ国所々損。金山クツレカ【

ミクツレ中山損。」とある。

この記事について笹本正治氏は、窪八幡宮 (山梨市)の別当上之坊普賢寺の住職が書いたとい

う性格からして、黒川金山の可能性が高い。ちなみにこの時期の武田氏の当主は信縄であった。

それゆえ黒川金山を初めとする甲斐の金山の開発は、遅くともこの時期までさかのぼるといえる、
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と言っているが、資料が皆無の現状にあってはやむをえないことであろう。

ここで黒川金山の周辺の金山について確認しておく必要がある。それは黒川金山周辺の地質か

ら追ってみると、大菩薩連峰及び高乏御殿山より南部は、花闇閃緑岩からなっている。この花闇

閃緑岩は、黒川鶏冠山の東側で四万十統の堆積岩に貫入接触して、この接触面は南北方向に延び、

その線上に、午王院平金山、竜喰谷金山、金場沢金山、黒川金山、黄金沢金山などの諸金山が連

なっている。その中で黒川金山は一般によく知られているが、ほかの金山は名前すら知らないの

が現状である。そのほかにも三富村の鶏冠山を中心に金山伝承があり、地元では広瀬千軒と称し

坑道跡や出土遺物の確認も伝えている。このように黒川金山をとりまく周辺の金山の遺構は広範

囲にみられるが、金山としての内容については今後の研究に期待したい。

黒川金山の鉱山としての位置付けを第 2次調査報告からみると黒川の金鉱床は、花闘閃緑岩中

に走る石英脈で、明治37年『 日本鉱業会誌』の大島十郎氏の報告によると、金は石英脈よりもむ

しろ脈近くの母岩に網状に鉱染しており、 トンあたり金150グラム、銀20グラムというすぐれた

鉱石が存在した。黒川金山の拡脈は、古 。中世代に出来た老脈で、新生代に出来あがった幼脈に

比べ、一般に銀の合有率が低く金の合有率が高い特徴がある。伊豆の上肥金山、佐渡金山などは

幼脈であり、安倍金山、雨畑金山などは黒川金山と同様老脈である。

また砂金の問題について十数年前山梨大学の西宮克彦教授に黒川金山について調査を依頼した

ところ、黒川金山からは砂金は出なかったのではないかという結論がでている。この近くで砂金

が採集できたのは竜喰谷金山ではないかと地元の人々は言っている。戦前までは丹波山村の子供

達は夏休みに丹波川から砂金を採集したことを伝えていることから、今後の研究として竜喰谷金

山をはじめ周辺の金山の総合調査をおこなっていく上に黒川金山のこれまでの伝承も解決してい

くのかも知れない。

次に黒川金山について遺跡研究会が 3年間に亘って調査した結果を報告書をもとにして黒川金

山の開発時期を考えてみたい。

3.黒川金山開発時期

昭和61年から3年間に亘って黒川金山遺跡研究会が調査したものである。

この金山は塩山市一之瀬高橋地区の黒川鶏冠山の東西、黒川谷の原生林の中に現存している。

東京都の水源涵養林ということもあって、遺跡の保存状態は良い。伝承では、武田氏の盛時には

黒川千軒と呼ばれるほど栄えたとあるが、現地に入って見ると山肌を段々に整地して石垣で土留

めをした鉱山町の跡は、黒川に沿って上下600メ ー トル、幅200メ ー トルにおよび、伝承にあるよ

うに数百軒の住居跡が存在した。また坑日は黒川谷の両側に20近くあることが確認されたが、調

査の範囲はこの広大な遺跡の数百分一の面積を発掘しただけであるので今村啓爾氏が言われるよ

うに全体の様子を知ることは無理かも知れないが目安にはなる。この遺跡からは石臼類、土器、

陶磁器、銅銭、小刀、キセル、火打金、粉ひき臼、石鉢、石仏の合座など往時をしのばせる数
々

の遺物が出上した。

発掘された遺物で最も多いのが、石臼 (上臼と下臼)、 くばみ石、すり石、すり皿、大くばみ石

といった鉱石を粉砕するための道具類であるが、出土地点は鉱山町の黒川に最も近い地点にみら



れることから、作業場は川沿いであった。それにひきかえ土器類、陶磁器類、銅銭、鉄製品は黒

川から離れた高台の地点に多くみられる。

第 2次調査報告によると、調査の成果として金の精錬工程がほぼ解明されたことが報告されて

いる。

鉱石として採掘された花闘閃緑岩中の石英脈の鉱石をくばみ石を合石として、おそらく鉄のハ

ンマーで粗割されそれを更に石臼を用いて細くひきくだき、次にすり皿上で手に持ったすり石に

よってすりつぶされた。大くばみ石と丸形のすり石がさらに細かく粉砕するのに用いられたもの

であることは、大くばみ石の表面が大変滑らかになっていることによって明らかである。

粉砕された鉱石は水によるいわゆるねこ流しによって金を含む部分だけがよりわけられひきつ

いでかわらけの中に入れられ、熔融され、金が抽出された。

今回の発掘調査で金の熔融に用いられたかわらけが 4点確認されている。またかわらけの内面

に黒色のガラス状物質が付着し、その中に熔けた金の粒が認められている。こうした熔融法を見

る限り、この鉱山では鉱石の精錬に灰吹き法が用いられていなかったことを示すものであるが、

また一方この鉱山からの採掘された鉱石が含金石英脈であったことからこの方法でよかったのか

も知れないと報告書では結論づけている。

次にこの金山の開発した時期、また最盛期を知るのには、古文書か、考古学的調査しか方法が

ないが、古文書がないため、発掘調査によって出土した遺物の中で臼、陶磁器類が対象となった。

調査報告書が指摘しているように鉱山町全体をみるときに、時代によって変化があり、黒川の

谷に入ってきた人たちが住み着く場所は沢に近く比較的広い平坦地が選ばれ、全盛期になると沢

からはなれた尾根の上まで人家が密集していった。

黒川金山から出土した陶磁器類は約50点に及び、飲食器として使用された碗や皿が最も多く、

瀬戸・美濃窯の製品では灰釉丸皿、灰釉縁釉皿、菊皿、鉄釉碗、徳利などが出土している。中国

陶磁としては、青磁稜花皿、染付皿がある。肥前系磁器としては染付碗がある。次に調理器とし

ては瀬戸・美濃窯の鉄釉楯鉢が出土している。貯蔵器としては、出土数が少ないが渥美窯産と思

われる菊花文の押印をもつ甕の肩部片が出土している。茶器としては瀬戸・美濃窯の天目茶碗、

仏器としては瀬戸・美濃窯の灰釉筒形香炉、肥前系白磁の小杯が出土している。

このように陶磁器は瀬戸・美濃・肥前・渥美、あるいは中国などの複数の生産地から搬入され

ており、とくに瀬戸・美濃窯の製品が出土品の6割を占めている。

出土した陶磁器から年代をみると16世紀の初めに用いられた美濃大窯の一期のものが確認され

ているので黒川千軒と称し、金山町を結成したころにあたる。従ってそれ以前のものは12世紀の

渥美焼を一点確認しているだけである。このことは遺跡の一部発掘調査から判断することは難し

いが、16世紀前半に突如として大規模な鉱山として出現したものといえる。武田時代の信虎か信

玄の時代にかけてということになろう。それから鉱山町は陶磁器からみると17世紀前葉の陶磁器

が多い。文書の示すところとは矛盾するが、『甲斐国志』古跡部の「金山ノ盛ナリシハ慶長年間

大久保長安の奉行タリシ頃ノ事ナルベシJと記されている点再考する必要がある。更に陶磁器は

18世紀、19世紀のものが多少認められるところは伝承通り細々ではあるが採掘がおこなわれたこ



とを立証している。

黒川千軒から尾根を越して800メ ー トルほど北に女郎ゴーと言われる伝承の地がある。発掘調

査の結果柱穴等は検出できず土器 1点と磨石 1点が検出されたのみで伝承を裏づけることはでき

なかった。

また黒川千軒から800メ ー トル南の地点で鶏冠山頂上から南東へ下る尾根上に「寺屋敷」と呼

ばれるところがある。その場所から小礫に「聖」「念」「観J「菩J「如」などの文字が書かれ

た経石が1,300点検出された。これは全体のごく一部に過ぎずさらに多くの経石が埋っていると

みられるが日程の関係で調査が中断されている。

この寺屋敷と呼ばれているところには前述した法蓮寺 (塩山市赤尾)をはじめ妙善寺 (同市下

於曽)正念寺 (同市下於曽)金鶏寺 (同市二之瀬)が黒川の寺屋敷にあり、黒川の人家が散乱し

た時に移転したと伝えていることから、今回の経石の出土したところが、いずれかの寺に該当す

るとみられるが今後の研究を待ちたい。

4.黒川の金山衆

黒川金山遺跡研究会は発掘調査とあわせて桜井英治氏をリーダーにして文書調査をおこなった。

先般『黒川金山史料』として発刊しており、更に平成 3年に石井進氏編になる『中世をひろげる

一新しい史料論をもとめて一』の中で桜井英治氏が「金掘と印判状一甲州黒川金山衆の近世化を

めぐって一」と題し、黒川金山衆について詳細な分析をおこなっているので一端を紹介する。

武田時代、黒川金山の経営をおこなっていたのは金山衆と呼ばれる人々である。現在確認され

ているのは、田辺、中村、古屋、依田、風間、保坂、保科、大野、池田、声沢、田草川、深沢の

12の苗字を持った家々である。その多くは現在の塩山市上萩原から同市内の熊野に至る間に多く

点在しており、現在もその末裔が住居を構えており、中には当時のままの屋敷をそのまま維持し

ている家もある。

現在金山衆として確認できる屋敷には、塩山市下於曽田辺佐苗家がまずもってとりあげられる。

祖は四郎左衛門尉で四郎兵衛尉、佐左衛門の名がみえる。安永 4年 (1775)の屋敷図をみると東

西55間、南北60間の屋敷で周囲を上手で囲続し南面には二重の上手になっており、南側に木戸日

がある。屋敷内を水路を通している。『甲斐国志』士庶部から田辺四郎兵衛の項をみると「屋布

四段一畝十八歩除地也」とある。

また同市内赤尾の保坂幸義家は保坂次郎右衛門といい、現在も屋敷の北東には当時の土手が確

認され、『甲斐国志』には「宅地四段十六歩免除」とある。

池田早苗家は池田東市佐といい『甲斐国志』には「宅地三段七畝十歩除地ナリ」とある。現在

でも当時を偲ぶことができる。このように金山衆の屋敷は広大なものであった。

この金山衆が黒川金山とかかわる中で、どのような性格を持っていたのかこれまで漠として判

然としなかった。その原因は他の鉱山にも見られるように、黒川金山史料は少なく、とくに信玄

以前の時代については皆無に等しい。古いものでは天文13年の放光寺文書にある武田家印判状

「金山之佐渡守」であるが、今日正本も伝わらず桜井英治氏も笹本正治氏も疑問視されているの

で考察の対象からはずすと、黒川金山文書の最古の史料は元亀 2年の新恩充行状である。



田辺佐苗家文書の武田家印判状をみると、

定

一、御分国諸商一月二馬壱疋之分役等御免許之事

一、本棟別壱間之分御赦免之事

一、向後拘来候田地、如二軍役衆_可レ被レ停二検使_之事

一、郷次之人足・普請被レ禁之事

以上

於二今度深沢之城_別而致二奉公_侯間、被レ加二御褒美_者也、力如レ件

元亀二年菜        山県三郎兵衛尉奉之

二月十三日 (朱印)

田辺四郎左衛門尉

これと同じ武田家印判状は桜井英治氏の調査では写本も含めて 7点を確認している。

それは金山衆であった中村段左衛門・古屋清左衛門 。中村与右衛門尉・保科善左衛門尉・保科

喜左衛門尉・置沢兵部左衛門尉 。田草川新左衛門尉ら7人の金山衆に宛てたものである。

この 7人に宛てた文書を桜井氏は次のように分析している。

印判状の第一条は商業税の免除。第二条は棟別銭の免除。第三条は名田に対する検地の免除。

第四条は郷村別に割当てられている普請役を免除された。このように深沢城の戦功によって金山

衆に対する新恩充行状である。

深沢城攻めの 2年後の元亀 4年 (1573)4月 12日信玄が病没し、勝頼が家督を継いだ。その翌

年の天正 2年 (1574)田 辺四郎兵衛尉に対して次の印判状が与えられている。

定

以二先御印判_被二宛行_候条々、自今以後も卵不レ可レ有二御相違_之旨、被二仰出_者也、傷如レ件

天正三年民
十二月十三日 (朱印)            

髯需羅後守 
奉之

田辺四郎兵衛尉

この印判状は勝頼の代になって、元亀 2年に金山衆に対して発給した印判状を追認した安堵状

である。桜井英治氏の調査では田辺四郎兵衛尉のほか中村二兵衛 。中村大倉・古屋七郎右衛門尉・

意沢兵部左衛門尉の4人が確認されているが、この印判状と同日付で、文面の異なる印判状が出

されている。池田早苗氏所蔵の武田家印判状をみると

定

一、御分国諸商一月二馬壱疋之分役等御免許之事

一、本棟別壱間之分御赦免之事

一、向後抱来候田地、如二軍役衆_可レ被レ停二御検使_之事

一、郷次之人足 。普請被レ禁之事

己上



自今以後、於こ敵国_御城責之時節、御一左右次第馳参、別而可レ致二奉公_旨言上候之間、右如レ此

被レ加ェ御褒美_之由、被二仰出_者也、狗如レ件

天正三年民
十二月十三日 (朱印) 釣閑斎

   奉之
市川備後守

池田東市佑

この印判状は先の追認の印判状と同時に発給された文書であるが、田辺四郎兵衛尉らに与えた

印判状には「以先御印判」とあるように深沢城攻めに功績があった人たちに対して与えられたも

のと異なり、池田東市佑、保坂次郎右衛門らは同じ金山衆でありながら深沢城攻めに参加しなかっ

たが、元亀 2年印判状と同様の特権を記した充行状である。

天正10年 (1582)に 武田氏は滅亡し、徳川時代となる。天正10年から11年にかけ徳川氏は武田

氏の旧臣に対して安堵状が与えられる。それは徳川氏が武田時代の所領や特権をそのまま追認す

ることであった。

徳川家印判状 (写 )

除二田地役_其外公事以下、本棟別之外懸銭、新屋棟別銭壱人二壱間宛、弄印判衆役新衆、四壁之

竹木等切剪採等之事

右如二先証_令二免許_畢、但如二前 _々黄金令二増長_者、此朱印可レ令三返進_者也、侮如レ件

天正十一年

卯月十一日

日下部兵左衛門尉

成瀬吉左衛門尉   
奉之

中村弾左衛門尉

依田平左衡門尉

大野将監

風間庄左衡門尉

田辺清九郎

古屋次郎右衛門尉

田辺四郎左衛門尉

依田官内左衛門尉

その間に武田勝頼の代になってから黒川金山は急速に衰退する。天正 5年 (1577)2月 11日付

の長野県南佐久郡川上村の風間春雄家に伝わる武田氏印判状である。

於二金山_黄金無二出来_之条、一月馬壱疋分諸役御免除之由、所レ被二仰出_也、働如レ件

天正五三年
二月十一日 (朱印) 桜井右近助

以清斎

奉之
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これは産金量の減少のためにとった方策である。ひと月に馬一匹分の商業税を免除したもので

ある。

黒川金山の金山衆は苗字を名乗って、身分の上では侍に属しており、単なる金掘人夫でなく多

くの金子をかかえた山師であった。桜井英治氏の分析では、ひとりの山師と考えられる親方の下

に数人の子方を配した「組」を単位集団として活動していたことを指摘している。その中でも黒

川金山から、一之瀬高橋に居住していた田辺源吾氏の祖善之丞を親方とする組に田辺喜三郎 。田

辺清九郎 。古屋某・古屋清左衛門・古屋七衛門 。中村弥左衛門・保坂次郎右衛門ら7人の子方の

いたことを田辺源吾氏所蔵文書から指摘している。桜井氏はこの「組」を山の金掘と呼んでいる。

また田辺佐苗家の祖佐左衡門尉の下には中村弾左衛門尉 。依田平左衛門尉・大野将監・風間庄

左衛門尉 。田辺清九郎・古屋次郎右衛門尉 。田辺四郎左衛門尉・依田官内左衛門尉ら子方があっ

たことを田辺家文書を通して述べている。またこの金山衆は上萩原から熊野一帯に居を構えてい

たので里の金掘としている。

このように親方を中心に多くの子方がいた。経営の面でも限らずしも一定した金掘専門ではな

く元亀 2年以前から金掘であると共に土木技術者であり、更に文書からもうかがえるように商業

経営者であるとともに農業経営者でもあった。また元亀 2年の深沢城攻め以来軍役衆に加えられ

た金山衆であった。

5.江戸時代の金山衆

天正年間に入ると金の生産量は減少していくが、遺跡研究会の発掘調査の結果からみれば黒川

金山町は17世紀中葉まで存続していたことになる。今後の調査結果を待ちたい。

金山の衰退後の金山衆は一様ではなかった。田辺源吾氏の祖田辺善之丞を中心にした金掘たち

は明暦年間 (1655-58)に黒川にもっとも近い一之瀬高橋に移住し、畑作や林業によって生計を

たてながら、金山の採掘の機会をうかがっていた。また黒川の金掘たちで丹波山金山や股の沢金

山 (埼玉県秩父郡大滝村)など周辺の金山に出稼ぎ生活をしていたものもある。また信濃の梓山・

川端下金山へ移住した風間春雄家の先祖もあった。このように遠くに移住を考えた人たちもかな

りの数にのぼり、その中で水戸藩に仕えて大成した水利事業家永田茂衛門もその中の一人であっ

た。

そうした金山衆や掘子たちの中でいちはやく転身したのが田辺佐苗氏の祖佐左衛門を中心にす

る金山衆であった。

田辺佐左衛門は、天正17年 (1589)か らおこなわれた甲州検地の検地役人をつとめ、江戸時代

に入り同家の田辺庄右衛門は大久保長安の用人を勤め、更に甲州と関係の深い当時の勘定奉行で

あり、長安のあと佐渡奉行となった伊丹康勝の知行地代官をつとめた田辺市郎左衛門などがおり、

のちに郷士として明治維新を迎えた金山衆もあった。

6.まとめ

黒川金山遺跡研究会が 3ヶ 年に亘って調査をおこなった結果、今村啓爾氏をリーダーとしてお

こなった発掘調査によって黒川の鉱山町は15世紀にはじまり、16世紀の前半に最大規模に達し、

以後、漸次縮少傾向をたどり、17世紀中期ごろまで存続したのではなかろうかとみている。従っ
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て一般には黒川金山は信玄の代が最盛期と信 じられてきたが、調査の結果では信虎の代まで遡る

可能性もあるとみている。

また桜井英治氏をリーダーとする古文書班によって金山衆の性格付けがなされ、少ない史料の

中から分析された。

ただこれまで一般的に黒川金山は武田氏の支配するところの金山と信じてきたが、桜井英治氏

が小葉田淳氏の論捉を引いて、金山衆は武田氏が派遣 した役人などでは到底なく、山師であり、

かつ土着の侍であったとしており、また笹本正治氏も武田領国内の金山は、少なくともその多く

が武田氏の直轄支配とは言い難いとしており、今後の研究に期待をしたい。

註

(1)野沢昌康「穴山氏の金山経営と土豪屋敷」『山梨県の中世城館跡一分布調査報告書―』1986

(2)笹本正治「戦国大名武田氏の金山支配をめぐって」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第 3集

1990

(3)黒川金山遺跡研究会他編『甲斐・黒川金山』第二次調査報告 1987

(4)前掲註(3)

(5)前掲註(3)

(6)前掲註(3)

(7)今村啓爾「鉱山臼からみた中。近世貴金属鉱業の技術系統」『東京大学文学部考古学研究室研究紀

要』第 9号 1990

(3)清雲俊元「黒川金山と土豪屋敷」『山梨県の中世城館跡一分布調査報告書―』1986

(9)前掲註(2)

(10)桜井英治「金掘と印判状―甲州黒川金山衆の近世化をめぐって一」石井進編『中世をひろげる一新

しい史料論をもとめて一』吉川弘文館 1991

(11)黒川金山遺跡研究会他編『黒川金山史料』塩山市教育委員会 1991

(12)前掲註 (10)

(13)桜井英治「解説」『黒川金山史料』塩山市教育委員会 1991

(14)小葉田淳『日本鉱山史の研究』岩波書店 1968

前掲註 (10)

(15)前掲註(2)                                (清 雲俊元)

第 4節 下部町内山・茅小屋金山遺跡

1.内山・茅小屋金山遺跡の歴史背景

甲斐において金山の開発が、いつごろから、どのようなかたちで始められたのかは、よく分かっ

てはいない。しかし、『王代記』明応七年 (1498)の条に「此年八月十日夜大雨大風、草木折。同

十四日辰剋、天地震動シテ国所々損。金山クツレカ kミ クツレ中山損Jと あり、地震で金山が崩

れたと解釈できることから、15世紀末頃に金の採掘が始められていたことは確かである。
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毛無山山麓における金山開発については、駿河側の富士金山への荷物輸送を免許した天文二十

年(1551)今川氏真朱印状 (竹川家文書)が初見史料であるが、甲斐側の湯之奥金山については、元

亀二年 (1571)武田信玄朱印状 (旧北山村市郎右衛門所蔵文書・『静岡県史料』所収)が最古となる。

この文書は、中山の金山衆10人に対 し、北条氏領の深沢城攻めの恩賞として柳子150俵 を与えた

ものであり、これにより中山金山が戦国期に存在したことが確実であるが、中山金山とともに易

之奥金山として総称される内山・茅小屋金山がこの時期に採掘を開始していたかは、史料的制約

から今日まで解明されていなかった。

しかし、平成 4年 5月・ 6月 に実施された内山・茅小屋金山の遺構図作成調査に際し、15世紀

末から16世紀初頭にかけて中国(明)で生産された磁器(染付)の破片が内山金山遺跡で採集された。

同時期の染付片は中山金山の発掘調査でも上限年代を示す遺物として検出されていることから、

内山金山は中山金山と同様、15世紀末から16世紀初頭の頃に開発されたものと推定できよう。こ

のことから、先に触れた元亀二年武田信玄朱印状にみえる「中山の金山衆十人」の中に、内山金

山の採掘を行った人物が含まれていることは十分考えられることであり、戦国期に「中山の金山

衆」が湯之奥金山群に関わる金山衆の総称として用いられた可能性も検討しなければならない。

あるいは、湯之奥一帯の金山そのものを中山金山と総称していたのかも知れない。『王代記』明

応七年の条「金山クツレカ kミ クツレ中山損」の記述も、内山 。中山金山の開発年代と一致する

ことから、「中山損」の記載については、当時、金の採掘が開始されたばかりの中山 (湯之奥)

金山が地震により被害を受けた、とする積極的解釈も成り立つのではないだろうか。

茅小屋金山は、現段階では戦国期に遡る史 (資)料は見あたらないが、門西家文書153号の記

載や近世前期に内山村と並んで茅小屋村が存在したことなどを考慮すると、戦国期には既に採掘

が行われていたものと推定される。

戦国期の内山・茅小屋金山の支配構造については具体的な史料を欠いているが、中山 (湯之奥)

金山については武田氏による直接支配が行われたとする一般説のほか、穴山氏経営説 (野沢昌康

「穴山氏の金山経営と土豪屋敷J『山梨県の中世城館跡』1986)、 武田氏から穴山氏への経営権

委任説 (上野晴朗『甲斐武田氏』1972)が提示されている。最近では、笹本正治氏が関係史料を

分析・検討して、穴山氏が中山金山の金山衆を把握し、直接経営を行っていた可能性の大きいこ

とを指摘している (「戦国大名武田氏の金山支配をめぐって」『帝京大学山梨文化財研究所研究

報告』第三集 1990年 )。 戦国期の文書に見える中山金山が、武田氏の支配を受けず、穴山氏の

直接経営するところであったならば、内山・茅小屋金山も当然穴山氏の経営下にあったのであろ

う。

湯之奥金山の採掘が武田氏滅亡後も穴山氏により続けられたことは、天正十一年 (1583)に 穴

山勝千代が、中山金山衆の一人と推定される河回六左衛門尉に前々のごとく棟別諸役家二間半の

免許と掘間を安猪していることから明らかであるが (旧北山村市郎右衛門所蔵文書・『静岡県史

料』所収)、 慶長期になると「金山衆」の名称は次第に史料中に見られなくなるという (小葉田

淳『 日本鉱山史の研究』1968)。

内山・茅小屋の名称が史料に登場し、断片的ではあるもののその経営状況が分かるのは近世前
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期である。貞享三年 (1686)に「間歩主かや小屋村九左衛門」から甲府代官に出された書付 (門

西家文書19号)は長年採掘を止めていた間歩の再掘着手を報告したものであるが、寛文五年頃に

茅小屋・内山両金山の採掘が盛んであり、運上金として 6分を納め、残り4分を掘子のものとし

たこと、近年は一円で金が産出せず、茅小屋・ 内山両村を退転してしまったことなどを書き留め

ている。同じく門西家文書153号は、中山・茅小屋・ 内山の 3金山の採掘が天正頃から延宝年中

頃まで盛んで、多くの職人が入山して金山稼を行ったが、その後、退転してしまったことを記し

ている。

17世紀の中頃に中山・茅小屋・ 内山金山の採掘が盛期をむかえた状況は、慶安三年 (1650)の

運上間歩についての訴状 (門西家文書11号)などからも窺えるが、中山金山の発掘調査で出土し

た遺物に17世紀後半の陶磁器片が多いこともその証左と言えよう。また、茅小屋 。内山金山で確

認された12基の石造物のうち紀年銘をもつ4基が、いずれも承応三年 (1654)・ 万治三年 (1660)・

寛文六年 (1666)・ 寛文 (1661～ 73)と 17世紀中頃の造立年を刻んでいることも、これら金山の

最盛期がこの頃であったことを裏付けている。

中山・茅小屋・ 内山金山の金産出量を知る術はないが、門西家文書370号は年未詳ながら、金

掘稼の者共が盛期には金掘役永四百文ずつを納めており、元禄九年に退転してからは永三十文ず

つに減額された状況を伝えている。金の採掘が衰退してからの内山・茅小屋については、宝永七

年 (1710)及 び正徳二年 (1712)の用木伐採に関わる史料 (門西家文書10号・42号)などに地名

として記載されているが、文久元年 (1862)に は巨摩郡百々村長百姓嘉右衛門 。他から湯之奥村

へ金山稼の相談があり、翌二年に湯之奥村名主から市川代官所に採掘の願書が出されている。し

かし、これに関連した史料が残されていないことを考えると、こうした試みも失敗に終わったも

のと思われる。

2.内山金山遺跡の概要

(1)は じめに

(数野雅彦)

内山金山は下部川に注ぐ入ノ沢に位置し、同沢下流域の茅小屋金山、金山沢の中山金山ととも

に湯之奥金山3遺跡の内のひとつである。しかし、標高は中山金山には及ばないが約1,350mと

高所で、主要な登山道や林道から遠くにはずれたところにあり、旧道も大ガレをはじめとする処々

の土石流などで寸断され荒廃するにいたって、一部の地元の識者以外にはその位置や実態につい

て忘れ去られようとしていた。平成 2年 5月 6日 、地元調査員の石部典生氏の案内で茅小屋金山

と共に内山金山の踏査を行い、その概略が調査団に認識されるところとなった。平成 4年 6月 13・

28の両日に遺構の概要図の作成を中心に、石造物・遺物などについての再調査を実施した。特に

13日 の調査によって、それまで知られていなかった沢沿いにテラス群が発見され、内山金山に新

知見が追加されるにいたった。また、概要図の作成によって遺跡のテラス部分の全体像が具体的

に把握された。

(2)遺構群

金山遺跡は、金山関係者の居住する集落や作業場としての平坦面域と鉱石を採掘する坑道域に

大きく三分される。内山金山遺跡では入ノ沢右岸に総数29基の平坦地 (テラス)が確認されたが、
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坑道域は未確認である。テラスの分布は、尾根筋及び新発見の沢沿いの一群とその中間の三つに

大きく分けられる。それぞれの概要について以下に記す。

尾根筋のテラス群は、標高1,240m～ 1,370mの尾根上にほぼ一列に22基が分布 している。テラ

ス群の左右両側は、概して急斜面となっている。Aのテラスは内山金山遺跡の最高位に位置し、

これより上には人為的な遺構は見あたらない。Dテ ラスは「寺屋敷 (跡 )」 と呼ばれ、ここにはか

つて「宝金山永久寺」という日蓮宗の寺院が存在したといわれる。この寺は閉山後に山を下り、

中富町飯富の久遠山永久寺がその後身と伝えられている。これを推定しうる資料として、テラス

のほぼ中央に宝僚印塔の塔身部 (石造物①)が存在する。また、平坦部分は22m× 14mと 当金山

の最大の幅を持ち、北側斜面に二段と南部の西半に石積みが見られ、安定した平坦面を造りだし

ている。北側の石垣は山石の石材を横口積みと小日積みの併用によって頑強に積み上げ、下段の

もので10段以上、高さ約 2m× 長さ約20mの範囲に及ぶ。さらに東西の端は上の土砂の崩れか一

見上塁状にも見える様相を呈している。Gのテラスは東側よりMテラスを通り沢筋のテラス群に

通じる道が延びている。このテラスでは東半部から肥前系磁器が数点表採されている。Hテ ラス

には、後世の産物かもしれないが東側に直径 lm×深さ0.5mのすり鉢状をした穴が 2か所存在

する。 Iテ ラスは31m× 5～ 8mと長細く北と南に石積みが見られる。このテラスを合め以下の

六段のテラスの東側は岩場の急崖となっている。 Lテ ラスは上のテラスから約40mの比高があり、

以下に4つのテラスが存在する。これらは比較的小規模のもので、部分的に石積みも見られるが

全体的に概して南に傾斜しており、安定的でない。また一番南のものは沢に面 している。

Mテラスは尾根のGテ ラスと沢のPテラスを結ぶ道の中間に位置しており、封ヒ側に岩を背負い

東西両側を急崖で区切られた小尾根上に単独で存在する。ここには銘の見られない板碑型の石塔

(石造物②)が存在し、立地や広さなども加味すると墓域としてのみの利用であったかと、推定

される場所である。

入ノ沢の右岸川沿い標高1,300～1,320mの地点には、 6基のテラスが確認された。 Pテラスは

17m× 5mの細長いもので、Rテラスと接する地点に岩があり岩上に 5～ 6段の石積みがある。

Qテ ラスは地形に沿って半月状の平面形をしており、北にある割れた岩の割れめ部分に横口積み

の整然とした石積みが看取される。Rテラスは約40mと 最大規模の長さを持ち、東側を川の侵食

によって削り取られており、この侵食によって北側には石臼を含む石積みが露呈している。Rテ

ラスでは現在山椒やタラ・山ぶどうといった食用になる植物が見られる点も注目される。侵食さ

れた部分の川に近い下部には別の石積みが存在し、Rテラスの下段にもう一段テラスが存在して

いたことが窺える。この流出したテラス部分にはかなりの熱を受けた痕跡があり、溶融物が付着

したり赤変した礫が見られる。このことから、このテラス部分は精錬等の火を用いた作業をおこ

なった場所である可能性が高いと思われる。また、この侵食された部分には石臼や肥前系の磁器

片が発見されている。Rと Sテ ラスの北西側には岩場があり、この岩に石英脈の見られることや

中山金山の例からこのテラスの上部に坑道域が存在するものと推定される。

(3)遺物

遺物として、石臼。陶磁器片・石製品等が発見されている。



石臼は、Dテ ラスで上臼 3点、Fテ ラスで上臼 3点・下臼 2点、 Iテラスで下臼 5点、」テラ

スで上臼 1点、Oテ ラスで上臼 2点・下臼 1点、Rテ ラスで上臼 2点・下臼 2点、とその他の場

所での 3点の合計24点が確認された。上臼はもの配りの穴が中央よりややずれるいわゆる「湯之

奥タイプ」と中央部に設けられる両者が存在する。Rテ ラスの下臼 1点には鉄の心が残存してい

る。また、未製品も数点見られた。

陶磁器は、明の染付皿と肥前系の磁器の碗がある。明の染付皿は (第 9図 1)、 見込み部に動

物の一部、外体部に唐草と思われる紋様が描かれた底部破片である。尾根上のテラスK～ Gの東

側斜面での表採品で、コバル トの発色も悪く粗製品である。その紋様の特徴から15世紀後半から

第 9図 内山金山遺跡採集遺物

16世紀の前半に多く使用されたもので、内山金山の操業が戦国期まで遡ることを示す唯―の資料

である。Gと Rの下のテラスからは肥前系の磁器の破片が表採された。碗の口縁部と胴部の小破

片である。

石製品は前記した石臼のほか、図示 (第 9図 2)したほぼ中央部までしか穴を穿っていない石

製品がある。穴は略円錐形を呈し、おもり状のものである。同じ例は、16世紀の城下町一乗谷で

も数点の出上が報告されている。                       (信 藤祐仁 )

(4)石造物群

内山金山遺跡のテラスは大きく尾根上と沢沿いに分けられるが、尾根上のD及びMテラスに次

の石造物が所在する。

宝鐘印塔①

Dテ ラスは「寺屋敷(跡 )」 と呼ばれ、東西22m、 南北14mほ どで内山金山の中では最大の規模

であり、宝筐印塔はそのほぼ中央に位置する。基礎部のみが残っており、高さ26crn、 幅28.594を

測り、上面中央に直径8.5cln、 深さ 3 clnのほぞ穴が施されている。上端には蓮弁がめぐり、正面

中央に「亡妻妙貞」、その右には「寛文年 [ ]」 、その左には「十二月十日」と刻まれている。

板碑型石塔②

Dテラスからは東側で一つ沢を隔てた尾根上のMテラスに位置する。このテラスは、東西4m、

0           5 crn



南北 5mほ どの狭小なもので、石塔は山を背にし南向きで立てられている。高さ102clt、 最下部

の幅50cm、 同奥行き25mでがっちりとした造りであるが、左右正対称とはいえず、いびつである。

正面の枠内の左下には銘が亥Jまれていた可能性があるが、現在は全く読めず、ほかの部分には銘

の痕跡は見られない。 (千々和到・畑 大介)
3.茅小屋金山遺跡の概要

(1)遺構群

茅小屋金山遺跡は、入ノ沢右岸の標高800～860m前後に立地する。沢奥には比高差450mで内

山金山がある。遺跡は沢に臨んだ北東から南西方向に傾斜した地で、沢筋に沿って20段程のテラ

スが確認できる。現時点では発掘調査・測量調査が行われていないので、見取り図を参考に現地

での知見を加え遺構を概観することとする。なお遺構はテラスが主体であり、便宜的に北東側か

らA・ B・ C・ D………。と記号を付しておく。

北東端に位置するAは、長さ10m程のテラスで北側に巨岩、南側にカヤの巨木がある。Aは、

その名称伝来の経緯は不詳であるが官屋敷 (跡)と呼ばれ、山の神の石祠があり、ここからは鈴

(鰐日)が出土しており、湯之奥の地蔵はかつて官屋敷からおろされた地蔵であると伝える、や

や特殊な地となっている。

Aの一段下には長さ16m程のテラスBがあり、さらに道を挟んでテラスCがある。Dのテラス

は長さ25m、 最大幅10.5m程の凸型を塁し、北西側に石積みがみられる。テラスEは Dよ リー段

低く、長さ19m程である。CからEにかけては比較的緩やかに傾斜しており、これらのテラス南

側の一段さがった川沿いには帯状の平坦地が認められる。Eの南側は張り出しており、その南端

は石積みと土塁によって城郭の虎口風に出入口が設けられ、ここを出た道はテラス縁辺部を通り

Fにつながり、またFの東を下ってテラスGに至っている。Eか らF・ Gにかけてはやや傾斜が

あリテラス間の段差も大きい。Gの西にはテラスHがあり、Hか らはAの西側を通りGを抜ける

道が上下三段に分岐している。分かれた道に挟まれてテラス Iがある。上の道に面 しては、畑の

跡であろうか小規模な平坦地がいくつかある。下の道は傾斜面をくだっており、道の南側に」・

Kを含む五段程のテラスがあり、Kの西側には道が横断する長さ40m程の長大なテラスLがある。

Lの北側には炭焼窯、東端には凹地があり、一段さがって土塁を伴う大きなテラスMがある。L

を横断した道をくだると道に沿って石積みを用いてつくられるPと Q二段のテラスがある。Pは

長さ21.7m、 幅6.3m程の広さで、炭焼窯乃至石組のある遺構が存在する。Pか ら南東方向には

段差をもってO・ Nのテラスがある。Oの北東には凹地があり、Nには小型のテラスが二段L側

から張り出している。Qか らは漸次枝葉状にRoS・ T・ Uのテラスが延びている。この辺りは

石・岩がごつごつしている。

これらテラスは大きさに差があることから機能や性格がそれぞれに異なることが想像できるが、

各テラスの性格付けを行うことは難しく、手掛かりとして地表に残る石造物や表面採集できる遺

物等のあり方をみてみると、石造物の認められるのはA(石造物⑩)・ P(石造物◎)・ Q(石
造物⑥～③)・ U(石造物①～⑤)で、Aの一基を除くと遺跡西側のテラスに限られ、石臼はほ

とんど持ち出されてしまい現在その確認は困難であるが石部典生氏のご教示によると石造物のあ
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第10図 茅小屋金山遺跡見取図



るテラスよりも上に認められており、中央から東側に分布する傾向があるということになる。

なおテラス全体を眺めてみるとL・ Mを境に東側は沢沿いにテラスが構築されるが、西側N～

Uはやや沢から離れてつくられるという、微妙な立地の違いが見られる。 (山下孝司)

(2)石造物群

茅小屋金山遺跡にも数多くのテラスがみられるが、石造物が所在するのはA、 P、 Q、 Uテラス

で、遺跡の西端及び北東端にあたる。基数は合計10基を数え、その内訳はAテ ラス 1基、Pテラ

ス 1基、Qテ ラス3基、Uテ ラス5基である (同一個体になる可能性があるものも含む)。 P、 Q、

Uテ ラスは、山道を里から登ると遺跡の入日というべき所であり、一方Aテ ラスはその反対で里

側からみると一番奥の最高地点のテラスである。以下、テラスごとに石造物の概要を記したい。

Uテラス

山道からすこし川沿いに下ったところに位置し、8m× 4mほ どのテラス内に次の石塔がまと

まって所在する。石塔の周辺及び背後には岩が多く散在している。

板碑型石塔①

テラスのほぼ中央に位置し、高さ180o4を測る。湯之奥金山遺跡のなかでは最も高く、欠損部

分は特に見られない。石殿を板石状に薄切りしたような形状で、正面に「南無妙法蓮華経、慈父

法偉霊」、その右下に「承應三年甲午」(承應 3年 =1654)、その左下に「二月十七日、施主大田八左

衛門」と刻まれている。

宝鐘印塔②

①の南東脇で③に隣接する位置に所在する。笠部のみで、現存高は28cra、 最大幅31cmを測り、

銘は見られない。

宝筐印塔③

②のすぐ東側に位置する。基礎部のみで上端に蓮弁が施され、現存高22m、 幅26c14を測る。正

面には右から「高治三年 [ ]」 (高治 3年 =1660)、「父、玄□霊 [ ]」、「母妙玄 [ ]」、「二

月 [ ]」 と刻まれている。②と同一個体となる可能性がある。

板碑型石塔④

②③のさらに東脇に位置し、高さは10291aを測り、塔身部の下に基礎部をもつ。塔身部は割れ

ているが、中山金山の②の板碑型石塔と極めて類似した形態、法量である。塔身部下部には蓮弁

が陰刻されているが、正面に銘は刻まれていない。

宝筐印塔⑤

反花座部の小破片で、①の西側に位置する。上端に蓮弁が刻まれ、現在高は15mを測る。②や

③と同一個体となる可能性がある。

Qテラス

山道脇の岩が散在する小テラス (約 6m× 5m)の西側に、次の3基の石造物がまとまって所
在する。

宝筐印塔④

相輪部の下側、笠部、反花座部が残り、現存高77o4、 笠部最大幅38crnを測る。銘は見られない。
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第11図 茅小屋金山遺跡西端部の石造物位置図

板碑型 (?)石塔④

③の南東脇に位置し上部を欠き、現在高62on、 幅319nを測る。銘は亥Jまれているようであるが、

左端の「三月 [ ]日 」以外は読めない。

石殿③

⑥の南西側に屋根部のみが所在する。高さ36m、 最大幅50clnを 測る。

Pテラス

Pテラスは21,7m× 6.3mと細長く、Qテラスからはいる入口に次の石造物が立っている。

板碑型石塔③

地上に出ている部分の高さは74clnであるが、下部が地中に埋まっており全長は把握できない。

石殿を板石状に薄切りしたような形状で、正面中央には「南無妙法蓮華経、□母妙□霊」、その右

下には「寛文六丙午」(寛文 6年 =1666)、 その左下には「八月二十 [ ]」と刻まれている。

Aテラス

茅小屋金山遺跡北東端のこのテラスは「宮屋敷(跡 )」 とも呼称され、次の石造物が見られる。

石祠⑩

巨岩を背にして祀られているが、未調査のため詳細は把握できない。

これらの石造物のうち、①から③は墓塔あるいは供養塔と考えられ、現状で見る限り遺跡の西

端のテラス内という限定された位置に所在する。この中で年号が読めるものは①③③の3基であ

り、承應 3年 (16M)か ら寛文6年 (1666)の銘をもつ。また「南無妙法蓮華経」の題目や「妙」

のつく戒名から日蓮宗系の石塔がいくつか所在することがわかる。  (千 和々到・畑 大介)
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⑩
③
③

⑦
③
⑤
④

③
②

①
杏 号

|

寛 文 六

|
|

|
|

|

万 治 三

|
承 応 三

年 　 号

|

一　 エ ハ 一 ハ エ ハ を 十

|
|

|
|

|

一 六 六 〇 年

|

一 六 五 四 年

西 　 暦

石 祠
板 碑 型 石

塔
石 殿
石
板
塔
碑 型 (?
)

宝 麓 印 塔

宝 盤 印 塔

板 碑 型 石

塔
宝 僚 印 塔

宝 僚 印 塔

板 碑 型 石

塔
形 慈 ・

種 類

未 調 査

寛 文 六 丙 午

南 無 妙 法 蓮 華 経 □ 母 妙 □ 霊

八 月 二 十 日

な し

月
  
巾

日
呻
口

な し

な し

な し

萬 治 三 年 ［ 　 　 ］

父 、 玄 □ 霊 ［ 　 ］

母 妙 玄 ［ 　 　 　 ］

二 月 ［ 　 　 　 　 ］

な し

承 應 三 年 甲 午

南 無 妙 法 蓮 華 経 慈 父 法 偉 霊

二 月 十 七 日 施 主 大 田 八 左 衛 問

銘 文

Ａ テ ラ ス

Ｐ テ ラ ス

∩ ≧ ア ラ ス

∩ と ア ラ ス

∩ Ｉ ア ラ ス

Ｔ
Ｔ エ ア ラ ス

Ｕ テ ラ ス

Ｕ テ ラ ス

Ｕ テ ラ ス

Ｕ テ ラ ス

所 在 地

宮 屋 敷 （ 跡 ）

地 上 高 七 四 ｍ （ 下 部

は 地 中 ）

屋 根 部 の み

現 存 高 三 六 ｍ

上 部 欠 損

現 存 高 六 二 硼

相 輪 部 （ 破 片 ） 、 笠

部 、 反 花 座 部 の み

現 存 高 七 七 ｍ

反 花 座 部 （ 破 片 ）

の み 現 存 高 一 五 ｍ

中 山 金 山 ② と 類 似

高 さ 一 〇 二 ｍ

基 礎 部 の み

現 存 高 三 二 ｍ

笠 部 の み

現 存 高 二 八 ｍ

高 さ 一 八 〇 ｍ

備 　 　 考

茅 小 屋 金 山

内 山 金 山

第 四 表 　 茅 小 屋 ・ 内 山 金 山 遺 跡 の 石 造 物 一 覧 表

― 卜 甲 ―

②
①

|

寛 　 文

|

一　 一 ハ 一 ハ 　 一　 を 十

一 六 七 三 年

板 碑 型 石

塔
宝 筐 印 塔

な し （ 詳 細 は 本 文 参 照 ）

寛 文 年 ［ 　 ］

亡 妻 妙 貞

十 二 月 十 日

Ｍ テ ラ ス

Ｄ テ ラ ス

高 さ 一 〇 二 ｍ

基 礎 部 の み

現 存 高 二 六 ｍ

寺 屋 敷 跡



第 4 土早 考古学調査

第 1節 遺 構 概 観

中山金山遺跡の広がりは、金山沢周辺に展開する居住 。作業域である「平坦面域」と、尾根部

を中心に平坦面域にも及ぶ鉱石採掘域としての「坑道域」とに大きく捉えられる。

平坦面域には総数124基の平坦面 (テ ラス)がある。それらのテラスは斜面山側を削って谷側

に盛り土し、等高線に沿って長細い平坦面を築いていることが多い。平坦面城の標高は1400～15

00mで、金山沢とその支流をはさんで群在しているが、少し離れた尾根部にも数基のまとまりが

独立的に存在している。調査の都合上、現地ではそれらのテラスを沢と登山道でA～ Eの5地域

に区切り、それぞれ通し番号をつけたが、ここでもその区分に基づいて概要を説明してみたい。

A区は金山沢南側～毛無山登山道北側地域であり、計70基のテラスが存在する。平坦面域の中

でも中心的な地域で、とくに中央部の最も緩やかな斜面には長軸長18～23mの大きなテラスが5

面 (A-9・ 20・ 21・ 22・ 31)隣接して築かれており、「精錬場」と呼称されている。この名称

については、明治時代以降の呼び名とも、また選鉱作業場を意味する古来の呼称、「せりばJが

なまったものであるともいわれるが、定かではない。金山沢沿いの南岸には精錬場のテラスを含

め西～北向きの約25基のテラスが連続し、長軸長53mの A-4や46mの A-6をはじめとして比較

的大型である。テラスの構造としては、テラス西端に段差があり、一段高い小空間をもつもの

(A-3・ 5・ 6・ 7)や、テラス中央に間仕切り的な石積みをもつもの (A-50・ 51)があり、前

者は精錬場下流に、後者は精錬場上流に位置し、分布にまとまりがある。「精錬場」南のやや高

い斜面にはA-10～ 14・ 18。 19が北向きに立地するが、いずれも非常に小規模である。精錬場か

ら通称「大名屋敷」 (E-8)に続く谷部には、E-8周辺の谷部頂上のテラスを仰ぐように、谷

部両側に西南～西北向きの長軸長6～ 10mの小規模なテラスが密集する。この地域は谷状ではあ

るが水流はなく、作業域には適していないようであり、主に居住域であったと思われる。この中

で、南西向き斜面のA-41には宝筐印塔と板碑型石塔がならび「七人塚」と呼ばれているが、同

じ斜面には他に3基の五輪塔・石祠が散在し、B区南斜面とならんでひとつの石造物集中域を形

成している。なおA-7・ 21・ 23・ 50・ 56・ 57には斜面側に石積みがあり、B-1・ 10、 D-3・ 4

にもみられるが、それらの石積みは角礫を無造作に重ねて堆積したもので、面を揃えて積み上 tず

た石垣とは区別しうる。その中に回転臼の破片や陶磁器類が混在していることが多い。

B区は金山沢右岸、一ノ沢以西の南向き斜面で、13基が存在する。金山沢に近いテラスほど大

きく、山側に小型のテラスが散在する傾向があり、概して急な立地である。最も大きいのはB―

3・ 4で、南側には連続した石垣を築いており、割合平坦であることからひと続きのテラスのよう

でもある。テラス西端に段差をもつ例にB-1・ 3があり、A区同様に精錬場下流に位置している。

石造物は山側上方に4基が散在し、やはり墓石 。石祠をみることができる。金山沢右岸で石造物

が存在するのは本区だけである。その他、B-9下 には平坦面域で唯一坑道が存在しているが、



これは平坦面域内で他にも埋没した坑道が存在する可能性を示唆している。

C区は金山沢右岸、一ノ沢～ニノ沢間で、南向き斜面に9基が存在する。坑道1～ 4、 14、 15な

どがある尾根筋下方にあたり、坑道域と近接する。主にニノ沢寄りの急斜面にはテラスが縦に連

続する。本区の中でもC-4は長軸長51mで最大級の規模であるが、その他は小規模である。

D区は金山沢右岸、ニノ沢～三ノ沢間で、南向き斜面に8基が存在する。金山沢沿いの急斜面

に小型のテラスが分布する。

E区は毛無山登山道南側で、24基が存在する。通称「女郎屋敷」 (E-2)を中心とした一群

(E-1～6)イよ南西向きの急斜面に立地し、「精錬場」と尾根をはさんで隣りあっている。 E―

2は長軸長44mで、面積は4584rと最大規模である。登山道からの進入路が西端に取り付けられて

おり、進入路南東には高い石垣を築いている。A区谷部の上方に位置する通称「大名屋敷」 (E

-3)と 周辺の一群 (E-9～ 12)は、谷部沢筋に築いているため、テラスの形は弧状を呈し、西

北向き斜面の谷部に連続して存在する。同じ立地を示すA-45・ 46と ともに、E-1を中心とし

た一群として捉えられる。その北側の南西向き急斜面にはE-13～Wが存在する。「女郎屋致」

と「大名屋敷」の呼称は、ともに伝承というよりは後世の命名のようである。ほかにD区東方の

尾根上に規模の小さな一群 (E-19～ 21)があるほか、地蔵峠周辺の尾根上にも別の一群 (E一

23、 24)が存在している。

第12図 平坦面の群分類
以上を整理すると、立地・形態 。向き。規模 。まとまり等の観点から平坦面域を18群に分類し

うる (第12図参照)。

1群 A-1～ 7(金山沢左岸下流の一群)
2群 A-8～ 9・ A-20・ A-22・ A-31(「精錬場」を中心とした一群)
3群 A-50～ 61・ E-13(金山沢左岸上流の一群 )

Ю/禦



2tlm

(短軸晨 )

4群 A-10～ 14・ A-18～ 19・ A-21(「精錬場」南側の一群)

5群 A-15～ 17・ A-23～ 30。 A-48～49・ A-62～66(「大名屋敷」下南側の一群)

6群 A-32～ 44・ A-47・ A-67(「大名屋敷」下北側の一群)
7群 A-45～ 46・ E-8～12(「大名屋敷」を中心とした一群)

8群 E-1～5(「女郎屋敷」を中心とした一群)
9群 E-13～ 17(「大名屋敷」北側の一群)

10群 B-1定 13(金山沢右岸、下流～一ノ沢間)
■群 C-1～9(金山沢右岸、一ノ沢～ニノ沢間)
12群 D-1～8(金山沢右岸、ニノ沢～三ノ沢間)
13群 E-19～ 21(地蔵峠西側尾根上)

14群  E-23～ 24(地蔵峠周辺尾根上)

15群 A-68～ 69(「女郎屋致」北側尾根上)

16群 E-7(「 女郎屋敷」東方)
17群 A-70(三ノ沢左岸)
18群 A-22(地蔵峠西方)

3tl

第13図 テラスの規模(1)

第14図 テラスの規模(2)

第15図 テラスの面積

-51-







それぞれの群は利用形態や形成時期が異なると思われるが、調査ではいくつかの特徴的なテラ

スを選択して トレンチ発掘をしたにとどまり、全テラスの形成時期や役割、各群の性格を把握す

るまでには至っていない。しかし、地表面の石臼や鉱石・鉱滓の分布状況などが作業域とそこで

の作業内容を知る手がかりになる (第 5表参照)。 またテラスの規模から機能を想定することも

可能と思われるが、テラスの長軸長分布 (第13図～第14図)をみると、3m前後、18m前後、26

m前後、50m付近の4つの高まりがある。小規模のものほど数が多い傾向があり、3m前後のもの

は約70面で全テラスの6割を占めている。面積では20～404f前後が最も多く、長軸長3m前後の高

まりと対応する (第15図 )。 これらの小規模なテラスが集中する3～5群は主に居住域と考えてお

きたい。 (櫛原功― )

―-54-



第 5表 中山金山テラス (調査内容の括弧内は調査次数 )

区 票高■ 立 地 豆軸方に 調査内容 遺 構 遺 物

A １

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４

４２

146

14115

1417-19

1424

1切

船 能

1437

1438

t440

1442

幽

1447

1449

1451

t娼

1465

1464

1440

1444

1442W4

1445

44M7

448

蠅

蜆

454

457

畑

462

463

急 斜 面

急 斜 面

斜   面

斜  面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

緩 斜 面

斜   面

緩 斜 面

緩 斜 面

緩 斜 面

緩 斜 面

緩 斜 面

斜  面

斜  面

斜  面

斜  面|

い喝
°IN

N■Zl°ⅢV

卜2°二ヽV

N■l°―E

W79刹

畔Ю
°
うV

れ鴫
°IN

卜4°→V

N■14° E

卜ヽ19°一B

ふH3°引V

聰
° Vヽ

洋盟°引V

卜2°どヽV

畔 7°引V

ミt°ヽ

Wヽ■B°ヽ

Wヽ≒&°導

034° Vヽ

Vヽあ°器

Wヽ幻09ヽ

b19虻W

bZ2°どヽV

辟1°うV

b18°ⅢV

解7°どヽV

y7°どヽV

3

5

6

14

７

９

８

６

■

６

２．

　

２．

　

∠

Ю

８

‐１

８

８

‐２

9

5

路

18

17

21

９

且

８

Ю

且

８

15

7

３

６

４

８

４

９

６

６

・１

１

２

３

２

１

３

５

４

２

２

‐４

３

■

５

７

７

５

３

５

４

３

Ю

８

６

４

４

４

２

３

35

35

2

3

63を

54

匹つ.行

3b

別

勢

鬱

聰

３

７

‐４
あ

９

∠

望

動

２‐

１２

発

路

２Ю

働

勤

磁

誘

％

４

盟

１７

トレンテ 調 査 (2)

調 査 (2)

トレ ンテ 調 査 (3)

トレンチ 調 査 (3)

トレンチ 調 査 (1)

調 査 (1)

調 査 (1)

トレンチ調査 (1)

トレンチ調 査 (2)

トレンチ調査 (2)

石 造 物 及 び ド層
調 査 (2)

西 寄 り に 段 差 、南側 に 溝 状

西 寄 り に段 差 、南側 に 石 積 み

西 寄 りに 段 差

西 寄 り に 段 光 、南 側 に 石 積 み 、L字
状 石 組 み

南 4Uに 浩 状 、通 称 精 錬 場

周 辺 に石 材 採 取 跡 ら しき露 頭

長 方 形 石 積 み 、柱 穴 、A22境 に 炭 窯 、
南 4RJに ‐部 石 組 み 、通 称 精 錬 場

南側 に 石 積 み

題 羅 i贅芦 鴻 醇 浮 銘 巖 祭
ラ グ 集 積

南 束 に石 積 み

回 転 臼

回 転 臼 、臼 未 製 品 、内 耳
L器、陶 磁 器

回 転 臼

回 転 臼

臼 未 製 品

回転 口 、磨 り臼 、磨 り石 、
陶 磁 器

回転 臼 、磨 り石 、磨 り臼 、
陶 磁 器 、碁 石

回転 臼 、磨 り石 、磨 り臼 、
陶 磁 器 、銅 製 品 、キ セ ル

回 転 臼 、角 釘 、陶 磁 器

回 転 臼

回 転 臼 、碁 石 、9・l製 品
小 柄 、陶 舷 器 、古 銭

449

蝠

462

蝠

468

466

473

476

473

474

479

88ユ

71

75

酌

協

‐５

％

３．

２．

３‐

１５

石 造 物 2、 通 称 七 人 嫁

―-55-―



区 票高H 立 地 豆軸方F 調査 内容 遺 構 遺 物

B

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

６４

６５

６６

６７

“

∞

７。

．

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

銀

網

Ъ

ね

硼

秘

Ъ

蠅

颯

蠅

蜆

聰

娼

蜆

如

Ъ

硼

娼

蝠

畑

ｍ

短

期

颯

心

銀

埋

躍

靱

叡

蜆

蜆

銀

婚

処

銀

銀

颯

狙

姐

６

Ｑ

急 斜 面

急 斜 面

谷  部

谷   部

急 斜 画

斜   面

斜   面

緩 斜 面

緩 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

斜   面

斜   面

斜  面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

尾   根

尾   根

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

斜  面

沢沿い斜面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

斜  面

急 斜 面

急 斜 面

急 斜 面

勇49ど Vヽ

淵 。引V

W25°ヽ

Ⅳ望
°
弔

W42°器

W199刹

蜀町る
°
刹

W21・ぺ

Ⅲ町と凱D。引V

慟■鬱壁W

I鴨冊9刹

1鳴が刹

h牛 19°期

トヽプぷ

W11・ペ

W27°羽

鳴ヽ 2°期

W5瑯

W3°IN

憚鵡6°うV

畷
°
却

W16・ペ

Ю
°
W

岡
°
再V

M°ⅢV

N■179引V

N卜191]

W ll° S

y31°うV

併翻
°
引V

321獅V

02L°引V

b18°引V

b15°引V

岡
°
引V

321°→V

群11°
「
E

群4°SV

5弓
°
■E

ン
°
珂

S

b17°どヽV

10

11

17

Ю

11

12

9

18

閉

18

14

Ю

8

拗

‐５

９

整

ユ

６

６

８

６

Ю

７

７

７

Ю

５

‐８

25

24

25

18

18

19

2

19

17

11

12

12

7

3

3

4

6

4

2

10

7

21

6

5

4

野

昴

酪

∞

諺

％

閉

も

型

∞

働

鵠

弘

望

92G

開 石

584

33

‐２

　

‐６

　

ｂ

路
　
ｂ l
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1.A-7テ ラス

第18図 A-7テ ラス平面図

螂

纂

球

議

第 2節 検出された遺構

A-7テラスは金山沢左岸、

本遺跡テラス群において西側

の群をなすテラスの東端に位

置している。尾根を挟んで南

側にはE-1・ 2テラスがあ

る。本テラス周辺にはA-4・

6等の大型のテラスが一部み

られるが、総じて小型のもの

が集中している。

テラスは北面急傾斜を削り

出して構築されており、削り

出した部分の東半には石積み

がなされていた。石積みは崩

落が激しく、本来の姿をとど

めるところはほとんどみられ

ない。

調査は石積みの清掃および

テラス中央に4.lm× 1.5mの

トレンチを設定し、掘り下げ

を行った。石積みはテラスの

南東コーナーを中心として北

側と西側へ延びている。北側

の石積みは石垣状を呈するこ

となく、礫を敷き詰めた状況

であった。北端の部分では、

1.2mほ どの幅で礫が敷かれ

たような状況でテラスヘ向かっ

て延びる施設が確認された。

これはテラス東端が低くなり、

石垣との境が濤状となるため、

礫を一定の幅で積み上げ東側

からテラスヘ通じるブリッジ

状の施設ではないかと推測さ

-5卜
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第19図 A-10テ ラス石臼未製品出土状況

れた。しかし、テラスや石垣の構築時期と同時期であるかどうかは断定できない。 トレンチ内か
らは、陶磁器片と土師質土器片が数点出土したにすぎない。          (官 澤公雄)

2.A-10テ ラス

本テラスは、「精錬場」テラス群を見下ろす北向きの急斜面中腹に位置し、標高1442mを測る。

テラスの大きさはテラスの周囲が崩落して崖状を呈しているため、長軸長2.5m、 短軸長1.6mと

非常に小規模である。テラス面のほぼ中央に、水平に遺存した回転臼未製品が露出しており、テ

ラス面全体を約10cmほど掘り下げてみたが、他に出土遺物はなかった。回転臼未製品は厚さ15.

5cm、 直径47cmの円盤状を呈し、両面・側面ともに非常に丁寧に整形されており、細かいはつ

り痕が全面に残る。片面から10cmほ どの厚さで水平に割れが生じ、出土状況では片方が逆向き

になってもう片方の真上に重なっていた。おそらく上臼として外形の整形が完了した段階の未製

品であるが、何らかの理由で割れが生じたために製作を諦めたようである。本テラス周辺には凝

灰岩の露頭が数本見られ、石材を節理面に沿って取り出したらしい痕跡もある。また本テラスの

15mほ ど北西に位置するA-7テ ラスでも未製品が石積み中から出上しており、A-7～ 10にか

けて回転臼の石材採取、加工の場が展開していた可能性がある。またA-10そのものも回転臼加

工址と考えることもできる。 (櫛原功―)

3.A-20テラス

本テラスは通称 “精錬場"と よばれるテラス群のひとつであり、われわれが第 1次調査から第

3次調査まで本部テントを設置した広くしかも水場に近いテラスである。本テラスは東西幅約15

m、 南北幅約21mを測り、中山金山遺跡のテラスのなかでも大きいクラスにはいる。後に詳述す



るが炭焼窯 (1号炭焼窯)がテラス内東側に 1基みられる。テラスは東から西に緩やかに傾斜し

ており、標高1443m前後に位置している。本テラスの東にはA-22、 西にはA-9、 南にはA一

21テラスがそれぞれ隣接し、北には金山沢を挟んでB-4テ ラスが位置している。

さて、本テラスの調査であるが、まずテラス中央部のやや南寄り、炭焼窯の西側約 lmの所に

東西幅 8m、 南北幅 2mの トレンチを任意に設定し遺構等の確認を行った。表土下約 7～ 8cm

で拳大の礫を多量に合む暗黄褐色砂質土層があらわれ、 トレンチ内北側において石臼を転用した

石積みの一部がL字状に確認されたため、その形態の把握のため トレンチを北側と南側に拡張し

た。そうしたところ、この石積みは西側に向って開口する、コの字状を呈する石積み遺構である

ことが判明した。北側と東側の石積みは立ち木のため攪乱が著しく遺存状況は悪いが、南側の石

積みは攪乱をさほどうけておらず遺存状況は比較的良好である。石積みは乱積みで2段から4段

積まれており、回転臼や穀臼も転用されている。その規模は、北側の石積みの長さが約4.lm、

東側では約3.4m、 南側では約2.8mを測る。ただ、南側では石積みではないが、いわゆる “から

み"が岩盤状に凝固した状態で、あたかも石積みの一画をなすかのように検出された。 “からみ"

は石積み遺構の西側を中心に広く分布するが、遺構内部では顕著にみられない。南側の石積みに

つづく高く盛り上がった “からみ"の上面には長さ約60cm、 幅約 5cmを測る性格不明のレール

状の濤がみられ、故意に彫られたものか、何らかの自然現象によるものなのかは不明で、いずれ

にせよこの石積み遺構の周辺にみられる “からみ"の性格も問われるところである。

その他、本石積み遺構の付属施設としては、ピットが 3基 (Pit l～ Pit 3)確認されているが、

Pit l・ 2は精円形を呈し、長径40～45cm、 深さはPit lが約 4cm、 Pit 2が 約58cmを測る。Pit

3は北東コーナー寄りに位置し、後に報告する掘立柱建物址のピットと一部重複している。平面

形は楕円形を呈し、長径65cm、 深さ約30cmを測る。本ピットは底面から壁面にかけて暗茶褐色

粘質上が約 5cmの厚さで貼り付けられていたが、その目的については不明である。覆土は暗黄

褐色砂質土で、焼土、炭化物等はみられない。また、覆土内からは鉱滓が 2点出土している。

石積み遺構以外で トレンチ内で確認された遺構としては先に少しふれた掘立柱建物址が 1棟、

濤状遺構が 1条確認されている。掘立柱建物址はPit 4～ 7か ら構成されるもので、 2間×2間

または 1間×2間の建物址が想定できる。掘り方は円形もしくは精円形を呈し、長径がいずれも

70cm、 深さが確認面から45～50cmを測る。また、Pit 5の底面には礎石状の扁平な石が置かれ

ており、堅固な造りであったことが想定できる。濤状遺構については、幅85～130cm、 深さ10～

15cmを測り、東から西に流下している。その性格については不明である。

トレンチ内全体の遺物出土状況は、石積み遺構内では特に遺物が集中するような傾向はみられ

ず、散在的な出土状況である。敢えていえば、Pit 3付近を中心にやや密な状況がみられるが、

レベル差があり、同一時期のものとしては捉えにくい。本遺構外では、 トレンチ東側でやや集中

する傾向がみられる。しかしこれらは表土下数clnの ごく浅いレベルからの出土である。遺物の内

容としては陶磁器類の細片が多く、特に肥前糸の染付や青磁等の磁器類が多くみられる。陶器類

では瀬戸美濃製と思われる塗り鉄の橋鉢や天目茶碗、志野皿等がみられる。陶磁器類以外では鉱

滓が少量みられ、石臼 (回転臼、穀臼とも)は石積み内からの出土に限られる。
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第21図  A-20テ ラス内炭窯



0                 1m

第22図  A-20テ ラス内炭窯
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〈1号炭焼窯〉

本灰焼窯は第 1次調査において一部調査を行ったが、第 3次調査においては補足的な測量と窯

の構築状況や年代の把握のため焚口部の前面にトレンチを設定し掘り下げた。窯の規模等につい

てはすでに第 1次調査概報において述べているが、再度ふれておく。窯内の長さ2.5m、 幅1,8m、

炭化室の長さ1.9m、 幅1.8m、 窯壁高1.5m、 窯口幅0.6m、 高さ0.6mを測る。

窯は閃緑岩・角閃岩の径20～60cm大の角礫で主に構築され、回転臼も転用されている。窯の

外径は約4mを測り、平面形は円形を呈する。窯壁は乱石積みで、壁面は石の小日面が合わされ

ており、やや内傾ぎみの垂直面となっている。奥壁のほぼ中央の窯床から約20clnの レベルに、逆

長三角形を呈した排煙日がみられる。また、壁面は熱をうけ赤く焼けており、タールの付着もみ

られる。

炭化室の埋土は腐植土が 5～ 10cm、 礫混じりの褐色砂質上が約25cm、 礫を合まない褐色砂質

土が10～ 30cm、 木炭等の炭化物を多量に含む焼土層が10～ 15cmの厚さで堆積 している。木炭は

窯の長軸方向に水平に置かれており、大きい炭材では長さ66cm、 幅12cmの丸木半割のものや丸

木の樹皮をもつものがあり、おそらくクリや雑木と思われる。窯床は扁平な自然石が整然と敷か

れており、回転自の上臼も転用されている。窯床の下部の構造については敷石を除去していない

ので不明である。天丼部の構造については不明であるが、焼けた上塊が窯周辺に散乱しているこ

とから、粘土と礫を混ぜた上で固められていたことが想定できる。なお、焚日部からその前面に

トレンチを設定し掘り下tずたところ、焚口部前面には広く炭化物を含む灰層のひろがりがみられ、

同 トレンチ内からは回転臼の上自が 1点出土し、磁器片も細片であるがわずかながら出土してい

る。この灰層は先の石積み遺構の上部を覆うかたちでみられ、こうした状況から、時期的に本炭

焼窯の方が石積み遺構より新しいものであると判断できる。

出土遺物は非常に少ないが、瀬戸美濃製と思われる灰釉陶器皿・碗や呉須染付碗等の陶磁器類、

先の回転臼の上臼片や下臼片が窯壁、焚口部等から出土している。 (平野 修 )
4.A-22テラス

本テラスは、本遺跡中央に位置する「精錬場」にあり、西向きの緩やかな斜面、標高1445～ 14

47mに立地する。テラスの規模は東西1lm、 南北24mで、東西にはわずかな段差をもってA-20、

A-31と 接している。

調査は第 3次に行った。南北方向に トレンチを設定し掘り下げたところ、東側で石積みを検出

したため拡張区を設け、最終的には南北13.5m、 東西6.5mにわたり広く調査した。地表下約20c

mで遺構面となった。

調査の結果、本テラスは中央に東西方向の石積みによる長方形の突出部があり、テラス面を南

北に2分割しているのが判明し、南側と北側ではテラスの利用状況が違うらしいことがわかった。

南側では回転臼や磨り臼、磨り石などが集中した集石 lヶ所と、土拡を4ヶ所確認した。また東

側のA-31境に直線的な石垣があり、南端で折れてA-31のテラス面を区画していた。北側では

A-31境に石積みがあり、テラス面はやや窪み、鉱石 。鉱滓を多量に混在した細礫層が堆積して

いた。



1号集石は、南側中央に位置し、東西1.4m、 南北1.5mの範囲に鉱山臼類が15点集中していた。

すべて破片で、内訳は上臼 8、 下臼 1、 磨り臼 4、 磨り石 2である。集石南側に焼土・炭化物が

散布していたため断面を見たところ、掘り込みはなく炭化物混合土が下層に堆積 していた。集石

の性格はわからないが、ある時期になんらかの理由で破片をまとめたらしい。回転臼に磨り臼・

磨り石が伴っているが、選鉱作業で回転臼と磨り臼が併用されていたことを窺わせる事例である。

1号土拡は東西lm、 南北0。 9m、 深さ35cmの楕円形である。覆土は中位に炭化物層 (厚さ 1

～ 2 cm)を 2層挟む焼土層 (厚さ7cm)が あり、その下層、地山直上に黄白～灰色の灰を多く

含む粘質土層 (厚さ8cm)が堆積 していた。また上層には平板な礫が蓋状に覆っていた。壁は

焼土化しておらず、鉱滓もほとんどみられなかった。焼土と灰の堆積状況では、 2次堆積である

可能性も考えられるが、防湿のために粘土を貼り炭灰を床とした精錬のための吹床ではないかと

みる見解もある。

2号土拡は不整円形で、東西 lm、 南北 lm、 深さ30cmであり、 1号土拡と重複する。西側

寄りに径50cm、 深さ20cmの ピットがあり、東側に少し傾いていた。覆土は 1号土拡と同じく地

山直上に灰を主体とした粘質上があり、上層に焼土プロックや炭化物・焼土粒子を混在した土層

がみられた。灰は流れこみの様相もみられ、本土拡内で焼成の結果として生じたかどうか検討を

要する。北側壁は中央仕切り状石積みの側面であるが、丁寧な石積みが行われている。

3号土拡は東西lm、 南北0,7m、 深さ23cmで楕円形を呈す。覆土は黄褐色砂質上で焼土や灰

はない。

4号土拡は、調査区境に約半分がかかり全形は不明であるが、東西35cm以上、南北55cm、 深

さ7cmである。覆土は上層が炭化物を多く含んだ灰質土層、下層が焼土を含んだ赤褐色土層で

ある。この上拡に関しては、土拡内底面での焼成行為が考えられるが、壁面まで焼成は及んでい

ない。

中央の仕切り状の石積みは、東西 3m、 南北1.5m、 高さ50～70cmで、南側には 2号土拡が接

している。これを境に北側は粗雑な石積み、南側はやや丁寧な石垣をなす。

南側石垣は、本テラス東側に位置し、中央間仕切り状石積みから南に約 5mのびて東に折れ曲

がっており、A-31のテラス西縁を構成している。10～60cm大の角礫を、長軸方向を横にして

約50cmの 高さに2～ 5段積んでいる。

北側の凹地状遺構は、東西4.5m以上、南北 4mの方形を呈し、鉱石・鉱滓・ 陶磁器小片を合

んだ径 1～ 2cmの細礫層 (厚さ7～15cm)が堆積する。また細礫層は全体に黄褐色の泥を帯び

ている。この細礫層は粒度がほぼ揃い、遺物等を含んでいることから作業域内の不要鉱石等の集

積場所とみることができるが、谷部中央に位置することから流水とともに細礫が堆積し、その礫

層中に遺物等が混在したのではないかとも思われる。なお凹地状遺構北側には鉄分を多く含んだ

土壌が錆びて硬化した部分がみられた。

北側石積みは、長さ約 4mにわたり緩やかに粗く積み上げたもので、高さは1.2m程度であるも

石積み中には回転臼片が混じる。

遺物には鉱山臼類のほか、天目茶碗、青磁、志野皿、灰釉、伊万里茶碗、土鍋、土師質土器、
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第26図 4号土拡

●■4。 そのに
0石日・石■・B石
爛
日鉄・鉄黎品
☆き石(白 )
擢 石(黒)

第 1層 灰色土層
第 2層 赤褐色上用
第 3用 黄IB色砂質十用

碁石、急須、猪回、鉄製品などがあ

り、17世紀代以降の遺物が多いよう

である。 (櫛原功― )

5.A-23テ ラス (旧 S-1テ ラス)

A-23テラスは本遺跡の中心をな

す通称精錬場の一角をなし、A-20・

22テラスの南側に隣接している。テ

ラスは比較的小型であるが、尾根側

に南東をコーナーとしてL字型に石

積みを有する。石積みは崩落が激し

く、ほとんど本来の姿を窺うことは

できない。

調査は石積みの清掃および平坦面

の全面調査を行った。石積みは腐植

土に覆われていたため、その除去作

業を行った。石積みは崩落が激 しい

ため、本来の基底部が崩落石の中に

埋もれているものと考えられた。そ

こでテラスの規模および本来の石積

みの把握を行うために、テラスのほ

ぼ中央に幅 lmの トレンチを南北に

設定し、テラスから尾根側に向かっ

て掘り下げを行った。その結果、掘

削された地山と現在みられる石積み

端から60cmほ ど南側に石が数段積

まれた跡が確認され、本来の石積み

基底部ではなかったかと推定された。

これにより本来のテラスの規模は東

西8.4m、 南北 5mほ どを測るもの

と推定される。また、石積み中には

数多くの石臼およびその破片が用材

として使用されていた。加えて、 ト

レンチの断面観察によって、北側半

分ほどが尾根側の地山を削り出した

上によって平坦面を構築しているこ

とが確認された。
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平坦面は規模が小さいため、全面調査を行った。腐植土が10cmほ ど堆積 しているのみで、陶

磁器、石臼等の遺物が発見された。

出土遺物としては陶磁器片、土器片、穀日、金属製品としては青銅製の煙管吸回。把手、石臼

等が出上している。穀臼は上下セットのもので、上臼が上下逆になっていたものの、セットの出

土状況からするとほぼ原位置を保っているものと考えられる。陶磁器の中では小破片ではあるが

織部向付と中国製の染付皿の出土が特筆されよう。とりわけ中国製染付皿は、16世紀前半代の所

産とされるが、石積み上方の斜面より採集されており、本テラスの構築年代を直ちに指し示すも

のではない。

出土遺物、特に穀臼が原位置をとどめているとするならば、生活用具である穀臼によって本テ

ラスが生活領域であったことを意味するものである。しかも、先に触れたように本テラスは生産

域として位置づけられる、A-20・ 22テラスを中心とした一群に隣接しているにもかかわらず、

生活域として機能していたことは、興味深い事実である。

6.A-31テ ラス

(官澤公雄 )

精錬場跡の東側A-31テラスの金山沢に近い円丘状の地に第 1次調査でS-2ト レンチ、 S―

3ト レンチを設けて第 3次調査で周辺を発掘したところ、径 8m、 高さlm位の円丘状のマウン

ドの中央で焼土と遺物を発見した。焼土は径1.5m、 厚さ20cmで地表から10cm位腐植土を除い

た礫まじりの粘土層の上面にあり、焼土層の直上には木炭片、焼土層中からは鉱滓 1点と丸釘が

出土した。焼土と円丘の周辺には、鉱滓数点、丸釘 (1～ 5寸位)50点、角釘 (カ スガイ状で断

面方形、両端が尖っている合わせ釘と呼ぶもの)30点位、鉄製ツルハシ 1点、石臼 (精錬用下臼

で軸に鉄芯が残存するもの)1点、陶磁器 (江戸末～近代)数点等が出土した。鉱滓は径 2cm

で球状不定形で発砲して溶融し黒いガラス光沢をもつものであった。

角釘、石臼は江戸時代とみられるが、ツルハシと丸釘は江戸末～近代の可能性があり、近代の

焚火址かとみられた。葉賀七三男氏の鑑定では、鉱滓 2点は金精錬滓の可能性が高いとのことで、

焼土遺構は江戸時代中山金山操業時の小規模な金精錬炉址である可能性がある。

註 1角釘は和釘とも呼ばれ、飛鳥時代以降近代まで製作されている。丸釘は洋釘ともよばれ、日本で

は『先大津阿川村砂鉄洗取図』のハリ鉄を作る図にみられるように、江戸時代末から開始されている。

堀川‐男・梅沢義信 1962「古代鉄釘の冶金学的調査」『鉄と鋼』 第48年第1号

飯田賢- 1976 『鉄の語る日本の歴史』 (十菱駿武)

7,A-33テ ラス

A-33テ ラスは、本遺跡の中核をなすA-20・ 21・ 22テラスから東側へ延びる谷の北側、標高14

53m付近に位置している。テラスは、県境にある標高1559mの小山から西側に延びる尾根状地形

の急斜面の先端部を削り出し形成している。

テラスは、東側が上方からの土砂によって埋没しており、削り出しが行われた部分は明瞭では

ないものの、西側の平坦面は良好な遺存状態であった。調査はテラス中央を中心に■ .3m× 1.5

m、 2.5m× 1.4mの トレンチをT字形に設定し、調査を行った。

テラスは、東側の立ち上がり部を除いては腐植土が堆積しているのみで、地表から7cmほ ど

-71-
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で黄褐色の地山が確認された。遺物は地表下 5cmほ どのところに多くみられた。

出土遺物としては、陶磁器および石臼片、鉱滓が トレンチの南側を中心として多く発見されて

いる。陶器の中には、志戸呂の筒型碗および天目茶碗が数点確認されている。青銅製品としては

小柄、六器合皿、古銭 (寛永通宝)カミテラスの中央部を中心に出土している。そのほか特殊な遺

物としては、玩具としての碁石が発見されている。碁石は黒が トレンチ北側を中心として出上し

ておりすべて石製である。白はすべて磁器片の転用であり、南側を中心として出土している。

調査はT字形に設置した トレンチ内のみで行われたためか、遺構に伴う施設は検出できなかっ

たが、斜面上方への立ち上がり部には石積み等がされずにテラスが構築されており、南北14.5m、

東西4.8mを 測ることが確認された。

また、石臼片や鉱滓等が出土しているものの、その量は僅かであり、そのほかの出土した遺物

から生産の場としてではなく、生活の場として機能していたことを裏付けるものである。加えて、

他にはみられない青銅製六器合皿や小柄等が出土していることから、居住者の地位的な位置づけ

もある程度推測できよう。

ちなみに志戸呂の筒型碗および天目茶碗は16世紀末～17世紀初めに比定されるものである。

(官澤公雄)

8.A-34テラス
A-34テラスはA-33テラス同様、西側に延びる尾根の端部、標高1461m付近に位置する。こ
の尾根上のテラス群の中では最大規模を測り、東西19.3m、 南北4.4mと 狭長な平坦面となって

いる。調査はテラスの東側と西側にそれぞれ3.5m× 1.3m、 3.3m× 1.3mの トレンチを設定し、

掘り下げをおこなった。

平坦面にはわずかに腐植土が堆積しているのみで、数cm掘り下げると地山が確認された。地

山上面において遺構の検出作業を行ったが、なんら確認できなかった。

出土遺物もまったくみられなかった。 (宮澤公雄)

9.A-50テ ラス

A-50テラスは金山沢左岸、本遺跡の中核をなすテラス群よリー段高所に位置しているが、同
一の一群として捉えることができよう。テラスは南北長17.2m、 東西長 8mほ どを測る。尾根側
には北東をコーナーとして石積みがなされており、一部には構築当時の状況を窺わせる部分もみ

られる。テラスのほぼ中央には、石積みからテラスのなかほどまで主軸と直交するように石積み

がなされており、テラスを区分している。

三分されたテラスの南側には、直径5.5m、 高さ0.6mほ どの不整円形をしたマウンドがみられ

た。調査はマウンドの中心に南北方向に5.5m× lmの トレンチを設定し、掘り下げを行った。
出土遺物としては、用途不明の石製品が 1点出土している。地表から40cmほ ど掘り下げたとこ

ろで、石が積まれたような状態であることが確認された。これの構築時期、本テラスの構築なら

びに拡張によって埋没したものなのか、どのような方向に延びるのかなどの問題については不明

である。

テラス北側には、東西2.7m、 南北2.8mほ どを測る不整楕円形の窪みがみられた。これについ

―-77-―
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第39図 E-1テ ラス トレンチ内性格不明遺構

ては調査を行っていないために性格は不明である

が、底面より鉱石用磨り石が 1点発見されている。

(官澤公雄)

10.B-3・ 4テラス

B-3・ 4テ ラスは金山沢右岸の標高1439m前

後に位置し、対岸の南側にはA-8・ 9テ ラス等
が存在する。両テラスは一見すると一つのテラス

として捉えられそうであったが、中央部付近に段

差が存在したためにあえて二つに分けた。両テラ

スの調査は第 2次調査で実施した。B-3テラス

は東西幅約20m、 南北幅約 8mを測り、西側には

10～ 15cmの レベル差をもつ段差が存在し、南東

側の縁辺には東西約 lm、 南北2.5mを測る濤状

の凹地が存在する。また南側斜面には約17mにわ

たって石垣が認められる。調査は長さ20m、 幅1.

2mの トレンチをB-4テ ラスにまたがるように

東西に設定し、遺構確認等を行った。その結果、

現表下約10cmで地山面と思われる黄褐色土層が認められ、この上面で精査を行ったが遺構と思

われるような落ち込みは確認されなかった。さらに一部南側にも トレンチの拡張を行ったが、検

出された遺構はない。出土遺物もほとんどなく、鉄製丸釘および染付等の陶磁器類の細片がわず

かに出土したのみである。なお、表採ではあるが石皿タイプの磨り臼が 1点出土している。

B-3テ ラスの東側に続くB-4テ ラスは、東西幅約25m、 南北幅約 7mを測り、B-3テラ
スと同様に、テラス南東側の縁辺には東西約 lm、 南北 4mを測る濤状の凹地が存在し、南側斜

面には約15mにわたって石垣が認められる。また、本テラスの確認段階でテラス南縁の中央部に

カマ ド状の石組遺構が確認されており、それら性格等も合めテラスの調査にあたった。前述した

B-3テ ラスと本テラスにまたがるトレンチおよび石組遺構北側部分に接するように4m× 5m

の トレンチを設定し遺構確認を行ったところ、現表下約10～20cmで黄褐色砂層が認められ、約1

5～20cmの堆積が認められている。本層準はおそらく金山沢の洪水砂と思われる。その下層には

地山面と思われる黄褐色土層が認められている。

石組遺構は調査の結果、この黄褐色砂層上面に構築されており、遺構内部からはガラス瓶や鉄

製丸釘等が出土していることからかなり新しい時期の所産ではないかと推測していたが、同遺構

についてこの土地に詳しい地元の方に話を聞いたところ、昭和20年代に山仕事に入った人々によっ

て風呂釜のために集かれたものであるという情報を得て、金山操業時に関わるものでないことが

判明した。一方、黄褐色砂層下からは地山面を掘り込んで構築された木組遺構が検出されている。

本遺構は東西12.35m、 南北2.65mを測り、東西に細長い長方形を呈するものと思われ、厚さ約

8cm前後、長さ約170cm前後の板材をいくつか配している。各材には柱等の部材を接合したよ
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うなほぞ穴は確認されていない。こうした木組に伴い鉄製角釘が打ち込まれた部材の断片が多数

出土しており、部材の接合に使用されたものと思われ、かなり堅固なつくりであったことが想定

できる。その他本遺構に伴う出土遺物としては、時期不明の陶磁器細片がみられるのみである。

よってその所属時期も不明で、直接金山操業時の所産であるかどうかも不明である。本遺構の性

格・用途も、第 2次概報において角材と板壁による建物址の一部とみる場合、選鉱作業場の施設

とみる場合等、考えられる2つのケースを提示したが、両者を実証できる資料がきわめて乏しい

現段階としては、両ケースの可能性が高いことを指摘するにとどめておきたい。 (平野 修)
11.C-4テ ラス

本テラスは金山沢北側、一ノ沢とニノ沢間のC区 3段 目に位置し、標高は1469mである。南向

き斜面に作られた直線的なテラスで、東西52m、 南北6.5mの規模をもち、本遺跡中で最も長い

テラスである。テラス中央に完形の上臼が露呈し、東側には 8点の回転臼が集められていた。ま

た地表面には小さな鉱石や鉱滓が少量散布していたため、当初、選鉱から精錬までを行った作業

域ではないかと想定した。

調査は第 2次に行い、長軸方向にあわせて東西41m× 南北 2mの トレンチ1本を設定して遺構

確認面まで下げたほか、テラスの短軸方向である南北方向に9m× 1.2mのサブ トレンチを設定

し、テラスの幅や築成状況などを確認した。土層は、上から表土・褐色土・細礫を多く含む黄褐

色土で、遺物は厚さ約10cmの 1・ 2層 に含まれる。サブ トレンチで観察したところ、テラスの

幅は6.5mで、南側半分は山側 (北側)の切り上で盛り上し、裾部には径90cm大の礫を置き土留

としていた。北側では岩盤を深くえぐり込んで、テラス面をより広く確保している状況が窺われ

た。 トレンチ内では明確な遺構はなく、東側で表土直下に薄い炭化層と焼土層を検出したが、近
年の焚火跡であろう。中央と西側では浅い落ち込みを確認し部分的に下げたが、風倒木痕の可能

性がある。

遺物は、常滑招鉢・天目茶碗・志野・染付などの陶磁器片、銅銭 (開元通宝)1、 鉄銭 (寛永

通宝)1、 鉄製角釘のほか、径数mの小さな鉱石・鉱滓が トレンチ東側でやや多く出土した。鉱

山臼には露出していた資料とあわせて上臼 4、 下臼5(う ち 3点は完形)、 磨り臼2があり、ほ

かに穀臼 1がある。また青黒色の碁石状自然石 2′くが出上している。

調査の結果、柱穴や炉などの遺構は検出できなかったが、鉱滓・鉱石 。鉱山臼が出土し、居住

域というより粉成・精錬に関わる作業域とみられる。とりわけ完形の下臼が 3点も遺存していた

ことは、本テラスで回転臼を用いた選鉱作業が行われたことを示唆している。  (櫛 原功―)
12.E-2テ ラス

本テラスは中山金山のテラスのなかでも最大規模を誇り、標高1450m前後に位置している。東

西約70m、 南北の広い所で約10mを測る。E-2テラスの北側斜面裾部には約17mにわたって石
積みがみられる他、E-1テ ラスに取りつく古道と、E-2テ ラスに西方から取りつく古道には

それぞれ石垣が付設されている。第 1次調査では」地区女郎屋敷跡 (E-2テ ラスのこと)と し

て調査を行い、E-2テ ラス中央やや東寄りに遺構確認のため、長さ 8m、 幅1.5mの トレンチ
を南北に設定し (第 1ト レンチ)、 約20cm掘 り下げた。その結果、表土直下に細かな礫層があ
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り、陶磁器類を中心とした遺物が比較的多く検出されたが、遺構は検出されなかった。遺物は青

磁、鉄釉等の陶磁器類の細片が中心で、回転臼の上自も 1点出土している。第 2次調査では第 1

次調査で設定した第 1ト レンチに直交するように規模1.2m× 17.2mの第 2ト レンチを東西に設

定し、さらにE-1テ ラスとまたがるように規模1.lm× 16mの第 3ト レンチを東西に設定し、
第 1次調査に引き続き遺構確認等を目的とした調査を行った。その結果、第 2ト レンチでは現表

下約20cmで黄褐色土層が認められ、精査の結果、建物址等の遺構は検出されなかったが、東端

部では濤状の落ち込みが存在し、その内部には多量の拳大～人頭大の礫が人為的に投棄された状

態で認められており、同テラスの造成に関わって埋められたものかもしれない。出土遺物として

は18世紀代を中心とする陶磁器類の細片数点と用途不明の鉄製品、鉱滓が検出されているものの、

その量は極めて少ない。

第 3ト レンチ内では明確な遺構は検出されなかったが、 トレンチ西端で性格不明の土拡状遺構
が 1基検出されている。長径90cm、 短径83cm、 確認面からの深さ37cmを測り、遺構内には自然

礫の混入がみられた他は出土遺物はない。また、 トレンチ東側部分では表土層直下から時期不明
の陶磁器片とともに、鉱滓と鉱石が比較的まとまって出土したことから、精錬施設の存在が期待

されたが トレンチ内では検出されなかった。しかし同 トレンチ外の北側には礫の散布が比較的ま

とまった状態で認められ、それらが精錬作業に関わる施設となる可能性が考えられたため、同箇

所の清掃及び発掘を行った。その結果、時期等は不明であるが、カマ ド状とドーナツ状を呈した

2基の石組遺構が確認され、カマ ド状を呈する石組遺構は長径約 2mを測り、遺構内からは板鋏
状の鉄製品、鉄製丸釘、羽口片等が出土している。 ドーナツ状を呈する石組遺構は長径約 2mを
測り、遺構周辺からは上臼片や羽日片等が出上しているものの、精錬に伴う鉱滓や焼土、灰等の

出土は全く認められていない。両者とも一部出土遺物から精錬施設の可能性はあるものの、その

年代については不明な点が多く、金山操業時の施設であると明言はできない。

同テラスでは主に建物址等の生活関連施設及び遺物の検出が期待されたが、そのような期待と

は裏腹に精錬に関わる遺物が多量に出土したことは、テラス使用目的の多様性の一端を窺い知る

ことができよう。 (平野 修 )
13.E-8テ ラス

本テラスはA区谷部の頂上付近、標高1485mに位置し、西傾斜の谷地形を大がかりに造成して

作っている。規模は東西約13m、 南北約15mで、西向きの半円形を呈す。前後にはやはり谷部に

作られた湾曲したテラスが連続し、本テラスを含めて計 7面のテラスが階段状に並ぶ。その中で

最大規模の本テラスは「大名屋敷」と呼称されているが、この呼称についてはA区を見下ろすと
いう本テラスの立地に由来しているようであり、精錬場を監視する場所であろうと後世考えられ

たようだ。かつて地表面に陶磁器片がみられたというが、今はない。このテラス内を現在毛無山

登山道が通過している。

調査は第 1次に行い、南北17m、 東西 7mの T字形 トレンチ (1・ 2号 トレンチ)を設定して
20cmほ ど掘り下げた。また土層確認のために一部深掘りをした。その結果、径15cm、 深さ10cm

程度のピットを3ヶ所検出したが、建造物にともなう柱穴と認定しがたいものであった。遺物は、



北宋銭 (元豊通宝)が 1号 トレンチで1点出土したほか、採集資料に磁器片1点があるのみであっ

た。回転臼などの作業用具もないので作業域とは考えにくいが、居住城としての様相ヽ希薄であ

る。

また第2次調査で、地中レーダー探査によリテラス構築状況を調査したが、その結果、谷部を

埋める際の暗渠らしい空洞部が確認された。自然空洞ではなく、人工的であるということである

が、大規模な谷部の埋め土造成に伴う施設として予想されることではある。この点|について第 1

次調査では未確認であった。 (櫛原功―)

子



第 3節 検 出 された遺 物

1.陶磁器類

第 1次から3次にわたる発掘調査によって、1200点 にのぼる土器類が出土している。これらは

テラス群の調査によって出上したものが大多数を占めるが、遺構に伴うものやテラス内における

一括資料は希有で、破片資料がほとんどである。これは、発掘調査が トレンチ調査を主に行った

ことと、面的な調査によっても明瞭な遺構の検出が行えなかったことによる。

したがって、出土土器類の器種構成については不明であり、個々の遺物としての資料評価しか

できないのが現状である。

出土した土器は、多くが瀬戸美濃系の陶器であり、それに肥前系の磁器が加わり主体となって

いる。その他に、かわらけ 。内耳鍋などの土製品、中国、志戸呂、常滑製品が若干みられる程度

である。

時代的には瀬戸美濃系の陶器は16世紀代のものが若干あり、17世紀代を中心として19世紀代ま

でみられる。肥前系陶磁器は17世紀末から18世紀前半代の製品が多くを占め、17世紀代にピーク

がある瀬戸美濃系の陶磁器に代わってそのピークを迎える傾向にある。中国陶磁は、染付皿が多

く、15世紀後半から16世紀前半に位置づけられるものもみられ、金山経営の初現を示す資料となっ

ている。また、資料のなかには焼継の痕跡を遺すものがみられる。常滑製品は甕を中心として、

16世紀代に比定されるものである。志戸呂製品は筒形碗、天目がみられ、16世紀末ないし17世紀

初頭に比定される。その他、近 。現代の陶磁器も何点か確認されているが、これが金山経営の下

限を示すものか、近年の山林の伐採時に持ち込まれたものかは明らかでない。

煮炊具としては内耳鍋片が出土しているが、その数は少なく、注目される。しか しこれが、本

遺跡の特徴なのか、調査地点の選択によるものなのかは不明である。

その他、特異な遺物として織部向付、瀬戸の祖母懐の茶壷、生産地および時期不明ではあるが、

茶入等が出土している。特に後二者はその用途が限定されていることから、金山経営の実態を考

える上で大きな意味を持つ資料といえる。

なお、 3次にわたる調査によって出土した資料以外に、加藤為夫、石部典生両調査員によって

過去に採集、保管されていた遺物についても、ここに掲載した。        (官 澤公雄)

第 6表 陶磁器類観察表
出土地 点 器形粛地 日径 争)信 器高 産 地 年   代 備 考

1 学211テ ラス 杯 磁器 中国 15世紀前半 白磁面取り郭

2 学211テラス 郭 磁器 中国 16世紀前半 牲丹唐草文 見込みは寿山福海文
3 ユ t23テラス 皿 磁器 中 国 15世紀後半～16世紀前半染付端反皿 牲丹唐草文 見込みは花文
4 生乾2テラス 皿 磁器 中国 16世紀中葉～後半 四方ダスキ文

5 生-22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀代

6 〕望テラス 皿 磁器 中 国 16世紀代 四方ダスキ文

7 2 -ゝ22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀代

8 120テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半 内湾皿 唐草文
9 122テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半
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酬廿出土地 点 1器 形素地|

径暦椀刷器高 芝 地 年 代 備 考

A20テ ラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半

A22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半

120テラス 皿 磁器 中 国 161L紀後半

-ゝ22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半

3 生ウ2テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半 再湾皿

A22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半

A22テラス 皿 磁器 中 国 16世紀後半

17 A詑 2テラス 皿 磁器 中 国 尭継

A22テラス 皿 磁器 中国?

A-22テラス 皿 磁器 中国! 莞継

A alテラス 皿 磁器 中国? 兜継

A22テラス 皿 磁器 中国?

A-22テラス 皿 磁器 中国? 斃継

A-31テラス 皿 磁器 中国?

A20テラス 皿 磁器 中 国 滝継

A22テラス 皿 磁器 中 国 兒継

A22テラス 皿 磁器 中 国

4 A23テラス 皿 磁器 中 国

5 A22テ ラス 皿 陶器 機戸美濃 16世紀後半 天釉

A22テ ラス 皿 陶器 頼戸美濃 16世紀後半 死釉

ウゝ2テラス 皿 陶器 顆戸美濃 16世紀後半 天釉

t20テラス 皿 陶器 頼戸美濃 16世紀後半 天釉

A-31テ ラス 碗 陶器 頼戸美濃 16世紀前半か 天釉 丸碗

6 A22テラス 皿 陶器 頼戸美濃 16世紀後半 珠釉

11 A23テラス 碗 陶器 瞬戸美濃 17世紀代 映釉

A22テラス 碗 陶器 観戸美濃 17世紀代 鉄釉

A20テラス 碗 陶器 慣戸美濃 17世紀代 鉄釉

A22テラス 碗 陶器 概戸美濃 17世紀代 鉄釉

A31テラス 碗 陶器 概戸美濃 17世紀代 鉄釉

A-33テラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀代 失釉

A20テラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀代 失釉

A7テラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀代 失釉

A22テラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀代 炎釉

A alテ ラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀末以降 際釉

A20テラス 碗 陶器 瀬戸美濃 17世紀末以降 淡釉

A22テラス周辺 碗 陶器 瀬戸美濃 17世紀末以降 鉄釉

A22テラス 碗 陶器 顆戸美濃 17世紀末以降 洪釉

A20テラス 碗 陶器 瞬戸美濃 17世紀末～18世紀初 映釉

A23テラス 向付 陶器 概戸美濃 17世紀末前半 税部

49 〕望テラス 碗 陶器 積戸美濃 17世紀末前半 践部

122テラス 皿 陶器 頼戸美濃 17世紀代前半 説部 菊llll
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出土地 点 器形素地 日径
箋(F
3)狛 器高 産 地 年 代 備 考

明ヽ 鉢 陶器 頼戸美濃 17世紀代前半 黄瀬戸 内面に櫛目波状文 石部典生氏採集
9ゝ2テ ラス 鉢 陶器 頼戸美濃 17世紀代前半 黄瀬戸 内面に櫛日波状文
翌ゝ0テラス 鉢 陶器 頼戸美濃 17世紀代前半 黄瀬戸

生-31テ ラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀代後半 天釉

学22テ ラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀代後半 天釉

洋22テラス周辺 皿 陶器 頼戸美濃 17世紀代後半 天釉

生詑3テラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀代後半 天Tt

詑ヽ2テラス 皿 陶器 頼戸美濃 17世紀後半 天釉

A23テ ラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀末～18世紀初 天釉・緑釉

A-20テ ラス 碗 陶器 頼戸美濃 17世紀末以降 天釉

A」7テ ラス 碗 陶器 顆戸美濃 17世紀末以降 天釉

A20テラス 碗 陶器 顆戸美濃 17世紀末以降 天釉

A211テラス 碗 陶器 贋戸美濃 17世紀末以降 天釉

B望テラス 碗 陶器 慣戸美濃 17世紀末～18世紀初 天釉・緑釉

A22テラス 碗 陶器 瞬戸美濃 17世紀末以降 灰釉・緑釉

A33テラス 碗 陶器 瞬戸美濃 17世紀末以降 灰釉

AヽЮテラス 皿 陶器 隕戸美濃 17世紀末以降 灰釉

AヽЮテラス 皿 陶器 贋戸美濃 17世紀末以降 灰釉

A22テラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀末以降 灰釉

A20テラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀末以降 灰釉

AW2テラス 蓋 陶器 顆戸美濃 18世紀後半～19世紀前半灰釉

A22テラス 土瓶 陶器 顆戸美濃 19世紀前半 灰釉

Aヽ2テラス 土瓶 陶器 顆戸美濃 19世紀前半 灰釉

Aヽ2テラス 土瓶 陶器 綴戸美濃 19世紀前半 灰釉

A22テラス 土瓶 陶器 綴戸美濃 19世紀前半 灰釉

A22テラス 土瓶 陶器 瞬戸美濃 19世紀前半 灰釉

A211テラス 皿 陶器 慣戸美濃 W世紀前半 志野

A20テラス 皿 陶器 11 慣戸美濃 17世紀前半 志野

B望テラス 皿 陶器 慣戸美濃 17世紀前半 志野

A詑 2テラス周辺 皿 陶器 11 概戸美濃 17世紀前半 志野

E4テラス 皿 陶器 概戸美濃 17世紀前半 志野

AヽЮテラス 皿 陶器 積戸美濃 17世紀前半 志野

Aヽ泥テラス 皿 陶器 積戸美濃 17世紀前半 志野

C望テラス 皿 陶器 積戸美濃 17世紀前半 志野

AヽЮテラス 皿 陶器 積戸美濃 7世紀前半 志野

A23テ ラス 皿 陶器 7 積戸美濃 7世紀前半 志野

A-32テラス 皿 陶器 7 積戸美濃 7世紀前半 志野

不明 皿 陶器 積戸美濃 7世紀前半 志野 石部典生氏採集
89 A-23テラス 皿 陶器 積戸美濃 7世紀前半 志野

A-22テラス 皿 陶器 積戸美濃 7世紀前半 志野

A-22テラス 皿 陶器 積戸美濃 7世紀前半 志野
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不明 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀前半 ま野

A22テ ラス 皿 陶器 顆戸美濃 17世紀前半 ま野

卜211テラス 皿 陶器 頼戸美濃 17世紀前半 ま野

生ツ2テラス 皿 陶器 願戸美濃 17世紀前半 志野

〕望テラス Ill 陶器 瀬戸美濃 W世紀前半 志野

〕4テラス 皿 陶器 瀬戸美濃 17世紀前半 志野

A巧0テラス 皿 陶器 瀬戸美濃 17世紀前半 志野

A50テラス 士里 陶器 瀬戸美濃 16世紀代か 祖母懐茶壷

E記テラス 甕 陶器 常 清 6世紀代か

E-2テラス 甕 陶器 常 滑 6世紀代か

A32テラス 甕 冊器 常滑 6世紀代か

A511テ ラス 甕 陶器 常滑 6世紀代か

A22テラス 橋鉢 陶器 慣戸美濃 世紀中葉

A22テラス 橘鉢 陶器 慣戸美濃

A22テラス 播鉢 陶器 観戸美濃 17世紀中実 〈0104と 同一個体か

811 C4テラス 播鉢 陶器 概戸美濃 18世紀後半以降

�テラス 信鉢 陶器 頼戸美濃 18世紀後半以降

109 生乾2テラス 信鉢 陶器 積戸美濃 19世紀代

望ゝテラス 信鉢 陶器 積戸美濃

〕望テラス 播鉢 陶器 積戸美濃 7世紀以降

学22テ ラス周辺 橋鉢 陶器 頼戸美濃 7世紀以降

学22テ ラス 橘鉢 陶器 頼戸美濃 7世紀以降

〕望テラス 橋鉢 陶器 頼戸美濃 7世紀以降

A-22テラス 播鉢 陶器 頼戸美濃 7世紀以降

�テラス 播鉢 陶器 頼戸美濃 17世紀以降

AヽЮテラス 括鉢 陶器 頼戸美濃 17世紀以降

洋211テラス 括鉢 陶器 頼戸美捜 17世紀以降

A23テラス 鉢 陶器 頼戸美濃 鉄釉

A詑 2テラス 鉢 陶器 頼戸美濃 鉄釉

7 A■ 3テラス 碗 陶器 ま戸呂 16世紀末～17世紀初 筒形碗 鉄釉
A33テ ラス 碗 陶器 ま戸呂 16世紀末～ 7世紀初 筒形碗 鉄釉
A‐33テラス 碗 陶器 ま戸呂 16世紀末～ 7世紀初 筒形碗 鉄釉
A-33テ ラス 碗 陶器

一戸 呂 16世紀末～ 7世紀初 筒形碗 鉄釉
A22テラス 碗 陶器

一戸 呂 16世紀末～ 7世紀初 天目 鉄釉
A-22テラス 圭霊 陶器 ふ戸呂 16世紀末～ 7世紀初 鉄釉

]乾テラス 碗 陶器 唐津 17世紀前半 わら灰釉

E2テラス 碗 陶器 唐津 16世紀末～17世紀初 わら灰釉

不明 碗 陶器 唐津 17世紀前半 石部典生氏採集

A211テ ラス 碗 陶器 唐津

A33テラス 括鉢 陶器 唐津

A22テラス 鉢 磁器 唐 津 17世紀後半～18世紀前半ヨ化粧土刷毛目
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■22テラス 碗 磁器 工削 17世紀代

増ヽテラス 碗 磁器 工削 17世紀代

卜22テ ラス 碗 磁器
工削 17世紀代

A22テラス周辺 鉢 磁器
工削 17世紀代

A20テラス 碗 磁器 肥 前 17世紀代

C-4テラス 碗 磁器 工削 18世紀代

A詑 2テラス 碗 磁器 工刷 18世紀代

A‐32テラス 碗 磁器 工削 17世紀中葉 本部に「寿」の銘あり

A-22テ ラス 碗 磁器 工刷 17世紀前半

A-22テ ラス 碗 磁器 工削 17世紀前半

A-33テ ラス 碗 磁器 工削 17世紀前半

峠22テ ラス 碗 磁器 工削 17世紀代

A20テラス 碗 磁器 一削 17世紀後半 醸部に「太明Jの銘あり

A記2テラス 碗 磁器 一削 17世紀後半～18世紀前半

生ツ2テラス 碗 磁器 工削 17世紀後半～18世紀前半

148 A51テラス 碗 磁器 肥 前 18世紀前半

A20テラス 碗 磁器 工削 18世紀前半

A23テラス 碗 磁器 ユ削 18世紀前半

Aおテラス 碗 磁器 工削 18世紀後半

A-22テ ラス 碗 磁器 肥前 18世紀代

A22テラス 碗 磁器
工削 18世紀代

A22テラス 碗 磁器
工削 18世紀代

3望テラス 碗 磁器 肥 前 18世紀末～19世紀前半

34テラス 碗 磁器 肥 前 18世紀末～19世紀前半

A゛ 2テラス周辺 碗 磁器 肥 前 18世紀末～19世紀前半

3■テラス 碗 磁器 肥 前 18世紀末～19世紀前半

A22テラス 碗 磁器 工削 18世紀末～19世紀前半

A22テラス周辺 碗 磁器 ユ削 17世紀後半～18世紀前半京焼風

A-22テ ラス 碗 磁器 一剛 17世紀後半～18世紀前半烹焼風

A211テラス 碗 磁器
ユ削 17世紀後半～18世紀前半ミ焼風

420テラス 碗 磁器 工ＨＵ 17世紀後半～18世紀前半 R焼風

生22テ ラス 瓶 磁器 工削 17世紀後半～18世紀前半色絵

生認2テラス 碗 磁器 工削 17世紀後半～18世紀前半 ヨ絵

翌ゝ2テラス 碗 磁器 工削 17世紀後半～18世紀前半 ヨ絵 有田
A22テ ラス 碗 磁器 工削 17世紀後半～18世紀前半 ヨ絵 有田
C-4テラス 碗 磁器 波佐 見 18世紀代

A23テラス 碗 磁器 波佐 見 18世紀代

A-31テ ラス 碗 磁器 皮佐 見 18世紀代

Aワ 2テラス 碗 磁器 工副 18世紀前半 型紙招
A22テラス 碗 磁器 一削 17世紀後半～18世紀 青緑釉陶器碗
卜翌2テラス 碗 磁器 肥 前 17世紀後半～18世紀 青緑釉陶器碗
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A22テラス 碗 磁器
一削 17世紀後半～18世紀 ま緑釉陶器碗

A22テラス 碗 磁器
工削 17世紀後半～18世紀 奇緑釉陶器碗

A-22テラス 皿 磁器
立削 奇磁

A22テ ラス 皿 磁器
工削 青磁

生詑2テラス 皿 磁器
工削 青磁

卜つ2テラス 皿 磁器
工削 青磁

A22テラス 碗 磁器
工削 青磁

A22テラス 碗 磁器
単削 青磁

A23テラス 鉢 磁器
単削 17世紀後半～18世紀 青磁

A20テラス 鉢 磁器
工削 青磁

A-22テ ラス 皿 磁器
工削 17世紀後半～18世紀前半

不明 皿 磁器
工副 17世紀代 石部典生氏採実

186 A22テラス 皿 磁器
工削 17世紀後半～18世紀前半

不明 皿 磁器
工削 17世紀代 石部典生氏採集

A詑2テラス 皿 磁器
工削 17世紀後半～18世紀前半

A詑 2テラス 皿 磁器
工削 7世紀後半～18世紀前半

A38テ ラス 皿 磁器
工削 7世紀後半～18世紀前半菊皿

生乾2テラス 皿 磁器 肥 前 17世紀後半～18世紀前半菊皿

ウゝ3テラス 皿 磁器
工酬 17世紀後半～18世紀前半角皿 型打ち皿

生-22テラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

生-20テ ラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

120テラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

A23テ ラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

A-22テ ラス 皿 陶器
ユ刷 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

A-20テ ラス Ill 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉

A22テラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉 蛇ノロ釉剖皿

不明 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉 蛇ノロ釉剥皿

A211テ ラス 皿 陶器
工削 17世紀後半～18世紀前半青緑釉 蛇ノロ釉剰皿

2112 A23テラス 瓶 磁器
工削 17世紀～18世紀代

Aお 1テラス 瓶 磁器
工削 17世紀～18世紀代

A詑 2テラス 瓶 磁器
工削 17世紀～18世紀代

A-22テ ラス 瓶 磁器
工副 17世紀～18世紀代

A22テラス 瓶 磁器
工削 W世紀～18世紀代

A22テラス 瓶 磁器
工削 17世紀～18世紀代

A20テラス 瓶 磁器 肥 前 17世紀～18世紀代

A゛ 0テラス炭窯 瓶 磁器 肥 前 17世紀～18世紀代

A20テラス 瓶 磁器 肥 前 W世紀～18世紀代

A211テ ラス 瓶 磁器 肥 前 17世紀～18世紀代

A33テラス 瓶 磁器 肥 前 W世紀後半

C望テラス 蓋 磁器 肥 前 18世紀代

A22テラス 皿 陶器 贋戸美濃 17世紀前半 ま野
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A20テラス 皿 陶器 瀬戸美濃 17世紀前半 志野

A-22テ ラス 茶入 陶器 洪釉

不明 皿 陶器 石部典生氏採集
体詑2テラス 盃 磁器

生23テラス 碗 陶器

A20テ ラス 碗 磁器

A-31テ ラス 鉦 ? 磁器 中 国 師子

A22テラス 碗 磁器 4
ユ削 17世紀末～18世紀前半

A20テラス 碗 陶器 肥 前 18世紀前半
A-22テ ラス 盃 陶器

不明 碗 磁器 19世紀以降
A-22テ ラス 碗 磁器 19世紀以降

A-22テ ラス 土瓶 陶器 19世紀以降
学31テ ラス 皿 磁器 鋼板プリント

碗 陶器 6.25 綴戸美濃 17世紀後半 天目茶碗 加藤為夫氏採集
皿 陶器 顆戸美濃 17世紀前半 加藤為夫氏採集

鉢 陶器 〃

瓶 陶器 ″

片日 陶器 頼戸美濃 17世紀前半 ″

鉢 陶器

鎌 陶器 頼戸美濃

橘鉢 陶器 炉 鰈 17世紀初

碗 磁器 肥 前 17世紀後半～18世紀前半

碗 磁器 肥前 17世紀代

碗 磁器 肥 前 17世紀後半～18世紀前半

小杯 磁器 肥 前 17世紀前半

碗 磁器 肥 前 18世紀前半

皿 磁器 工Ｍ 18世紀代

皿 磁器 肥 前

ll14 瓶 磁器 肥 前 17世紀後半
洋22テ ラス 杯 上器 在 地 15世紀後半～16世紀代
トワ0テラス 堺 土器 在地 15世紀後半～16世紀代
生20テ ラス 界 土器 在地 15世紀後半～16世紀代
生-33テ ラス 郭 土器 在 地 15世紀後半～16世紀代
A-22テ ラス 杯 土器 在 地 15世紀後半～16世紀代
A-20テ ラス 鍋 土器 在 地 15世紀後半～16世紀代
A守テラス 鍋 土器 在 地 15世紀後半～16世紀代
A23テラス 鍋 土器 在 地 15世紀後半～16世紀代
A23テラス 鍋 土器 在地 15世紀後半～16世紀代
A-20テ ラス 鍋 土器 在地 15世紀後半～16世紀代
AW3テラス 杯 土器 在地 15世紀後半～16世紀代
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2.鉱石粉砕具

ここでは図化した資料の説明を中心にするが、説明の前に用語の整理と型式分類をしておきた

い。この分野では近年、今村啓繭氏が「鉱山臼からみた中 。近世貴金属鉱業の技術系統」と題す

る論文の中で、全国的な資料集成と概観をおこなったばかりであり、すぐれた観察をもとに用語

に関する整理が行われている。したがって、ここでは今村氏が規定した用語、部分名称を可能な

かぎり踏襲し援用したい。

さて中山金山遺跡の鉱石粉砕具には、「鉱山用回転臼」、「掲き臼」、「磨り臼」、「磨り石」

の4種類がある。

鉱山用回転臼は「上臼」と「下臼」を組み合わせて用いるが、原理は穀臼と全く同じで上臼と

下臼を磨り合すことによって鉱石を粉砕する。そのために回転臼にはある程度の重量と堅さが要

求される。基本的には上臼、下臼ともに円盤状を呈し「磨面」をもつが、細部については若干の

説明を要する。

まず上臼には鉱石を投入するための「供給孔」が、表面から裏面 (磨面)側に貫通する。供給

孔は上臼の中心にあるものと、中心からいくぶん外れるものがあるが、後者の場合、磨り面の中

心には軸を受けるための「軸受け孔」がある。供給孔が中心から外れるタイプの存在は本遺跡の

大きな特色であり、葉賀七三男氏によって既に「湯之奥型」上臼と命名されている。今村氏の集

成によれば、湯之奥型は他に類をみないものである。一方、供給孔を中心にもつタイプは全国的

に普遍的であるが、これは軸受けのための穴をもつ木製円板 (「 リンズ」)を供給孔中にはめこ

んで使用されたことが明らかにされている。ここでは湯之奥型に対して「 リンズ型」上臼と呼称

磨ヽ面
(磨面の更新)

第46図 上臼の型式
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する。リンズ型には、円盤状に丁寧に整形したタイプと、少数ではあるが、粗雑な整形でやや小

型で厚いタイプがあり、区別するために前者を「 リンズA型」、後者を「 リンズB型」とする。

その他、穀臼と同じ形態を示し、表面に高い周縁帯が存在するものを「穀臼型」とする。これら

の回転臼表面には「柄」 (穀臼でいう挽き木)を固定するための「柄濤」が彫られていることが

多いが、側面に「柄」を挿入するための「柄穴」を設けることもある。柄濤、柄穴数は 1～ 3ヶ

所程度である。磨面には、投入した鉱石を円滑に送るための「ものくばり濤」があり、湯之奥型

では左回り (反時計回り)に 1本、リンズ型では中心から放射状に直線、あるいは左巻きの渦巻

きを 3本刻むことが多い。しかし既に指摘されているとおり、磨面には一般的に穀臼のような分

画線や日を刻むことがない。磨面には鉱石が回転移動した際の「回転痕」が同心円状にみられる

が、注意深くみるとものくばり濤から生じているのがわかり、上国の回転方向を知る手がかりと

されている。また上臼磨面は、鉱石との磨耗によって供給孔に近いほど薄くなる。なお、黒川金

山で認められた供給孔に接して軸痕をもつタイプ (仮称「黒川型」上臼)は皆無であり、また黒

川型のように軸位置の移転にともない磨面を更新した例は、本遺跡には存在しない。

下臼は、磨面の中心に芯棒を固定するための「軸穴Jをもつ。磨面には上臼同様に、使用痕と

して軸穴を中心とした同心円状の回転痕がみられる。磨面は磨耗によって薄くなるが、リンズ型

上臼の場合、軸穴周辺部が薄くなるために、上臼が窪むのと対照的に下臼の軸穴付近は山形に盛

り上がる。この「軸山Jは使用頻度に応じて高くなる。湯之奥型上臼の場合は軸山形成が弱い。

掲き臼は、鉱石を回転臼にかける前にハンマー等で細かく砕くための臼といわれているが、本

遺跡では僅かに 1例 しか見つかっていない。使用面には敲打によって次第に形成された「窪みJ

をもつ。

磨り臼は、磨り石を用いて鉱石を微粉砕にするための自である。形態的には、携帯可能な小型

タイプと、固定型とみられる大型タイプ、またその中間タイプがある。また使用面に窪みが明確

に形成されたものと、平面的で窪みが浅いかほとんど形成されていないものがあり、前者は「磨

り方向」が窪みの長軸方向であることが多いが、後者は不定である。

磨り石には、片手で使用し使用面を数面もつ小型タイプと、両手で一定方向に使用する大型タ

イプがある。後者の場合、磨面は長方形か楕円形を呈し、短軸方向に同一方向の使用痕が認めら

れる。おそらく磨り石と磨り臼には使用の組合せがあり、小型の磨り石には小型の磨り臼が、大

型の磨り石には大型の磨り臼が対応するのであろう。

中山金山では計189点の鉱山臼および磨り石が見つかっているが、その内訳は上臼116(61%)、

下臼41(22%)、 回転臼未製品2(1%)、 揚き臼1(1%)、 磨り臼21(11%)、 磨り石8(4%)

であり、地点別出土数は第 7表のとおりである。

(1)上臼

上臼116点のうち、リンズA型は94(31%)、 リンズB型は5(4%)、 湯之奥型は8(7%)、

穀臼型は1(1%)、 型式不明8(6%)で ある (第 8表)。 残存率3～4割程度の破損品が全体の約40

%を 占め最も多く、完形品は18点で15%である (第12表 )。 直径 (第47図 )は、リンズA型の場

合、40～ 43clnが最も多く、リンズB型、湯之奥型では30～ 40clnの間が多い。厚さ (第48図 )は リ
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第 7表
鉱山臼の分布状況 (括弧内は完形品数、
転用例は本来の型式で集計 )

回 転 臼
未製品 陽き臼 磨り自 蓉り石 計

上 自 下 臼

A-6

A-7

A-8

A-9

A-10

A-20

A-22

A-23

A-32

A-33

A-50

B-3

C-4

E-2

僑錬場

金山沢

不 明

4

4

2

6(1)

20(4)

21(2)

17(3)

1

1

4

6(1)

14(2)

6(2)

10

2

2(1)

2(2)

8(1)

3

4(3)

1(1)

5(2)

1

10(4)

3(2)

1

1

1

3

9

2

1

1

2

3

1

3

3

1

6

7

2

9

1

32

36

26

1

1

2

1

10

6

17

19

13

合計

(%)

116

61

41

21

2

1

1

0.5

21

11

8

4

189

第10表 ものくばり濤の型式

型  式 左流れ 1 直線3 右巻こ左巻 3 その他

リンズA

リンズB

湯之奥型

穀臼型

6

1

3

1

26 生右
1、

ヨ線 2本

ンズA型では5～ 13.5mで、7～10o4が最も多い。リンズB型では18～ 23clnで、リンズA型よりも

倍程度厚い。湯之奥型は4～ 15.5onで、1094前後が多い。供給孔の直径 (第49図)は リンズA型

では7～8clnが最も多いが、湯之奥型では5～5.89nである。また柄型式はリンズA型では柄穴が6、

柄濤が76で、リンズB型・湯之奥型では柄濤のみであった (第 9表 )。 ものくばり濤は湯之奥型

ではすべて左流れ 1本のみであるが、リンズA型では直線 3本型が39、 左巻き3本型が26であり、

右巻き3本型も3例存在した (第10表 )。 石質は火山礫凝灰岩、凝灰岩が圧倒的に多く、リンズ

A型ではこれらの石材が全体の71%を占めている (第11表 )。

1 湯之奥型。A-23出土。直径は3591tと 小型であるが、湯之奥型はリンズ型よりも小型のも
のが多い。軸受け孔の脇に約 l on離れて供給孔がある。供給孔からは緩やかに弧を描いて左にカ

ープしたものくばり濤があり、濤先端は磨面周縁まで達している。この形態は、分画線、表面の

周縁がないことを除けば穀臼と同じである。穀臼の場合も、供給孔からものくばり濤が左流れで

生じているが、三輪茂雄氏によれば、穀臼は通常左回転が行われ、ものくばり濤は左へ流れると

第8表志競 郷 斜
型 式 数 %

リンズA

リンズB

湯之奥型

穀臼型

不明

94

5

8

1

8

81

4

7

6

1

第 9表 柄の型式

型  式 柄穴 柄濤 柄穴→柄溝

リンズA

リンズB

湯之奥型

穀臼型

6 ７６

　

３

　

８

1
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第11表 鉱山臼の石質 (上臼型式不明は除外してある)

石 質

上 臼

下  臼 梶き臼 磨り臼 磨り石 計
リンズA リンズB 房之奥型 殺臼型

火山礫凝灰岩

凝灰岩

砂岩

閃緑斑岩

安山岩

花闘閃緑岩

閃緑岩

冴岩

輝岩安山岩

角閃石閃緑岩

閃緑斑岩一安山岩

閃緑岩―閃緑斑岩

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

(h)

(i)

(j)

(d一e)

(g―d)

閃緑岩―花闘閃緑岩  (g一f)

角閃石閃緑岩―閃緑斑岩 (jd)

49

22

1

5

3

7

1

1

2

1

1

1

6

2

1
５

　

６

1

2

1

1

3

ユ

1 4

11

3

1

2

5

l

1

1

88

47

5

7

8

6

1

1

10

3

1

1

94 8 1 40 1 8 178

第12表 上臼・下臼の残存率 (個数、残存率不明は除外 してある)

0- 10- 20- 30- 40- 50- 70- 80- 90- 100%

上 自

下 臼

9 ０

　

３

６

　

５

12

5

5

3

1 4

7

5

2

18

15

いう。径の大きさも穀臼と類似し、穀臼形態の模倣によって湯之奥型上臼は成立したと考えられ

る。重量も約18kgと穀臼と同程度であるが、あるいは本例は穀臼のように一人で操作するための

ものであり、長い遠隔操作のための柄は用いなかったのではないか。柄濤は向き合うように2ヶ

所設けているが、その大きさ、形態はリンズ型と変わらない。磨面は全体が浅く窪む程度で、下

臼の軸山形成はほとんどなかったとみられる。

2 湯之奥型。A-23出土。 1と ほとんど同じであるが、径はやや大きく、重量も復元推定28

kgで リンズ型と遜色はない。回転痕ははっきりしているが、供給孔と軸受け孔の間にはあまりみ

られない。これは供給孔から投入された鉱石が中心に流れていないことを示し、リンズ型上臼の

ように軸山に対応する深い窪みを形成しない理由がわかる。

3 湯之奥型。A-23。 緑色凝灰岩で、板状に割れやすい石質のため磨面はほとんど票↓離して

しまっているが、かすかに左流れのものくばり濤がわかる。直径は32clnと小さい。

4 湯之奥型。A-20出土。柄濤は lヶ所のみである。ものくばり濤は周縁まで延びず、供給
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孔の円周上に左巻きに短く存在するだけである。供給孔は表面側からと磨面側から彫り込まれて

おり、深さ9.5clnあ るが、表面側から594の位置でずれている。仮に両面から穿孔し、同じ深さ

の位置で貫通したものであれば、使用前の当初の厚さは約1091aであろうと推定できる。

5 表面に周縁帯があるが、磨面には鉱石が移動した際の回転痕が存在するから、穀臼ではな
く鉱石用回転臼であることは間違いない。したがって広義の湯之奥型ではあるが、「穀臼型」と

して区別しておきたい。A-6出土。直径は28mと きわめて小さく、重量も復元推定 9 kgである。
石質は緑色火山礫凝灰岩で、他の鉱石用回転臼に普通にみられるものであるが、当初穀臼として

本遺跡内で製作、使用されていたものを鉱石用回転臼に転用した可能性は十分考えられる。穀臼

型は本例のみである。

6 リンズAtto A-20出 土。表面は平坦でなめらかに仕上げられている。ものくばり濤は直
線的であるが、わずかに左に向いている。柄濤は2ヶ 所で、供給孔をはさんで向き合っている。

7 リンズAtto A-20出 土。直径49m、 重量36kgと大型で、丁寧な整形である。また供給孔
も直径10～ 12crnあり、非常に大きい。柄穴が 3ヶ 所あるが、過度使用の結果、いずれも磨面に柄

穴内面が露出、開回している。開日後もなおしばらくは使用されたらしいことがわかるが、磨面

断面をみると下臼の軸山に似た盛り上がりがあり、通常の上臼にみられる窪みがない。またもの

くばり濤もないことから、柄穴が露出した後下臼に転用したのではないかと思われる。その場合、

供給孔には今村氏の報告にある秋田尾去沢鉱山例のように、木製円板をはめ込み芯棒を立てたの

であろう。柄穴は、表面からいずれも4～ 59n下にあり、同じ高さで設けられていることから、順

次設けたのではなく当初から3ヶ所存在していたと思われる。柄濤はない。

8 リンズAtto A-22出 土。たいへん丁寧な整形である。直径45cln、 重量23kgで、供給孔を
はさんで 2ヶ 所に柄濤があり、典型的な上臼の一例である。ものくばり濤は幅約 3 cln、 直線 3本

であるがやや右に傾いている。しかしものくばり濤から出現した回転痕は左流れであり、左回転

が行われたことがわかる。回転痕は供給孔に近いほど太いが、もっとも太いところで幅約 14mを

示す。この回転痕幅から投入された鉱石粒の径を知ることが可能である。

9 リンズA型。A-22出土。直径は36～ 39clnと 、この型式にしては小さい。柄濤を3ヶ 所も
つが、供給孔をはさんで向き合う2ヶ 所が当初からのもので、残るlヶ所は彫りかけである。本

例は片滅りが著しいため、おそらく当初の柄濤 2ヶ 所では磨面に対する柄濤の傾斜がきつく、回

転作業に困難を来したのではないかと思われる。そこで新たに柄濤を設けたのであろうが、なぜ

か未完成のままである。この柄濤は、コの字状に直角にノミを打ち込んで中に残った高まりをは

つる、という方法で彫り込んでいったらしく、途中で柄内の高まりを残したままになっている。

ものくばり濤は左巻き3本で、そこから左流れの回転痕が派生している。

10 リンズAtto A-22出 土。直径50m、 重量39kgと大型である。また供給孔も直径10mと大

きい。柄は柄穴から柄濤へという推移を辿っている。つまり当初設けられたとみられる向かい合っ

た柄穴 2ヶ 所が過度使用によって磨面に開日してしまった。そこで柄濤を lヶ 所追加し、使用を

継続したようである。ものくばり濤は直線 3本で深い彫り込みをもち、周縁に達している。回転

痕はものくばり濤から左側に流れており、回転方向は左回転である。
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11 リンズAtt。 直径43伽、重量30kgで、柄濤が lヶ所のみある。供給孔は直径約 8 clnで、両

面から彫り込まれているが、大きなずれを生じて貫通している。そのずれまでが表面側から69n

であるため、本来の厚みは12cln程度であり、 29n以上磨耗したと考えることができる。磨面はほ

とんど平坦で、 3本のものくばり濤がある。

12 リンズA型。直径41皿、重量24kgで、標準的なサイズである。柄穴 lヶ 所をもつが、磨面

に開口したため下臼に転用している。その際、柄穴内に粉砕物が溜まるのを避けるため、柄穴か

ら表面側に粉砕物を流すための濤を側面に彫り加えている。最終的に下臼として使用されたため

に、ものくばり濤はない。

13 リンズA型。直径46cln、 重量28kg。 柄濤を 1つもつ。ものくばり濤は直線 3本であるが、

左側に回転痕が派生しているため、左回転である。回転痕の中心は、供給孔の中心からわずかに

外れている。

14 リンズA型。直径47cln、 厚さ10.5m、 重量29kgで、側面 。表面ともに丁寧な仕上げである。

柄濤は3ヶ 所にある。本遺跡の場合、円形の上臼表面を 3等分して柄濤を3ヶ 所にもつ例はない

ようで、たいていこのように、T字状に配置している。ものくばり濤は直線 3本型であるが、回

転痕は左巻きに生じており、左回転であることがわかる。

15 リンズB型。A-20。 直径34crn、 厚さ18cln、 重量34kgで、リンズA型よりも小型で厚い。

整形は全体に粗く、側面はほとんど荒割りしたままの状態である。ものくばり濤は右巻 3本で、

通常の上臼とは逆である。また濤の彫り方は幅の広い片彫りである。回転痕がはっきりしないけ

れどもおそらく右回転を意図している。供給孔は直径 9 CID、 深さ18cllで、両側から彫り込んだた

め中程で連結しているが、多少のずれを生じている。

16 リンズBtt。 直径40～44cln、 厚さ189n、 重量41 kg。 整形は粗雑で、とくに側面は荒割り状

態である。平面形はきれいな円形ではなく五角形に近い。柄濤を 1つもつが、片滅りが著しい状

態のため、90度回転した位置に柄穴を彫りかけて、途中で中止している。ノミでコの字状に数回

打ち込んだだけであるが、これによってノミの刃が約1.8mの幅であることがわかる。磨面は半

分ほど禁!離しているが、どうも直線 2本のものくばり濤をもつようである。濤の深さは非常に深

ヤヽ。

17 リンズA型未製品。A-20出土。直径43m、 厚さ12ct4、 重量32kg。 整形し供給孔を開け、

柄濤をひとつ彫り始めたところで廃棄されているが、製作途中で捨てられた理由ははっきりしな

い。供給孔は、両面から直径 8mの孔を彫り込み、4～ 5mの深さで連結し貫通 しているが、約

2 Gnの大きなずれが生じている。柄濤は、表面にコの字状の濤を彫っただけである。磨面は平坦

ではあるが、全く使用されていない。

18 リンズB型未製品。A-23出土。直径389n、 厚さ18伽。供給孔部分の深さは18.59nあ るが、

両面から5～ 7 crn彫 り込んだところで中止している。ちょうど供給孔付近で破損 しているので、

供給孔製作中に割れて廃棄されたのであろう。磨面は未使用である。

(2)下臼

下臼総数は40点で、上臼が116点であるから単純に考えると下臼 1個に対し3.5個の上臼を使用
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したということになる。残存率は、3害J以上残存した例が全体の60%を 占め、しかも完存例は40

点中15点で、37%である (第12表)。 上自に比べ完存例が多いことが大きな特徴で、上臼よりも

破損 。消耗しにくかったのであろう。テラスでの下臼完形品の存在は、回転臼を用いた作業場所

の特定に有力な手がかりになると思われるが、A-9で 2点、A-20で 1点、A-23で3点、A-32
で1点、C-4で2点見つかっている。下臼の直径 (第50図)は31～57gnで、46anが最も多い。概
ね30crn代のものはリンズB型・湯之奥型に、40cIQ代のものはリンズA型に対応すると考えられる。

石質は上臼と同じく、火山礫凝灰岩・凝灰岩が多く、全体の78%を 占めている (第■表)。

19 A-6。 直径52m、 磨面半径25cm。 軸孔は直径2.7cln、 深さ3.591aで、断面はU字形を呈す。
20 A-9。 直径50cln、 磨面半径229n。 軸孔は大小の彫り込みによる2重孔になっているが、
中の細い孔で芯棒を支え、さらにひとまわり大きな軸孔に木製円板をリンズ同様にはめ込んで、

芯棒の垂直直立を補強したらしい。下臼よりも上臼の方がいくぶん小さかったらしく、磨面の周

囲に高まりが環状に残存しており、周囲には本来の下臼の厚さが残存していると思われる。

21 A-20。 直径40o4。 軸孔は直径1.7on、 深さ0.6cmと 小さく、孔の底にはおそらく芯棒の一

部らしき鉄錆が付着している。また磨面は平坦で風化し、回転痕は観察できない状態である。軸

山形成は非常に弱く、湯之奥型上臼と組み合う下臼の可能性がある。裏面整形は粗く、磨面に対

して水平ではない。したがって使用に際しては、磨面を水平に保つための装置が下臼下部になけ

ればならない。

22 A-20。 直径は33.59nと 小さい。また軸山形成も弱く、湯之奥型上臼に組み合う下臼かも

しれない。供給孔は、直径 3mであるが、鉄錆で完全に覆われているため深さはわからない。供
給孔と芯棒の間にはあそびがなく、直接鉄の芯棒がはめ込まれていたようである。

23 A-20、 炭焼窯内出土。直径3294、 磨面半径14.5clnで 、磨面は平坦であり、軸山はない。

湯之奥型上臼に組み合うのであろう。軸孔は直径2.7cln、 深さ1.39nで、供給孔の周囲半径5～8cm

には回転痕がない。湯之奥型上臼と組み合う場合、確かに軸孔周辺は回転痕がつきにくいのであ

ろうが、使用の過程で成長した軸山を再調整し、平らに潰して軸孔を穿孔し直すこともあったは

ずである。

24 A-20。 直径推定48crn、 磨面半径23.5帥。供給孔を両面から開けかけた上臼未製品を下臼

に転用している。磨面側の軸孔は、供給孔として直径9clnの孔を約 1帥彫り始めたようであるが、

途中で止めて中央に直径59nの軸孔を4crnほ ど彫り加えている。したがって2重孔を呈している。

25 A-20、 炭焼窯出土。直径46ct4、 厚さ19clnで、推定重量70kgに も達する。軸山形成は弱い。

軸孔の移動があり、深さ2.7crnか ら4.594へと新しい方がより深くなっていることから、軸山の再

調整による軸孔周辺の平坦化・軸孔の移動が行われ、軸山を低くした分だけ軸孔を深くしたので

はないかと考えられる。

26 A-23出土。直径359n、 磨面半径は21cmである。磨面は風化し、回転痕はよくわからない
が、軸山形成がまったくなく、むしろ逆に浅く窪んでいる。軸孔は直径2.39n、 深さ1.5mと小さ

い。湯之奥型上臼に対応する下臼であろう。

27 C-4。 直径44clla、 厚さ12cln、 重量35 kg。 軸孔は直径5.791a、 深さ4。 3911と 大きい。おそら
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く軸孔をもつ木製円板をはめ込んで使用したのであろう。軸孔の内壁はたいへん滑らかである。

回転痕はほとんどない。

28 金山沢。直径46cln、 厚さ10m、 重量33kg。 磨面半径は22.5cmである。軸孔は直径4.294、

深さ3.8crnで、断面はV字状である。軸山は緩やかな広い裾をもちながらやや高く形成されてい

る。磨面周囲には半環状の残存部がある。回転痕はほとんどない。

29 金山沢。27と 同じタイプである。直径45m、 磨面半径22onで、推定重量は68kgで ある。軸

孔は直径3.5cm、 深さ3.5clnで 、断面がV字状である。軸山は緩やかに高く形成されている。磨面

周縁には細かい再調整が施されており、残存部として土手状に残った高まりが潰されているよう

である。環状に高く残ると、磨面から磨りだされた粒子が外へ排出されにくくなり、下臼磨面に

溜まってしまうのであろう。

30 下臼未製品であるが、上自であるかもしれない。A-7出土。直径46cm、 厚さ12m、 重量4

5kg。 両面とも平坦に仕上げており、円盤状である。軸孔は7.59n、 深さ3.3c14で、中央にさらに

孔を彫りかけた形跡がある。下臼の軸孔にしてはやや径が大きいように感じる。未完成で廃棄し

た理由はわからない。

(3)回転臼未製品

回転臼未製品のうち上臼か下臼かはっきりしないもの。円盤状に仕上げられているが、なんら

かの理由で、完成していない。

31 A-10出土。円盤状の回転臼未製品であるが、部位については不明である。 しかし非常に

丁寧な整形で、細かいノミ痕が全面に残った大型の円盤形であることから、リンズA型上臼未製

品らしい。直径479n、 厚さ15.5m、 重量65kgであるが、表面から厚さ10o4の ところで水平方向の

割れを生じ、出土状況では、接合面を逆向きにして重ねられていた。石質は緑色凝灰岩であり、

板状に割れやすい特徴がある。おそらく整形段階で割れが生じ、厚さ1004では上国として使用不

可能であるとの判断で廃棄されたのである。本資料が上臼とするならば、上日本来の厚さを知る

ことができる貴重な例である。

(4)揚き臼

32 A-7出土。大きさは22× 26m、 厚さ10Cm、 重量10kg。 側面は多角形を呈しているが、一

応粗く整形している。両面使用した揚き臼である。窪みは両面とも面中央に位置 し、直御 ×8cm、

10× ■clnの円形である。掲き臼は本資料のみであり、塩山市黒川金山などに比べ掲き臼が格段に

少ない。上臼で鉱石を磨る前処理として、揚き臼使用の過程は当然存在するはずである。調査区

以外の別地点で掲き臼作業が行われたのであろうか。

(5)磨 り臼

大 。中・小の3分類が可能である。破損品が多く、残存率のわかる資料は少ない。磨面として

の窪みを形成したものでは長軸方向に微細な擦痕を観察できることが多いが、ほとんどが窪みの

外側も磨面として使用している。つまり、窪みは使用の過程で生じた使用痕といえる。石質は回

転臼同様に凝灰岩が多いが、回転臼には用いられなかった砂岩が存在する。

33 A-20。 大きさ37× 61cln、 厚さ9CIt、 重量32.5kgの縦長磨り臼である。磨面は両面 2面で、
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磨面中央に、磨り臼長軸方向と同方向に精円形の窪みが形成されている。また窪み内には微細な

擦痕が精円の長軸方向にみられ、一定方向で使用されたことがわかる。両面からの過度使用の結

果穴が開口しており、廃棄の原因となっている。磨面は主に窪みを使用しているが、その周囲の

面全体にも使用痕がある。すなわち精円形の窪みは当初から意図されたものではなく、はじめは

面全体を磨面としていたが、次第に窪みが形成されるようになると磨面として意識的、集中的に

使用されたのであろう。磨面には金属質の光沢がある。

34 片面のみを使用した縦長の大型磨り臼で、長軸方向に精円形の窪みが形成されている。長

軸方向には微細な擦痕がある。過度使用により、窪み中央には8cln大の穴が開口している。磨面

は窪み周辺にも及んでいるが、全面的に使用されてはいない。

35 B-3。 片面のみ使用の大型磨り臼で、精円形の窪み部周辺は象↓離している。窪み内には

長軸方向に微細な擦痕があり、窪み内に長軸方向の稜が形成されている。

36 C-4出土。平面形は多角形で、大型磨り臼である。両面とも全面が磨面として利用され
ている。中央部に精円形の窪みがあり、過度使用により49nほ どの穴が開口している。擦痕は窪

み部でははっきりしないが、周辺部には部分的に認められる。

37 大型磨り臼で、両面使用している。磨面は中央の精円形窪み部を中心に周辺まで及んでい

るが、全面ではない。窪み内には、窪み部長軸方向に一定方向の微細な擦痕がみられる。

38 A-22。 両面を使用している。円形の窪みが形成されつつあるが、あまり明確ではない。

また擦痕ははっきりしない。やはり全面的に使用痕がある。

39 A-22、 1号集石中出土。大きく3片に割れている。側面の整形は粗いが、角を丹念に潰

してある。20× 27cm、 厚さ2.5cln、 重量1.7kgの 中型磨り臼である。全面を磨面として使用してい

るが、とくに磨り臼長軸方向に精円形の窪みが形成され、やはり長軸方向に微細な擦痕が顕著で

ある。使用した向きも決まっていたらしく、磨り方向の片方がなだらかに周縁部に移行し、その

部分のほかは馬蹄形の稜をなしている。窪みを除く磨面全体は非常に艶のある金属質の光沢で覆

われている。石質は緑色凝灰岩であるが、非常に堅緻である。

40 A-23出土。平板状の磨り臼で、あまり使用されなかったらしく、ほとんど窪みは形成さ

れていない。また磨面は全面使用されておらず、周縁部には使用痕がない。

41 中型磨り臼で、片面のみ使用。全面滑らかであるが、沢内での採集資料のため、風化して

いる。平面形は円形のようであり、側面、裏面ともに良好に整形している。磨面にはやや偏った

円形の窪み部がある。擦痕はみられない。

42 小型磨り臼で、携帯可能である。全形は不明であるが、隅丸長方形とみられ、側面は良好

な整形である。片面のみ使用されており、面全体が磨面として使用されている。磨面中央には幅

5帥ほどの長楕円形の窪みが形成されており、長軸方向に微細な擦痕がみられる。

(6)磨 り石

形態、大きさで大・小2種類にわけられるが、大型磨り石は磨面が長方形ないし精円形を呈し、

裏面に三日月状の稜を残すように整形した、定型化した磨り石である。石質は凝灰岩が多い。

43 A-20。 長さ12cln、 幅791t、 厚さ4m、 重量0.5kg。 磨面は緩やかな曲面をもつ長方形であ
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るが、磨面と反対側の裏面は、両手でつかみやすいように丸く整形している。磨り方向は不明で

ある。大型磨り臼に対応する磨り石であろう。

44 A-22。 長さ16cln、 幅10o4、 厚さ4cm、 重量0.9kg。 磨面は精円形、もしくは紡錘形で、緩

やかな山面をなす。磨り方向は磨面の短軸方向で、微細な擦痕がかすかに残る。磨面の反対側は

両手でもちやすいように高まりがあり、三日月状の稜が作られている。おそらく三日月部に両手

の指をかけて使用したのであろう。この形は45・ 46に も共通しており、本遺跡における磨り石の

一型式とみなすことができる。大型磨り臼に対応する磨り石であろう。

45 A-22、 1号集石出土。幅10m、 厚さ4cln。 磨面は紡錘形で曲面をなし、短軸方向に微細

な擦痕をもつ。磨面の反対側は三日月状の稜が作られている。この稜は偶然の崇J離面を利用した

というよりは、意識的に作り出したものであろう。

46 A-23。 長さ18.5cln、 幅10m、 厚さ6cln、 重量1.45kg。 磨面は精円形で曲面をなすが、側

面寄りに 1本の稜があり磨面を2面に分けている。擦痕は短軸方向に顕著にみられる。反対側は

三日月状の稜をなし、角は潰しによって滑らかに整形されている。

47 A-23。 長さ89n、 厚さ4on、 重量0.4kg。 上自らしい破片を再利用した磨り石で、 2面あ

る磨面のうち片方には弧状の回転痕が残っている。また逆の面には磨面中央に浅い敲打痕がある。

平面形は不整形で、側面は粗い整形である。磨面には擦痕が明瞭ではなく、磨り方向は不明であ

る。

48 A-23。 長さ9m、 幅6.8o4、 厚さ5cm、 重量0.4kg。 2面の磨面らしき使用面をもち、磨面

を含めて4ヶ所に窪みをもつ。窪みは敲打によって作られており、叩き石の可能性もないわけで

はないが、大きさ、重量の点から鉱石の叩き石としての役割は考えにくい。磨面は使用痕がはっ

きりせず、磨り方向もわからない。

49 A-22。 直径5m、 厚さ3.7on、 重量0.15kgで、全体が歪んだ球形をなし、磨面は 3面ある。

各磨面は曲面をなし、磨り方向は一定しているようである。片手で使用し、対応する磨り臼は小

型磨り臼であろう。石質は緑色凝灰岩で、非常に堅緻である。

50 A-50出土。長さ7m、 幅5。 2m、 厚さ3cm、 重量0,15kg。 磨面は5面以上で、それぞれ短軸

方向に擦痕がある。角は丸く潰されているほか、磨面でない部分も高いところは磨 られて滑らか

である。石質は欄と類似し、緑色凝灰岩で非常に堅緻である。 (櫛原功―)
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09
1

∞
2

∞
9

囲 ∞
C

∞
7

09
9

10
C

10
2

10
3

ll
14

10
5

10
6

10
7

ll
18

10
9

11
0

11
1

11
2

11
3

11
4

11
9

12
0

12
1

12
2

12
3

No
l1
4

No
10
6

No
75

No
5

No
45

No
61

No
12
1

No
6

No
55

No
43

No
2

No
51

No
襲

No
53

No
27
2
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番
号
出
土
地
点
型
式

直
 
径
厚
さ
重
量
比
高
轄
形
供
 
給
 7
1
軸
受
躙

柄
も
の
く
ば
り
浮

用
ヨ・
石
晏
そ
 
の
 
他

上 号

取 番

熙 番
，

直
径
深
 
さ
直
径
簗
さ
型
式
敏
長
 
さ
幅
厚
さ

98 99 10
0

10
1

10
2

10
3

10
4

10
5

10
6

10
7

10
8

10
9

11
0

11
1

11
2

11
3

11
4

11
5

11
6

E2
石
組
み

, A2
2

金
山
沢

A2
11

A2
3

A詑
3

AW
3

A2
0

Aヽ A2
2

A2
0

A■
Ю

9 ]ツ A2
0

A―
盟

金
山
沢

金
山
沢

9 リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

湯
之
奥
型

湯
之
奥
型

リ
ン
ズ
B

湯
之
奥
型

穀
臼
型

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
A

リ
ン
ズ
B?

努 Ю ０
０ 箭 ｙ ０
０

４
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

９
２

０
０

０
０

９
０

9 9 9

(3
4)

(4
2) 35 32 38 39 28

36
39 42 43 43
5

45 49

45
,5 46

40
‐
44

併
10

7.
5

15
,卜
18

7.
卜
11

1併
12
.5

併
12

5.
58

3.
5

5お
.5

卜
11

18偶 閑 脚 踊 聞 聞

1,
9

2 05 2.
5

8.
4

18
,2

5.
8

29
,4

28
4

3.
9

23
.5

19
.5

32 30 25
,9

36 23 28
.2

41

上
期 　 　 　 ５ 　 　 し ４ ５ ６ １ し ５ ３ ６ ８ ８ １

０ ， ９ ； ； ■ １ ９ な “ ０ ， １ ． ２ ． な は １ ． ■ ０ ． １ ． ０ ．

良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 粗

良 良 良 良 良 良 良 粗 良 良 良 良 良 良 良 良 良 良 粗

9 ? , (
55
)

(5
 4
)

側
8

5 85 5.
5

3 5.
5

6.
5i

8 7.
58

7,
3

1併
12
.t

7 7.
3

62

4.
5

4.
8

8 6以
上

(1
85
)

95 45 8 48 10
 5

9.
8

6 8 5.
5

7 1
6.
3

９ ， ９ 　 ７ ・ 工 は 工 は 　 争 中 　 ， な
し

2.
7

15 な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

朧 癬 ？ 癬 ？ 癬 癬 れ 朧 ？ 柄
濤

柄
濤

柄
濤

柄
濤

柄
濤

柄
穴

柄
濤

柄
潜

柄
溝

1 11 1 2 1

お
.8

７ ．
５

８ ．
３ 聞 関 ‐０ 踊

卜
6

3,
6

6 52 5.
5

6 4.
3

5,
4

6.
卜
7

52 6 5

7 8

35
4

2,
7

? 2.
2

3.
54
,,

3.
卜
5

25
4

2.
5

25
5

3.

８ 　 　 胸 ８

, ? 左
巻
?2
(3
本
)

直
1(
3本
)

左
流
1

左
流
?1

な
し

左
流
1

左
流
1

左
巻
3

直
3

な
し

直
3

直
3

な
し

直
3

直
8

直
1(
2本
?)

ク 9 9 な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

あ
り

あ
り

な
し

な
し

あ
り

や
や

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し
? な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

ら
り
?

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

下
臼

な
し

な
し

な
し

g g 灰
b

緑
a

緑
灰
e

緑
a

緑
a

緑
灰
e

灰
gd

緑
ａ

納 緑
ａ

緑
ａ

凸 緑
ａ

納 緑
ａ

緑
ａ

緑
ａ

転 露

回 穴子面
剤
離
、 柄
溝
中
に
サ
ビ

ニ 白
未
製
品
、孔
末
貫
通

え臼
を
転
用
か
、周
縁
帯
あ

1濤
1は
未
完
成

¶港
未
完
成
、未
使
用

与穴
の
彫
り
か
け

12
4

12
5

12
6

12
7

12
8

12
9

13
2

13
3

13
4

13
5

13
6

13
7

14
1

14
3

14
5

14
8

15
5

15
8

15
9

No
10
7

No
6

No
17

No
l1
9

No
27
6

No
"5

No
12
8

No
57

No
58

No
46

l 3 18 4 5 9 6 17 11 7 8 13 16
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第
14
表
 
観
 
察
 
表
(2
)下
臼

番
号
出
土
地
点
残
存
率
直
径
磨
面
半
径
厚
さ
重
量
比
高
側
面
整
形
裏
面
整
形
軸
孔
直
径
軸
孔
深
さ
転
用
色
・
石
質

そ
  
の
 
他

通
し
番
号
取
上
番
号
図
番
号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０ ■ １
２

‐
３

‐
４

‐
５

‐
６

‐
７

‐
８

‐
９ 釣 ２‐ ２
２

２
３ 盟 ２
５ ％ ２
７ 路 ２
９ 帥 ３‐ 罷 ３
３ Ｍ ３
５ 鍋 ３
７ 認 船 Ю ４‐

金
山
沢
A詑
0

A乾
2

A9 A
6
04 A‐
認
? ? ? C望 胞
峨
精
錬
場

A」
7

C望 C4 A-
22

A2
3
A2
2
Aウ
3

金
山
沢
A5
1北
川
中

A-
20

金
山
沢
A朝 A記
0

Aウ
0炭
窯

金
山
沢
AP
7

A別
炭
窯

A-
20

A翌
3

A゛
2

C望 Aヽ A-
23

金
山
沢

金
山
沢
A→ 金
山
沢
A-
51
北
金
山
沢

３
６ お 罰 ‐
０
０

ω 硼 １
０
０

１
０
０

箭 １
０
０

５
５ 勒 ω ５
７

５
０ 帥 鄭 １
０
０

Ю り ３
３

‐
０
０

蒟 ３
７

５
３

‐
０
０

錫 硼 １
０
０

６ 心 １
０
０

能 １
０
０

％ １
０
０

帥 １
０
０

１
０
０

１
０
０

鮒

38 29
36
5

(5
2)

41
■
3

(4
8)

48 41 (
48
)

(4
6)

50 (
46
)

32
35

(3
1)

(4
3)

(4
4)

T 511 (42
)

33
.5

36
54
0

32 4.
5
40
46

46 (
48
)

33
嗚
5

4b 44 52 46
.5

45 42 51
1

46 ム

‐
９

‐
８

２
‐ ％ ％ ２
６

２
０

１
９ ％ 盟 ２
２

２
‐

２‐ ？ ２
２ И ？ ‐
６ ９ ‐
９

２
‐

２
３ ？ ‐
７

２
‐

１
４ あ 　 ２
２

２
３

２‐ ２
３

２
‐ ％ ２
‐

２
‐

２
‐

２
２

２
２ ”,

1警 1
72
1

81
5
P7
5
1卜
15

併
14
.5

作
12
.5

卜
10
5

併
16

4卜
12

78 卜
15

6.
卜
1
2

7 57
5
併
11
.
5

9,
卜
12
.5

22 19 6.
卜
11
.5

56
.6

5.
5■
3

12
.5

併
12
.5

11
-1
2

19 7-
12
 5

併
11
.5

8`
卜
10

9,
卜
12

併
9

卜
10

Ⅲ
ll

7.
卜
16

併
12
5

10 年
1令

6,
7

8.
2

31
,4

68
6
70
.5

99 37
.4

13 37
6
29
,5

2,
7

29
.4

21
9
19
 5

12
 2

32
.4

15 7.
1

4.
4

10
3

11
.5

69 45
5
99 65 25
,7

18
5

25
5

45 45
.2

19
.4

23 31
.1

35

3.
3

16 2.
8

7 0,
8

4.
2

1.
4

09 0,
4

08 2.
3

1.
8

17 1.
2

1.
3

0.
7

1 1,
9

な
し

1,
9

1.
4

0.
4

28 12 1.
4

0.
8

2.
5

艮 良 良 粗 良 粗 良 良 粗 粗 粗 粗 粗 粗 良 粗 良 良 良 粗 良 粗 良 良 良 良 良 粗 良 粗 良 良 良 粗 良 粗 粗 粗 良 良 息

民 良 良 粗 粗 粗 良 良 粗 粗 良 良 粗 粗 良 粗 良 良 良 粗 良 粗 粗 良 良 粗 良 粗 良 良 良 良 良 粗 良 粗 粗 粗 良 粗 組

3.
5

3.
5

1.
83
.6

44
.5

3 8.
2

3 3.
5

33 2.
卜
3

27 2.
2

3 9 3 3 ? 9 9 3.
5-
5

37 , 3 1卜
1,
7

2.
卜
2.
7

3.
4

6.
87
5

32
→
3.
5

4 2.
3

26 57 27 2.
6

3.
8

2.
83
.4

4.
8,
3.
0

4.
2

負
氏

郷 ３ ３ ，
‐ 郷 ３ ４ ，
９ 巧 ‐ ，
３

３ ．
‐

４ 郷 ３ ，
３

３ ．
‐ 　 ２ ．
８

２ ，
８ 　 ２ ．
４

0.
6

13 2,
7

3.
8

27
→
4.
5

35 15 31 4.
3

3.
5

2.
3

3.
2

2.
6

2.
3

38

な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
上
自
→
下
臼

な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
L臼
→
下
臼

な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
な
し

な
し
な
し
な
し
オ

I

緑
b

緑
b

緑
b

緑
a

灰
j

緑
a

緑
a

緑
a

緑
a

緑
a

緑
a

緑
a

灰
h

緑
a

緑
a

緑
a

緑
a

緑
b

緑
b

緑
a

緑
a

純 緑
a

緑
a

緑
a

緑
b

緑
a

緑
a

灰
d

緑
灰
d咆

緑
a

灰
e

灰
id
灰
de

緑
a

緑
灰
e

緑
a

緑
a

灰
d→

緑
a

「
河

軸
底
に
鉄
分

接
合
資
料
,軸
孔
は
精
円
形

軸
山
を
潰
し
て
再
調
整

軸
山
1周
縁
再
調
整
?

軸
底
に
鉄
芯
残
存
、 軸
山
の
形
成
な
い

軸
山
高
い

上
臼
未
製
品
を
転
用
、
供
給
孔
未
貫
通

鉄
芯
残
存
?

軸
山
形
成
な
し
、 軸
底
に
サ
ビ

軸
山
形
成
弱
い
、 軸
底
に
サ
ビ

未
製
品
、上
自
か
?

軸
孔
移
動
、孔
周
囲
に
サ
ビ
、 軸
山
形
成
弱
い

両
面
に
孔
、 未
貫
通

軸
山
形
成
な
し
、磨
面
風
化

磨
面
風
化

軸
山
の
中
心
と
軸
孔
が
ず
れ
る

軸
孔
は
2重
孔

日
縁
t主
再
調
整

01
1

01
5

04
3,
04
8

M5 04
6

M7 05
1

06
4

06
6

∞
7

07
3

07
4

11
78

11
79

08
1

08
2

08
5

∞
0

09
5

∞
8

10
1

11
5

11
6

11
7

13
0

13
1

13
8

13
9

14
0

14
2

14
4

14
6

14
7

14
9

15
0

15
1

15
2

15
3

15
4

15
6

15
7

No
28
2

No
53

No
8

No
52

No
58

No
54

No
26
9

No
62

No
10

No
4

No
56

No
51

No
47

始 努29 ２
２

２‐ 囲 　 ３
０

２
５ И ％ 　 ２
７

‐
９



第
15
表
 
観
 
察
 
表
 (
3)
回
転
臼
未
製
品

番
号
出
土
地
点
残
存
率
直
径
厚
さ
重
量
側
面
整
形
表
面
整
形
裏
面
整
形
転
用
色
・
石
質

そ
の
他

通
し
番
号
取
上
番
号
図
番
号

!
用 卸

開 １
０
碑 Ｔ

М 丘

Ｗ “

や
や
良
臣

良 慮
B

な
し
か

l

納 純
裏
面
剥
離

厚
占
ll
lm
で
水
平
に
割
れ
、片
方
が
逆
向
き
に
出
土

‐８ 鮒

第
16
表
 
観
 
察
 
表
 (
4)
楊
き
臼

番
号
出
土
地
点
残
存
率
大
き
さ
厚
さ
重
量
使
用
面
数
側
面
整
形
表
面
整
形
凹
み
直
径
深
き
転
用
色
t石
質

そ
の
他

通
し
番
号
取
上
番
号
図
番
号

A守
22
26
8.
卜
10

2
lR

、1
併
11
14
、
23

16
7

― ― ド ド ト ー ー

第
W表
 
観
 
察
 
表
 (
5)
磨
り
臼

番
号
出
土
地
点
残
存
率
大
き
さ
厚
さ
重
量
使
用
面
数
側
面
整
形
裏
面
整
形
田
み
(磨
面
)直
径
深
さ
磨
り
方
向
転
用
色
・
石
質

そ
の
他
通
し
番
号
取
上
番
号
図
番
号

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １
０ ■ １
２ ‐
３

‐
４

‐
５ ‐
６

‐７ ‐
８

‐
９ 拗 ”

金
山
沢
A混 A
翔
中

岡 A醜
山
沢

鰐 Aワ C4 A 
ll

A混 A婉
中

Aワ 金
山
沢
A混 金
山
沢
A胡 Aワ 鵬 A翌 A翌 Aど
錆
移
宅
肉

23
.「
2X
.5

閉
,卜
27

16
.「
23
.5

24
51

27
52

39
‐
46

32
-3
5

34
39

37
61

17
-5
2

19
30
5

1併
23

18
 2
8

14
-2
3

胸
7

10
,卜
11
.5

8.
卜
13
.5

作
14
.5

5.
卜
11

9.
51
5.
5

05
9n

5.
57

02
2.
5

4 5 0
,卜
10

0.
0対

0,
7ヽ
5

08
6.
5

0.
牛
9

0.
併
5

35
.5

2,
7■
.5

4.
5将

1 25 1,
8

2.
5

1.
6認
.5

外
5

卜
4

ni
颯

硝 ‐ ，
７

３ ．
２

８ ．
０ 払 １２
． 血 １２
． 協 ５ ，
７

４ 郷 ５ ．
２

０ ，
７

３ ．
４

０ ・
４ 明 ０ ，
４

０ ・
１５

０ ・
６ Ｍ

良 粗 粗 粗 粗 良 良 良 粗 良 粗 良 良 良 良 良 粗 良 ？ ？ 白

良 良 良 粗 一 良 一 一 一 良 良 一 良 一 良 良 良 良 一 一 息

17
.5
-2
1

10
52
5.
5

02
1り
13
36

お
お
1,
1牛
18

25
¬
40

26
‐
26

18
28
,2
03
1

10
42

卜
12

}5
,1

4-
10

27 2.
1

0.
2

4.
5

5 
1,
3.
7

4.
2

2.
4

3.
1

2.
8,
4.
7

3 1,
1

11
,0
.9

1 1.
3

1,
3

0,
1

1.
1

0,
7

不
明
一
定
(長
軸
方
向
)

不
明
一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(?
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

不
明
不
明
不
明
一
定
不
定
一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
(長
軸
方
向
)

一
定
一
定
一
ヤ

な
し
な
し
な
し
な
し
な
し
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3.その他の遺物

(1)金属製品

銭貨 (第61図 1～ 8)

銭貨は表採品も合め 8点が出土している。 8点のうち 7点が銅製であり、 1点が鉄製である。

1は唐代に初鋳された開元通費である。腐食が激しく、文字は明瞭ではない。

2は皇宋通費、 3は元豊通費である。いずれも鋼製で中国 (北宋)か ら渡来した渡来銭である。

4～ 8は寛永通費である。 4～ 7は賓がス字になるいわゆる古寛永である。古寛永の鋳造年代

については明暦 2(1656)年 以前の所産とされている。 8は鉄製のため元文 4(1739)年以降に

鋳造された新寛永であるが、銹がひどく、文字が明瞭でないため、鋳造地は不明である。

小把 (第62図 1)

A-33テラス出土品。銅製で柄部のみ出土している。先端部がやや腐食して欠損しているもの

の、ほぼ完形品であり、長さ9,9cln、 幅1.4m、 厚さ0.4mを測る。表面には文様等は施されてい

ない。

煙管 (第62図 2)

煙管の吸回がA-23テ ラスより1点ではあるが出土している。日唇部から羅宇接続部へ向けや

やすばまり、緩やかな曲線を描きながら羅宇接続部へ至る。羅宇接続部は若干ではあるがすぼまっ

ている。雁首、羅宇部は確認されていない。

六器台皿 (第 62図 3)

密教法具の六器の合皿と推定されるものである。銅製で作りは非常に薄いものである。断片の

みの出土であるため回径等の法量は不明であるが、高台径 7 ct4、 高合高0.6crnを 測る。受部は確

認されていない。

把手 (第62図 4)

A-23テ ラス出土品。両端部を欠損するが、両端とも折り返している。全長10.39n、 幅0.85cln、

厚さ0.2mを測る。当初は灯明具等の把手であったと思われるが、現在の形状からすれば吊り金

具等に転用したものであろうか。

工具類 (第63図 1・ 2・ 4・ 5)

本遺跡からは鉄製工具類が僅かではあるが出土している。しかし、本遺跡には近年木材の伐採

等が大規模に行われていることもあり、これらが金山操業時期の所産であるかについては不明で

ある。

1は B-3テ ラスより出土した鍼である。全長24.5cln、 刃部長13.99n、 刃部幅■ .8clnを測る。

2は A-31テラスより出土した鋸の破片である。両端部を欠損する。 4は金鋏である。E-2テ

ラス石組遺構付近から、輔の羽日とともに出上している。全長38.79nを測る。 5は A-31テラス

より出土したつるはしである。全長38。 3on、 柄の接続部となる柄穴から片方のみに刃部がつくも

のである。

鉄釘 (第 64図 1～ 26)

鉄釘が本遺跡の中ではA-31テラスとB-4テラスを中心として出土している。図示したもの

―-12併
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団
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第63図 金属製品(2)

はすべて断面形が方形となる角釘であるが、断面が円形となる丸釘も出土している。しかし、そ

の生産は江戸時代末以降に開始されたものであるために、本報告から除外した。角釘はすべて頭

を持たず、両端が尖った真直ぐないわゆる合釘である。

第64図 1～13は B-4テ ラス出土品である。すべて木組遺構に伴うものであるため、木質が付

着するものが多くみうけられる。14～26は A-31テラス出上であり、B-4テ ラス出土品同様、

木質が付着したものが一部にみられる。B-4テラス出土品13点のうち12点が長さを確認できる。

断面は0.6m× 0.3cln前後の規矩形となる。長さは8.7onの ものを最小として12.2cmの ものまでみ

られ、平均10。 7cmと なる。A-31テラス出土品は13点中 5点が計測不能であり、断面は0.5cln× 0.

4on前後となる。長さは7.3onの ものからあり、8.694の ものを最大とする。B-4テ ラス出土品

と比較して小型品が目立つ。

(2)その他の金属製品 (第 64図 27・ 28、 第63図 3)

27は A-22テラスより出上した断面方形の屈曲した鉄製品である。釘とも考えられるが幅が0.
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第66図 石製品(2)
9mあり、他に出土している和釘に比べやや大型である。

28は C-4テラスより出土している。腐食がはげしく本来の形状は必ずしも明らかではない。
円筒形に延びる部分は欠損している。円筒形部から偏平に広がりをみせ、あたかも刃部を形成し

ているようである。この部分が刃部であるとすれば、塾等に類似した工具である可能性がある。

第63図 3は A-31テラスより出土した方形の鉄製板である。6.5× 7.4cln、 厚さ0,35clnを測り、

辺部から1/4ほ どのところに径0.5craの孔を穿っている。性格については不明である。

(3)石製品

本遺跡出土の石製品の大多数は精錬用石臼が占めている。ここではそれ以外の遺物について扱

うこととする。

穀臼 (第65図 1～ 6)

本遺跡においても精錬用石臼に混じって穀臼が数点ではあるが、出土している。上臼が 3点、

下臼が 3点を数える。そのうちセット関係にあるのはA-23テラスより出土した 1と 3のみであ
る。上臼、下臼とも目が確認される5点すべてが主濤によって6等分された6分画のものである。

副濤は4本～6本からなっている。

1は唯―の上臼完形品である。側面には納穴があけられており、挽き木が打ち込まれていたこ

とがわかる。日は6分画であるが均等に割り付けられてはいない。2は上臼の破片である。全体

0                      10Cn

―-131-―
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第19表 銭貨観察表

挿 図

番 号

出

地

土

点
銭  名

外径

(Hull)

穿径

(Hull)

重量

(g)

材

質
初 鋳 年 代 備 考

1 C-4テ ラス 開元 通 賓 22.0 7.5 1,49 銅 唐朝武徳4年 (621) 渡来銭

A-23テ ラス 皇宋 通 賓 22.5 2 40 銅 北宋宝元 2年 (1039) 渡来銭

E-8テ ラス 元豊 通 賓 23.0 7.5 2.11 銅 北宋元豊元年 (1078) 渡来銭

A33テ ラス 寛永 通 費 23.5 2.06 銅 寛永14年 (1637) 古寛永 松本銭

E-8テ ラス 寛永 通 賓 23.5 2,72 銅 雲邑力で144F(1637) 古寛永 水戸銭

A-41テ ラス 寛永 通 賓 23.0 23.7 銅 領こЯで144F(1637) 古寛永 吉田銭

精錬場 寛永 通 賓 23.5 3 07 銅 寛永13年 (1636)以前 古寛永 浅草銭

C-4テ ラス 寛永 通 賓 23.0 7.0 3.52 鉄 元文4年 (1739)以降 新寛永

第20表  碁石観察表 (括弧は破損資料の現状値 )

番  号 出 土 地 点 長 さ 厚 さ 重 旦皇 材 質

1 A-33テ ラス 3.08 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.2 3.41 黒色粘板岩

3 A-33テ ラス 3.07 黒色粘板岩

A-33テ ラス 0.35 (2.70) 黒色粘板岩

5 A-33テ ラス 0.35 2,72 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.4 3.55 黒色粘板岩

A-22テ ラス 2.2 0.35 2.84 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.2 3.28 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.4 0.5 4.01 黒色粘板岩

A-33テ ラス 0.35 (2.71) 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.73 黒色粘板岩

A-33テ ラス 2.2 (0.25) (1.42) 黒色粘板岩

A-33テ ラス (2.1) (0.2) (0。 99) 黒色粘板岩

14 A-33テ ラス 2.8 0.6 5,61 黒色粘板岩

A-33テ ラス 6.29 黒色粘板岩

C-4テ ラス 0.8 5.24 砂岩

A-33テ ラス 2.82 粘板岩

18 A-22テ ラス 2.15 3.20 頁岩

C-4テ ラス 1.77 砂岩

20 A-22テ ラス 3.27 磁 器

A-33テ ラス 2.99 磁 器

A-33テ ラス 2.5 3.95 磁 器

不 明 0.6 5。 47 磁器

A-33テ ラス 2.39 磁器

A-33テ ラス 2.35 2.65 磁 器

A-33テ ラス (1.22) 磁 器

A-22テ ラス 2.8 0.95 11.15 凝灰岩
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Ncl 出 土 地 点 部 位
残存率

(%)

直径

(m)

厚さ

(m)

重量

(Fg)

比高

(cra)

供給孔径

(m)

1 A-23テ ラス 上 自 100 23.0 12.5-13.5 3-3.5

A-9テ ラ ス 上 臼 22 (32.0)

A-23テ ラス 下 臼 100 30.5 8.0 0,8

4 C4テ ラス 下 臼 (30.5) 7.6

5 金  山  沢 下 臼 100 28.5 10.6

6 A-20テ ラス 下 臼 100 7.5-9.0 1.0

第21表  穀臼観察表

の1/5ほ どしか残存しておらず、詳細については不明。 3の下臼は 1の上臼とセットである。分

画、副濤とも均等とはなっていない。 4は下臼の破片である。 5は唯一均等に分画されている例

である。 6は 3同様、分画、副濤とも均等とはなっていない。

砥石 (第 66図 1・ 2)

砥石が 2点ではあるが出土している。いずれもB-4テラスから出土したものである。当初は

直方体を呈していたと思われるが、使用により偏平な形態となっている。いずれも粒子は細かく、

仕上砥として使用されたものであろう。 2点とも凝灰岩製。

用途不明石製品 (第 65図 7、 第66図 3・ 4)

7は金山沢発見。1/3ほ どの破片である。芯棒を挿入する孔は貫通している。日跡等が確認さ

れていないことから断定はできないが、挽臼として使用されたものと推定される。しかし、くば

みを持たないが受皿が作りつけられている点は、他の穀臼とは異なり、形態はむしろ茶臼に類似

している。

3は A-50テラスマウンド状遺構中より出土。火山礫凝灰岩の自然石であるが、径 3 cm、 深さ

1.6clnほ どの円形の孔が穿たれている。孔は回転運動によって穿孔ないしは整形が行われており、

孔のなかは研磨されたような状態である。このような遺物の類例はなく、用途については不明で

ある。

軸 (受 )孔径

(ola)

深さ

(m)
分  画 副   濤 石 質 備 考

6-9 火山礫凝灰岩 側面に4.5× 3.3の柄穴あり

輝石安山岩

3.8 6 5-8 火山礫凝灰岩

8.0 6 6 輝石安山岩

5.5 6 6-7 火山礫凝灰岩

6 4-8 凝灰岩
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4は A-22テ ラスより採集されたものである。やや偏平な火山礫凝灰岩の中央を8.0× 6.4帥

ほどの隅丸方形に1.7clnほ ど掘りくばめている。底面はほぼ平面を呈するが、研磨されたような

痕跡は認められない。用途については不明。

碁石 (第67図 1～ 27)

碁石の多くはA-33テ ラスから出土したものである。第67図 1～13は粘板岩を碁石として加工

したものである。14～ 19は粘板岩、砂岩、頁岩等の加工痕のまったく見られない偏平な円礫であ

る。円礫は非常に円磨されており、本遺跡周辺で採取されたものではなく、外部から搬入された

ものである。一部は加工された碁石と共伴したために、碁石として使用されたものと判断した。

20～26は磁器片を研磨して円形にしたものである。一部近世遺跡の調査例によるとおはじきとし

て報告されたものもあるが、碁石が共伴したことから碁石のしろと判断した。27は黄褐色の凝灰

岩を打ち欠いて円盤状にしたものである。これも共伴関係から碁石としておくが、他の用途も考

えられよう。

羽口 (第 68図 )

E-2テ ラス石組遺構周辺出土。計 3点出土しているが、 1点のみ図示した。先端部を一部欠

損するが、先端部付近は被熱によって一部青灰色に変色している。孔径2.8ct4、 現存長23.3cmを

測る。色調はにぶい橙色、胎土は長石、石英等を多く合み、焼成はややもろい。 (宮澤公雄)

第 4節 坑 道 等

金山沢の支沢を便宜的に西から一ノ沢 。ニノ沢・三ノ沢と呼称する。テラス群から北にある尾

根は東北東―西南西方向にのびる。この尾根を境として北側にはホウロク沢 (地元ではホウキ原

と称される場合がある)の浅い谷地形が金山沢に並行して分布する。坑道域は、テラス群よりも

上方に位置し、主に尾根の南側斜面地域と尾根向うのホウロク沢の地域とから構成される。金山

沢に面した斜面に分布する坑道には便宜的に坑道番号 1～ 16をつけ、それ以外の遺構あるいは人

為的と推定される微地形などについてはXl～ 77を付した。これらの遺構は、坑道、濤状凹地、

招り鉢型凹地、炭窯、石垣遺構、平坦面などからなる。

坑道

中山金山地域の地質は、金山沢に沿って古関川層の塊状緑色火山礫凝灰岩～凝灰岩が主として

分布する。金山沢を挟む両側の尾根部にはその上位の勝坂泥岩層の塊状泥岩が分布する。またホ

ウロク沢より北側には緑色火山礫凝灰岩などが広く分布している。全体の構造は、走向が北北西

―南南東あるいは北西―南東方向であり、12～ 50° 南西傾斜である。これに対し坑道内の石英脈

あるいは坑道側壁の方向は、走向は北北西―南南東あるいは北西―南東方向で地層の走向傾斜と

調和的であるが、傾斜が約60～80° 】ヒ東傾斜と地層に直交している。坑道1,2,3,4,5,6,7,14,15,

16は緑色火山礫凝灰岩～凝灰岩層中に、坑道8,9,10,■ ,12,13は泥岩層中に位置している。

坑道は、テラス群から尾根までの斜面に分布し、坑道5,16の ように単独の場合もあるが、複数

が集合して坑道群を構成する場合が多い。坑道6,7,8以 外の坑道は、C-1テ ラス付近を起点と
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1627.000

b

第 1層 黒褐色土層

0           1m   第2層 贈褐色土層

―

     第 3層 贈黄褐色土層

2            第75図 坑道No.9入 回部 トレンチ

しニノ沢沿いに南側斜面を上って毛無山林道に通じる徒歩道に沿って分布している。なお坑道周

辺では脈石英の破片、黄鉄鉱などの鉱染の発達した岩石、あるいはそれらが風化や酸化作用を受

けた岩石などが分布している。

各坑道の特徴について第22表に示す。実測した坑道を第69～ 74図に示す。坑道の実測は坑道9

を トランシットで、坑道12,13は簡易 トランシット (ウ シカタS-25)で、その他の坑道はクリ

ノメータでそれぞれ測量した。坑道9,12,13の 測量データはコンピュータシステムいのソフトウェ

アを使用して図化した。崩落のため実測が困難な坑道10については渋谷重夫氏の図を示す (第72

図)。

坑道6,7は水平坑で西側坑道壁に胚胎する同一石英脈を上下で追跡している。また坑道12,13も

ｂ

一
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同一石英脈を追跡している可能性がある。坑道9,10,11,12,13は 、尾根の上部に集中して分布す

る。坑道16は金山沢に近接しテラス群の中心部に位置している。なお、坑道 9入 口部からは、長

さ3.17m、 直径8.594の木材が出土している (第75図 )。

石英脈は、硬質な部分も存在するが、坑道内に露出するものは全体に軟弱で粘土化している部

分も少なくない。石英脈が坑道の壁にそって露出していることから、坑道は石英脈を追い掛ける

ように掘進した「鎚押し掘り」であったと考えられる。

富士金山と中山金山は、地質図 (第5,6図)に示されるように現在の毛無山登山道沿いの県境

尾根を境に接している。両者は、地質構造が共通し、坑道付近の石英脈の方向性も一致すること

から同一の鉱脈の延長を両者が採掘していたことになる。

溝状凹地

尾根とホウロク沢にそった北側斜面、および坑道周辺の特に谷側などには、濤状凹地が分布し

ている傾向がある。凹地内には、黄鉄鉱を含む赤褐色岩石、珪化した岩石、脈石英などが転石と

して存在する。X18,34では石英脈が露出しており、X34では幅約50～60cmの間に石英脈群が存

在する。凹地の方向は北西―南東方向であり坑道の走向傾斜方向と調和的である。濤状凹地X2,

3は、坑道■の延長方向にほぼ同一方向性に存在する。坑道11,14,15な どは濤状凹地の一部に坑

道が位置しているとみなせる。X35は 2坑道間に位置する。X33は坑道 3に接してかつ同一の方

向性をもつ。X32は一般的な坑道の方向に直交方向を示す。大きさは 1～数m、 長さ数～10m以

上に達する。以上のように坑道と濤状凹地とは密接な関連性をもって分布している。特にX2,4,

18,19な どは坑道的性格がかなり強いと推定される。

招り鉢型凹地 X50

ホウロク沢の中央を流れる流路に沿って山側の斜面と流路側に張りだした土塁状の高まりによっ

てとり囲まれた招り鉢状の凹地である。直径約10m、 深さ2～2.5mの規模をもち、凹地底部に1.

5× 0.6m深さ30cm以上の方形石組が存在する。凹地南西部には、1.7× 0.6mの L型石垣が存在

する。

炭窯

ホウロク沢の下流側に炭窯X76が存在する。内径約 2m、 高さ約 lmの上方に開いた円～楕円

形の石組遺構である。中央部は埋没しているが石組の銀存状態は良好である。

石垣遺構

X56はホウロク沢の流路と濤状凹地X55と の合流部に位置する。塊状の火山礫凝灰岩の露頭に

接するように二ヶ所に石垣遺構が2mの間隔で向かい合っている。両者は弧状に連続する可能性

もあるが詳細は不明である。

平坦面

ホウロク沢の流路沿いおよび尾根沿いに長径約 5～15mの小規模な平坦面が点在する。どの平

坦面からも遺物の検出はない。しかし、X48の地表面には石英脈の破片が多く転石として検出さ

れている。

以上のように、坑道以外の遺構が、坑道域に広く分布している。特に濤状凹地は金鶏金山にみ
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られる露天掘り跡と形態的に類似性が高い。坑道と関連性が高いことからも金採掘に関係の高い

露天掘りの遺構であると推定される。またこれらに伴って分布する平坦面の性格は明らかでない

が、脈石英の存在から金採掘に伴う廃石の堆積面、あるいは関西家文書303に 記された小屋の立

地面などの可能性があり得る。なお坑道 9～ 13付近から毛無山登山道沿いに濤状凹地が標高1850

m付近まで確認される。中山金山の坑道域をより広く理解する必要も今後あるかもしれない。

古文書と坑道の関係

門西家文書303,91には、天明8年に堀内粂之丞の手先の者が中山金山で 5本の間歩 (壱～五番)

を掘った記述がある。ここには各坑道の高・横 。奥行の長さが計測され (同 303,91)、 さらに坑

道内の岩石の色調が紫色であり粉砕すると鼠色であると記されている (同303)。 坑道 5よ り標

高の低い坑道は緑色凝灰岩～火山礫凝灰岩を主体とする地質中に分布することから上記に該当し

ない。これに対し尾根部に近い坑道9,10,■ ,12,13の 5坑道は、暗紫色～暗灰色頁岩からなり上

記に該当する。古文書の測量値との比較から対応関係を以下に検討する。五番 (高4尺、横 2尺

5寸)は、入日から1間 1尺地点で分岐し、上の方に11間、下の方へ11間 5尺の坑道をもつ。現

在上下に分岐しているのは坑道12,13であるが、坑道12が この記述に一致する。さらに、五番入

日には梁木1本が岩へ切り組まれていて、さらに坑道中程に坑木 5本が立っていたとされる。入

口部の梁木については確認していないが坑道12中程の木材の存在は古文書の記述と関連があるか

もしれない。奥行 2間と最短の弐番は坑道11に相当すると推定される。三番 (高 5尺、横 3尺 5

寸、奥行13間 5尺)。 四番 (高 4尺、横 4尺、奥行11間 2尺)は坑道9,10が相当すると考えられ

る。しかし高・横・奥行で両者を識別することは困難である。奥行長が、坑道 9で26m、 坑道10

で約30m牝三番・四番よりやや長い傾向がある。

奥行が24間半 (約44.5m)と 最大の壱番 (高 5尺、横 3尺)は、長さとしては坑道16に一致し

ている。しかし坑道16は、尾根上部に分布する5坑道とは距離が離れていて、岩石の色の記載と

合致しない。さらにこれら5坑道から3～ 4町 (約330～440m)下 ると水が得られるという記述

(同303)の存在から、金山沢に近接して水場の近い坑道16は これら5坑道中には含まれていな

いと考えられる。坑道13は、全長が未確認であるが全長が非常に長い可能性があることから、壱

番に対応すると考えられる。また五番では坑道の分岐していることが詳細に記述されているのに

対し、坑道13に対応すると考えられる壱番では記されていない。門西家文書303,91が記された寛

政 5年の時点では壱番坑道は分岐していなかったと考えられる。

そこで坑道13の分岐について以下に考察する。

堀内粂之丞の手先は寛政 8年 6月 16日 より湯之奥の山中で金山を見立て、所々の古い坑道を掃

除 (探鉱調査か)している (同310)。 同年 8月 11日、湯奥山字中尾根楯間歩で (おそらく入日

から)12間 (21.8m)と 見積っていたところ、■間 1尺 5寸 (20.5m)掘 進した地点で鉱脈 (ひ )

が 4～ 5寸となって、「五分けたい以上之直り」という品質に達したことを堀内粂之丞の手先松

田が同手先の戸栗に報告している (同 312)。 同年 8月 22日 、湯之奥村の山主七左衛門は、堀内

粂之丞の手先が中尾根で新鉱脈を発見したことと、 8月 11日 より掘りはじめたことを市川代官所

に報告している。この中尾根楯間歩は坑道13に相当する可能性が推定される。その理由を以下に
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述べる。

湯奥山字中尾根の位置は文献からは確定できなかった。しかし門西家文書には、元禄年間に金

掘が退転 (同28,370)して以降、内山 。茅小屋金山での金採掘に関する記載はほとんどみられな

い。さらに文化元年(1804)頃にも中山は金山と称されているのに対し内山・茅小屋は特別な表現

がなされていない(同99)こ となどから、内山・茅小屋両金山が字中尾根に該当する可能性は低い

と考えられる。また中尾根という字名が地形を示す語句であることは、坑道13が尾根の上部付近

に位置していることと一致する。

湯之奥地域の字名は向山、内山、中山、奥山などが使用されている (例えば区有文書 4、 湯之

奥村絵図)。 これらの字名は、湯之奥集落と周辺の山との位置関係で方向 (向山)や、距離

(内山。中山・奥山)を表現していると理解される。

湯之奥金山ばかりでなく黒川金山の古文書にも登場する甲府勤番堀内粂之丞に属する手先の者

は、おそらく地元の人間ではないと考えられる。これは金山見分止宿代につき請書 (門西家文書

326)の 文面、あるいは湯之奥村名主が市川代官所に行動を報告していることなどから推定され

る。したがって堀内粂之丞の手先には、正確な地名 (字名)を表記することを地元人ほどには期

待できない。その場合、前述の湯之奥集落からの距離を表現する方法で字中山が字中尾根に記さ

れる可能性は小さくないと推定される。ただし字中山とは別に字中尾根が存在する可能性がこれ

で否定されるわけではない。

なお例外として、地元人による中尾根の表現が存在する (門西家文書313)。 これは堀内粂之

丞の手先間の文書 (同312)が地元の関西家に残存していること、門西家文書313が同310,312を

受けた形で堀内粂之丞手先の一連の行動が記されていることなどから、同312の記述を踏襲して字

中尾根を使用した可能性が考えられる。

坑道13の入日部はかなり傾斜している。これは他のほとんどの坑道が水平に近いのに対し特異

である。このことから坑道13が楯 (たて)間歩と呼称される可能性もあると推定される。

堀内粂之丞の手先はすでに天明 8年にこの付近の5坑道を調査している。従来の鉱脈の分布状

況から新鉱脈を推定しやすい環境があったと考えられる。ほぼ同一走向の鉱脈を追跡しているこ

れら5坑道が互いに近接していることから、この周辺に鉱脈が集中していると推定され、さらに

新たな鉱脈が存在する可能性も高い。寛政5年までは坑道13に相当すると考えられる壱番には分

岐の記述はない (門西家文書303・ 91)。 さらに坑道13の断面は入口部が縦長断面であるのに 、

中部より奥から上の坑道断面では横長あるいは縦横同寸の傾向がある。坑道13の下坑道は、水没

しているためはっきりしないが、縦長断面でNo。 12上下坑道の断面に類似し、坑道13の入日部と

も共通性がある。このように複数の断面形態を有することは複数回掘削されたことを示している

可能性が考えられる。

坑道13入日から分岐地点まで17.3mであり、入回から11間 1尺5寸 (約20.5m)の地点は分岐点

からさらに約3m奥である。もしも新鉱脈の発見が現在の分岐点よりも入口側に位置した場合、

新たな坑道が新鉱脈発見地点から掘削されるはずであり、現在坑道13にみられる分岐の説明にな

り得ない。この点において上記の関係は間接的に本推定を支持する。関西家文書303,91(寛政 5
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年)以降、実際の新たな掘削は現在の分岐点より手前から開始 したものと考えられる。 しかし数

mの掘削で新鉱脈が発見されるとすれば効率的だったと推測される。

以上のような状況証拠からして坑道13が湯奥山字中尾根楯間歩に該当する可能性が高いと考え

られる。

註

(1)下部町教育委員会所蔵。

(2)渋谷重夫氏の図面から。                            (河 西 学 )

第 5節 者古学調査 の成果

1.出土遺構について

第 1・ 2・ 3次調査によって、毛無山山腹の中山尾根から長尾尾根にかけて、標高1660～ 1400

mの間、東西550m× 南北500mの範囲に鉱山遺跡が分布することを確認した。坑道16ヵ 所、テラ

ス124ヵ 所 (A～ E地区)、 凹地やその他の遺構が分布している。

これらの遺構のうち、金山沢一帯のA～ Eテラス群の15ヵ 所と坑道12・ 13を中心に トレンチ法

による遺構発掘調査を行い、陶磁器・土器・金属製品 。鉱滓などの遺物を発見した。ここでは発

掘の結果に、推定を加えて、遺構と遺物の機能ごとに分類し、さらに年代と意義を考えてみたい。

採鉱関係の場

中山尾根の山腹から尾根部にかけて、金山沢のニノ沢、三ノ沢に南面し、緑色凝灰角礫岩、泥

岩中の石英鉱脈中に坑道 (間歩)がある。従来、『下部町誌』で 7ヶ所ほどしか知られていなかっ

たが、 2倍に増えたわけである。坑道は北西―南東方向の鉱脈の走向に沿って、斜坑または竪坑

で、長さ 1～ 27m、 横幅0.5～1.4m、 高さ0.9～ 1.5mであった。坑道の高さと横幅の架枠比は3:

1であり、これは小菅徹也氏の考察によると、戦国時代から江戸時代前期にかけての坑道の特徴

が、高さに対して横幅が狭い点から、戦国時代に掘り始められた坑道があることを物語っている。

また鉱脈に沿って掘り進む鈍押し掘りの技術による坑道が多いことから、1600(慶長 5)年以前

のものもあることが推定されている。

坑道の発掘調査では、坑道底面から坑木の一部と思われる丸太が出上しただけで、年代を決め

る遺物は出土しなかった。

また中山尾根の尾根部には、幅 1～ 5m、 長さ5～20mの濤状凹地があり、これらは露頭掘り

や試験掘りの狸穴とみられる。

以上、坑道域は鉱脈の所在に限定された山腹にあり、戦国時代から江戸時代後期にわたって採

鉱されたものと思われる。

粉成 。選鉱の遺構

粉成とは採鉱された鉱石を精錬用石臼や磨り臼によって粉にする工程であり、次に鉱石の粉を

水を使ってユリ板・ユリ盆 。ネコダによって比重選鉱する工程がある。

C-4、 A-23、 A-50テ ラスでは精錬用石臼が多く出土しており、これらは粉成に使った石
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臼の上臼や下臼で薄く磨り滅ったものが多い。これらのテラスには粉成の作業場=「磨場」の機

能があると考えられる。

B-4テ ラスでは、石積みに沿って3ヶ 所の落ち込み、大規模な木組みの遺構を検出した。木
組みの遺構は、角材と板壁による建物址の一部とみることもできるが、一方では選鉱作業場の施

設の可能性が考えられる。前者の場合には相当規模の大きな建物を想定でき、後者の場合は、金

山沢の上の方から分水して小さな堀割を本テラスに引き込み、木樋があり、そこからB-5テ ラ
ス側へ直角に汰り板を置く斜めの樋が置かれていたのであり、角材は木樋の縁材、板材は樋の底

板を考えたい。それゆえ、板材が厚く、板材の接合面には角釘の合わせ釘 (両端が尖る釘)を打

ち込んで水が漏れないようにぴったり接合する丁寧な構造になっているのだろう。そして、B―

5テラスの落ち込み (約 3m× 5m、 深さlm)は選鉱でゆりわけられた水を貯めておく金池の

可能性もある。このような方形の池の類例は、島根県吉田町菅谷たたらで、大だたらからの鉄分

の多い排水を貯めておく金池として遺存しており、島根県大田市石見銀山遺跡 (中世～江戸初期

とみられる石銀山山上の遺構群)のなかに径 5～ 8mの方形の落ち込みがあり、鉄や銅・銀の精

錬にも同じような施設が伴うことを実見した。

B-4、 B-5テ ラスは水を引いた「ネコ場」とみられる。このようなネコ流し場は「金銀山

敷岡稼方」 (テム研究所 1985『 図説佐渡金山』21頁)や「佐州金銀採製全図」 (葉賀七三男

1976『江戸科学古典叢書 佐州金銀採製全図/鼓銅図録/先大津阿川村山砂鉄洗取之図』)にみ
られる「ねこ板」「頭船」「尻船」の情景などを類推させる。このように水を多く扱い貯水し、

流す工程だから厚い板と接合釘が必要といえるだろう。ネコ場の推定のためには汰板、桶、杓子

が必要であるが、今後これらの道具が発見されるだろう。また、石臼半製品を出土したA-10テ

ラスは、テラスの斜面に同じ石質の閃緑岩の岩盤があることから、近世における石臼の加工址か

生産址とみることができる。

精錬作業場

精錬は粉成 。選鉱された不純物を合む鉱石の粉を加熱溶融し、金銀を分離する工程である。

中山金山遺跡では「精錬場」と伝えられるのが金山沢沿いの中央テラス群であるが、精錬場の

名称は最近になってからの通称で、伝承の根拠は不明確である。しかし加熱、溶融の証拠となる

炉、焼土、精錬用呉の発見されたテラスが発見されている。

A-22、 A-23テラスでは江戸時代前期とみられる土拡が4ヶ 所ほどあり、これらは径60～80

cmで、焼土層の下に、木炭と灰の混じった炭灰層、白色粘上の地床があることから、吹床の可

能性が高い。構造の特徴以外に、少量の鉱滓、多量の鉱石粒がこのテラスで出上していることは、

この推定を補強する。このテラスでは吹床の上に上屋があったかどうか明らかでないが、吹床は

溶解させた金銀をとり出す都度、炉壁をこわすものだから、本来相当数の炉が何度も築かれ、最

終的に4基の炉が遺存 したとみるべきだろう。

C-4テ ラスでは、石臼や大量の鉱津が出土した。ここでは粉成と精錬作業がおこなわれた可
能性が高い。このような作業は、第 1次調査のA-31テ ラスの円丘状のマウンドにある焼土遺構

と共通するもので、C-3、 A-6テ ラスも同様の性格である可能性がある。焼土遺構は、小規
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模な精錬炉の可能性も否定できず、「鼓銅図録」「佐渡金山絵巻」でみられる径 2尺以内の精錬

炉と共通する部分もある。

湯之奥金山の鉱石については、金山沢のゆりわけ実験によって13粒以上の砂金が現在も得られ、

金鉱石が含まれることは確実である。

しかし金以外の金属も合有されている。『山梨県地質誌』 (山梨県 1970)では、「黄鉄鉱、

黄銅鉱、方鉛鉱、閃亜鉛鉱、磁硫鉄鉱、白鉄鉱」と「金 4～ 6g/t、 亜鉛10～20%」 「金39。 1
g/t、 銀397g/t、 銅4.86%、 鉛18.30%、 亜鉛6.08%」 と下部町湯之奥の鉱床について記し

ている。また、湯之奥鉱山に亜鉛、銅の鉱床がある (植村武・ 山田哲雄 1988『 日本の地質 4

中部地方 I』 )。 これら現在の鉱床データから、湯之奥金山には、金、銀、銅、鉛、亜鉛が含有

されていた。すると、自然金の溶解と、灰吹精錬法による鉛・鉄・銅の溶解・分離が必要とされ

炭灰

白粘難

第76図 A-22テ ラス吹床概念図
たことになり、灰吹床の精錬炉があってもおかしくない。灰吹床は朝鮮から渡来し、1533(天文

2)年に石見銀山で最初に操業された精錬法であるから、湯之奥金山の安土桃山 。江戸初期の精

錬に用いられても矛盾はない。だから湯之奥金山の精錬場には灰吹精錬法南蛮吹による吹床が含

まれているものと考えられる。

鍛冶作業場

E-2テ ラスでは、石臼とカマ ド状石組、羽口(土製送風管)、金はし、焼土、方鉛鉱石が出上して
いる。羽回と焼上の存在は、精錬もしくは鍛冶用の高熱を要する炉を示している。金はしは「鼓

銅図録」「佐渡金山絵巻」にみられる鉱山工具にも類似する。本テラスは、女郎屋敷跡と伝承され

ている本金山遺跡で最大規模のテラスであるが、遊女。女性の居住域と結びつく物証は現在のとこ

ろ発見されておらず、鍛冶選鉱・精錬等の作業域と居住域である可能性がさらに強まっている。

他のテラスで発見されている焼土遺構は、あるいは鍛冶炉である可能性がある。

採鉱や精錬のための槌 。はさみ・はし・釘などの工具の製作や補修は必須のことであったから、

鉱山町の各所には精錬作業場と兼ねて鍛冶作業場があったはずである。

木炭製造

A-20テ ラスの炭窯は精錬用の木炭を現地で製造した場と考えられる。他に、B-10テラスや

（
Ｉ
Ｉ
Ｉ
↓
的
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ホウキ原のX-76も 、鉱山操業時の炭窯である可能性がある。

木炭は金属精錬には不可欠であり、秋田の阿仁銅山の江戸時代の精錬では、焼鉱→荒銅吹→合

吹→南蛮吹→小丸形吹→丁銅吹→灰吹→精製→炉滓吹の順で進められ、銀 7貫、銅80貫、鉛125

貫を精錬するために計332貫 の木炭を要 している (佐々木潤之介 1983「銅山の経営と技術」

『講座日本技術の社会史 5巻採鉱と冶金』)。 自然金の精製には炉の吹立が必要であったし、

汰物といわれる金 。銀・銅の混った鉱石の精錬には炭灰炉や灰吹床、南蛮吹床での吹立 (溶解)

が必要であった。

だから湯之奥金山遺跡の戦国～江戸時代の精錬・鍛冶にも大量の木炭を使用したものと思われ、

その割に炭窯の数が少ないように思う。

居住・管理建物

A-20テラスでは、 1間 ×2間以上の掘立柱建物と石積み遺構が発見された。より新しい時期

の石積みの建物はからみ (粘土と鉱石層のまざった廃棄物)で埋め立てたたたき状の床面が南と

西側の屋外に広がり、東側は穀磨臼の廃品を合む石で石垣を築造している。また南側の入口部と

思われる礎石の間にはからみの中に濤が切られており、引戸の枢の濤と考えられる。このような

施設をもつ建物址はヾ柱間が 6～ 9尺で尺度が正尺で割れること、陶磁器が江戸時代17～18世紀

代の青磁・染付であること、江戸時代の民家は元禄期ごろから礎石建ちになることなどから、17

世紀末から18世紀にかけての建物と思われる。そしてこのテラスが金山沢の精錬場の中で最も大

きく、中央に位置することから、中山金山で作業・居住した金山衆の住居または番所、金山役所

のような鉱山管理施設の一部と推定される。このような居住や管理建物は他にもあるはずだが、

発見できていない。しかしA-33な ど小規模なテラスにも 1間 ×2間程度の小屋はいくつもあっ

たであろう。

A区 。B区 。C区のテラスのうち、共通の形態のものがある。C-2、 E-2テ ラスの例のよ

うに細長いテラスの一端に落ちこみと石組があり、一段高くなっている形態である。石組は塩山

市黒川金山遺跡のテラスや塩山市黄金沢金山遺跡のテラスにみられ、兵庫県猪名川町多田銀山遺

跡の室町～江戸時代のテラスでも実見した。鉱山の精錬・居住作業に固有の施設のようである。

推定すれば、石組は居住用の小屋に伴うカマ ドかイロリ、落ちこみは選9FAに伴う樋や池等の施設

と考える。それぞれのテラスは 1つの機能だけでなく、居住や選鉱・精錬の各機能を兼ねていた

とみるべきだろう。

鉱石暦 。鉱滓の捨て場

A-22テラスの北部やA-20テ ラスの下部、A-4テ ラスより下の金山沢の崖に、粘土質のか

らみが多くみられる。鉱石暦や鉱滓は新しいテラスを造成するための埋立や、谷の埋立の際に利

用されたと思われる。大量のからみは廃棄場が設けられており、かつて金山沢から長尾尾根道ヘ

通じる沢の古道も、からみや岩層で造成されているかもしれない。

湯之奥中山金山遺跡の時期

出土した陶磁器・土器 。金属製品の年代観と建築史 。鉱山技術史、古文書を総合して、年代の

対比表をすると、次の表のようになる。
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時 代 室 町 戦 国
土

山

安

桃

¬

江戸

前期

一戸
期

江

後

／
／
／

一戸
期

江

中 明 治 ,大 正・ 昭 和

世 18

陶磁器・土器

鉄製品・銅製品

建築史

鉱山技術史

古文書
］一　・５６８一

銀

1862

掘

1788

戦国時代の15世紀後半ごろに操業が開始され、江戸時代の17世紀にかけて盛んに操業され、江

戸時代末の19世紀まで入山生活が続けられていたことになる。

湯之奥中山金山遺跡の意義

以上の成果にもとづき、意義を整理すると、次のようにまとめられよう。

(1)甲斐武田氏関係の金山として、塩山市黒川金山に次いで 2例目の総合調査 (考古学、陶磁史、

民俗学、文献史学、美術史、地理・地質学、鉱山学)である。鉱山遺跡としては山口県長登銅

山、島根県石見大森銀山、兵庫県摂津多田銀山、石垣山遺跡に並遮ミ、鉱山遺跡の考古学調査で

ある。

(2)金 などの鉱石の採鉱区域、粉成・選鉱→精錬の作業区域、居住区域、信仰、墓地が、毛無山

山中の標高1400～ 1660mの 500m四方の区域に、坑道16ヶ 所、テラス124ヶ 所がコンパクトにま

とまっている鉱山遺跡である。人里離れた高山中であるために遺構の保存も良い。

(3)中山金山遺跡の操業年代は、戦国時代15世紀後半ごろから江戸時代前期17世紀中頃までを主

にして、江戸時代末まで細々と続いていたこと。ことに戦国時代の中国製染付皿、安土桃山時

代の瀬戸織部焼の向付、瀬戸焼の茶壷が出土し、甲斐武田氏の時代、河内領穴山氏の時代に鉱

山開発が始まっていたことを確認した。

佐渡金山、石見銀山など江戸幕府の大久保長安による鉱山経営、技術については、文献、絵巻、

伝世道具から具体的な姿が研究されているが、戦国時代～安土桃山時代の鉱山遺跡の調査研究は

未開拓であった。湯之奥中山金山、黒川金山の調査は、佐渡相川金山、石見大森銀山開発の先駆

者であった武田金山衆の技術を明らかにすることになり、鉱山史、中世近世史研究の上で、大き

な意義がある。 (十菱駿武)

2.出土遺物について

(1)出土した戦国期の陶磁器

3次にわたる調査により採集された陶磁器は、約1200点である。その概要は、第 3節の表に示

されるように、時代的には、17世紀以降、18、 19世紀のものが主で、多くは瀬戸美濃製品と肥前
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系の磁器類である。15、 16世紀に属すと考えられる陶磁器はごく少なく、34点が確認されるにと

どまる。全体の陶磁器の観察、組成等については、既に第 3節でふれた通りである。出土状況を

みると、いずれも破片が散漫で、斜面の崖堆のように遺構から遊離した 2次的なあり方を示し、

それらが本来使用された状況や組成を示すとは考えられない。したがって、個々の出土状況や、

数量的な組成の分析は積極的な意味を持たないと考えられる。これは、第 1次、 2次の調査概報

の指摘と同様である。ここでは、出土状況、年代、組成からの問題点を指摘しておきたい。

陶磁器の年代

採集された陶磁器で、型式的に最も古いのは、中国陶磁の白磁面取り杯 (第 3節陶磁器表図版

Noの 1)で、15世紀前半に位置づけられる。次は、中国陶磁の染付で、外面に牡丹唐草文、見込

みは高欄に花文を描く日縁の外反する端反り皿(3)で、染付皿Bl群に分類できる。 2の牡丹唐

草文と寿山福海文の杯も同じ時期に使われる。このグループは、15世紀後半から16世紀の前半に

多く使われたものであり、この遺跡においても一般的な年代観を与えてもよいと思われる (小野

1982「 15、 16世紀の染付碗、皿の分類とその年代」)。

一定量のまとまりが見られるのは、16世紀の中葉から後半にかけてのグループで、中国製の染

付皿では、 4か ら16な どである。 8は略化された牡丹唐草、 6は松竹梅の一部と内面には四方欅

の回縁帯文が描かれる。いずれも口縁が内湾する皿で、染付皿E群に分類するもので、主として

16世紀の後半に使われたものである。

国産陶器については、確実な年代を与えられる資料は少ない。これらの染付と同様、16世紀の

ものと推定される特徴をもつのが、常滑焼の甕胴部 (100～ 103)と瀬戸・美濃産の灰釉皿 (28～

31)や瀬戸の祖母懐茶壷 (99)の胴部破片である。いずれも回縁等の型式的な特徴が明らかにな

る部位ではないため、中国陶磁に比べると年代観の確実性は落ちる。また、在地産の土師質のか

わらけ (245～249)、 内耳鍋 (250～254)も 、細分はできていないが戦国期のものである。

陶磁器の組成

今回の調査により採集された中世の陶磁器の資料は少なく、全体の組成を検討するほどの点数

がないが、いくつかの点を指摘しておきたい。

まず、飲食器については、染付の皿が確認されている。これは一般の集落でもごく普通に大量

消費されたものであり、戦国期を特徴づける陶磁器であるといえる。かわらけの小皿も小量だが、

採集されている。これは食器としての用途や灯明皿としての用途が考えられる。

また、常滑焼の甕の破片については、この地域を含む東日本では、貯蔵兵としての大甕も常滑

焼が流通していたのが、通常のあり方である。

煮炊具としては、内耳鍋の破片が確認されている。

この組成の概要を、県内の同時期の館跡である勝沼氏館跡の陶磁器と比較してみよう。まず、

勝沼氏館跡では、つぎのように陶磁器の機能の分担が確認される。つまり、飲食器としては、中

国製の染付、青磁、白磁の碗皿と、さらに瀬戸美濃焼の灰釉や鉄釉の皿が共伴する。また、調理

具としては瀬戸美濃製の塗り鉄の悟鉢と在地産の瓦質の矯鉢、鉢がある。さらに、煮炊具は、在

地産の深い鉢型の内耳鍋が使われる。また暖房具にも、この在地産の火鉢と畿内からの移入品か
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と推定される瓦質の火鉢が小量共伴する。かわらけは、ろくろ挽きのものである。貯蔵兵は、常

滑焼の重、甕が出土している。組成の数量的なデータは示されていない (山梨県勝沼町教育委員

会1975、 1977、 1978「勝沼氏館跡調査概報 IH皿」)。

今回の中山金山の調査で、こうした組成の陶磁器のかなりの部分が採集されていないのは、先

述のように遺物が遺構に伴った本来のあり方をしていないためと思われる。ただ、このような発

掘地点における中世の遺物の出土量の少なさは、山上の鉱山での生活の状況の本来的なあり方を

反映するのか、あるいは、別の地点により豊富な量の陶磁器を出土する中世の遺構を主体とする

場が存在するのかは、今後の問題である。

一方、第 2次調査で採集された瀬戸の祖母懐の茶壷は、茶道具として機能の限定された陶器で

ある。染付等の日常飲食用具に対して、流通量も少なく、他の一般の中世都市、集落でもその組

成比は高くないものである。その用途が限定されることからも茶の湯が行われるような階層の存

在が暗示される。時期の詳細な限定はできないが、第 1次調査で採集された織部の向付 (48)と

ともに、戦国から近世のはじめにかけての頃に、この山上の平坦地のどこかにそうした階層の生

活の場があったことを推定させ、金山経営の具体像を考える上で興味深い資料となる。

次に中山金山での出土状況を、先行する甲斐の金山調査の業績である塩山市 。黒川金山と比較

してみる。まず黒川ではD地点に顕著なように掘立柱建物の遺構に伴い、戦国期の遺物が確認さ
れる。陶磁器は、中国陶磁の青磁稜花皿、瀬戸美濃の灰釉皿、在地産のかわらけと内耳鍋等、播

鉢がみられないが、さきにみた勝沼氏館跡をはじめ、この地域の一般の城館や集落の陶磁器と基

本的に近い構成である。この黒川のD地点は、精錬の痕跡を残す作業の行われた場と考えられて
いる。したがって、この組成のあり方を参考にすると、中山金山の山上の場においても生活の基

本的な機能の分野では同様の陶磁器の組成を示すと考えられよう。さらに中山では、このような

生活必須の機能分野に加え、付加的な分野である茶の湯に関連する陶磁器が共伴していることに

なる。

黒川金山の陶磁器が示す時期について、その報告書は、16世紀の前半のものが多いとされる

(黒川金山遺跡研究会・学習院大学史学部『甲斐・黒川金山第 2次調査報告』1988)。 報告者が

その評価を保留した12世紀のものとする渥美焼の甕については、ここでも保留しておく。ただ掲

載資料を見ると、瀬戸美濃の製品に縁釉の灰釉皿があり、その通常の使用年代は15世紀の中葉ま

でと考えるので、黒川金山の開発は、15世紀の前半までのぼる可能性をもち、現時点の結果では

中山金山とも共通すると言えよう。しかし、古い時期に属す陶磁器が、後のものに混じって一緒

に使用されることはよくみられることであり、資料点数の少ない場合、その陶磁器に示される時

期の生活があったかどうかは断定できない。したがって、発掘資料点数の少ない現状では、両金

山ともまとまって陶磁器が確認できた、遅くとも15世紀後半には開発経営されていたことを確認

するにとどめておきたい。そして、量的な問題はあるものの、陶磁器の出土状況からは、戦国期

から近世へと継続し、これ以後、断続的に現代にまで続いたといえよう。

また、関連遺跡として踏査した内山金山からも、表面採集ではあるが、中国製の染付皿Bl群
に分類される牡丹唐草文をもつ端反り皿が採集されている (第 9図 1)。 このことを考えると、
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この地区の金山が遅くとも、およそ15世紀後半頃には同じように開発経営されていたことになり、

そこにはなんらかの共通する契機があったのではないかと推測させる。 (小野正敏)

(2)肥前陶磁器

ここでは本調査によって採集された陶磁器のうち、近世の肥前陶磁器について概要を記すこと

にする。肥前陶磁器についても遺構に伴う遺物はほとんどなく、破片資料が大半であるが、17世

紀前半から19世紀中葉にわたる各時期の製品が見られる。遺物数のカウント等は行っていないが、

量的には17世紀後半から18世紀前半頃の製品が主体を占めている。以下、各時期の代表的な遺物

を取り上tずることにする。

17世紀前半 磁器ではA-22・ 33テ ラスで高台部無釉の碗、A-32テラスに外面で寿字文を施し

た碗が採集されている。これらは1630～50年頃に生産された製品と考えられる。他に17世紀前半

から中葉にかけて生産されたと考えられる生掛け施釉の磁器片が何点か認められる。

17世紀後半 磁器では17世紀後半に盛んに作られた一重網目文碗の破片が多くのテラスで採集さ

れているほか、高合内に「太明」銘を施し、見込に蝶文を描いた染付碗がA-22テ ラスで表採さ

れている。皿はメルクマールとなる高台部の形状や法量を明らかにしうる資料が少ないが、染付

皿や型打ち皿の大半は17世紀後半から18世紀前半頃の製品と考えられる。またやや特徴的な器種

として、17世紀後半頃の瓶が比較的多数存在する。いずれも破片資料であるが、高台と鶴首状の

口縁部を有し、復元高は15～ 20cm程度と推定される形態のものが主である。用途としては酒など

を貯蔵する徳利、花瓶などが考えられるが、特定することは困難である。陶器では刷毛目の唐津

鉢 (A-33テ ラス)、京焼風陶器の碗および鉢 (A-20テ ラス)、外面に透明釉、内面に銅緑釉を掛

け分けた青緑釉陶器の小皿 (A-20。 22テラス他)などがある。これらの陶器は17世紀後半から

18世紀前半にかけて生産された製品である。

18世紀前半 磁器では外面に染付で植物文を描いた丸碗や、白磁の碗がみられるが、この時期に

盛行するコンニャク印判による装飾をもつ磁器は少ないようである。他に18世紀の製品として、

割り筆で二重線を描いた二重網目文碗や、胎土が灰白色を呈し、底部付近の器壁が肥厚する波佐

見糸の碗・皿類がある。

18世紀後半～19世紀中葉 この時期は17世紀後半から18世紀前半の時期に比べると遺物量は少な

い。外面に山水文や縦線文を描いた端反り碗の破片などが散見される程度である。また寛政二

(1790)年頃から流行した鉛ガラスを用いて磁器を接着する「焼継ぎ」の補修痕をもつ磁器はほ

とんど見られないようである。この他、明治時代以降の型紙招りや銅版招りによる磁器、万古焼

風の急須など、産地や年代は特定できないが近・現代の陶磁器も若千採集されている。

本遺跡で採集された肥前陶磁器にみられる全般的な特色としては、器種では磁器、陶器ともに

碗を中心として皿、鉢などの飲食兵が主体を占めている。これらの遺物は一般的な近世の集落遺

跡からもよく出土するものであり、日常的な生活用具として使用された器物と考えられる。ただ

し、器種構成の面では平地の集落遺跡とはやや異なる特徴を有する可能性があるように思われる。

前述したような出土状況などから詳しい検討を行うことは困難であるが、遺跡の全体的な傾向と

して、香炉や仏花瓶などの仏神具がほぼ見られないこと、調理・加工具が少ないこと、飲食具の
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中で尺皿などの大形の皿が見られないこと、一方で17世紀後半頃の瓶が比較的多数採集されてい

ること、などはやや特徴的な点と思われる。こうした特徴は独立した住居跡などの生活遺構が検

出されなかったことによるものか、あるいは金山の採掘という特殊な目的をもつ遺跡の性格が陶

磁器の器種構成にも反映されたものか、さらに検討が必要な点と思われる。また肥前陶磁器には

時代的な増減が認められるが、17世紀前半の遺物が存在することは16世紀、戦国期からの本遺跡

の継続性を示すものであろう。しかしその後、18世紀中葉以降になると遺物が減少する傾向が認

められることは、江戸時代の湯之奥金山の利用状況に係わる可能性があると思われる。

(森本伊知郎)
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第 5 垂早 中山金山遺跡の鉱滓の成分分析

中山金山遺跡から採取された鉱滓 (炉壁焼± 1点を合む)の成分についてX線マイクロアナラ

イザーを用いて分析をしたので報告する。

分析は表に示す 8点の試料について実施した。試料はあらかじめダイヤモンドカッターで切断

し、洗浄・乾燥後供試した。使用した機器は日本電子株式会社製走査型電子顕微鏡」XA-840に

波長分散型X線分析装置 (WDS)1チ ャンネルを装着したX線マイクロアナライザーで、測定

は西東京科学大学で行った。

分 析 試 料 表

試 料 番 号

MYN001

AttYN002

WIYN003

ふ江YN004

lヽYN005

MYN006

MYN007

MYN008

A-7

A―…20

A―-22

A―-22

A―-34

C-4

C-4

C-4

石垣内

北半部

テラス 土羨 2号炉炉壁焼土

表採

テラス 1

テラス 2

テラス 3

第77図は金、銀、銅、水銀、鉛、白金、鉄の 7元素についてその存在が認められるかどうかを

調べた定性分析例であるが、鉄のほかに銅、金、白金が検出されている。また、第78図に定性分

析のチヤー トを例として掲げたが、右上がりに高まるバックグラウンド・ ノイズに隠れそうにな

りながらも金のピークが認められる。ただし、第77図の例に比較してフルスケールが格段に小さ

く、検出されているX線が充分信頼できるほどの強度に達していない点に留意する必要があろう。

今回の分析では鉱滓中の金属合有量を求める定量的な分析はできなかった。第77・ 78図からで

も鉄が多量に含まれていることは言えるが、その他の金属については検出されたと報告するにと

どめたい。

鉱滓はそれが特徴といえるほどに不均―な組成 。構造を持っているため、X線マイクロアナラ

イザーでの点分析のように狭い領域での分析ではどの部分を測定するかによって結果が大きく変

わってしまうことがある。 8試料について各々複数の部分で測定を行ったが、それぞれの試料を

代表する測定値が得られたとは言いがたい。充分な大きさの鉱滓を溶解するなどすれば別の分析

手法によって平均的合有量が測定できようが、そのようにして得られた測定値にも、例えば精錬

の段階によリブロックごとの差異が生じるのであろうし、それらをどう評価するか現在の筆者の

手には余る気がする。精錬技術についての考察も合めて精錬試料の分析技法について今後の研究

課題としたい。
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WDS Qualitative analysis

SAA/1PLE:A/1YN-001

Element   Crystal  h7L(■ m) Netpeak Back(cps) Fullscale: 1739

*26 Fe

*29 Cu

47 Ag

78 Pt

79 Au

80 Hg

82 Pb

LIF

LIF

PET

LIF

LIF

LIF

PET

0,194

0 154

0,415

0.131

0,128

0.124

0.529

1739.7

11.8

-1.0

4.3

5.0

-3.0

0,0

19.0

11.5

10.0

27.0

29,0

41 0

50

第77図 試料001の定性分析例
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8
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4
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2
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Wave Length scale 1 0,00159 nm

Dwell time:0.500 sec
(L scale:1。 1l mm)
0。 1l mm/Line

試料008の定性分析チャー ト
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第 6章 地中レーダー探査報告

第 1節 調 査 概 要

1.調査件名

湯之奥金山・中山金山遺跡発掘調査 地中レーダー探査
2.調査目的

中山金山遺跡の発掘調査に関して、地中レーダー調査を実施し、今後の探査、発掘調査の参考

とする。

3.調査場所

山梨県西八代郡下部町

4.調査方法及び機器

方法 電磁波を用いる、地中探査システムを使用

機器 地中レーダーKSD-8無 シール ド
5.調査実施日

平成 2年 8月 1日 から8月 5日

6.調査機関

湯之奥金山遺跡学術調査団

7.調査実施

テラ・ インフォメーション・エンジエアリング

第 2節 地中レーダー作業結果報告

現地踏査において、作業地区が作業上極めて困難を要する場所が多いため、安全上の問題から

も、今回、E-2テラス、E-8テラス、A-46テラスおよびベースキャンプ付近のA-9・ 20・

21・ 22テラスのデータを収集し、今後の物理探査機器の使用、改良手法などの問題について検討

するものとした。

調査状況は、測線図に示すとおりである。

全体の状況として、遺構、遺物が存在しても、大半はデータから確認できない恐れがある。こ

れは、探査環境の問題と、データなれの関係が難しいためである。ただし、テラスなどの、おお

よその立地環境は判読できる。

以下にその状況をのべる。また状況報告図には、判読考慮できる範囲の内容を記した。

(1)探査した各テラスとも、埋め土による造成台地で、地山を削った様子は見られない。造成

は一度に行われたのではなく、各ステップごとに拡大、積み上げられている。

(2)E-8、 A-46テラスでは、谷を埋めるときに造ったと見られる通水路らしき空洞が見ら
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れる。人工空洞として判断する基準は、地表部の変化で自然空洞の場合、地表部が沈下などの

現象を呈するが、この地区はそれが見られないことによる。

また、昔日の土木における暗渠の構造は、極めて安全で、強いことが見られることからも、

土地の状態と条件から、人工空洞 (暗渠)の可能性は高い。

このような場所では、深い発掘など極端な行為によるバランスの変化は、危険なので注意を

要する。

以上のことから、極めて長期にわたる住居環境を求めたと見られる。

(3)ベースキャンプ付近A-9。 20。 21・ 22テ ラスのデータから、旧谷は、もっと深く存在 し

たものと見られる。

(4)以上、 1か ら3までのデータ内容から次のことが推測される。

テラスの土がすべて坑道関係の土砂かどうかということである。

テラスの数は非常に多い。この上砂は膨大で、現在確認されている坑道関係だけの土砂だけ

では少ないようにみられる。

今後、テラスが地山の開削か盛り土かにより、土量の計算をし、発掘されている坑道関係と

の度量を比較することによるデータを利用し、土の動き方から、新たな坑道の推測もありえる

と考えられる。

(5)今後の物理探査としては、坑道の多い稜線のデータを取ることにより、露天掘り跡、未発

掘の鉱脈などの探査は可能かもしれない。また地中状況によっては、未発見の坑道の探査も可

能とも見られる。

またいずれ、坑道直下の谷の堆積土についても、堆積内容の調査は必要となる。

谷の解明は、坑道鉱脈が発見される以前の、砂金採集史のテーマともなる。従って、簡易で

性能の高い、他の物理探査手法の導入も検討したい。            (渡 辺広勝 )
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第 7 立早 民 俗 調 査

第 1節 湯之奥の民俗調査

1.は じめに

今回与えられた課題はかつての「湯之奥金山」と現在の「湯之奥集落」の関連性である。ここ

で暗黙の前提になったものは、湯之奥村と金山が密接な関係を持っているということであった。

すなわち村が金山の前線基地、補給基地であり、金山閉鎖後は村に金山関係者が住み着き、金山

社会の構造を色濃く残し、その伝承を今日まで少なくとも伝えてきているであろうというもので

ある。その前提のもとにムラの社会構造、とりわけ変遷の少ないと思われる同族組織やムラ組織

を、居住空間 。相互扶助・信仰形態などの視点から探り、かつての金山社会がいかなるものであっ

たかを明確にすることが、私達に与えられた課題であった。

しかしながら、民俗学の性格上、いくつかの問題点をはらみながら調査を進めざるを得なかっ

た。民俗学という学問は、そもそも現代科学であり、現在の生活文化を理解するために、その根

例と初源的な意味を、現在の人間が保持している民俗からさかのぼる学問である。そのため民俗

学が、現在の人間がわずかばかりでも録持している事柄に関しては、時代をさかのぼって言及す

ることは可能であろうが、まったく消滅してしまった民俗を探求することは難しい事柄であると

いえよう。生活のなかから消え失せてしまった民俗事象は、書かれた文書の紙背に眼光をあてる

以外にはなく、「話者」と「採訪者」との交感によって伝承文化を解きほぐすことを使命とする

民俗学にとっては、困難きわまりないものである。まして「金山の村」が失われ、またその「村」

であるのかの検証の持てぬ湯之奥村の村人の「意識にのぼらない」民俗現象をとらえながら、か

つての生活の在り方を探ることは並大抵の事柄ではなく、民俗学の限界を絶えず意識し、そこを

どのように突破するかという方法論上の問題をも抱えながら進む以外になかった。そこで失われ

た「金山の村」の内部組織、生活文化に、人々の伝承を挺子とする民俗学が迫る方法はどのよう

な道筋が可能か、その方法論がないまま、旧来の「ムラ」組織を研究するような方法で調査を用

いたので、以下の調査報告は問題の解決を十分に果たしたとはいい難い。

2.村の概略

下部川の上流湯川と入ノ沢の合流地点の段上にひらけるこのムラは、最上段に氏神を祀り、集

落はお互いの家並みを見下ろすように急斜面に広がっている。わずか北側に広がりを見せるもの

の、四方は山にかこまれ、山肌は厳しく、農耕による生計は望めず、林業に依拠する生活を送っ

ていた。本田は皆無である。

にもかかわらず、生活は近隣のムラに比して豊かであったようで、湯之奥に嫁すことは、近年

までは誇りであったようだ。そのために通婚圏は近隣の村々におよんでいる。この豊かさのイメー

ジが湯之奥のムラの奥に広がる広大な山林によるものであったとしても、「金山」のイメージを

ぬぐって語ることはできまい。その金山に関していえば、昭和30年代まで砂金採集まがいで生計

―-159-―



を維持していた人さえあり、また明治20年前後には金山沢の砂金についての村の取り決めがあり、

湯之奥村と「金」は不可分に結び付いていたと言えよう。しかしながら、「湯之奥金山」と「湯

之奥村」の直接的な関わりについては、詳らかにするのは伝承のうえでは確認できなかった。

3.村の社会組織

(1)ジ ,レイ

その湯之奥村は、現在15戸で、文化初年 (1804)に さかのぼっても18戸と、ほとんど戸数には

変化は見られない。ムラは関西ジルイ、佐野ジルイ、望月ジルイ、佐田ジルイの同族集団と、明

治以後の入村者である家に分けることができる (第23表参照)。 そのジルイを村の地図におとす

と、まさに地類の意味で、土地を分けた本家分家の関係を示していると言えよう (第32図参照)。

湯之奥村でのジルイとは、互いに屋敷を接する本家分家の家同士の関係を基本とするものである。

第23表 ジルイと分節

〈門西ジルイ〉

〈佐野ジルイ〉

く佐田ジルイ〉

〈望月ジルイ〉

|

ニイヤ

オオヤ (門西 )

ウエ

ニイエ (佐野金保 )

シイエ (佐野 )

トナ リ (浦田)

メエ

シタ

今井

遠藤 (廃屋 )

名取

I        FF与タ
l        ヶじ
り(門東)

今井

遠藤

名取

ところで、本家分家のまとまりを称する同族団は、山梨県下ではジルイのほか、マキ、イッケ、

イットウなどと呼ばれるが、湯之奥村が属する下部町をはじめとする西八代、さらには隣接する

南巨摩郡ではジルイが一般的である。

湯之奥とともに武田氏の代表的金山である黒川金山の集落であるといわれている塩山市一之瀬

高橋では、マキである。同じく武田氏の金山で著名な保・黒桂ではマキないしジルイが用いられ

ている。金山下りの伝承をもつ湯之奥村に隣接する栃代では、ジルイが使われている。また中山

金山を境界とする静岡県側の麓ではイットウである。

―-160-―



分家を意味する言葉は、ここ湯之奥では、シンヤ・ ワカレ◆ブンケであるが、「村共同体」が

成立した近世半ば以後、新たに「家」を創立することは、ここ湯之奥村でも制約が多かったと思

われる。そのために、絶家になった「家」を血族の者か奉公人かによって名跡継承の形で再興す

ることになる。ムラにおけるどのジルイも本家の糸譜的位置づけが明確で、それゆえ権威は揺ぐ

ことがなく一貫性を持っていた。またジルイの分節化の現象も見られないし、本家分家の糸譜も

序列も乱れなかったわけである。ムラの生活上の相互協同は、基本的には本家分家集団と表裏一

体をなしていたはずである。そのジルイの規模は、四軒以上を出ない。ジルイ内のオーヤ (総本

家)は認知されているものの、ジルイで祀る同族神 (仏)も、祭祀組織もなく、定期的な寄合い

もないのである。その意味では同族結合はさして強いムラではない。

(2)ジルイと檀那寺

ジルイと檀家の関係は、通常合致するものである。湯之奥村の檀家は 1村 1ケ寺ではない。宗

旨は曹洞宗であるが、檀那寺は村外の 2ケ所に分かれている。身延町下山の龍雲寺と下部町常葉

の常幸院である。一部の例外を除いて、門西ジルイが龍雲寺の檀家で、常幸院の檀家が望月ジル

イ、佐野ジルイ、佐田ジルイという分類になる。ワデは望月ジルイであるが、門西家の廃家のメ

カケヤシキに入ったため龍雲寺ということになっていると思われる。

ところで湯之奥金山の地にある石塔は、戒名からいって日蓮宗が多い。そこに刻まれている埋

葬者の子孫は、日蓮宗の信徒であることが確認されている。中山金山や麓金山から駿州側に下り

た「金山衆」 (富士官市北山の石河権兵衛など)も内山・茅小屋金山から甲州側 (下部町竹之島)

に下りた太田 (八左衛門尉)氏も共に日蓮宗である。このことから湯之奥金山と日蓮宗は密接な

関係があったといえよう。塩山の黒川金山に僧日蓮が、文永年中に遊化したのも、金山衆とこの

宗派の特別の結びつきを示唆しているといえよう。

以上、檀那寺・宗派の観点から湯之奥村と湯之奥金山の関係を推し測ると、直接の関わりは薄

いといわざるをえないであろう。

(3)共同作業と区長

湯之奥村での相互共同は、農作業などの「ユイ組織」であるヤッテ トやユイッカリは、「気安

い仲間」やシンセキ同士が2～3戸で行うが、ムラ規模で行われる道普請や葬儀のおりには、全

戸総出で区長が取り仕切る。区長の権限は強く、勤めることができる家筋は限られており、今日

では輪香制になっているが、戦前までは 5軒で動めた。この家筋を見るとかならずしもジルイの

オーヤというわけではなく、シンヤ (分家)などの家筋も含まれている。また、ムラの共有林の

カブ所有権との関連で見ると重なりあっていることから、少なくとも明治以前からの定住者とい

うことになる。

ここには、オオヤ (門西家)が何らかの理由によって区長を全うできなくなったおりに、オオ

ヤに変わってムラ協同で村を取り仕切る仕組みが出来上がったことを窺わせる。そのことはオオ

ヤのジルイであるニーヤやウエが区長職を勤める家筋に当たっていることからも類推することが

できよう。元来ムラはオオヤを頂点に営まれていた共同体であったと思われるが、オオヤの経済

的没落によって、ムラの家格が平準化し、区長職が次の家格の家々に移行したのであろう。
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(4)親分子分慣行

それを裏付けるものとして、山梨県下に根強く残っている親分子分慣行を取り上げてみよう。

山梨県下の親分子分慣行の祖型は、オヤとコからなる労働団としての同族団の弛緩をくいとめる

ために、本家分家のつながりのうえに親分子分関係の網をかけたものである。したがって同族団

の総本家であるオオヤにオヤブンが集中しているものが、原型にもっとも近い形態といえよう。

それがその後の社会変動で、オオヤに一極集中していたオヤブンが、直接な本家や同族団以外の

ムラの有力者に移行するようになり、オヤブンの分散化が始まった。それゆえムラの頂点に立つ

オオヤは、オヤブンを取らないのが古い型である。

湯之奥村の親分子分慣行を取り上げてみると、オヤブンが特定の家に一極集中する形態はなく、

オヤブンは親威筋や懇意の家に分散化し、親子代々同一の家筋に頼む形態はほとんど見られない。

その中にあって注目すべきは、オオヤ (門西家)である。現当主の先代が昭和■年に結婚したお

りには、オヤブンは分家のニイヤに、オセワエン (仲人)は下部の名家「源泉館」に頼んでいる。

その先代も「源泉館」で、代々この家に依頼していたようである。オヤブンとオセワニンは、山

梨の多くの地域ではオセワニンは、結婚の下話、オヤブンは結婚後の社会的 。経済的庇護にその

役割を持つのが一般的である。それゆえ、家格や経済力においてオセワニンよリオヤブンが上位

にあるのが普通である。しかしながら湯之奥村においては、この関係があいまいで、逆にオセワ

ニンのほうが上位にあるようである。ムラにおいては、オオヤのみがオセワエンを代々ムラ内に

求めず、隣ムラの下部町の源泉館に頼んでいる (第24表参照)。 このことからオオヤは、ムラに

おいては別格の家筋と位置づけることができよう。ムラ内にオオヤを上回る家筋がないために、

ムラの外に同格ないし、それ以上の家格をもった家筋を求めたわけである。このことからもオオ

ヤが湯之奥村の頂点に長い間君臨していたことが裏付けられよう。

しかし幕末期の社会変動等により、オオヤの地位が揺らぎ、没落していく過程で、オオヤに代

わリムラを支えていく家筋が必要となるが、他家を圧倒するような卓越した家の発達が見られず、

家の連合によるムラ運営に移行することになるわけである。この結果ムラを取り仕切る区長が、

ムラ内で一定の条件を持った家の輪番制に落ち着いたといえよう。

山梨県下の親分子分慣行の大変動は、明治10年代と大正末～昭和初期、そして戦後の農地解放

期に見られるわけであるが、湯之奥村の親分子分慣行の変化は明治期のものである。朔治期の償

行は、ムラの頂点にある家にオヤブンが集中していたが、経済的変動により、その家がコブンの

経済的後楯になることができなくなると、その代わりとして、コブンはオヤブンを他の経済的優

位にある家に求めるようになる。その結果、本家一分家を基盤にした締結原理が崩壊し、家筋が

無視され、経済的社会的に優位にある家が頼まれるようになる。ここに本家分家のまとまりであ

る同族団の弛緩を防ぐために生じた親分子分慣行は、本家一分家という糸譜から離脱し、大きく

変質することになった。

湯之奥村においても、この時期オオヤに一極集中していたと思われる親分子分関係が、オオヤ

の経済的庇護を期待できなくなると、オオヤの枠組みから離れていったようである。しかし、オ

オヤに代わる圧倒的優位に立つ家筋がない以上、オヤブンは当然のように分散せざるを得なかっ
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第
24
表
 
湯
之
奥
世
帯
一
覧
表
 (
19
90
年
1月
現
在
)

番
号
世
 
帯
屋
号
本
家
・
分
家
ジ
ル
イ
仲

人
オ
ヤ
ブ
ン
壇
那
寺
区
長
資
格

共
有
林

備
考

1
望
月

オ
オ
シ
タ

望
月
ジ
ル
イ
ク
ダ
リ

ク
ラ

常
幸
院

(常
棄
)

無

今
井

満
田
:離
村
)
龍
雲
寺

(下
山
)

無
親
の
代
に
入
村

貿
屋
望
月

ノ
ボ
リ

望
月
ジ
ル
イ
ク
ダ
リ
く一
人
)
タ
ラ

冨
平
既

句 有

F]
東
」
と
も
い
う
。

佐
田

シ
タ

3が
本
家
佐
田
ジ
ル
イ

フ
エ

常
幸
院
有
―
経
験

有

始
祖
は
東
八
代
の
佐
田
姓
。

か
つ
て
は
ク
ラ
(7
)の
下
に
住
ん
で
い
た
が
、

昭
和
18
年
に
現
在
地
に
移
転
。

江
戸
期
の
分
家
で
あ
る
が
、
本
家
メ
ェ
ー
の
一
角
に

所
右
」I
Vあ
均
^

関
西

ニ
イ
ヤ

15
の
分
家
F]
西
ジ
ル
イ

謡
雲
寺
。

莱
代
障
暑

石
―
維
験

有

名
収

シ
モ

無

望
月
ク
ダ
リ
1の
分
家
望
月
ジ
ル
ィ
ア
ス
コ

常
幸
院

石
維
験

有

望
月

ク
ラ

里
月
ジ
ル
イ
ア
ス
コ

綺
田
)

常
幸
院

石 有
8
佐
田

メ
エ

3が
分
家
佐
田
ジ
ル
イ
ク
ダ
リ

フ
エ

常
幸
院
有 若

望
月

ミ
ナ
ミ

望
月
ジ
ル
イ

満
田
)

常
幸
院
有 右

望
月

ア
ス
コ
。

ノ
ミ
コ
屋
・

カ
ム
ラ

ダ ナ

望
月
ジ
ル
イ
(綺
田
:離
村
)
ク
ダ
リ

常
幸
院
有 有

浦
田

ト
ナ
リ

佐
野
ジ
ル
イ
ク
ラ

ア
ス
コ

龍
雲
寺
・

莱
代
障
号

有
―
経
験

右

佐
野

シ
イ
エ

佐
野
ジ
ル
イ
ウ
エ

/ス
コ

常
幸
院
有 若

望
月
ワ
デ
(メ
カ

ケ
ヤ
シ
キ
)

里
月
ジ
ル
イ
ウ
エ

十
オ
ヤ

龍
雲
寺
石 有

三
百
年
ほ
ど
前
に
メ
カ
ケ
ヤ
シ
キ
跡
に
転
入
す
る
。

14
Ft
IZ
耳

ウ
エ

lb
の
分
家
関
西
シ
ル
イ
シ
ダ

ニ
イ
エ

寵
芸
寺
。

永
代
院
号

偏
~維

顔

有

4T
人
・
親
分
は
ジ
ル
イ
が
基
本
。

Fヨ
7耳

オ
オ
ヤ
(プ

ン
カ
ザ
イ
)

本
家

F可
西
ジ
ル
イ
源
泉
館

フ
エ

罷
雲
吉
・

永
代
院
号

石 有
仲
人
・
親
分
は
ジ
ル
イ
が
基
本
。

匠
野

〈
離
村
〉

イ

(公
)

佐
野
ジ
ル
イ

常
幸
院



たわけである。その結果、湯之奥村では親分子分関係が一定の家に集中せず、分散し現在に至っ

ている。ムラの頂点にあり、ムラの指導者であったオヤブンとしてのオオヤの没落、その結果と

してムラの家の平準化がもたらされ、ムラの運営が、各家の連合に委ねられるようになったわけ

である。

ところで中世文書でいう「金山衆」が、金山閉鎖後ヤマを下り、湯之奥村に定着したと仮定す

るならば、門西家のオオヤが「金山衆」ということになろう。しかしながら、オオヤには、金採

掘をしたという伝承はなく、今回の調査で発見された「ネコイタ」や「フネ」のような金の比重

選鉱の道具は、何もオオヤのみに保管される道具ではなく、一般農家にもかつては「ユリボン」

とともにあった道具のようである。これは農民が農閑余業として砂金取りをした名残りといえよ

う。黒川金山の一之瀬高橋の農家にも昭和30年代までは「ネコイタ」や「ユリボン」は伝わって

いたといわれる (塩山市一之瀬高橋・依田忠紀氏談)。 オオヤと湯之奥金山の緊密な関係性を結

論付けるには問題があろう。またジルイの分節においても、他のジルイに比して戸数においても

決 して圧倒的な優位にあるわけではない。

4.湯之奥村の信仰

湯之奥村は、ムラの境界意識の強いところである。集落の最上段に村氏神の「山神社」を祀り、

集落の入口には道祖神が鎮座している。山神社は山の神をまつるもので、祭神は大山祗神だとい

うが、この神が金山閉鎖後に村氏神に合祀されたのか、もともとムラに鎮座していたのかは明ら

かでない。それゆえ村内の氏神であることは確かであるが、金山の領域をも含む広い範囲を守護

する神でもあるのかは定かでない。

道祖神は山梨県下に顕著に見られる信仰で、小正月のおりのヤナギ (御神木)と ドンドン焼き

は人々の関心を今でも誘っている。この神は、道の神でムラのなかに入る邪悪なるものの侵入を

防ぐ意味を持つが、そのほかに性の神や豊饒なるものを約束する農耕の神の性格も重ねあわせて

いる。湯之奥村の道祖神祭礼は、小正月14日 に ドンドン焼きがなされるが、 4月 14日 にもムラ行

事として祭りが行われる。この日、祠を竹と注連縄で飾り、各戸から御馳走一品を持ちより、道

祖神前で、オヒマチ (共食)を催すものである。新婚夫婦のオヒロメ (披露)も この日になされ

る。小正月以外に道祖神の祭礼が行われるところは、やはり下部町の丸畑や、同じ八代郡に属す

る声川村で、小正月の対行事として旧暦六月に行われる例を見るが、 4月 に行われる道祖神祭り

は県下でも珍しく、例外的な事例といえよう。4月 という季節柄、郡内地方で顕著に行われてい

た「お花見」の行事との関連性が考えられ、花見を兼ねた農耕に先立つ予祝儀礼の意味合いが強

い (第25表参照)

さらに、湯之奥村の年中行事を概観すると、ここでの行事の特徴は、稲作農耕に関する行事が

少なく、畑作行事につながる儀礼が主ということである。水田の皆無ということで当然といえば

当然ではあるが、月見などの畑作につながるものや、林業に関わる山の神の祭礼が伝承されてい

る点である。山の神信仰は、林業に関するものであり、生活形態と不可分に結びつき近年まで熱

心に信仰されてきたといえよう。金山内部の信仰の実態がどのようなものであったかは不明であ

るが、湯之奥村の信仰は「山付きのムラ」一般に見られる信仰の在り方を示すものといってよい
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第
25
表
 
湯
之
奥
村
の
年
中
行
事
一
覧
(*
の
行
事
は
区
長
が
関
与
す
る
も
の
)

月
  
 
日

名
称

行
事

内
容

備
考

1月
1日

正
月
*

朝
、
各
戸
よ
リ
ー
人
ず
つ
参
加
、
氏
神
に
御
神
酒
を
上
げ
、
参
拝
す
る
。

1月
2日

カ
ン
ジ
ョ
ウ
寄
合
い

*
各
戸
か
ら
一
名
参
加
。

区
の
会
計
報
告
・
区
長
の
交
代
・
事
務
の
引
き
継
ぎ
が
、
か
つ
て
は
こ
の
日
に
行
わ
れ
た
。
場
所

は
、
新
区
長
の
家
で
、
新
区
長
は
精
一
杯
の
御
馳
走
を
村
人
に
振
る
舞
い
、
挨
拶
を
行
っ
た
。
現

在
は
4月
1日
に
変
更
し
て
い
る
。

区
費
の
徴
収
な
し
。

水
道
料
な
し
。

1月
7日

正
月
送
り
*

各
家
の
問
松
や
お
札
等
を
道
祖
神
場
に
集
め
る
。
問
松
を
か
た
づ
け
た
跡
に
、
各
家
ご
と
に
長
さ

1メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
カ
ツ
の
木
を
三
本
重
ね
た
も
の
を
飾
る
。
ま
た
そ
の
お
り
に
カ
ツ
の
木
で
刀

な
ど
を
作
り
、
子
供
の
成
長
を
祈
り
、
道
祖
神
に
奉
納
し
た
。
1月
20
日
に
取
り
外
す
。

1月
13
日

小
正
月
の
支
度
*
道
祖
神
広
場
に
ヤ
ナ
ギ
を
飾
る
。

1月
14
日

ド
ン
ド
ン
焼
き
*
三
又
の
木
に
刺
し
た
団
子
を
、
そ
の
火
で
焼
く
。

カ
シ
の
木
を
柿
の
木
に
み
た
て
、
紅

白
の
ダ
ン
ゴ
を
飾
る
。
そ
の
ほ
か
山

の
神
さ
ん
、
天
神
さ
ん
、
オ
イ
ベ
ス

さ
ん
、
仏
さ
ん
に
供
え
る
。

1月
17
日

山
の
神
社
祭
日

1月
23
日

お
念
仏
講
*

正
確
に
は
「
ホ
ウ
シ
ョ
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
ヒ
ャ
ク
マ
ン
ベ
ン
コ
ウ
」
と
い
う
が
、
通
称
は
「
ネ
ン
ブ
ツ

コ
ウ
」
な
い
し
は
「
ヒ
ャ
ク
マ
ン
ベ
ン
コ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
区
長
の
家
で
行
う
も
の
で
あ
っ

た
が
、
今
年
ム
ラ
全
戸
を
輪
番
性
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
、
旧
暦
の
2月
23
日
前
後

の
一
週
間
を
こ
れ
に
当
て
た
が
、
今
日
で
は
一
日
の
み
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
村
人
で

一
週
間
の
念
仏
講
を
経
験
し
て
い
る
人
は
皆
無
な
の
で
そ
れ
以
前
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

2月
3日

年
取
り

昼
間
の
う
ち
山
か
ら
取
っ
て
き
た
モ
ミ
の
木
と
豆
が
用
意
さ
れ
、
モ
ミ
の
木
を
ヒ
ジ
ロ
に
く
べ
る

と
パ
チ
パ
チ
と
お
と
を
だ
し
て
燃
え
始
め
る
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
、
豆
を
家
の
な
か
に
「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
投
げ
る
。
終
わ
る
と
家
族
は
自
分
の
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
る
。

3月
4日

女
節
句

初
節
句
を
迎
え
る
家
で
は
、
毎
日
餅
を
つ
き
、
こ
の
餅
を
村
中
に
配
る
。

4月
1日

区
総
会
*

こ
の
夜
、
区
長
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
る
。
区
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
が
、
戦
前
か
ら
、
門
西
茂
男

―
浦
田
一
佐
田
―
門
西
公
―
望
月
一
人
一
門
西
茂
男
の
家
々
の
順
で
回
っ
て
い
る
。

4月
14
日

道
祖
神
祭
り
*

御
神
体
を
竹
と
注
連
縄
で
飾
り
、
夕
方
各
戸
一
品
ず
つ
持
ち
寄
り
道
祖
神
の
ま
え
に
ネ
コ
ザ
=コ

モ
(ム
シ
ロ
)を
敷
き
、
円
く
な
り
、
飲
食
を
行
な
う
。
新
婚
の
夫
婦
も
か
つ
て
は
こ
の
場
に
現

わ
れ
、
村
人
へ
披
露
さ
れ
た
。

こ
の
頃
春
祭
り
と
し
て
、
「
シ
ョ
ー

テ
ン
き
ま
」
「
ス
イ
ジ
ン
さ
ま
」
の

祭
り
が
あ
り
、
そ
の
お
り
水
路
の
清

掃
を
行
い
、
そ
の
後
夜
学
堂
で
共
同

餃
合
ハ

4月
W日

山
の
神
社
祭
日

5月
5日

男
節
句

子
供
た
ち
が
山
か
ら
と
っ
て
き
た
柏
の
葉
で
柏
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
、
鯉
の
ば
り
を
飾
っ
た
。



― ド ８ １

6月
15
日

道
作
り
*

全
戸
出
の
一
日
が
か
り
で
の
道
の
修
理
・
除
車
で
あ
っ
た
。

7月
17
日

山
の
神
社
祭
日
(氏

神
の
祭
り
)*

当
番
と
区
長
が
一
品
ず
つ
も
ち
よ
り
、
共
同
給
食
。

8月
1日

ジ
ア
ケ
の
ツ
イ
タ
チ
仏
さ
ま
が
お
墓
を
出
る
日
。
こ
の
日
は
、
外
に
出
て
遊
ん
だ
り
、
農
作
業
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

オ
オ
ヤ
の
先
々
代
が
、
当
時
外
に
い
る
と
村
人
を
比
り
と
ば
し
た
光
景
が
あ
っ
た
と
い
う
。

盆
棚
:位
牌
は
仏
壇
よ
り
全
部
だ
し

て
な
ら
べ
る
。

無
縁
仏
の
祭
り
方
:テ
ー
ブ
ル
で
作
っ

た
盆
棚
の
下
に
祭
る
。
「
ナ
ム
エ
ン

ム
サ
マ
」
と
唱
え
、
カ
タ
ク
チ
の
器

に
水
を
入
れ
て
供
え
た
。
舒
を
供
え

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ク
ダ
リ
の
家
で

は
無
縁
さ
ま
を
オ
セ
ン
ガ
ジ
と
言
っ

て
い
た
と
い
う
。

8月
5・
6日

道
刈
り
*

墓
地
ま
で
の
道
の
草
刈
り
。
子
供
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

3月
7日

盆
支
度
 
盆
花
採
り
山
に
ア
ワ
バ
ナ
を
採
り
に
行
っ
た
。

8月
13
日

ヨ
イ
ボ
ン

墓
参
り
に
出
か
け
る
。
ガ
キ
メ
シ
(洗
米
に
茄
子
を
四
角
に
切
っ
た
も
の
)と
水
、
花
、
線
香
を

も
っ
て
で
か
け
る
。
持
っ
て
い
た
水
を
少
し
残
し
て
持
ち
帰
り
、
家
に
着
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
水

で
玄
関
先
に
U字
を
書
く
。
そ
の
Uの
真
ん
中
に
平
た
い
石
を
置
き
、
そ
の
石
の
上
で
松
明
の
火

を
焚
い
た
。
玄
関
は
そ
の
時
開
け
て
お
い
た
。
そ
の
晩
の
食
事
は
ウ
ド
ン
を
食
べ
る
。

8月
14
日

ニ
イ
ボ
ン
の
家
に
見
舞
い
に
行
く
。

8月
15
日

僧
が
読
経
に
来
る
。

8月
16
日

オ
ク
リ
ボ
ン

朝
、
赤
飯
の
握
り
飯
と
果
物
な
ど
を
ボ
ン
ゴ
ザ
で
包
み
、
そ
れ
を
下
部
川
に
流
す
。
赤
飯
の
代
わ

り
に
餅
を
つ
く
家
も
あ
っ
た
。

9月
1日

八
朔

「
八
朔
の
泣
き
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
言
い
、
こ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
べ
る
と
夜
な
べ
仕
事
が
始
ま
る
。

こ
れ
は
、
盆
が
終
わ
る
と
夜
が
長
く
な
り
、
夜
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
嫁
に
は
辛
い

仕
事
な
の
で
特
に
「
八
朔
の
泣
き
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
称
し
た
と
い
う
。

十日
暦
8月
15
日
十
五
夜

小
麦
粉
で
団
子
を
作
り
、
芋
な
ど
の
作
物
を
初
め
て
掘
り
、
供
え
物
と
す
る
。
こ
の
日
、
供
え
た

も
の
は
数
が
減
っ
て
も
止
む
を
得
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
子
供
た
ち
は
夜
に
な
る
と
全
員

が
盗
人
に
な
っ
て
、
供
物
を
盗
み
歩
い
た
。

I日
暦
9月
13
日
十
三
夜

こ
の
夜
の
供
え
物
は
、
す
べ
て
煮
物
と
さ
れ
、
里
芋
、
き
つ
ま
芋
、
空
豆
、
枝
豆
、
も
ろ
と
し
な

ど
が
供
え
ら
れ
た
。

9月
23
日

オ
デ
ー
ロ
サ
マ
(風

の
神
)

氏
神
様
の
前
で
各
戸
で
持
参
し
た
ド
ブ
ロ
ク
と
御
馳
走
を
共
食
。

旧
暦
10
月
10
日
十
日
夜

餅
を
つ
き
供
え
た
。

10
月
17
日

山
の
神
社
祭
日
*
一
日
休
み
、
酒
・
菓
子
等
も
で
て
、
氏
神
さ
ま
を
祝
っ
た
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であろう。

さらにムラの信仰空間を問題にするならば、集落の外に

広がるイダイラとヤマの境界には道づたいに「結界」が存

在する。上 (南側)の「結界」は関所と呼ばれ、下 (北側)

はシンドノサカド (新道の坂戸か)と称されている。ここ

が念仏講 (百万遍講)のおり、ツナ (注連飾り)を張ると

ころで、村人にとってはムラと世間 (他界)の境界として

根強く意識されている。念仏講は、ムラ全戸の参加で 1月

23日 に行われ、邪悪なもののムラヘの侵入と、身の汚れを

払い落とす行事である。このことは、ムラ人の深層にまで

行き届いており、ムラの領域に自殺者などよからぬことが

度々起きたので、再び念仏講を行うようになったというこ

とからも窺い知ることができよう。

百万遍講は、湯之奥村近辺の村で多々行われていた行事

であるが、戦後ほとんど消滅し、わずかに隣村の上九一色

村本栖で行われているに過ぎない。この行事は境界領域を

再確認する意味を持つもので、祭りの最後に家やムラから

邪悪なものを追い払うために鉦太鼓を打ち鳴らし村の外に

追い出し、村のうちに邪悪なものが侵入しないように村に

注連縄を張る。ここがムラの内外の境界ということができ

よう (第35図参照)。

この奥に茅小屋・ 内山 。中山の三金山があり、ここは湯

之奥の人々にとってはムラ外ということができよう。確か

に山仕事に従事している湯之奥の人達にとっては、ムラの

領域は集落やイダイラ (畑)を越えた区域までの広がりを

もつものであろうが、意識の底においては意外に狭い範囲

ということができよう。その意味で金山は、自らの領域に

存したのではなく、別個の空間にあったといえる。今日の

我々は、分水嶺や峠を村境に設定するが、それはあくまで

も行政上のもので、その地で生活を送る村人にとっては境

界とはそのようなものではなく、もっと生活に結びついた

ものといってよいであろう。中山金山の「中山」は、金山

に付与される地名であるとともに、国境に付与される土地

名ともいわれるが、ここは金山ばかりか、甲州と駿州の境

界である。境界領域に敏感であらねばならぬ土地柄であっ

たゆえ、湯之奥村の人々は領域に敏感であり、その領域が
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第82図 湯之奥ムラの家配置とジルイ

今日までに百万遍講の「道切り」の行事として伝承されてきたものであろう。それゆえ湯之奥村

と金山の山とは別個の世界を形成していたといえよう。            (杉 本 仁 )

第 2節 金山の民俗調査

1.金山と湯之奥ムラ

中山金山、茅小屋金山、内山金山は、今日では湯之奥金山と総称され、その中心をなすのが中

山金山である (第83図参照)。 同金山の名は、元亀 2年 (1571)の文書に「中山之金山衆拾人」

と見えることから、中世後期にはすでに成立していた金山である。

湯之奥から中山方面に向かうムラの上 (東側)の地蔵道がう之奥林道と交叉する地点には、か

つて金山のための「関所」が存在したという濃密な伝承が残っている (第35図参照)。 湯之奥の

オオヤの屋号で呼ばれる門西家についても「関所」の門の西側に屋敷を構えたので門西という苗

字を持つに至ったという。中山から地蔵峠 (金山峠)を越えて猪之頭へ至る道筋は、ムラ氏神の

山神社から地蔵道を少々登って湯之奥の地蔵 (最近「願掛け地蔵」という名称が付けられ石仏と

ともにアゲボ トケ・ うかがい石が存在する)の祀られる鞍部を越えて、下部川 (湯川)が入ノ沢

―-168



と合流する付近の川原に下りて行き、川沿いに中山へと向かい、さらに地蔵峠の尾根越えの道を

辿るルー トであった。「関所」跡の地蔵道と林道との交叉地点は、林道工事のため地蔵へ向かう小

尾根が分断され、切り通し状に削平されている。その上に水源地からの飲用の送水管が渡架する

が、もともとの地蔵道はその高さで地蔵へと延びていたという。現在、そこはムラの下 (西側)

のシンドノサカド (新道の坂戸か)と ともに、ムラに入って来る邪悪な疫神等を退散させるため

百万遍のツナ (綱)による道切りが行われる場所でもある (第85図参照)。 地蔵や「関所」を境

界として、その上流にあたる部分のヤマがかつての金山の領域であり、下流部 (西側)が湯之奥

ムラの世界である。金山の「関所Jの伝承が示す通り、この場所は湯之奥のムラに住む者にとっ

ては、ヤマ (金山)と ムラを区別するきわめて大きな境界と認識されていた。

亨 薙‐
   7‐・ )|

;j2

場

一ゝ符
甦

ド、」一一が一

ユ

・ 一
一

第83図 湯之奥位置図

湯之奥の小字は、久保平、家之下、後山、永屋、泉水、広野村上、中山、若草里に区分される。

久保平はイダイラ (居平・後述)にあたり、その下手が家之下である。後山は集落の対岸のムラ

ヤマ (ム ヨウヤマという)に、永屋と泉水は一緒にして永屋泉水と称される下部川下流のヤマ

(シモヤマという)に該当する。以上の字が湯之奥のムラとそれを取り囲むヤマに対応する場所

である。それに対して、ムラより上手の入ノ沢周辺の広野村上をヒロネと称し、さらにその奥が

中山になり、対岸のヤマを若草里という。ヒロネは厳密にいえば入ノ沢右岸の字であり、茅小屋
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や内山の金山はその中に存

在したことになる。中山は、

おそらく『下部町誌』「鉱

山」の項にのる「元禄九子

年十一月 中山村名主へ」
の文書に記される「中山村」

の村域にあたる字であろう。

それら後者の三字が湯之奥

ムラとは別のヤマの領域と

いうことになる。そのあた

りをもう少し詳細に検討し

てみよう。

茅小屋には「官屋敷」と

伝承される場所がある。そ

れは、そこから神社の鈴が出土したため「官屋敦」に比定されたというが、樅の大木の根本に現

在石造の小祠が〒Eられる。この「官」は金山閉山後に湯之奥山神社に合祀されたとも、この「宮」

を移して同山神社にしたとも伝えられる。また、湯之奥の地蔵は、もともとこの地の祭〒E物であっ

たものを下に移したという。さらにまた、下部町竹之島の太田久則家はここから現在地に下りた

という伝承を伝えている。このようにみてくると、茅小屋と湯之奥は信仰や社会組織のうえで川

筋を媒介としての強い繋がりが認められる。地名のうえからは、茅小屋や内山の所在した入ノ沢

の「入」は下流域からみての「入」(支流や支谷の谷地形を指す)であり、伝承による「入千軒」

があったところである。内山金山についても「内山」という名称からして「内」にある地域、入

ノ沢に沿って展開する一定の広がりとまとまりを持ったムラ「入千軒」として隣り合うムラのイ

メージが推考され、その地の湯之奥との空間的な位置関係が理解される。対象的に中山はその外

側の領域ということができよう。この「中山」という地名について、黒田日出男氏は「国と国と

の境をなす山を中世では『中山』と称していた (中略)注目すべきは、挙示した国堺の『中山』

の例すべてに、両国を結ぶ道が通っていることである。つまり『中山』は、そのような道の境界

(中略)交通上の境界をなす山 (峠)が『中山』と名付けられた」と述べている。『甲斐国志』

村里部第十五「湯奥村」の条には

東南ノ方駿州富士郡へ間道アリ金山峰 卜云猪頭村へ三里余、麓 卜云処へ下ル、西南ハ大堡村

東北ハ常葉村、杉山村各山堺ナリ下部ノ温泉ヨリ村名ヲ得ルナラン

の記述がみられ、今日いう地蔵峠は金山嶺 (峠)の名を持って麓 (静岡県富士官市麓)に通じて

いたことが分かる。麓の竹川家所蔵の今川義元朱印状の「富士金山江上荷物五駄」の表現からし

て、戦国時代には確実に物資の供給路として重要な道であったことは事実である。そのような交

通上の要衡にあたる国境のヤマであり、「入千軒」の「内山」に対して、甲斐と駿河をつなぐ外部

世界のそれ自身で完結された一つのヤマの領域として「中山」はとらえられていたのではなかろ

第84図 湯之奥ムラ概念図
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第85図 湯の奥・ カナヤマ・麓の概念
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うか。「中山千軒・入千軒」と並列させていう伝承は、その二つのヤマの世界を意味しているもの

と考えられる。

金山の所在する毛無山は駿河方面では、一般にカナヤマと呼ばれている。カナヤマの東麓には

麓金山 (富士金山)が存在した。カナヤマの頂上部、中央部が中山金山、カナヤマの東麓に位置

するのが麓金山である。麓とは山の下方の部分、山のすそを指す地名である。麓金山について

『史話と伝説・富士山麓之巻』は「武田の金山」の項に「 (金山の)盛んな頃は麓区からニキロ登っ

た処に『麓千軒』、甲州側湯の奥峠向こう側に『金山千軒』」があったと記す。カナヤマの山稜

付近に立地する中山金山に対して、東麓の平坦地 (麓区)か ら約 2キ ロあまりの場所に位置した

のが麓金山であった。金の採掘にあたって、おそらく麓金山からは次第に山上に向かって、一方

中山金山は山の裾部方面に互いに両者が掘り進んだものであろう。その結果、両者がかち合った

場所が、富士金山 (麓金山)内に存在しながらも文書に「中山分」と記される場所と考えられる。

また、「相手の掘る音が穴の (鉱道)の中で聞こえた」という伝承は互いに隣接する場所で作業

がなされた状況の一端を伝えているのであろう。「中山分」とは中山側の既得権とその境域を示す

ものであり、カナヤマ (毛無山)の稜線上に引かれた国境線が必ずしも両金山の境界とは重なら

なかったのではないだろうか。

つぎに湯之奥ムラの空間的な世界を概観する。現在の湯之奥は戸数14戸のムラである。下部川

が大きく半円状に孤を描いて西流する付近の河岸段丘上傾斜地に家々が雛段状に建てられている。

ムラの入口には道祖神が祀られ、集落の上手には湯之奥のオオヤである門西家 (国指定重要文化

財)が屋敷取っている。オオヤの裏手には湯奥山西方院という小寺が存在したが、廃仏毀釈によっ

て撤去され、その後そこは夜学堂 。公会堂となった。ムラの最上段には、氏神がシラカシ林の中

に祀られ、これがムラの範囲である。家々の裏手には耕地が展開し、ムラと耕地の広がりをイダ

イラと称している。イダイラの外側がムラヤマである。イダイラとヤマ・ ムラヤマの接点にあた

る上 。下の入日には百万遍のツナによる道切りが行われる。なお、下の入回のシンドノサカドは

新道の坂戸の意と考えられる。通婚圏等から推定して、古い交通交易の主要古道は、大岱、大崩、

椿草里を経て十島に至る尾根筋の道だったようである。そうすると、下部川沿いの道は後に開削

された新道ということになり、下の道切りは二次的な場所の可能性もある。ムラの上の道切りの

場は「関所」跡の場所にあたる。百万遍念仏講では、実際に厄神を太鼓の音や大声で威嚇し、そ

こまで追い祓う重要な行事の行われるところでもあり、今日においても境界の意味を失ってはい

ない。そこから奥はヤマ・オクヤマであり、川原の耕地へ通うほかは、林業、炭焼き、狩猟等の

仕事以外には積極的に近付かなかった領域である。以上から、本来の湯之奥ムラは、この「関所」

までと考えることができよう。その後、金山の閉山によって、そこより上流の奥山が次第に村域

に組みこまれたものであろう。

2.「金山衆」と「金山下り」

かつて中山金山の「金山衆」であったと目される家筋、および茅小屋や内山の金山で働いてい

たという伝承を持つ家々が、現在でも何軒か存在する。湯之奥金山に関する今回の調査では、そ

れらの家ごとの伝承を採取し、それらを通じて金山町 (ムラ)の社会組織をはじめとするかつて
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の町 (ム ラ)の実態に少しでも迫りたい。

今日、中山金山の「金山衆」としての伝承を持つ家ないしそのイットウ (同族団)は、静岡県

富士宮市 。同富士市周辺に居住している (第26表参照)。確認できた家筋は富士官市北山の望月俊

男家、富士市天間南区 (中天間)の望月太郎家 (屋号東の家)と望月敬司家、同市天間川坂の鈴

木家の四系統である。中山金山に関わる戦国文書に、天正 8年 (1580)穴山信君の家臣有泉大学

助昌輔が望月弥助宛に差出した文書が残るが、それによって中山金山衆に望月姓の者がいたこと

が分かる。望月但馬守吉久はその子孫と伝えられる。北山の望月家は重須本門寺御廟所 (由緒墓)

に墓所を構えた有力檀家であって、同寺垂述堂に燈籠寄進を行っている。燈籠の右側面には、「施

主富士郡北山之住人 望月治兵衛吉正」の彫字がある。中天間では、 2軒の望月家が「中山金山
衆」とされる。望月太郎家の墓石には「信行院得入日正 正徳元年五月五日 望月但馬守吉久三

代の孫望月源兵衛正久行年七十七才」と記されていた。同様に、望月敬司家の墓石には「本如院

久信日受 延享元年十二月六日 夫れ此の人は望月但馬守吉久より三代目の孫 同源兵衛正久第
四男也」と示されていたという。

( )は伝承による

近世初期の人、但馬守吉久は、伝承によればその後石川家に養子に入ったという。石川吉久は、

武蔵橘樹郡の二箇領用水工事のため金山で培った土木技術を提供し、その一族は野川村を中心に

中原街道沿いに定着した。石川吉久は「久保の住人」と伝承される。中山に「元禄三年庚午正月

為花景宗春菩提 富士北山村石河権兵衛家」の墓石が残るが、富士官市山官の久保に「道下」
の屋号で呼ばれる石川家があって、先祖に何人かの「権兵衛Jが確認されるので、同家が「石川

権兵衛家」と推定される。しかしながら、同家には「備中浪人」の伝承はあるものの、金山の伝

承は何も伝えられていない。山宮久保を出身地とする石川 (河)姓金山衆の存在も十分考えられ

る。久保の石川一族の「金山衆」が横浜市瀬谷区下瀬谷に定着して建てた寺「宗川寺」は寺の縁

起によれば「石川宗川」の名に因むというが、中山山中の墓石に刻された「宗春」と縁の人物と

も考えられる。さらに、北山本門寺垂述堂の左側の燈籠を寄進した前島も「金山衆」と伝えられ

るが、中山との関係は明らかでない。前島能登守を名乗り、シダミズ (品水)に近い峰集落にそ

第26表  「金山衆J「金山下り」伝承家一覧

湯 之 奥 金 山 「 金 山 下 り 」 後

中 山 金 山 茅 小 屋 金 山 内 山 金 山 (山 梨 県 ) (静 岡 県 )

望月弥助 (望月 ) ☆塾鳥焔術
(望 月 ) 表墨議鶏術
(望 月 ) ☆墨鳥鈴術
(鈴 木 ) 籍錦鍋 I漆

石 河 権 兵 衛

(前 島 ) W営土宮畠北山違努
(太田)八左衛門 太 田 久 貝U家

(下部町竹之島 )

(太 田 ) 太 田 利 男 家
(下 部 町 境 畑 )
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の末裔が居住する。このように、かつて中山金山に関係した家筋はすべて駿河方面との強い結び

つきが認められ、伝承のうえからは静岡県側に顔を向けた金山ということができよう。

つぎに、入ノ沢の茅小屋や内山金山との対応関係が残るジルイ (同族団)をみていく。入ノ沢

の茅小屋金山跡には、大人の背丈ほどの題目石碑がある。これは下部町竹之島に所在する太田家

の先祖にあたる太田八左衛門が、父親法伝のため建立したものといわれている。同家は享保年間

に山を下り、竹之島に住むようになったという。現当主は太田久則氏 (明治37年生)で、竹之島

に集住する太田ジルイのオオヤ (本家)である。屋敷のまわりには分家である「インキョ」と

「ニイエ」があり、同族であるジルイは竹之島に 7戸、常葉に3戸ある。市之瀬にある日蓮宗妙

円寺の檀家である。寺の伝えによると、苗字帯刀を許されていた武士の家柄であったという。こ

の家が大田ジルイではただ 1軒、屋敷神 (稲荷社)をまつっている。太田姓にあって、ここが屋

号、その他の要素からいって本家に間違いないであろう。

では、竹之島ブラクの草分けも、この太国家 (オオヤ)であろうか。集落の裏山沿いにムラの

旧墓地があり、太田家の墓地もその一画にあり、享保年間以降の墓石が見られる。しかしながら、

墓地をみたかぎりでは、同ブラクの佐野ジルイのほうが中央の比較的よい場所を占有しており、

墓石も太田家より古い形態のものが見られる。このことから太田家を、竹之島の草分けとするの

には無理があろう。ちなみに、竹之島集落26戸の世帯の同族をみると太田姓 7戸に対し、佐野姓

15戸、曽谷姓 3戸、その他 1戸となっている。墓地や分家の数等を考慮した現状からの推測が許

されるならば、大田家は集落として体をなしていた竹之島に後から入ってきた一族といったほう

が無難である。

そこで、太田家が山 (茅小屋)を下りてきたこと、このことが間違いでないとするならば、竹

之島集落に入り込んだ時の格式はどの程度のものであったのか、という疑間が生じる。現時点で

は詳らかにできないが、太田家の家のあり方、すなわち家の伝承や親分子分慣行等を詳細にみて

いくことにより、「湯之奥金山奉行」として突出した家としての状況を推定し、さらにはそれに

よって湯之奥金山の規模を推定することも不可能ではあるまい、と思われる。

同町境畑にも金山の屋号を持つ太田利男家とその分家が存在する。代替りして、金山の伝承は

ほとんど何も伝えられていないが、地域では「金山下り」の家とみなされている。

前述のように、湯之奥のムラと金山との境に地蔵が祀られ、かつ百万遍のツナによって道切り

が行われる地蔵道の辻は、かつて関所があったと伝承されるように、両者を分かつきわめて大き

な境界であったことは確かである。けれども、「関所」の上流にあたる中山と入ノ沢では湯之奥ム

ラとの関わりに差果がみられる。中山は信仰的には日蓮宗で貫徹されたムラであり、社会組織の

上からは駿河旧富士郡との強い結びつきが認められる。一方、入ノ沢については、同様に日蓮宗

の信仰地であるが、下部町域に「金山下り」が確認される。下部川を媒介にしてつながる地域の

観がつよい。いずれにしろ、今後さらに金山の伝承を探っていくことによって、その実態はさら

に明らかになるだろう。

3.金山の回承文芸

湯之奥金山やその周辺に伝わる日承文芸調査は、伝説を中心にすすめた。山梨県側の伝承資料
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については、『湯之奥金山遺跡 第 2次調査概報』中の「下部町伝説分類一覧Jに掲載したもの
に、それ以降の補足分を加えて作成したのが次の表 (第27表)である。一方第28表は金山の東麓

にあたる静岡県富士官市および富士市 (富士地区)周辺に伝承される伝説調査データに加え、既

出資料の整理を行ったものである。この既出資料とは、『史話と伝説・富士山麓之巻』「富士巡

り」篇に記されたものである。山梨県北東部の塩山市一之瀬高橋地区にかつて存在した黒川金山

に関する丹波川「おいらん淵」の伝説はきわめて著名なものであるが、下部町域を合む東河内領

内の金山には黒川のように完成度の高い伝説は見い出すことができない。

『下部町誌』は、金山の存在について、「村」の項で「中山千軒」、「湯之奥千軒」ないしは「湯

之奥三千軒」、「)‖尻千軒」と称する金山町 (ムラ)の伝承が残り、少くともそれらの地にはかつ

て金山があったとする歴史講を伝えている。湯之奥の伝承では金山は「中山千軒」や「入千軒」

であって、それ以外の地域での「湯之奥千軒」「湯之奥三千軒」(中山、茅小屋、内山千軒をあわせ

て三千軒とする)の伝承には多少のギャップが認められる。後者は湯之奥の金山に「湯之奥金山」

の名称が付せられて以降の後出の伝承と考えられる。

静岡県富士地区では、中山金山に直接関係するものはないが、隣接する富士金山 (麓金山)の

「麓千軒・ シダミズ千軒」の伝承が朝日長者伝説のモチーフ (断片のみ)を取り込みながら残存

する。

前述のように、富士官市北山。同山官や富士市天間付近には、「中山金山衆」の家筋が何系統か

みられるが、それらの家々には中山につながる伝承は全く残っていない。しかしながら、中山金

山の「石河権兵衛家」は富士官市山官の久保に居住する石川のイットウと系譜的関係を持つこと

は間違いない。久保の石川一族は、金の採掘のために保持してきた技術を買われて、近世初期に

江戸開府に関わる整備に赴いている。古文書による慶長12年頃までの閉山と、寛永頃に「一族の

金山衆を引き連れて移住した」という伝承と符号している。その中心になったのが石川治左衛門

吉久で、横浜市瀬谷区の宗川寺はその由縁の寺である。なお、石川吉久の旧姓は望月であって、

後に金山衆の縁につながる石川に養子に入ったものである。

伝説の主人公には、武田信玄、長者等が登場する。武田信玄については、下部の湯が「信玄公

の隠し湯」だとする伝承と結びつき、さらには、自慢の愛牛にまたがり湯之奥金山を視察した、

という少々滑稽なモチーフを持つに至っている。湯之奥の門西家においても、「武田信玄の金山奉

行」、信玄の家来だという伝承を保持しており、それらの上からは湯之奥金山は武田氏所有の金山

と認識されていたことが理解される。

金山と長者伝説との関係についても検討すべきであろう。下部町より20キ ロほど東方の地であ

る南都留郡鳴沢村では、子とグ「の日に倉から味嗜を取り出すことを禁忌とし、そのいわれの説明

に金の鳩が本栖湖を舞合として登場する長者伝説が、他の伝説とは何の脈絡もなく、一話だけ採

集されている。おそらく、それはもともと川尻金山のものであった金鶏 (鳩)長者伝説が鳴沢村

へ伝播したものの断片と考えられる。また、『下部町誌』の中には「朝日長者」の断片や「長者ヶ

池」、あるいは埋蔵金を埋めた話などが掲げられるが、静岡県側のように金山との関係で長者となっ

た等の、長者についての具体的な説明はない。
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第27表 下部町伝説分類一覧

分   類 番 号 題 名 主 人 公 場 所 話者 。出典 備 考

木

(木 ) 1 桟敷松 楠全の大家小松某 馬場平 下部町誌

豆まき桜 源氏の落武者 道村欄尾

Fしの木さま 日有上人 杉 山

石

(石 ) 牛 石 武田信玄 湯之奥金山 湯之奥金山の伝説

犬石
古 関 の
地 頭 芳 狭 立 勘 本栖湖

(を手) お春岩 'II回
の
名 主 の 娘 お 春 川向部落

水

(池 ) 7 長者の池 2組 の夫婦 切房 木・
久 保 村 境 の 山

隣負平の血洗池
堅 月 四 郎 左 衛 問・

馬 場 丹 後 守 大炊平石小山

塩ヶ池 美しい娘 。男 上田原

(湯 ) 信玄公のか くし湯 戦傷の将兵 塩部 (下部 ) の湯

下部の湯 藤原修理太夫正信 下部の湯
籠 野 大 秤 社
緩 由 財 産 調 書

兄弟湯 根原の人 中ノ倉峠 下部町誌

(渕 ) 紫 雲 の 大 藤 竜華のお姫様 上之平の水神様

蜘蛛渕
つ りをす る男・

クモ 下部川金白沢
言 語 の
モ チ ー フ を 持 つ

正親渕 横手の男政親 古関川紙屋橋の下

三条院渕 三条院真開 下岩欠の渕

デー ドブチ 名主六左衛門 車田法円寺下の渕

お地蔵渕
お 層 を

返 さ な か っ た 人

"房
木岩船地蔵堂

床 水 伝 説 。

椀 貸 渕 伝 説

(滝 ) 権現滝 女 衆 清沢細尾地内の沢

(沢 ) 矢落沢 浅 利 与 一
八坂失落沢

山

　

・
　

峠

(山 ) 湯之奥の大ガレ 美しい女 入ノ沢の奥 湯之奥金山の伝説

法 山 若者数人 法 山

たかあげまこ岩 年寄 道下組日向裏山 姥捨ての場所

眺ヶ窪 領主 。庄次右衛門 諸葉川東の山

(峠 ) 地蔵峠 湯之奥金山の者 地蔵峠 浦田博 (T7生 ) 伝 説 断 片

地蔵峠 旅の二人連れ 地蔵峠 F写西三枝 (T3」∋

塚 (物語) ヤンブイ塚 法 印 上四原 下部町誌

祠

堂

神社 湯之奥の氏神 湯之奥 石部典生 (S22/L)

寺院 瀬戸観青 武田信玄 瀬戸 。中ノ倉 方外院住職

瀬戸観音 長崎・河尻

瀬戸観音 瀬戸

人肌観音 武田信玄 下部町誌

観音堂 本栖湖畔観音堂 本胞幹枝 CM41生 )

瀬戸観音 武田信玄 本栖赤坂 下部町誌

方外院の鐘 本栖湖畔長崎

お上人道 大泉寺住職・ 童子 杉 山

マルシテ ンサ ン 永屋泉水
ヨ
]西=枝 (T3り

神社 熊野神社 藤原修理太夫正信 下部の湯 下部町誌

若官八幡官 趾野庄五郎信義 常葉
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通田の天神社 武田。今川軍 隣坂

牛首
四 郎 左 衛 門・

7T ttЬアF名子F¬ 山 口

地蔵 湯之奥の地蔵 金山 。ヒロネ 門西正勝 湯之奥金山の伝訓

輪なり地蔵 武田信玄 勝坂峠 下部町誌

和平のお地蔵様 周兵衛 一色和平

渡場の阿弥陀様
中 ノ 倉 の

お ば あ さ ん 釜額上手

道心平 御弟子の長者 御弟子道心平

家

人

村

(家 ) 長者と味暗 長者のおばあさん 長者の家 。本栖湖 鳴沢村誌 参考資料

名刀蛇丸
ヨ
]西の先祖 波高島 下部町誌

門西の先祖 門西の先祖 浦田博 (T7生 )

門西家 湯之奥門西 門西三枝 (T3生 )

武田信玄の名主 門西の先祖

門西の先祖

門西家

門西家 ]猶
正引券 (S19生う

ヨ
]西門東 妙円寺住職

蒲田の先祖 浦田の先祖 ″蒲田 浦田博 (T7生 )
旅の火 自体法印 直村の喜右衛門宅 下部町誌

鏡餅の変
久保 村 の
名 主 惣 右 衛 門 名 主 右 衛 問 宅

赤池の先祖 赤池の先祖 釜額上手村 赤池幹枝 KM41生 )

墓地のくじ

水恋鳥 岩欠の農家の者 岩欠の農家 下部町誌 伝説化した昔話

(人 ) 孝行役人 木喰上人 丸畑

法印様 法 印 切房木

ねじり坊 法 印 市之瀬

(村 ) 湯之奥千軒 円 W4・ 中 山 ・
事 /卜 磨 金 :I 湯之奥金山の伝説

66 中山千軒 中山金山 佐田武― (T2生 ) 中山金山の伝説

関所 頭掛け地蔵の場所

川尻千軒 川尻金山 期 枝 CM41■ l 川尻金山の伝説

69 川尻千軒 下部町誌

撃たれた美女 美 女 猟 師 栃代金山 栃代金山の伝説

防代山の神 岩倉正行

せり場
傷之 奥・

大 岱 の 名 主 せ り場 門西三枝 (T3り
大磯小磯部落 曽我氏 。虎御前 大磯小磯 下部町誌

熊沢の里 業沢信広・娘藤 熊 沢

甲駿の境立て 釜額・根原の者 甲駿国境 笏雨にJ幹ヰ支 OVttLり

行事 カンムリオ トシ コの神 朔西三枝 (T3つ
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第28表 富士地区伝説分類一覧

分 類 番号 題 名 主  人  公 場 所 話 者 。出典 備 考

山
(山 ) 1 炭 焼 長 者 ♭響瞥議旨膊 D 竜 ケ 岳 史 話 と伝 説 金 山 の 伝 説

2 男
＞

〕『
明
く

〃 ″

祠

堂

(堂 )

(初

3 釈  迦  堂 長 袖 久 保 釈 迦 堂
助
≫

次
牲

‐
４
川
Ｍ
石
く
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19 石川孫四郎家 石 川 孫 四 郎 鷹 女 岡
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(M44生 )

20 十 字 の 御 書
日 運 上 人 ・
重 須 の 女 房 身 延 山 利‖久(T皇り

21 石 川 吉 久 石 川 吉 久 金 山
石  )‖  次  助
(M44生 )

22 武 田 の 金 山
金 山 衆 ・
竹 川 美 濃 守

麓 ・ 中 山 ・
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東河内と駿河とを画する天守山地一体には、「炭焼長者」をはじめとする長者伝説が広く分布す

ることもよく知られている。とくに、富士宮市猪之頭の伝承は、実際に麓金山と結びついた長者

伝説となっている。いずれにしても、長者や黄金の埋蔵、金の鶏 (鳩)などが登場する伝説の存

在は金山とのつながりなしには考えられない。

山はまた里に住む者にとっては、長怖するべき不思議な世界とも考えられていたようである。

例えば『下部町誌』にはつぎのような話が載せられている。少々長いが引用する。

湯之奥の大ガレ

(前略)ある年従業者慰安のため大がかりな芝居をした役者の中に、日だって美しい女がい
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た。だれも知らぬ人だというので、芝居のあと村人がつけて入沢の奥へ行くと途中で消えて

しまった。 3日 間続けたが同じことなので、きつねかたぬきの仕業だろうと翌日お官 (今の

官屋敷)付近で引きがねを引くと、たちまち役者は消えうせ、落雷かと思われる大音響とと

もにあたりは真暗闇になっていまった。 2時間ほどで明るくなると、お寺 (今の寺屋敷)の

向こうの大沢のはるか上方山頂付近に日も属かぬほどのがけ崩れができてるではないか。村

人達は山の神のたたりではないかと深くおそれをいだいたという。この大きながけは今でも

残っていて遠くからでも望む事ができる。

このような入ノ沢の大ガレが一夜にして出現したとする内山金山の話に加え、栃代金山の「撃た

れた美女」の題で記された話がある (同書)。

撃たれた美女

栃代金山の坑道の入日付近にある日美女が立っていた。坑夫たちは篤いて猟師に話すと、

猟師は「きつねかたぬきの仕業だろう」と言いながら早速行って鉄砲で撃った。すると美女

はたちまち消えてしまい、同時に猟師もその場に倒れ、死んでしまった。このことがあって

以来、鉱山はいくら掘っても金が出なくなってしまったと伝えられている。

残念ながら、このようなリアリティのある話は採集できなかった。多少文飾は見られるものの

緊張感のある話である。たぶん山という領域は麓に住む者にとっては、異質な尋常でないことが

起こりうる別の世界と考えられていたのであろう。これらの伝承は、より世間話に傾いて山の不

可解な出来事を説明している。

つぎに今回の調査で採集された金山に関わる例話を掲げる。例話の番号は、第27表、第28表の

「伝説分類一覧」と対応する。

27-26 地蔵峠

地蔵峠は猪之頭へ越える峠。サケエゴト (境)にあるだからね。お地蔵さんが祀ってある。峠

へ来て稗の飯を喰って、(とが)のどにつっかかって。飲み物もないし、つっかかって死んでしまっ

た。二人で来て。それで切って (彫って)祀っておくだ。それで地蔵峠。その峠を越すだからね。

27-28 湯之奥の氏神

湯之奥の氏神 (山神社)はお地蔵さん (湯之奥の地蔵、願掛け地蔵)の左手の方にあったんだ

ぞ、と湯之奥の年寄りから聞いた。

27-37 マルシテンサン

音、赤痢、チブスとかはやり病気をして祀った、ということを聞いた。

27-42 湯之奥の地蔵

昔はこっちのね、高い処にあったそうですね。それをこっちへ、金山の方にあったという言い
みんな                なん

伝えですけどね。それを皆でこっちの方へ、何か運んできたという言い伝えです。

27-52 F]西 の先祖

一番先の人は佐野。それから門西になった。だからこの人は佐野。(F]西の先祖の墓で)

27-53 門西家

金山の関所になってるだっちゅうじゃん。代官で、南部 (南巨摩郡南部町付近)の方まで御年
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貢を取りに行った、そんなことをいう伝えがあって。

27-66 中山千軒

中山には、中山千軒といって、金山の村があった。そこにはお官が 7つあった。また、中山に

は女郎屋敷、大名屋敷があった。

27-67 関所

願掛け地蔵 (名前はあとで付けたもの)の前に関所があった。関所はあそこ (地蔵の場所)と

聞いている。

27-68 川尻千軒

昔は川尻千軒つって、千軒あっとうどうが、どこに散 らばったもんだか。

27-72 せり場
とこ                    きけえ

村の境を決めようつって、夜明けとともに出発 して。行った処 (出会ったところ)が境だ、こ
ね      あり

こが境だつって、大岱の名主がオオヤの文化財 (門西家)の柱に抱きついた。夜、寝ねぇで歩っ

て来たもんずら。ここの衆は寝てえて。競って、競って。そこが境だって競った。だからそこが

「せり場」。

27-76 カンムリオ トシ

山の神さんは男の神さん。カンムリオ トシの日には山へ歩くじゃないなんていった。16日 か、

1月 の。その日に山へ歩くと、弓が来るからこわいなんていうじゃんね。山の神さんが弓をひく

から。山の神さんが弓をひくからどうとかいうじゃん。

つぎに、静岡県富士地区の金山周辺の伝承を掲げる。

28-3 釈迦堂

その、長袖というのはね。ようするに、長袖を着る人は坊さん、神主、そして位のある武士。

袖の長いものを着た人のこと。

それと母親がゆうには、釈迦堂にはあれを祀ってあるということをいったね。長袖を祀ってあ

るということと、そしてオチョボリということをいったね。

28-4 薬師堂

オサン屋敷の前がね、ちょっとした堂が祀ってありますがね。今、薬師堂、昔薬師寺があった

わけなんですね。これが明治の初め頃まではね、坊さんが居たようですね。前は薬師寺で今は薬

師堂といってますけどね。

23-6 宗川寺

横浜の瀬谷区に宗川寺という寺がある。その宗川寺は慶長年間、慶長、寛永の年間ですね。関
きんざんしゅう

東代官の小泉治太夫の義理の兄弟になるもんだから、その一族引き連れて、金山衆を引き連れて

行ったんです。そして、家康に呼ばれて、そして江戸開府をやった。その人達のはじめての人達

が、もう工事が一応一段落して 1人50石の土地を貰った。そして旗本になりたい人はなる、なり

たくない人は百姓になる。そして50石の土地を持って、そこで瀬谷に住ついた人があるんです。

今でも子孫がそこに住んでいる。そして、そこの開基が北山本門寺12代の日賢上人なんです。ほ

いで、その御曼奈羅を、私そこへ差し上げたんです。まだそのお寺にある。それが石川権兵衛尉
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吉宗とある。

28-7 宗川寺

金山ですね、麓の金山。その金山のね、穴掘りの仕事、技術屋としてね、江戸時代に家康に徴

発されて、全部江戸の玉川上水やったんです。それで江戸の水道工事ですね。これの奉行で成功

してね。そして、士分に取り立てられて、ある程度の地位を与えられて、その、幕府へ仕えろっ

ていわれただけれど辞退して。今横浜の瀬谷という処ですが、その瀬谷ね、土地とお金をいただ

いて、そこへ自分達が住み付いちゃったです。そして、そこへね、結局日蓮のね、日蓮宗の信者

なもんですから、御籠堂、御堂を建って南無妙法蓮華経を一生懸命ゆったわけなんです。そうし

たら、その当時、江戸の将軍の処へ御進講といって、講話に呼ばれて、その往復の途中に瀬谷へ

寄ったそうです。そうして、非常に関心してね。石川宗川といって、法名を名のって、そこで御

籠堂を建って、御堂でお祈りをしとったわけですね。それで、宗川という号をとって、宗川寺と

いうお寺にしろと。そして、本門寺の末寺にした。それがね、今お寺が残って、そのお寺の謂れ

書きに書いてあるわけなんです。その石川宗川は山宮の久保の住人、このブラクの住人。だから

ここから行ったということは、向こうからはっきりしてね。お寺には何も無いんです。

それで今、宗川寺の檀家がその周囲に、石川を名のる姓の人が沢山いましてね、本門寺へお参

りに来てね。それでようやくね、連絡がとれて、ああ、此処の土地の出の人だということが分かっ

た。ですから、此処の人達が金山へ行っていたということがはっきり分かった。宗川はもともと

技術屋でね。金山の金鉱を掘る技術屋で、その技術を買われて玉川上水へご奉仕したという訳で

す。

28-8 竹サ||のイットウ

麓の金山ですね。金山の奉行をね、此処の、明治の初めに富士山の御料林の管轄をしたね。も

ともとは源氏の一族で石川のイットウじゃないかと思うですが、今いろいろな名前になっていま

す。竹川ね、麓の竹川、そのイットウですが、竹川、浅羽、それから田口ね、これは大淵です。

富士根大淵の田日、これらの方が皆竹川の一族です。全部源氏の竜胆紋ですがね、ですから、間

違いなく源氏のイットウだということが分かります。

28-9 竹川家
この家がね、元禄 2年ですかね、朝霧へ移ったということを聞いていますがね。何か、この辺

一帯が荒れて、此処にいられないで。グリーンパークの裏も家の地所だったですが、風がひどい

ということと水がないということで、 1年しないでまた此処へ戻って来たということを聞いてま

す。

28-10 御林守

北山の浅羽、今田の竹川、田日、杉田の竹川、服部さん大淵の。御林守の家で、昔は金山にい

た。

23-11 】ヒの家

北の家が (久保の)も ととなる。久保のオオヤといいましてね。これが焼き討ちされてね、全

部なくなっちまったんです。つぶれてしまいまして、北の家のシンヤに南の家ちゅうが出てたん
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ですが、南の家がつぶれた北の家へ出たんです。甚右衛門といいまして、そこがこの家の 5代前、

南の家の次男坊が分かれた。今でも南 (の家)の墓が一番はっきりしている。

28-12 オサン屋敷

もっと音のことで、この向こうに塚があった。香驚塚というね、地名は残っている訳だけれど、

その香煎塚のね、南に屋敷があるんですよね。今、オサン屋敷ちゅうてね、地名だけ残っている

んです。そこに神主がね、この浅間神社ね、浅間神社の神主でもしていたじゃないかね。それで

オサン屋敷、オサン屋敷。それが長袖、おそらく神主じゃないかね。

28-15 道下の屋号

やっぱり同じよりちょっと遅い (時代の)人かな。そして、備中上五郡の守護職やった人です。

備中浪人で道 (十里木街道)の上へは住ませなかった。それで、道の下、道下という屋号になっ

ちゃったという話です。

28-16 道下の先祖

この家は、確かにね、戦国時代直後に此処にいなかった家です。備前ね、向こうを浪人して歩

いていて、こっちへまた落ちついた人です。そうですからね、新しい御本尊はあるけれども古い

のは無い。

28-17 道下の作物禁忌

これは3月 ということになっています。記録もやっぱり3月 ということになっているね、襲撃

されたのが。だからね、ちょうどその頃瓜やカボチャをとる時期なんです。だからね、今だにね、

あの家じゃ蔓物は作らない習慣ですね。畑へ行ってカボチャや瓜をとっていた時に (先祖)カミ襲

われたじゃないですか。

28-20 +字の御書

石川新兵衛は本門寺の地頭で、その新兵衛の奥方がね、奥さんが上野の南條時光の姉さんです

ね。この人が熱烈な日蓮信者です。今も重須の女房殿といって、その方に宛てた日蓮の直筆が、

大石寺の一番奥な御宝蔵に宝物になっています。十字の御書といって、富士美術館の一番奥に飾っ

てあります。

23-21 石川吉久

小泉治太夫に呼ばれた石川治左衡門吉久はもとは望月なんです。望月から石川へ養子に来たん

です。望月の頃金山をやっていたと思いますよ。北山本門寺の前にあった垂述堂。本堂、戒壇堂、

垂述堂、その垂述堂の前に燈籠が立っていますよ、望月治左衛門の。その望月 (石川)治左衛門

は望月から養子に来た。

28-23 麓千軒、シダミズ千軒
うっぎ      こがね

麓千軒、シダミズ千軒、空木の下に黄金輝くというね、歌が残されている。それは後醍醐天皇

が本門戒壇建立のために砂金をこっちへ持ってきた。その砂金を埋めた。そいで、その後その埋

めたのうを今の本門寺を建つに、向こうへ持って行ったんだと思うんですね。

その残りがあったのを明治30年頃偶然と 1つそっから掘り出したと。前に積んできた皮の袋、

砂金のね、その皮の袋と後醍醐天皇からいただいた守り刀、三條御鍛冶宗久。
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28-24 シダミズ

水が湧いている。昔っから。本門寺の方まで、本門寺用水ができるまではその水を使っていた。

そこがシダミズ千軒。シダミズは金の精錬所だったといわれていますね。

大正時代、シダミズの道路が下がっちゃって、雨が降ると道路が川のようにどんどん低くなっ

ちゃうでしょ。道路の土手が高くなるので、土手に瓶が出てきた。瓶へ子供が石を投げつけたら、

一厘銭がザァーと出てきてカマスヘね 3杯か 5杯でてきたという話がある。今、国立博物館か何

かへ納めてある。

28-26 シダミズ

大久録、堀久保。堀久保という処があるんです。その上段です。バイパスがあるでしょ、バイ

パスの北側になるんです。まだ 3軒か4軒残っている。そこも石川一族です。だから山官の石川

とシダミズの石川直通の特別近道があったんです。安母山の前に釈迦堂の処からずうっと行く。

私が子供の頃はシダミズヘその道を通って行ったです。

4.金山の民具

国指定重要文化財 (建造物)門西正勝家の所蔵する金山関係の民具には、ネコイタ■枚とフネ

(木槽)2隻のほか数種類の石臼がある。それらのうち、ネコイタ2枚とフネ 1隻の実測図を作

成したので、ここに報告する (第84図、第35図)。

それらの民具は金鉱採掘後の比重選鉱の過程で用いられたものと推定される。

ネコイタ①

板の長さ920■ lm、 元幅233Hlm、 先幅223411n、 縁の高さ221nm。 板の厚さを見ると、元 (右)側面図

で示す通り、約 61mの高低差で傾斜している。両端につけられた縁は、板の上面 (鋸目を切り込

んだ面)に対し、 741mの高さにつけられ、縁の先端は断面図で示す通り細かく削り取っている。

板上面の鋸による切り込み目は、一辺が約13■lln(4分 )であり、濤幅約 8 mm、 深さは 2～ 341m、

斜格子状に切り込まれた鋸目は切り込んだ濤の幅、深さおよび切り込み角度が正確に刻まれてい

る。

この板を比重選鉱の過程で用いる道具と考えた場合、鋸目の形状、角度、濤の切り込みは水流

に対する抵抗と金の停滞およびその比重を考慮して、傾斜させて用いる道具であることが理解さ

れる。

ネコイタ②

板の長さ876xlln、 元幅210411n、 棧 (さん)3本、板の厚さは元21Hl14、 先で191mと 2H14の差で傾斜
している。ネコイタ①と同様に、板には鋸によって斜格子状に濤が切られ、濤の幅は 7～ 841m、

深さは 2～ 3 Hllnで、一定の角度をもって刻まれている。

この板には縁がなく、桟が 3本ついているが、それは板の歪みをおさえる目的か、合 (足)と

してつけたものか不明である。板の上面はところどころで票J落している。

以上、実測したネコイタは2枚だけであるが、それら2枚のネコイタは使用方法・ 目的を異に

するものと考えられる。
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フネ

フネの構造は厚さ 8 Hlmの底板と厚さ■41mの側板 4枚を竹釘で固定している。材質はネコイタが

堅木を使用しているのに比べ、フネは軟質な材を利用している。材の表面はススけて真黒である。

使用方法は、(1)ネ コイタの鋸日に溜った金を洗い出す。(2)ネ コイタをゆることにより金をゆり

分ける。(3)水または粉鉱の混った水を溜めること、等と推定される。いずれにしろ、フネは軟弱な

材質 (スギ材)と簡単な木組で形づくられている。

以上、湯之奥金山について述べてきたが、すでに戦国期に中山金山をはじめとする金山の存在

が文献のうえからも確められる。中世末から江戸時代初期にかけて、隆盛を誇った金山とその町

は、その後一気に解体に向かったようである。歴史上のある時期に確実にあった金山が、地理的

に中山の山中から消滅したことは事実であっても、心意伝承の世界からも消え去ったわけではな

い。過去に人々がそこに働いて生計をたてていた、歴史的な経験の蓄積としての伝承が、現在ま

でも確実に引き継がれてきた。そうであるからこそ、湯之奥のムラと金山とを画する境界領域を

めぐる意識、金山で働いていたことやその後の金山下りの伝承が残っているのであって、直接に

祖先とつながらないその外側にいた人々の間においても、伝説や世間話の形をとって残っている。

現在の我々からみれば、ときとして山の怪を語る伝承など、荒唐無稽な話ではあるけれど、人々

の意識の中で綿々とつながっている残像のようなものが残っているのである。それらの話を辿っ

ていったときに、日承の向こう側に実在した金山の実態が浮かび上がってくるのではないだろう

か。

¬

∞ 」
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第 8章 石造物調査

中山金山の石造物は、平坦面域のテラス内やその周辺の斜面、沢、さらに平坦面域の東、静岡

県側の麓に通じる地蔵峠に所在する。数はA区に5基、B区に4基、地蔵峠に 1基で、合計10基

にのぼる。この 3地点に分け述べたい。

A区

A区は中山金山遺跡の主要部を占め、西側は精錬場と称される大きなテラス (A-20,22等 )
が並ぶ。ここから東側の大名屋致 (E-3)に かけては谷あいに小さなテラスが連続するが、こ
の小テラス群北側の「七人塚」と呼ばれるA-41テ ラス周辺から谷あいにかけてつぎの①～⑤の
石造物が点在する。

① 宝鐘印塔
細長いA-41テラス東側に位置する。塔身部のみを欠いているが、現状の高さは118cmを測る。
相輪部、笠部、基礎部、反花座部に分れ、相輪部の下にはほぞがあり、笠部の上下、基礎部の上

にはほぞ穴がある。よって笠部と基礎部の間に上下にほぞをもった塔身が入ると考えられる。

基礎部正面のみに銘があり、中央に「経」、その右に「悲母妙安霊」、その左に「明暦四戊戊

十月五日」 (明暦 4年は 7月 23日 に万治元年 (1658)と 改元)と刻まれている。中央に「経」と

あることより、上部におそらく「 (南無)妙法蓮華」と刻まれていたと推定される。塔下部には
柱状に加工された石が方形に組まれており、塔直下の石組みの中心は土が柔らかく、かためられ

ておらず、埋納物も見出せなかった。

② 板碑型石塔
A-41テラス内の東側、①の宝麓印塔の東脇に位置する。最下部にはぞがあるため、基礎部と
組み合わされていたと考えられるが、現在は斜面に立てかけられている。現存高は93cmを測る。

正面中央に「南無妙法蓮華経、慈父宗安」、その右下側に「寛文四甲辰」 (寛分 4年 =1664)、

左下側に「九月十日」と刻まれ、最下部には蓮弁が陰刻されている。

③ 五輪塔
A-41テラス下方の谷内に位置していた。1989年の調査時には空風輪を欠き火輪、水輪、地輪
が重ねられていたが、当初の組合せであったかは判断出来ない。1989年調査時での高さは28cm

を測る。1991年夏の豪雨の際この沢は流され、この地輪以外は、現在行方不明である。

④ 五輪塔
A-41テ ラスの上方、大名屋敷 (E-8テラス)か ら毛無山山頂へ向かう道沿いに五輪塔の地
輪のみがおかれていた。20× 20× ncmの法量で、①の五輪塔の地輪とほぼ同規模である。片面
のみなだらかな窪みをもつので、こちらが底面であろう。

③ 石殿
1989年の調査時には③の五輪塔のすぐ下の沢内に位置していた。宝珠形と長方形の窓をもった

軸部は逆さになっており、割れていることから、A-41テ ラス付近から転落してきたと推測され
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る。高さは63cm、 屋根部の幅は55cm、 奥行45cmを測る。軸部内には長さ20cmほ どの細長い自

然石が納められていた。1991年夏の豪雨でこの石殿も流され、A-31テラス付近で屋根部と軸部

破片が見つかった。

B区

金山沢北側、一ノ沢以西のB区においては、金山沢付近で比較的大きなテラス (B-2～ 5)

が見られるが、そこから北側にかけては急勾配で小さなテラスが連続する。石造物は合計4基で、

これらの小さなテラス内および斜面に所在している。

③ 板碑型 (?)石塔
B-7テ ラス上方の急斜面で傾いた状態で発見された。上部を失っており、底部にはほぞがあ

るためさらに基礎部があったと考えられる。正面中央には「母妙養霊位」、その右には「明歴三

丁酉年J(明暦 3年 =1657)、 その左には「六月十四日」と深くくっきりと刻まれている。中央

の「母妙養霊位」の上には「サb」 の字画が読み取れ、「悲」と刻まれていたと考えられる。最下

部正面および両側面には牡舟のような花の模様が陰刻されている。

① 光背型石塔
東西に細長いB-6テ ラスに位置する。こぶし大から人頭大の大きさの石を30cmほ ど積み上

げ、その上に縦横45cm、 厚み10Cmの平らな石をのせ、さらにその上に石塔が斜面を背にして立

てらン化て予ヽる。

塔は高さ52cm、 幅22.5cm、 厚み14cmを測り、正面中央には「為花景宗春菩提」、その右側に

「元禄三午庚正月」 (元禄 3年三1690)、 その左側に「富士北山村 石河権兵衛家」と刻んでい

るが、中央の「為花」のみは書体が異なる。「富士北山村」は現在の静岡県富士宮市大字北山に

あたり、この中山金山からの距離は約20kmである。

なお、塔下部の石積みの中には埋納物は見られなかった。

③ 石殿
B-6テ ラス東側のB-7テラスに位置し、散在する石の上に置かれている。屋根部のみで高

さ34cm、 幅45cm、 厚み33cmを測る。

③ 石殿
B-14テ ラスの西20mの斜面に所在する。軸部のみで高さ27cm、 幅30cm、 厚み23.5cmを測り、

いくつかの部分に割れている。内側は空洞になっており、正面には4ヶ所四角の窓が設けられて

いる。

地蔵峠

毛無山登山道を進み、精錬場、大名屋敷と称されているテラス群の南を東進すると、静岡県の

麓に下る手前に地蔵峠がある。ここは山梨・静岡県境で、境の尾根上にも山道があり、その交差

点に次の石仏が祀られている。

⑩ 双体石仏

高さ26cm、 幅34cm、 厚み1lCmを測り、正面に二仏が刻まれている。正面の二仏の脇と向かっ

て左側の側面には、銘が陰刻されているようであるが、風化し一字も読めない。
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以上個別に見てきたが、地蔵峠の石仏は別として、その他の石造物の位置は中山金山遺跡全体

からみると、かなり限定された状況であるといえる。平坦面域の中央には、金山沢付近に大きな

テラス群が連続するが、石造物が位置する所はそこから傾斜地に入った小テラス群及びその周辺

の斜面である。しかも所在地はA区およびB区の一画に限られ、この2地区は墓域あるいは供養

の場としての様相を今に伝えている。

中山金山の石造物は、各部分がそろっていないもの、破損しているものが多く、さらに⑤の石

殿のように軸部が逆さであるものもあるため、全体的に元の位置から移動し、散逸しているとい

う印象を受ける。A区においては④の五輪塔と⑤の石殿は七人塚付近から落下したと考えられ、

またA-41テラスの石造物 (①②)もさらに上方に位置していたという伝承があるため、当初は

A-41テラスよりさらに上の小テラスか斜面にまとめて立てられていたと推察される。B区にお

いても⑥の石塔と③の石殿は破損、あるいは各部分の分散の点から、当初はさらに上方のB-14

テラス西側 (③の石殿付近)の斜面にまとまって所在していたと考えられる。

※ここでいう「地元産」とは、中山金山遺跡周辺の山中で産出する岩石のことである。したがって同一

県内・同一郡内産の石材を「地元産」という一般的な用法とは異なっていることをお断わりする。

第29表 石造物の岩石名 (河西学氏作成 )

番号 形 態 ・ 種 類 岩 名石 等徴特

① 宝 筐 印 塔 灰色中粒砂岩
しまっている。石英・長石・頁岩粒子などを含む。

地元産ではない。

② 板 碑 型 石 塔 灰色中～粗粒砂岩
最大径 2～ 3 Hull。 無層理、分級良好。石英・長石 。

頁岩粒子などを含む。地元産ではない。

③ 塔輪五
褐灰色角閃石デイサイ ト

(～安山岩)

地元産ではない。多孔質。角閃石・斜長石斑品を

合む。三部分とも同質だが微妙に岩相が異なる。

④ 塔輪五
褐灰色角閃石デイサイ ト

(～安山岩 )

やや多孔質だが、しまっている。角閃石・斜長石

斑晶 (最大 6剛)を含む。また径 3～ 4mの安山
岩異質岩片を含む。地元産ではない。

⑤ 殿石 暗灰色中～粗粒砂岩
しまっている。最大 6 11Ml、 粒子は石英・長石頁岩

ほか。地元産ではない。

③ 板 碑 型 (?)石 塔
暗緑～暗緑灰色火山

礫凝灰岩

緑色化変質を受けている。安山岩質、斜長石斑晶・

安山岩片を多く含む。 2 1ntll前後、最大数mE10金 山

周辺に広 く分布する火山礫凝灰岩と同質であり、

地元産の可能性あり。

① 光 背 型 石 塔
灰色細粒安山岩

(～玄武岩 )
おそらく第四紀の火山岩。地元産ではない。

③ 石殿 (屋根部のみ) 褐灰色中粒砂岩
地元産ではない。均質で無層理。やや軟質で加工

し易い感 じ。

③ 石殿 (軸部のみ) 褐灰色中粒砂岩
③と同質であり、本来一組のものだろう。地元産

ではない。

⑩ 双 体 石 仏 黒～暗灰色中粒玄武岩
細粒多孔質。斜長石斑品を含む。富士火山の溶岩

の可能性あり。
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帝京大学山梨文化財研究所の河西学氏は石造物の岩石名及び特徴を表にまとめている。これに

よると①の石塔のみが遺跡周辺の石材によって造られている可能性があり、その他はこの地に運

びこまれたと考えられる。また、③と⑨の石殿は同質であるとし、同一個体であろうと推察して

いる。

合計10基のうち、銘があり、かつ読めるものは①②⑥①の4基である。この4基には明暦 3年

(1657)か ら元禄 3年 (1690)の 年号が刻まれており、A tt B区 の銘を有しない石造物もこの頃

の所産と考えられ、現存する石造物からみると17世紀後半が中山金山の石塔造立の時期であった

ことになる。
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第88図 A区石造物位置図(1989年調査時 ) 第89図 B区石造物位置図

① 宝麓印塔基礎部拓影

板碑型 (?)石塔拓影

左側面          右側面

⑥ 板碑型(?)石塔の花模様拓影

第90図 石造物拓影
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⑦ 光背型石塔拓影

② 板碑型石塔拓影
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第 2編 研 究 編

第 1 中山金山遺跡の鉱山臼

鉱山遺跡に対する関心は近年ようやく高まりつつあるが、各地に残る遺跡のほとんどが考古学

的には未調査である、といっても過言ではない。本稿で扱う鉱山臼も、従来考古学的にはほとん

ど注目されておらず、その存在自体、果たして何人の研究者が承知しているのか疑間である。い

きおい鉱山臼に関する報告や論文は少なく、出自や変遷はよくわかっていない。

鉱山臼は、鉱石の選鉱段階で用いられた臼類の総称であるが、鉱石の採掘から金の精錬までの

長く複雑な工程の中でも、おそらく最も重要な役割を果たした道具である。鉱山臼は、堅い鉱石

中から微量の金を取り出す選鉱作業には必要不可欠な存在であり、歴史的には古代以来の砂金採

取段階から鉱石 (山金)採掘段階に移行する時点ではじめて出現した。つまり鉱山臼の出現によっ

て鉱石から金を取り出すことが可能になった結果、鉱石の採掘による山金の積極的な利用が始ま

り、採掘から精錬までの大規模な生産体制を発達させる契機になったのであり、鉱山臼の導入は

鉱山史の中で大きな画期として意義づけることができる。したがって戦国期以降の金山経営を支

えたものは鉱山臼であった、と評価してもよい。

今回の鉱山臼の観察では回転臼を数種類に分類したが、それらがいつごろ、どのような経緯で

中山金山に導入されたのかが最大の問題である。中でも供給孔と軸受け孔が独立した「湯之奥型」

は、リンズ (軸固定用円盤)を用いない点でリンズ型よりも古い形態とみられ、興味がもたれる。

また磨り臼は、回転臼よりも原始的であるとの指摘がなされているが、本遺跡には回転臼片を磨

り石に転用した例があって回転臼との併存を示しており、磨り臼の時期や機能についても見直し

を迫られている。

1.湯之奥型と黒川型回転臼

「湯之奥型」回転臼は、1990年に葉賀七三男氏により「中央の心棒を支える中心の穴のすぐ脇

に物配 (も のくばり、給鉱日)が設けられた独特の型式」としてはじめて指摘を受けた (葉賀

1990c)。 現在その分布は、湯之奥金山内の中山、内山のみで知られているにすぎず、「湯之奥

型」という名称はきわめて適切であると思う。

湯之奥型を考える前に、鉱山用回転臼の変遷をはじめて推定した今村啓爾氏の論考「鉱山臼か

らみた中 。近世貴金属鉱業の技術系統」 (今村 1990)を取り上げなければならない。今村氏は、

塩山市黒川金山遺跡の調査を通して回転臼を分析する上での視点を提示し、同時に日本各地の鉱

山臼の分析を行って変遷の推定を試みた。氏によると、回転臼はリンズという軸固定装置のない

臼からある臼へと発展し、その交替時期は「慶長期かそれをやや下る頃とするのが妥当」である

とする。これは鉱山臼をもつ各地金山の文献史料を根拠にしており、「 リンズのない臼は、黒川、

章
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松倉、生野など戦国期にはじまった金山、神岡、大野など慶長年間に栄えた金山に見られ、リン

ズのある臼は (中略)尾去沢、延沢、相川など慶長年間にはじまったと伝える鉱山に多く、その

多くが慶長より後に繁栄が続いたことの確かな鉱山である」ということである。黒川金山遺跡の

調査では16世紀前半の陶磁器類がまとまって出土し、金山の始まりは1530年以前にさかのぼるよ

うであるが、天正期には衰退し、最終的には1640年頃終息したといい、リンズのない臼が使われ

たのは16世紀代、天正期ごろまでとみられている。

ここで黒川金山遺跡の回転臼を説明しておく必要があろう。黒川の「 リンズのない臼」とは次

のようなものである。すなわち、実測図によれば直径28～39cmの小型円盤形で、厚さは■～15cm。

整形は大きく打ち欠いた素ホトなもの。中央に径 5～ 7o4の軸受けを兼ねた供給孔があり、内壁に

接し軸痕が 2ヶ所以上存在する。また軸痕に対応するように傾斜の異なる磨面が 2面以上存在す

る。これはリンズで回転軸を固定しなかったために軸の位置が常に不定となり、軸頭が供給孔内

壁に軸痕を残したのである。その結果極端な片減りを生じたため、ときどき軸の位置を大きく変

えることによって上臼の磨耗を均等にしたようである。柄は柄穴型式が主で、臼 1個につき2～

3ヶ 所設けているが、配置には規則性はうかがわれない。ただし柄濤だけのものもある。ものく

ばり濤はないものが多いが、今村氏はものくばり濤を更新せずに廃棄したためとみている。なお

黒川ではリンズ型の回転臼は皆無であるという。供給孔が軸受けを兼ね、内壁に軸痕を残すタイ

プをここでは「黒川型」回転臼と仮称しておくが、この種の回転臼は現在のところ黒川金山以外

では山梨県小金沢 (葉賀 1990a)、 岩手県御蔵山金山、福井県大野、岐阜県神岡鉱山、兵庫県

生野銀山などで知られている。その出現について今村氏は「 どのように始まったのかは明らかで

ないが、茶臼との基本的な近似性に注意する必要があろう」と述べるにとどめている。

さて湯之奥型回転臼であるが、直径は32～ 41.5cltで40m前後が多く、また厚さは 3～■cmで 7

～10oltが多い。整形は丁寧な打ち欠きで円盤状に仕上げている。石質は火山礫凝灰岩が多い。磨

面中央に軸受け孔があり、軸は固定されているため磨面は1面のみである。軸受け孔の 1～ 2血

脇に、直径 3～6.8mの供給孔が存在する。柄型式はすべてが柄濤で、臼 1個につき 1～ 2ヶ所

設けている。磨面のものくばり濤は供給孔から左流れに 1本みられる。全体的に穀臼形態に類似

し、表面の段状の周縁帯はないものの、祖型は穀臼とみて間違いないであろう。

ところで中山金山の操業年代について考古学調査の結果では、16世紀前半から17世紀前半にま

とまった陶磁器類が認められ、その後18世紀末まで遺物はあるが散発的であった。文献では確実

に金山の開始、停止時期を示す史料はないものの、元亀 2(1571)年の中山金山衆の駿河深沢城攻

めの記事がよく知られている。17世紀後半代になるとはやくも衰退の記事が増加し、元禄 9(169

6)年までに退転したとする記事もある。それ以降は見立てを行う程度の入山記事があるが、いず

れも試掘的な段階にとどまり、大々的な生産が行われた記録はない。したがって考古学と文献の

調査成果を総合すると16世紀～17世紀前半代を中心とした操業ということになる。

黒川型と湯之奥型はともにリンズを用いない点で共通性があり、また直径もリンズ型に比べて

ともに小さい。今村氏のいうように慶長期頃にリンズ型が各地に出現したとすると、湯之奥型は

リンズ型出現以前の回転臼とみなすことができる。操業年代は黒川金山が主として16世紀代、天
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正期ころまでであるのに対し、中山金山は16～17世紀前半までであるから、黒川金山になく中山

金山に存在するリンズ型回転臼は、慶長以降17世紀前半に使用されたと推定できる。したがって

中山金山での回転臼の使用年代は、湯之奥型回転臼が16世紀代、リンズ型回転臼が慶長期～17世

紀前半までと考えられる。

では、黒川型・湯之奥型からリンズ型へという型式変化は、系統的にどのように理解したらよ

いであろうか。まず黒川型とリンズ型は、上臼中央に供給孔をもつ点で共通し、あえて両者の祖

型を求めるならば、今村氏がいうように茶臼であろう。黒川型にリンズをはめて軸を固定したも

のがリンズ型であるから、今村氏が指摘するようにリンズ型は黒川型の発展型式として理解でき

る。ただし黒川型では柄型式は柄穴が多いのに対しリンズ型では柄濤が多く、また黒川型ではも

のくばり濤も定型化していないなど細部での違いがある。

一方の湯之奥型の祖型は穀臼であり、黒川型・ リンズ型とは系譜の違いが明白である。軸を軸

受け孔で固定し磨面を安定化することによって、黒川型の難点を技術的に解消していることから、

とりたてて根拠はないが、黒川型よりもやや遅れて出現した型式として理解しておきたい。この

湯之奥型の柄型式はすべて柄濤であり、リンズ型に引き継がれる要素である。したがって回転臼

の趨勢としては黒川型からリンズ型へという一本の流れがあるものの、リンズ型には湯之奥型の

柄濤が採用されており、湯之奥型からの影響と思われる。また両面・側面を丁寧に整形し円盤状

に加工する点も、湯之奥型では特徴のひとつであるが黒川型には希薄であり、整形面で湯之奥型

がリンズ型に影響を与えた可能性がある。

湯之奥型が広く採用されなかった理由はいくつか考えられる。まず湯之奥型は供給孔が中心に

ないために、鉱石粒の影響が及ばない軸受け孔周辺の磨耗速度は遅く、供給孔から外側の磨耗速

度が速い。したがって磨面中心部が厚く残り、うまく磨り合わせができなくなることである。ま

た鉄製の軸を上自の軸受け孔で受けているため、上臼磨面の磨耗が著しくなると軸の長さを短く

調節しなければならないという不都合も予想される。また湯之奥型では供給孔が外側に近いため、

鉱石粒が磨面にとどまっている時間が黒川型やリンズ型に比べ短い。鉱石を微粉砕するにはより

長く回転臼内で磨り合わせた方がよいはずであり、磨面が同じ直径の場合、湯之奥型は黒川型・

リンズ型よりも作業効率が劣る。

湯之奥型と黒川型はほぼ同じ頃の所産であると考えられるが、同じ甲斐国内にありながら異な

る祖型をもつ回転臼が用いられたのはなぜだろうか。これには金山経営者の違いが反映されてい

るとみたい。黒川金山は武田の金山としてつとに有名で、信玄の頃に最盛期を迎えたと一般にい

われている。湯之奥金山が同じ武田の経営下にあったならば、黒川と湯之奥では当然ながら技術

交流が想定できるが、どうも回転臼に関する限り認められない。黒川型が国を越えて広い範囲で

分布するのに対して、湯之奥型は地域性があまりにも顕著である。文献方面からの解明が必要で

あるが、おそらく湯之奥金山は穴山氏支配下にあって、武田氏の抱える金山衆とは別の二人集団

により経営されていた、と考えられよう。信虎期の金山経営に関して『甲州金座記録』には、信

虎に仕えた京都出身の松木珪林は若狭国で金を精錬していたとあるらしいが、偶然にも福井県大

野市付近に黒川型の分布がある。仮に記録が事実でないにしても黒川型の分布する金山間には何
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らかの技術的な関連があったはずである。湯之奥金山では黒川型を受け入れず、独特の回転臼を

考案している状況からすれば、武田氏以外の経営者により独自に金山開発・経営が行われたと推

定でき、その経営者は当時河内領に勢力を有した穴山氏ではないかと思われるのである。

2.リ ンズ型回転臼

今村氏によれば、慶長以降に全国的にリンズ型回転臼が登場するという。この回転臼は多少の

地域差はあるものの、概ね円盤形を呈し、中央に軸受けを兼ねた供給孔があり、柄濤型式が多い

ようである。直径は黒川型・湯之奥型に比べ大型化する傾向がある。

リンズ型回転臼は、今村氏の分類では「回転臼で供給孔が軸受を兼ねる。軸の回転痕なし。」

となり、同氏の集成によると秋田県尾去沢、岩手県明神金山、山形県延沢銀山、福島県半田銀山、

新潟県高根鳴海金山、新潟県佐渡金山、石川県宝達金山、長野県金沢金山、長野県川上村、山梨

県中山金山にある。また野崎準氏の東北地方の鉱山臼の集成 (野崎 1980)では、岩手県佐比内

金山例もリンズ型のようである。

それらを上臼直径と厚さに着日して、形態分類してみたい。まず東北地方の尾去沢 (直径/厚

さ、4cln/12cln、 42cln/9 Cm)、 延沢銀山 (35on/21cm、 52clla/29cm)、 半田銀山 (直径56～62

cln、 厚さ12～13m)、 佐比内金山 (直径5094)は大型の円盤形を呈し、やや厚い。この範疇に長

野県の金沢金山 (40m/16cln)例 も合まれるであろう。日本海側の高根鳴海金山 (31m/19Cm、

33cln/20o4、 34cln/21cln、 36o4/19m、 36m/20m)、 宝達金山 (38cm/18m)は、小型円盤形

を呈し、やや厚く、すべて柄濤は2ヶ所、磨面のものくばり濤は2本と規格性が高い。佐渡金山で

は直径は50～60cal、 厚さ12～20clnの大型円盤形と、直径35～50m、 厚さ36～ 68c14の円柱形で、上

面に窪みを設けたものがある。

中山金山のリンズ型には、円盤状に丁寧に整形したタイプ (リ ンズA型)と、やや厚く粗雑な

整形のタイプ (リ ンズB型)がある。リンズA型は直径40～43m、 厚さ7～ 10o4が最も多く、柄

濤は 1、 2ヶ 所がほとんどである。ものくばり濤は直線あるいは左巻きで、すべて 3本である。

リンズB型は直径32～ 38ctn、 厚さ20cm前後で、柄濤は 1～ 2ヶ 所、ものくばり濤は右巻き3本、

直線 2本である。量的にはリンズA型が圧倒的に多く、リンズB型はA型のわずか 5%である。

中山金山のリンズA型は、東北地方の一群に類似するが、直径、厚さは少し小さく、ものくばり

濤が必ず 3本であるなど、地域性がありそうである。リンズB型は独特な一群で、他金山で類例

を見い出すことは難しい。

このように、リンズ型回転臼といってもいろいろな型式に富んでいる。今村氏はリンズ型の出

現を慶長期以降と考え、「 リンズと柄濤をもつタイプがひとつの安定した形として (中略)広 く

分布する状態は、技術の全国的な伝播を示すように思われる」と指摘しているが、湯之奥型で
い

ち早く出現した柄濤がリンズ型と結びついて全国的に普及したようだ。ただし臼の形態は必ずし

も画一的ではなく、金山ごとに特徴があるものの、大きく東北地方、日本海側、佐渡を分布の中

心とする一群がありそうである。

ところでリンズ型の普及は、どのようになされたであろうか。慶長期以降に各地で金山開発が

始まることと連動していることは確実で、おそらく政策的に金山開発を押し進めた徳川幕府によ



り、全国的に採掘、選鉱、精錬の各種技術指導がなされたのであろう。その中でリンズ型回転臼

が広められたと思われる。またリンズ型出現を期に、磨面径が大型化する傾向が認められるが、

これは量産化をめざして鉱石の粉砕能力を高め、同時に生産体制の大規模化を図ろうとしたもの

と理解できる。その極致が佐渡金山であろう。佐渡金山の回転臼は実に巨大なもので、絵図には

3人がかりでひとつの柄を握って臼を挽き、さらに2人が鉱石と水を供給している様子が描かれ

ている。湯之奥型に比べると 6、 7倍もの大きさで、それだけ粉砕能力を倍増することができた

と考えられるが、その選鉱作業に見合った生産体制が確立していたはずである。

3.磨 り臼

磨り臼の存在に早くから注目していた葉賀七三男氏は、磨り臼を「回転臼以前の古い型式」と

して捉え、磨り臼から回転臼へ移行した理由を「鉱石の処理量の増加と、 (中略)地表に近い風

化した鉱脈から堅い新鮮な鉱脈の採掘へと進んだため、次第に鉱石も堅くなり、それだけ粉成作

業を強力にせざるを得なかった証拠であろう」 (葉賀 1990b)と説明している。また今村啓爾

氏は磨り臼の分布について、「黒川、中山、安倍など甲州、駿河の金山と、不確実であるが、伊

豆の土肥、縄地にあり、 (中略)愛知県設楽郡津具村津具金山にもあるという」ことを明らかに

した。また形態については、「静岡県阿倍金山で知られているような大体一方向に磨ったものと

山梨県黒川金山で知られているような磨る方向が一定でないものに分けられる」 (今村 1990)

といい、安倍 。中山は前者、黒川・土肥は後者であると指摘 した。また「磨り臼が原理的に回転

式の臼よりも原始的であることからも、磨り臼が回転式の臼に先行したと考えたい」と述べて回

転臼より年代的に古く位置づけているが、安倍金山では「遅くまで残った可能性もある」という

ことである。このように葉賀 。今村両氏ともに回転臼出現以前の古い形態とみている点では一致

している。

その一方で、磨り臼と回転臼とは同時存在である、とみる浜田晋介氏の考え方があり、回転臼

で鉱石を挽いた後、さらに細かい石質の磨り臼と磨り石で磨り合わせ、これを何度か繰り返した

のではないかと推定している (浜田 1988)。

中山金山では、今村氏が指摘したように磨る方向が一定した磨り臼が主体を占めているが、大

きさには3種類ほどあり、それに伴う磨り石にも大小の区別がある。磨り臼は概してよく研磨さ

れて非常に滑らかで、表面には細かな擦痕がかすかに残っているが、回転臼の回転痕よりもさら

に微細である。また磨り石にも同様な微細な擦痕が観察できる。磨り臼・磨り石には回転臼と同

質な石材が多いが、より堅lytなものが選ばれる傾向にある。

磨り臼の問題点として年代と使用方法がある。磨り臼は黒川、中山、安倍で主に見つかってお

り、中山金山を除きリンズ型回転臼を伴うような時期の金山にはないらしいので、年代について

はリンズ型以前の所産と考えられる。黒川型、湯之奥型回転臼の年代は先に述べたが、だいたい

16世紀代であり、また安倍金山では永正14年 (1517)の記録に登場し、その頃から採掘がはじまっ

ていたということであるから、総合すると磨り臼の年代は16世紀代かそれ以前ということになる。

したがって磨り臼はリンズのない回転臼に伴うとする見方と、回転臼出現以前とする見方ができ

る。

W01-―



回転臼と共伴するとみる場合、回転臼で粉砕して出た鉱石粒を磨り臼で更に細かく磨り潰す、

という使用方法が考えられる。リンズのない回転臼では磨面径がリンズ型よりも小さく、とくに

湯之奥型では供給孔から臼の周縁までの距離が短いので、一度挽いただけでは微粉砕は困難であ

ろう。したがって回転臼で挽いた後、改めて鉱石粒を磨り臼で磨り潰す必要性があったのではな

いだろうか。磨り臼、磨り石に残る擦痕が回転臼の回転痕よりも格段に細かいことからも、より

細かい粒子を磨ったことが想像できる。また中山では磨り臼の大きさに3種類ほどあるので、そ

の3種類が同時存在したとすると、磨り日の大きさを順次小さなものに換えながら粉砕作業を繰

り返し、金の合有量を高めていった、という使用過程が推定できる。リンズ型回転臼が出現する

と直径を大きくすることで微粉砕が可能になり、磨り臼を用いる必要性がなくなったのであろう。

葉賀 。今村説のように回転臼出現以前と考える場合、鉱石を持き臼で粗割りし、その後直接磨

り臼にかけるということになる。

中山金山での出土状況では、前記二説のどちらに可能性が求められるだろうか。磨り臼は精錬

場を中心に採集されているが、回転臼が遺存したテラスに磨り臼も存在する傾向がある。B-3

だけは磨り臼のみが出土したが、A-20・ 22・ 23、 C-4で は両者が存在し、しかも湯之奥型は

A-20・ 23、 C-4でのみ出土しているので、湯之奥型回転臼と磨り臼が共伴する可能性がある。

つまり湯之奥型回転臼と組合せて磨り臼が用いられたと推定することは可能である。またA-23

出上の磨り石には片面に回転痕が残り、回転臼を転用したことがわかる資料であるが、回転臼と

磨り臼が併行して使用されたことを示す一例である。おそらく上国であろうと思われるが、リン

ズ型か湯之奥型か、残念ながらわからない。問題となるのはA-22の 1号集石である。鉱山臼片

15点が集められた遺構であり、上臼 8、 下臼 1、 磨り臼 4、 磨り石 2が含まれていた。いつの時

点で集石が形成されたのかが重要であるが、上臼はリンズ型のみであることからすれば、リンズ

型段階かそれ以降での形成と思われる。集石中で磨り臼、磨り石が共伴した、となるとリンズ型

に磨り臼、磨り石が伴うと考えるのが最も自然な見方である。あえて湯之奥型に伴うとするなら

ば、リンズ型段階に破損した回転臼とともに一段階古い磨り臼、磨り石も片つけられたと考える

ことができる。したがってリンズ型段階、湯之奥型段階の両方の解釈は一応可能であるが、磨り

臼の時期を回転臼出現以前に限定することはできない。むしろいくつかの事例からすれば回転臼

と併存し、しかも主に湯之奥型段階に使用されたと考えることができよう。

このように中山金山では、磨り臼と回転臼との併存の可能性が高いことがわかった。しかし安

倍金山では、磨り臼は中山金山と同型式のものであるが、回転臼は穀臼を転用したらしいものが

知られているのみであり、回転臼段階になっても磨り臼だけを使用していたようである。したがっ

て、金山の鉱石の質、堅さに応じて磨り臼と回転臼が併用される場合、磨り臼だけが用いられる

場合があった可能性がある。また黒川金山や中山金山で、回転臼出現以前に磨り臼だけの時期が

あった可能性も、現時点では否定することはできない。

4。 まとめと課題

本稿では、まず黒川型回転臼と中山金山の湯之奥型回転臼を比較することによって、湯之奥型

を16世紀代のリンズ型回転臼出現以前に位置づけ、湯之奥型が出現した背景に穴山氏の金山経営



を推定した。また慶長期以降に出現するといわれる各地のリンズ型回転臼と中山のリンズ型を比

較した。また中山金山での磨り臼の在り方を探り、湯之奥型と共伴する可能性をもとめた。

今後の課題として、まず本稿で推定したことを多方面から分析 して、ひとつひとつ根拠を明確

にしていかなければならない。そのほかに、遺跡から発見されたいろいろな段階での回転臼未製

品と、その他の膨大な破損資料を合わせて回転臼の製作から廃棄に至るまでの過程を技術的側面

から考えてみたい。

最後になりましたが、本稿を執筆するにあたって棄賀七三男氏、今村啓爾氏には大変お世話に

なりました。感謝申し上げます。
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第 2章 石造物を通して見た湯之奥金山遺跡
――中山金山遺跡を中心に一一

はじめに

湯之奥金山遺跡には、石塔類が散在することが確認されている。これらはおおむね近世以降の

造立に属するものと考えられるが、その特徴を簡単に述べると、第 1に、全国各地の近世石塔類

によく見られるように、「石塔群」とも言えるような大きな群を形成しているわけではなく、必

ずしも数量的に豊富とは言えない。また第 2に、湯之奥金山遺跡の石塔類は、おおむね元禄以前

の造立にかかると考えられるものに限定されている。

ところで、近世の石塔・墓塔に関する報告・研究はこれまでにも行われてきているが、残念な

がらよリー層の豊富な研究蓄積の必要を痛感せざるを得ない状況にあると言える。これは、近世

石塔類が、都市・農村等を問わず全国的に散在しているのにもかかわらず、かえってその膨大な

数量のために調査を困難にしていること、未だに生きた信仰の対象として意識されていることが

多いこと、近世石塔類の史料としての有効性について、まだ広く一般に認識されていないことな

ど種々の理由が考えられる。また、いままでに報告された調査を概観して気付くことが 2つある。

第 1に、その方法や分析の視点が、おおむね数量的アプローチを基本にしていることである。こ

のような方法は、前述のように、数量的な多さと言う特徴を有する近世石塔類の在り方を考えれ

ば当然とられるべきものであり、それによって多くの成果があげられてきていることは言うまで

もない。しかし一方で、一つ一つの石塔に対しての考察を深めて行くと言う点については、まだ

まだこれからの課題として残されていると言えよう。第 2に、元禄 。享保期以降のものについて

の報告例が必ずしも豊富であるとは言えないことである。このことは言うまでもなく、当該期に

造立された石塔類の絶対数が少ないことに起因するのであろうが、近世初期の石塔類を研究する

ことは、石塔類における中世から近世への移行過程を明らかにすることにほかならず、近世石塔

類研究の上で 1つの大きな課題であると言えよう。以上の2点に関して、本稿で扱う石塔類は何

らかの貢献をなし得る特徴を備えていると言えよう。

本稿では、冒頭で述べたような湯之奥金山遺跡における石塔類の特徴を生かしながら、以上の

ような近世石塔類の研究の現状をもふまえて、考察を進めて行きたいと考えている。今回は特に

形態、銘文に着日し、当時の信仰や石塔類造立のありかたを通して、湯之奥金山そのもの、さら

には湯之奥金山の周辺の地域との関連について明らかにし、この作業を通じて湯之奥金山の実像

の一部にせまってみたい。なお本稿では、湯之奥金山遺跡のうち、特に測量や拓本とり等が詳細

に行われた中山金山遺跡の調査結果を中心に考察を進めることにする。

1.近世石塔類に関する先行研究

先にも述べたように、豊富な蓄積があるとは言えないものの、これまで近世石塔類に関する種々

の貴重かつユニークな報告や研究が発表されている。例えば、

(a)中川成夫氏他による岩手県平泉の調査



●)宮本常一氏監修下での諸氏による新潟県佐渡郡相川町の調査
(C)河野真知郎氏による千葉県船橋市中野木町の調査

(d)長沢利明氏による東京都西多摩郡檜原村笛吹地区の調査

(e)坂詰秀一氏による千葉県市川市所在の日蓮宗中山法華経寺の調査

(f)谷川章雄氏による千葉県市原市高滝・養老地区の調査

(g)三好義三氏による大阪府泉佐野市所在の日蓮宗妙光寺の調査

などがあげられる。一見して分かるように、従来の研究の中には日蓮宗系寺院に関する石塔類を

扱ったものが多く、宗派的な面では、中山金山にとって有意義であると言える (日蓮宗と中山金

山の関係については後述)。 特に(b)については、日達の配流以来日蓮宗の影響を強く受けている

ばかりでなく、周知のように近世金山経営の拠点として発達した地域であると言う点でも、中山

金山遺跡との類似点が指摘できる。この他にも戦前からの先駆的研究を含めて幾例かの調査報告・

研究が知られるが、今回は利用できなかった。

2.形態に関する考察

中山金山遺跡には、第 1次・第 2次調査の結果、(1)宝筐印塔 1基、(2版碑型石塔 1基、(3)石塔

1基、(4)光背型石塔 1基のほか、付近の地蔵峠に(5)石仏 1基がある。このほか、石殿 3基、五輪

塔 2基も知られているが、いずれも無銘で欠損もはげしく、年代比定もきわめて困難であるため、

今回は特に(1)～ (5'°について考察を進めて行きたい。

▼ I

□

□
第94図 関東型の流れをくむ宝僚印塔 ((e海35頁より転載)



(1)について  現在湯之奥金山遺跡には、(1)の他に、内山金山遺跡に 1基、茅小屋金山遺跡に

4基の宝筐印塔の存在が確認されている。ここで先行研究を参照すると、(b)では3基の宝億印塔

が紹介されているが、そのうち2基までが被葬者が明らかになっており、それらは山師であり、

有力な山主や間歩の所有者であったようである。また(e)では、「僧を対象としたものが認められ

る」ことが指摘されている。●)の事例は、形態的には中山金山遺跡のものとは著しく違っている

が、これに対して、(e)に載せられた宝麓印塔の図 (第94図)は、中山金山遺跡のものと宝珠や笠

などの形態がよく似ており、「中世の関東型の流れをくむ形式」であるとされている。そして、

どの例でも、造立年代が元和から延宝期に偏在しているという特徴がある。

以上のことをまとめると、一般に宝筐印塔は、近世においては寛永期を中心に、おおむね延宝

期ごろまでを下限として以降は衰退する。その造立は、有力山主や比較的位の高い僧侶などを主

な対象とする傾向にある、ということになる。つまり、(1)の造立は時代的傾向から考えて、銘文

にある「明暦 4年」と同時か、少なくともそれをあまり下らない時期に造立されたのであり、被

葬者は一般鉱夫ではなく、鉱山経営においてある程度の有力な地位を占めていた人物に関係があ

る可能性が強い。また、(1)は中世以来の関東型の流れをくんでいる、と言えよう。このことは後

述するように、中山金山と他地域との交流を知る上で重要であると思われる。

(2)について  板碑型石塔は、宝筐印塔に比べれば報告例も多く造立年代も広がるが、おおむ

ね近世前期に限られ、寛文から元禄期ごろに集中し、享保期頃まで一般的に見られるようである。

(b)では板碑型石塔について、「板石型塔婆」として詳しい検討を加えているが、それらを大まか

にまとめると、相川町に現存するもののうち約半数を日運宗系が占めていること、形態に関して

は寛文・延宝・元禄の三期に分類し、寛文期は「権力や経済力を持つ役人や山師・商人等の造立

にかかるものが多」く、「宗教的な色彩が強く、信仰の深さを感じさせる重厚で大きな作りが特

色」であることなどが指摘されている。また、石塔の根部に蓮華文様を配することが指摘されて

おり、特に「寛文から延宝期までは蓮華を彫出する割合が非常に高い」とされている。次に(e)で

は、同系統の石塔が最多数を占めていることが注目される。また、板碑型石塔の形態的特徴は、

とくに頭部に顕著に表れるが、これについては、「頭部に顎を作り出しているものが比較的古」

い点が指摘されている。

以上のことをまとめると、板碑型石塔もまた、近世前期に特徴的な墓標の一形態であり、その

被葬者も、やはり比較的有力者であったようである。つまり、(2)も また、被葬者が有力者と考え

られることになる。また中世では、日蓮宗の題目板碑とともに、キリークをはじめとする種字を

配した密教糸の板碑や、名号の板碑が顕著であるのに対し、その系譜を直接引くと考えられる近

世の板碑型石塔は、特に日蓮宗と密接な関係をもって造立される傾向にあるようである。先に述

べたように、日蓮宗寺院として著名である千葉県市川市の中山法華経寺の石塔群を紹介した(e)に

おいて、この形態が最多数を占めているのも、このことの一つの具体例として指摘できよう。さ

らに、(2)は上部にはっきりと顎を持っており、先の(e)の指摘と考え合わせると比較的古い形態に

分類される。また(2)では、顎の下に、もう一つ段を設けているが (第95図)、 これは一般には見

られない特徴であり、ここではより装飾性の強いものとして理解しておきたい。また、大きさの



a

(1)中山金山遺跡の板碑型石塔

面でも、同糸統のものの中では大きい方である

と言えそうである。蓮華文様に関しても、やは

り根部に大きく陰亥Jされている。これらのこと

は、総じて「信仰の深さを感じさせる重厚で大

きな作り」の具体的表現として理解できるかも

知れない。

(3)について  (3)は残念ながら上部が大きく

欠損しているため、形態的にどのようであった

かを完全に断定することはできない。しかし銘

文から、明暦三年頃の造立であることが分かり、

舟形後背型などの系統であった可能性が高い。

方柱状であった可能性も否定できないが、方柱

型石塔は一般に近世半ば以降に普及することが

知られている。少なくとも銘文上、本遺跡の石

造物の中で確認できるもっとも古い時期に属し

ていることから、このような可能性はほとんど

あるまい。ただし(3)は、他の石造物が全て外部

から求めた石材によって造られているのに対し、

唯―中山金山の内部で求められた石材によって

造られた可能性があるという。このことから、

おそらく一般には湯之奥金山遺跡の石造物は麓

などの金山外部の職人の手に成るものであり、

これに対して(3)は、何らかの理由で金山内部で

・
踊

(2)一般的な板碑型石塔の例 ((e溝26頁写真による) 作成されたことが考えられる。外部から運び込
第95図 板碑型石塔の形態的特徴 むことが一般的である以上、金山内部に石塔の

製作を専門とする石工が常住していたとは考えにくく、非専門者によって作成されたことが考え

られる。しかし非専門者と言っても、もともと金山開発に関しては専門者集団であったことを考

えれば、石塔に関する石材加工にも何らかの技術を持っていたであろうが、石塔製作の専門家の

手に成るものではない以上、時代的傾向に必ずしも一致しないユニークな形態であった可能性も

ある。

(4)について  (4)は光背型石塔である。光背型石塔については、(C)、 (e)、 (f)、 (gX幸に見られる。

しかし、上記の4つの報告のうち(C)、 (f)は、正面に観音、地蔵などの仏像が陽刻される例のみで

あり、また(e)では板碑型石塔を合む範疇のなかで、やや(4)に近いと思われる例が写真で紹介され

ているにとどまる。これに対して(g)のみが、

“

)と はっきり同糸統であると思われる例を一類型と

して取り上げており、他にも、文字のみが刻まれるが、正面から見たときの横幅が上部と下部で

こらさ
⑩
図銘第るてず挙てしと型類

柳　　オ

れそを例るれさ亥陽に面正が像仏例るな異



(2液幅が上下で異なる例  (3承像を陽刻した例

第96図 光背型石塔の諸類例

第97図 牡丹唐車文様の例 (岡登貞治『日本伝統文様集』(造形
社 ,1975)314,320頁 より転載)

(4)と 同類型のものは「近世の

比較的早い時期に見られ」、

方柱状石塔が一般化してから

は見られないことも指摘され

ている。

以上をまとめると、(4)は、

銘文上は湯之奥金山遺跡で最

も新しい石造物であるが、近

世石塔類の全体的傾向から考

えれば、やはり比較的古い時

期に属すると言えよう。また、

同型の報告例の比較的少ない

ものであるが、近世前期の石

塔類の形態的変遷を考える上

で重要な一例と言えそうであ

る。

(5)について  (5)は、もと

もとかなり摩滅している上、

表面は苔が頑強に付着してお

り、無理にはがすと本来の形

態や美観を損なう恐れがある

ので、やむを得ずほとんど表

面を清掃せずに拓本を取った。

その結果、正面の周辺部及び

側面に銘文があるらしいこと

は分かったが、解読できなかっ

た。従って正確な造立年代も

不明である。このような石造

物の形態的考察に関する論考

は寡聞にして知り得なかった

ので、(5)に陽刻されたモチーフについてのみ若千私見を述べておきたい。まず正面中央には、ほ

とんど同形同大の人物が並んでいるのが分かる。長野県から山梨・群馬県一帯には、男女の神が

一対となった道祖神が一般的に見られることから、第二次調査では「双体道祖神か」としている

が、拓本から見る限りでははっきりしないが、両方とも着座しているようであり、また衣服も和

服ではなく僧衣のような印象を受ける (双体道祖神は立ち姿が多く、和服を着ているものが多い

ようである)。 さらに下部に蓮華座が配されているようであった。これらのことから、(5)は道祖

(lX4)と 同型例



神ではなく仏教系の石仏と考えておきたい。具体的にどの仏を表すかは不明だが、菩薩形ではな

く、如来形か僧形のようであるので、峠の名前からも地蔵菩薩 (一般に僧形で表されることが多

い)等と考えるのが妥当ではないか。また、同地は日蓮宗の影響が顕著であることから (後述)、

法華経に説かれる釈迦・多宝如来の「二仏並座」をかたどったものかとも思われるが、いずれも

憶測の域を出ない。

以上、(1)～(5)について逐次検討してきたが、総括的にまとめると、形態的には近世前期の特徴

を顕著に認めることができ、その被葬者 (したがって造立主体である子孫も含めて)も、一般鉱

夫とは一線を画す有力者によるものであったと言えそうである。また、近世石塔類の形態的変遷

の一般的傾向に整合的な点が多いことにあらためて気付く。

3.銘文に関する考察

銘文があるのは(1)～(5)であるが、(5)では判読不可能なので、ここでは扱わない。(1)～(4)は、い

ずれも、おそらくは没年と思われる年月日とともに戒名などが記されている。以下、逐次検討し

ていく。

(1)について  (1)は、塔身が欠けているが、基部に「経」とあることから、おそらくは「宝珠

に「妙」、請花に「法」、笠に「連」、塔身に「華」、基礎に「経」を沈刻しているもの」が見

られたと思われる。次に没年について。明暦 4年は7月 23日 に高治元年と改元されているのだが、

(1)には「明暦四戊戊十月五日」とある。改元のあった年には、その年の改元以前の月日も含め、

全て新年号の方で表すのが一般的であるが、この場合は旧年号の方を使っているわけである。そ

の理由としては、 1,あえて旧年号を使った、 2。 当地域への改元情報の伝達が遅れた、の 2通

りが考えられる。中世の改元情報の伝達については千々和到氏等の研究があるが、近世に入ると、

むしろ幕藩体制を背景にした、中世に比してより公的な伝達ルー トが想起され、さらに中山金山

の経営に深く公儀がかかわっていたことを考えると、 2の可能性は低いと考えざるを得ない。仮

になんらかの理由で情報伝達が遅れたとしても、少なくとも改元から没年までには 2ヶ 月のずれ

があり、被葬者の没後に石塔が注文され、没年が刻まれるまでの時間も考慮すると、さらに数ヶ

月のずれを考えねばなるまい。やはり、ここでは改元の年をあえて一括して旧年号で表記したも

のとしておく。

(2)について  中央に題目が陰刻されており、明らかに日蓮宗の影響下に造立されたものであ
ることがわかる。形態の項で先述した通り、これは中世の題目板碑を継承するものであろうが、

中央に題目を、その下に戒名を、さらにその両脇の下部に没年月日を配するという形式もこの事

を裏付ける。ちなみに、この銘文では「慈父」でなく「慈夫」となっているが、後述するように

(1)と (2)は夫婦と考えられ、妻 ((2)の被葬者)のほうが先に没しているので、「夫」は「父」の単

なる音通の当て字としておく。

(3)について  上部が欠損しているが、「慈父」「悲母」を男女の戒名に付けることは一般的
であり、「心」が読み取れることから、「悲母妙養」としてよいであろう。また、この石塔では

年号が「明暦」ではなく「明歴Jと表記されている。このような音通の当て字は特に珍 しいこと

ではないが、(1)では「明暦」と正しく表記しており、その他の例でも年号については音通の当て



字が見当たらない。これも形態の項で考察した通り、この石塔のみが中山金山内部で、非専門的

な人々によって造立されたかも知れないことと関係があるように思われる。また、これはあくま

でも拓本を採った際の印象に過ぎないが、(3)は、(1)。 (2)と 比べるとやや字体が稚拙であるように

思われた。

(4)について  (4)は、湯之奥金山遺跡で見られる石塔のうち、唯一、四字戒名と思われるもの

を持つ。ここで注目されるのは、(4)に彫られたすべての文字のうちで「為花」のみが明らかに筆

跡が異なっており、(3)と 同様全体的には稚拙な印象の文字であるのに対し、この二字のみが比較

的達筆な行書体で書かれているとの印象を受ける。その理由としては、例えば、墓石の造立が一

般化するにつれて大量生産の傾向が現れ、「為」などの定形的な字句はあらかじめ彫っておき、

注文を受けてからあらためて戒名や没年を彫ったことが考えられる。しかし、それではやはり定

型的な字句である「菩提」の部分が明らかに戒名等と筆跡が同じであることの説明がつかないし、

あらかじめ定型的な字を彫っておいたからといって、どれほどの労力が節約できたかはおおいに

疑間ではある。また、「花」という字が、定型的な字句であるとは考えがたい。以上のことから、

あらかじめ彫っておいたという仮説は、少なくともこの場合は成り立たないようであるが、結局

詳しい経緯は不明というほかはない。

以上、銘文について個別的に検討してきたが、ここで、(1)～(4)を総合して、中山金山における

宗派的考察を行ってみたい。

それぞれの宗派の戒名の付け方には独特の形式があることは言うまでもない。したがって戒名

を見ることによって、ある程度被葬者個人や一族の信仰が知られる。筆者は、湯之奥金山は日蓮

宗の強い影響下にあったと考えている。以下その理由について述べたい。(2)については、先述し

たように日蓮宗であることは明らかである。また(1)、 (3)については、ともに「妙」の字を共有し

ている。もとより、この字は日蓮宗の戒名だけのものではないが、日蓮宗では「妙法蓮華経」を

好んで戒名に用いる傾向にあり、きわめてよく用いられる文字の一つである。また、女性に用い

られることが多いようである。さらに、(1)と (2)は七人塚に並立しており、没年に6年 しか差がな

く、戒名は「安」の字を共有していることから夫婦と考えられるが、このことによっても、少な

くとも(1)は 日運宗のものと考えてよさそうである。最後に(4)であるが、この戒名からは、直ちに

宗派を類推できなV帯。そこで、ここでは造立者が「富士北山村」の出身であることに注目したい。

同村は現在の静岡県富士官市内にあたり、大石寺や北山本門寺をはじめとする古くからの日蓮宗

系寺院がある。当地は、鎌倉時代に在地領主の南条氏の外護を受けた、日蓮の高弟の一人である

日興が布教の根拠地として以来、一円的に日蓮宗の盛んな地域である。そのような地域からの入

山者が存在する以上、中山金山は信仰上少なからず日蓮宗の影響を受けたと考えるのが自然であ

る。ところで、中山金山が日蓮宗の顕著な影響下にあったということについては、すでに民俗調

査でも指摘されている。これによれば、金山奉行であったという伝承を持つ竹之島の大田家は、

現在は市之瀬の日蓮宗妙円寺の檀家であり、茅小屋金山遺跡に現存する題日の刻まれた石塔の施

主「太田八左衛門」の子孫であり、また中富町の日蓮宗久遠山永久寺は、内山金山遺跡にのこる

「寺屋敷」跡にかつて宝金山永久寺として存在したという。



4.まとめ

以上、形態と銘文を通して種々述べてきた。最後に個々の考察を総合して、湯之奥金山の実態

の一部について明らかにしてみたい。

(1)石塔と集落との関係  まず、石塔の存在が直ちに集落の存在と結びつくかどうかという問
題を考えておくべきであろう。中山金山遺跡の石塔はいずれも下部遺構や埋納物を検出できなかっ

た。当初の造立地点から位置的に移動していることが考えられる以上断定はできないが、これら

の石造物は、墓標ではなく供養塔であった可能性がある。だが、どちらにしてもこのような石塔

の存在は、付近にある程度の恒常的な生活の基盤があったことを示すと考えられないだろうか。

これらの石塔は単なる標識ではなく、題目等が書かれていることから崇拝の対象でもあったこと

は明らかである。特に、先祖供養の目的で崇拝する場合には、毎月の忌日はもちろん、たいてい

毎日香華を供えたであろうし、便宜上日常の生活場所からそれほど遠隔な場所には建てられない

と考えるのが自然であろう。湯之奥集落には、現在も畑の中や屋敷の裏に近世の石塔類が点在す

るが、同地の方にうかがったところでは、特に畑に石塔を建てる場合は、その家の所有する最も

上質の畑に建てるのだという。それは、たとえ畑を売却することがあっても、一般に上畑は最後

までその家に残るからであるという。湯之奥集落でも、近代以降の墓地は集落から若干離れた斜

面にあり、ある程度生活空間とは切り離された場所に位置しているが、前近代の姿としては、や

はり生活空間と非常に親密な場所に建てられていることが分かる。以下、このことを前提として

論を進めたい。

(2)稼働時期  如上の前提によって、湯之奥金山における石塔の存在が、同時に湯之奥金山に
集落が形成された証拠であるということになる。そして、石塔類の形態や銘文が示す元禄以前の

近世初期の一時期こそが、中山金山にもっとも発達した集落が形成されていた時期を示すことに

なるのである。これは同時に、中山金山が最も活発に稼働していた時期を表すと言える。そして、

元禄を最後にして以降の石塔が急に姿を消すのは、同時に中山金山の集落、ひいては金山そのも

のの生産性がこの時期以降急激に衰えていったことを示唆することになる。ただし、このような

実態は文書にあらわれる湯之奥金山の盛衰とは若干ずれているように思われる。「中世 。近世の

湯之奥金山関係年表」によると、中山金山はむしろ戦国期に活発に稼働していたことが窺えるし、

従来の研究もおおむねこのような見解であったようである。しかし一方で「湯之奥金山の産出額

は延宝のころまでがピーク」という指摘もあり、また石造物からみる限り、近世に入っても盛ん

な産金があったと考えざるを得ない。以上のような文書と遺物の間のずれをどのように考えるべ

きであろうか。以下は試論にすぎないが、戦国期に比較的独立して活動していた金山衆は、近世

になると公儀の本格的支配に属し、搾取と統制を強化された。そこで、実際にはまだ産金があっ

たと思われる元禄期以前にもすでに、例えば「茅小屋 。内山村で近年は一円金が出ていない」

(貞享 3年)など、金山の衰退を示す文書を作成し、公儀からの搾取に対する消極的抵抗として、

金の生産を実際よりも少なく申請したのではないだろうか。「間歩が盛り運上金六分を公儀が取

り四分は掘子に渡す、これにより間歩主等がくたびれ退転」 (寛文 5年)なども同様に理解 して

はどうだろうか。
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(3)集落の内部構造  つぎに、石塔と生活空間との密接なかかわりということから、『二次概

報』以来の、七人塚とB区の2ヶ 所に「墓域」が大別されるという指摘についても考えてみよう。

まずB区と七人塚の石塔の造立年代を大まかにみると、「七人塚からB区へ」という、石塔造立

場所の時代的推移を想定できそうである。しかし、この間に集落が大きく移動したとは考えにく

く、また両者に明暦年間の銘を持つ石塔が存在することを考えると説明がつかない。そこで、七

人塚には、宝盤印塔や、やや大ぶりの板碑型石塔など、有力者のものと考えられる石塔が集まっ

ていること、これに対してB区石塔は稚拙な文字であるとの印象を受ける銘文があること、現地

調達の石で造塔しているものがあること (現地での材料を求めることに特別な意味があるとすれ

ば別だが、ここでは、麓から運んでくる労力や経費を節約したものと考えておく)、 七人塚に比

較すると牡丹唐草文様を除いては、より装飾性の薄いものであることなどを特徴とする石塔が集

まっていることに注目してみる。これらのことは、双方のまとまりが、自ずから経済的・ 社会中

な地位の相違によって成り立っていることを示している、と言えないだろうか。これらの石塔造

立場所からより視野を広げてみると、七人塚の下方にあたるAテ ラスからは、遊具としての碁石、

密教法具である六器の破片が出土し、さらに「織部向付」、「祖母懐の茶壷」などの茶器も出土

しており、茶の湯をたしなむような階層の人々の存在も想定されている。これはこの付近に茶の

湯を楽しむような有力者の住居等があったことを示唆しており、Aテ ラスに生活していたと想定

される人々と石塔の特徴がよく対応している。これに対しBテラスは、坑道へ続く道沿いに展開

しており、盛んな精錬のあとを窺わせる鉱滓や、石臼・石皿などの出上が顕著である。したがっ

て、よリー般鉱夫に近い階層の人々の住居があった可能性が高く、やはりその生活空間に隣接 し

て彼らの石塔造立場所を設定したと考えれば、生活者と石塔の特徴がよく対応しているというこ

とになる。以上のことから、双方の石塔造立場所は階層の違いによるものであり、そのことは同

時に、これらに隣接する場所にそれぞれの階層に対応する生活空間があったことを物語るという

ことになろう。このことは、中山金山の集落に、一般鉱夫とともに、間歩の所有者のような有力

者が住んでいたことをも示す。

最後に、この集落がどれくらいの規模であったかという問題がある。これはもとより厳密には

考古学調査の結果を待つほかないが、石塔類を見る限り、それほど多くの戸数であったとは思え

ない。ただ、(4)に「石河権兵衛家」と記されたのは、後述するような家意識の表現であるととも

に、他の家の石塔と自家のそれとの区別を明確にするためであったと思われる。つまり、いくつ

かの家の存在を前提として始めて家の名を書くことに意味が出てくるとも言えるのではなかろう

か。

(4)家族形態について  近世石塔類に見る近世的家族意識の形成過程の考察は、従来から近世

石塔類研究の上で大きな課題とされてきた。そこで以下では、形態と銘文の両方を総合して、特

に石塔一基あたりの被葬者数と家族の意識の関係について注目してみたい。

(C)では、元禄ごろまでは、一人に一つずつ墓標が建てられるが、方柱状石塔が普及するにした

がって、一つの墓標に複数人の名が書かれるようになるという。また(g)に よれば、これは家族の

意識が強まった結果であり、先の方柱状石塔の発生もこのことに起因するという。すなわち、板
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碑型石塔や舟形光背型石塔は、正面だけを整形し、その面全体を使って一人の戒名を書く形式で

あり、明らかに個人のために造られたことが分かる。これに対して方柱状石塔は、両側面や背面

なども整形することによって、複数の戒名を書くことが可能になるわけである。

以上をふまえて中山金山遺跡の場合を見ると、銘文から見ても形態から見ても明らかなように、

すべて個人のための石塔である。(1)と (2)な どは前述のように夫婦であるらしく、没年もそれほど

隔たりがないにもかかわらず、あえて別々に造塔 している。このことから、中山金山における近

世的家族意識の形成は、基本的には未発達のままに終わったことになる。ただし、(4)では「石河

権兵衛家」と記しており、石塔を家のものとして意識し始めた萌芽的な例として考えることがで

きるように思う。

(5)周辺地域とのかかわり  石塔の形態・材質から考えると、先にもふれたように、各石塔は、
いずれも全国各地の石塔と同時代的な形態上の変化をある程度共有しており、また(3)を除く各石

塔の石材が、中山金山集落の外部から持ち込まれているように、湯之奥金山集落は決して閉鎖的

な空間ではなく、おそらく直接的には麓の集落と継続的に密接な交渉があり、さらにはそれ らを

通して広く諸地域との結びつきを持っていたと考えられる。

次に宗派的な考察から、具体的にどの地域と直接的に結びついていたか考えてみる。先にも述

べたように、湯之奥金山は日蓮宗の濃厚な影響下にあったわけであるが、ここで気になるのは、

筆者が湯之奥集落の方からうかがった限り、湯之奥金山と関係があると思われる湯之奥集落のほ

とんどの家が、現在は曹洞宗の寺院に属しているという事実である。湯之奥集落の石塔類からは、

題目など日蓮宗であることを示す石塔は発見できなかった。もちろん、このことが直ちに湯之奥

集落と湯之奥金山との関わりを否定するものではないことはいうまでもない。湯之奥金山から下

山してきた人々が、太田家など一部の由緒ある家を除いて、地理的により近くにあった曹洞宗寺

院に新たに寺請したということも考えられなくはない。だが結局、中山金山は宗教的には、下部

方面よりも、むしろ反対側の富士方面の影響を強く受けていたことはほぼ間違いないであろう。

このことは、同時に富士方面からの人的移動を背景として考えざるを得ない。その一つの例とし

て「富士北山村」から入山してきた「石河権兵衛家」を考えたい。おそらくは一緒に入山したで

あろう少なからぬ人々には、全体的傾向としては日蓮宗寺院の檀家が多いと考えられる (富士方

面における日運宗の隆盛ぶりは先に述べたとおりである)。 このことから、湯之奥集落と同時に

湯之奥金山のもう一つの地域的結びつきとしての富士方面の重要性を痛感せざるを得ない。中山

金山遺跡のある現在の毛無山を通って富士方面に抜ける山道は、今も朝霧高原へ続くハイキング

コースとして知られており、それほど険しい道ではない (第 3次調査の折、筆者は実際に現地で、

朝霧高原から歩いてきたという親子連れのハイカーに遭遇した)。 地蔵峠はまさに中山金山と富

士方面を結ぶ要衝にあたり、(5)は富士方面から中山金山の集落への入回としての境界領域に建て

られ、道祖神的機能を担わされていたものであろう。

以上、現存する石造物を通して、従来の諸研究に大きく依存しながら、湯之奥金山遺跡をその

中に位置づけつつ、その実態を考察してきた。結果として、どこまで実態に迫り得たかは、はな

はだ心許ない限りである。憶測に憶測を重ねるような箇所も多々あり、訂正するべき箇所も多い



こととは思うが、今後より調査の結果が整理され検討が進むなかで、大方のご教示を頂戴 して再

検討していきたい。特に、今後何らかの形で、下部・ 富士両方面におけるある程度広域的な近世

石塔類の調査が行われる必要を痛感 しているが、そのような研究の進展のなかで、より具体的な

地域性をも明らかにしていきたいと思っている。

註

(1)湯之奥金山遺跡学術調査会編『湯之奥金山遺跡第一次調査概報』・『同第二次調査概報』 (湯之奥

金山遺跡学術調査会、それぞれ1990年 3月 、1991年 3月 )。 以下、湯之奥 (中山)金山遺跡における

石造物の形態 。銘文などはすべて同書により、それぞれ『一次概報』『二次概報』と略称する。

似)管見に入ったものの内では

(め 中川成夫他「平泉における近世墓地・墓塔類の調査」(『MouSeiOn』 14、 1968年 )

い)相川町史編纂委員会編『佐渡 相川の歴史 資料集二  「墓と石造物」』 (新潟県佐渡郡相川町、

1973年 )

(C)河野真知郎「中野木の墓石調査から」 (『中野木の民俗』、船橋市教育委員会、1978年 )

ld)長沢利明「近世石造墓塔の歴史的変化―一東京都西多摩郡檜原村笛吹地区の調査――」 (『 日本

民俗学』116号、1978年 )

(e)坂詰秀一「石造塔婆と墓標」 (中山法華経寺誌編纂委員会編『中山法華経寺誌』、日蓮宗大本山

法華経寺、1981年 )

(f)谷川章雄「近世墓塔の形態分類と編年について一一千葉県市原市高滝・養老地区の調査――」

(『早稲田大学大学院文学研究科紀要』別冊10(哲学・史学編)、 同 「近世墓塔の変遷と家意識

―一千葉県市原市高滝・養老地区の近世墓標の再検討――」 (『史観』121冊、1989年 )

(gl 三好義三「近世墓標の形態と民衆の精神の変化について」 (『立正大学大学院年報』 3、 1986年 )

以下(a)～(eWよ上記の諸研究をあらわす。なお、これらを利用した例としては、谷川章雄「江戸の墓地

と発掘」 (江戸遺跡研究会編『蘇る江戸』、新人物往来社、1991年 )を参照願いたい。

(3)詳 しくは⑫)参照。

は)本稿で言う日蓮宗とは言うまでもなく、現在山梨県身延山久遠寺を本山とする一派のみを指すもの

ではなく、広義の「日蓮宗」として歴史的に一括できる諸門流を指す。

∞)近世石塔類の先行研究については、(f)等により詳しく整理されているので参照願いたい。

(6)以下本文中の(1)～(5)は上記の各石造物を指す。

●)これらのうち2基には、それぞれ「寛文」「萬治 3年」の銘文が確認できる。また、内山・茅小屋両

金山遺跡のものについては、いずれもごく一部が残存しているにすぎないので、もとは同一個体であっ

たものが崩壊して現在の状態に成っていることも考えられる。したがって個体数に関しては、若千の

誤差を考慮に入れておく必要があろう。それにしても、他の地域の調査のなかで概して少ない宝後印

塔が、湯之奥金山遺跡においては少なからぬ割合を占めていることには注意しておく必要があろう。

近世の宝盤印塔の報告例は一般にあまり多くないようであり、(a)～lg)のうちではい)に 3例、(e)に 10例、

(f)に 3例が知られるのみである。総じて中山金山遺跡には宝僚印塔がやや豊富であると言えようか。

●)lb)141・ 147・ 160頁参照。
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0 (e1333頁 。

l101 (e)333^ヤ 335=霊。

こつ 「一般鉱夫」とは、きわめてあいまいな表現であるが、湯之奥金山における階層性については現状

ではほとんど明らかになっていないので、本稿では、例えば間歩の持ち主や公義の役人といった人々

ではなく、実際に鉱石の採掘や精錬に従事することを専らにする人々に対する漠然とした呼称として

使用 していくことにする。

12 板碑型石塔は中世の板碑の系譜を引くものであると考えるのが妥当であると筆者は考えている。す

なわちここでは、一見して中世の板碑を思わせるような形態の石塔を指している ((e潟 26貢、第 6図

参照)。 研究者によっては (舟形)光背型石塔に分類 している場合もあるようだが、両者をはっきり

区別するかどうかは難しい問題である。発生的には密接な関連があると考えられるが (註20参照)、

(2)と (4)を同一の形態分類の中に位置づけることには若干の抵抗を感 じる。

こO lb)「 板石型塔婆J(75頁以下)参照。

1つ  (c)3295三。

CD lbX(e)所載の各写真によってもこのことが分かるが、筆者が1992年 5月 3日 に、静岡県富士宮市所

在の北山本門寺において確認したところ、やはり上部の形態に関しては(2)の ような例は見出せなか っ

た。

こ0 註(2)所載の諸論文等参照。

tD 帝京大学山梨文化財研究所の河西学氏のご教示による。

α9 この他にも、根部正面および側面に牡丹唐草かと思われる文様が陰刻されていることも手がかりと

なろう。先にも述べたように板碑型石塔の根部には蓮華文様を配するのが一般的であり、牡丹などそ

の他の草花を配した例は今のところないようである。

l191 (c)327Ftt。

901 舟形光背型石塔は、仏像を彫っているか否かにかかわらず、大まかな形態上は一括してもよさそう

である。 しかし、やはり両者は別の系統として把握するべきではないだろうか。舟形光背は言うまで

もなく、もともと仏像の光背として近世以前から存在するものである。これに対して近世の石塔類は、

主として中世の板碑から出発した板碑型石塔に始まるようである。以下は試論にすぎないが、従来か

ら存在 していた舟形光背をもつ仏像が、延宝期頃から墓標として転用されるようになり (その時期に

ついては(cX(e)参 照)、 これが板碑型石塔に影響をあたえることによって、その高さを縮め、頭部の

三角形を前方に張り出させることによってに)の ような舟形光背型石塔が成立したと考えてはどうだろ

うか。これをさらに舟形光背型に近づけようとするところに、銘文のみだが上部と下部で正面の横幅

が違うという類型が成立したと考えられないだろうか。もし、この試論が妥当だとすれば、同じ舟形

光背型石塔でも、仏像が陰刻されていないものは中世の板碑に源流を求めるべきであり、仏像を陽刻

したものとは本来的に別系統に属することになる。

90(e洛33頁。(1)が、形態的に同寺の宝饉印塔と同系統に属することは先に述べた通りであり、また筆

者も註(9)と 同時に、北山本門寺でこのような例を確認 した。

29 千々和到『板碑とその時代――てぢかな文化財・みぢかな中世』 (平凡社、1988年 )248頁以下。
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90 たとえば『正宝事録』 (テキス トは近世史料研究会編『正宝事録』、財団法人日本学術振興会、19

64年 )に よれば、改元情報の伝達は次のように行われた。

「一年号万治と改元被仰出候間、皆可被相触候、己上

戊七月十五日 町年寄三人」 (206号 )

すでにお分かりのように、これは明暦から万治への改元の例である。江戸ではこのとき、町触れに

よって、実に改元の 2日後には町人に情報が伝達されていたことが分かる。ちなみに、改元情報の伝

達スピー ドは、一般にはもう少し時間がかかったようで、たとえば慶安から承応に改元されたのは 9

月18日 であるが、町触れは10月 8日付けで出されている (『正宝事録』83号 )。

⑭ (e)において坂詰秀一氏は、このような板碑型石塔のうち「初現的なものは、中世の板碑にみられる

一観面の特徴を、その銘文の構成に求めることが出来る」 (329頁)と している。

99(e)に 紹介された各戒名からこのように判断した。

的  『二次概報』29頁参照。

90 その後の調査では、湯之奥集落の家は、ほとんどが曹洞宗に属しているということであるが、(4)は

造立者が湯之奥ではなく「富士北山村」の出身であることが銘から明らかである。『二次概報』 (29

頁)では「禅宗的な戒名のように思われる」としていたが、安易な断定は差し控えたい。

981『一次概報』「湯之奥ムラの社会」参照。

991『一次概報』29頁。

80 『一次概報』「Ⅳ 湯之奥金山遺跡の研究動向」参照。

eO 『二次概報』の時点では、墓標と供養塔の区別があいまいであった。しかし、供養塔の可能性があ

る以上、「死者を葬って墓を建て、墓所として区切った地域」を意味する「墓域」の語は不適切
であ

ると言わざるを得ない。そこで、本稿では墓標と供養塔を一括して石塔とし、その造立場所を「石塔

造立場所」とあらわすことにする。

eD 『二次概報』29頁。

99 『二次概報』14頁、『二次概報』23頁。

GO 湯之奥集落の方の話では、最近まで遺跡内の石塔を集落まで下ろしてくることが密かに行われたと

いうことである。そうであるとすれば、現在残った石塔類が直ちに戸数を反映することにはならない

が、具体的な石塔類の麓への移動の実態を明らかにすることはできなかった。

eD (c139頁 。

(菊地大樹 )00 (g)37丁ミ。
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総

1989年から3ケ年に及ぶ湯之奥金山遺跡の総合学術調査によって、以上の各分野の調査結果の

報告に述べられているように、多くの成果と金山研究に関わる新たな視点や課題を得ることがで

きた。また、従来の金山に関わる先行研究は、多くが古文書類に依拠したものであるために、金

山そのものを総合的に照射したものが少なく、その点でも湯之奥金山遺跡の調査研究は、金山の

全体像を浮き彫りにし、さまざまな角度から総合的にながめた研究として一定の評価が得られよ

う。

この調査では冒頭に述べたように、当初から多くの課題が設定され、考古学・文献史学・民俗

学はもとよりさまざまな分野の多くの研究者の参画のもとに進められた。その結果、詳細な航空

測量や遺構の分布調査を通して124に及ぶ平坦面 (テ ラス)や 16ケ所の坑道をはじめとするさま

ざまな採鉱関係の遺構などが具体的に把握され、規模や形態など金山の諸様相が明らかにされた

ことは、この調査のなかで最も大きな成果と思う。また、古文書・民俗資料の分析を通して従来

の研究をさらに推し進める重要な成果なども得ることができ、今後の日本鉱山史研究に大きく寄

与することになった。ここではその一端を述べて、総括としたいと思う。

戦国大名甲斐武田氏や譜代の重臣穴山氏の経営とされてきた甲斐国内の諸金山は、戦国大名の

経済力を語るうえでは常に華やかな表昇合に登場するが、そのわりに規模 。経営形態などの実像

はほとんど姿を見せないままであったといっても良い。東京大学をはじめとするスタッフにより

開始された塩山市黒川金山遺跡と、この湯之奥金山遺跡の調査によって初めてその実態を見せた

のではないか。

湯之奥金山遺跡のうち調査研究の直接の対象となった中山金山遺跡は遺跡の中心を流れる金山

沢をとりまくように大小124のテラスが展開する。このテラスはおそらく、金山衆や鉱夫達の日

常の生活の場となり、選鉱や精錬等の生産活動の場であった。こうした歴史的に形成された景観

は、黒川金山遺跡に極めて類似するものであり、生活や生産活動に金山沢のような豊かな水域を

必要とすることを物語っている。

124の テラスはむろん、すべて同時代の所産ではなく、この金山遺跡が存続した全期間の集約

された姿であるが、黒川金山遺跡と同様にある程度の規模で操業されていたことを示唆している。

戦国期の甲斐武田氏全盛期のころ、この金山遺跡や黒川金山などが、どの程度の操業形態を示し

ていたのか直接的に明らかにし得る資料はないが、甲斐国内に点在する他の金山遺跡と比較する

とそれは明白となろう。調査団で踏査した金山の一つに塩山市平沢の黄金沢金山遺跡があるが、

ここは坑道が 1～ 2ケ所にテラスが20程度の小規模な金山である。操業時期は不明であるが、金

山の中でも最も規模の小さいもので、これに似る遺跡は甲斐国内には意外に多い。中山金山や黒

川金山遺跡のように戦争に金山衆が駆りだされるほどの金山と、このような農村付近に展開する

小規模な金山とが混在したまま、今日まで一律の金山像が豊かに描かれ、いずれも武田氏の経営

という伝承を残してきた。戦国期における金山経営がどういうものであったのか、今回の調査研
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究では容易に明らかにできなかったが、個々の金山の実態を的確に把握することが急務となって

きた。佐渡金銀山や石見銀山遺跡のように、近世 。近代を通じて経営が繰り返されてきた遺跡で

ないだけに、こうした課題を究明するうえで中山金山は重要な遺跡の一つである。中山金山遺跡

の操業は、遅くとも16世紀前半代には開始されており、17世紀後半代まで、戦国期の様相を未だ

色濃く残す江戸前期に操業を終えていることから考えれば、こうした研究に格好の材料である。

16世紀から17世紀代での操業という経営年代が明らかになったのは、規模・形態が明らかになっ

たことと同様に最も大きな成果の一つである。これによって、戦国期武田氏支配当時での金山の

存在が裏付けられたばかりでなく、金山の開発時期が16世紀代の早い時期、あるいは15世紀代に

までさかのぼる可能性を見いだし、『王代記』の明応 7年 (1498)の「同 (十月)十四日辰剋、

天地震動シテ国所々損。金山クツレカヽミクツレ中山損。」を追認した。これによって甲斐国内

の金山開発は武田信虎以前になされていたことが確実視されてきた。そして、武田氏滅亡後の江

戸前期には、この金山はおおいに活況を呈していたと想定することもできた。

武田氏の金山が語られる時に、金山の衰退時期は天正 5年 (1577)の 武田勝頼期におかれるこ

とが多い。それは、以下の文書を根拠としている。そしてこれと軌を―にするかのように、武田

氏の滅亡が説明されている。

武田家印判状 (風間春雄氏所蔵)

於金山黄金無出来之条、一月馬壱疋分諸役御免除之由、所被仰出也、傷如件

桜井右近助

以清斎

二月十一日  (朱 印) 奉之

この文書の存在から、戦国大名武田氏の華やかな金山経営の衰退が語られ、武田氏の終焉へ論

理が展開されているが、本当にそうであったのか。初めてこの文書に疑義をはさみ、この時期の

衰退を否定したのは笹本正治氏であった。氏は、先にあげた天正 5年の文書そのものを疑間とし、

いくつかの理由から「私はこの天正五年二月十一日付けの文書の存在自体に疑問を覚える。従っ

てこの文書から、勝頼の時期には甲斐の金山が枯渇したという結論は出せないと思う。」と述べ、

この頃の衰退を明確に否定している。

すでに述べてきたように、中山金山遺跡の経営は、戦国期と同様に、武田氏滅亡後の江戸前期

にも大きなヤマを迎えている。これらの実態から推定すれば、勝頼期に一時的な減少はあっても、

大きな衰退期を迎えることは到底考え難い。一点の文書に頼る金山の評価は、再検討の余地があ

ろう。

同時に、ここで問題にしなければならない重要な点は、天正 5年の金山の衰退を想定する従来

の通説は、金山遺跡全体を一人の主体者による経営とすることを前提としていることである。そ

の結果、黒川金山にしても中山金山にしても、金山全体が衰退したとするイメージが描きだされ

ている。そしてさらに、その解釈を発展させ、甲斐国内の金山の全体的な衰退へと論理を展開し

ている点である。今回の湯之奥金山遺跡の重要な研究課題に経営形態のあり方の追究と共に、金

山衆の性格がどのようであったのか種々論じられてきたが、その調査研究の詳細は各分野の報告

天正五垂年



を参照されたいが、金山における金山衆は山師という鉱山技術者で、間歩という坑道の持ち主で

あることが共通認識として定着している。すなわち、支配者による直轄経営がなされない限り、

これらの金山は個々の間歩主の総体のうえに成り立つ存在であり、従って個々の間歩によって埋

蔵量に差異が生じるのは当然で、先の天正 5年の文書を金山全体の盛衰に直接的に結びつけるこ

とが果たして適切かどうか。

いずれにせよ、中山金山にしても黒川金山にしても、17世紀後半ごろが金山の衰退の画期とさ

れ、鉱山町が消滅していく時期にあたっている。出土遺物の使用年代等をいかに分析評価するか

にもかかわるが、考古学調査の成果を総合すれば、武田氏滅亡後も約 1世紀近くも金山は操業さ

れていたようで、天正 5年頃に金山が衰退するという積極的理由は見いだせず、従来の通説は全

面的な見直しがせまられている。

さらに、齋藤康彦氏の詳細な研究報告からもうかがわれるように、江戸期の18世紀前半ごろや、

明治以後も断続的に試掘などが計画された様子が出土遺物や各種史料から推測され、この湯之奥

金山が世に広く知れわたった存在であったことが理解できる。

それでは、この河内地方を支配していた穴山氏と金山衆との関わりはどうであろうか。元亀 2

年の文書に見える10人の中山金山衆はどういう性格の者達であったろうか。この点に関しては、

第 2編研究編第 3章「戦国時代から近世にかけての湯之奥金山」と題した笹本正治氏による詳細

な研究があるので、ここでは繰り返さないが、従来考えられてきた門西家との関わりについては

根本的な見直しをせまられている。同時に天正11年の穴山勝千代印判状に見える「河日六左衛門

尉」や、湯之奥金山に現在も残る石造物群中に見える「大田」氏、「石河」氏、さらに「望月」

氏などが改めて中山金山衆の一員として浮かび上がってきたのである。興味深いことに、これら

の金山衆は、静岡県富士官市域の今川氏領にあたる麓金山とも深く関与し、これらの金山衆の糸

譜は「富士封ヒ山村」と石造物に刻まれるように、富士官市や富士市域周辺にたどることができる

のである。金山山中の石造物群が物語る日蓮宗系の様相は、富士北山の本門寺などとの関わりで

解釈でき、中山金山衆の存在を示す元亀 2年の印判状などが「駿州富士郡北山村市郎右衛門」の

家に伝来されたこともこれで説明がつく。

そこで次に問題になるのは、湯之奥金山の経営にあたった村、すなわち文書類に見える「中山

村」「内山村」「茅小屋村」はいったいどのような村であったのかという点である。また、湯之

奥村と中山金山との関係はどうであったのかという問題もある。これらの村の実態を明らかにす

る資料には恵まれなかったが、金山年表でも示されているとおり、中山村は元禄 9年 (1696)年

頃退転した様子が、門西家文書の中で明確になっている。要するに戦国期以後その頃まで中山村

という鉱山経営を専らにした村が山中に厳然と存在したことは確実で、こうした農業経営を主体

としない村の実態の研究は今後の大きな研究課題として残された。

さて、中山金山遺跡における三次に及んだ考古学調査では、石臼などの大量の金山関係資料が

もたらされた。この成果も、それぞれ各節の中で詳述されているので重複は避けたいが、大量の

石臼と、鉱滓類の検出は、鉱山経営の盛んなさまと、精錬まで合めた一連の鉱山作業が展開され

ていたことを如実に示す証左となっている。そして石臼中、「湯之奥型」と命名された独特の回
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転臼が、これらの石臼が全国展開する一段階前に存在することも明らかとなった。鉱山臼の研究

は、未だ緒についたばかりの状況で、佐渡金銀山遺跡の今後の研究も合め多くの課題が残されて

いるが、湯之奥金山を始めとする甲斐武田氏が開発、経営していたと伝承されるいくつかの金山

にみられる「湯之奥型」回転臼はこれら鉱山臼の研究にとって重要な位置を占めることになろう。

回転臼と共に金山遺跡で検出される磨り石、磨り臼等の石臼類は、中山金山遺跡の調査結果では、

機能別差異を示唆し、同時に併存するという結論を得ている。先行研究では磨り臼・磨り石段階

から回転臼に発展するとされ、いみじくも今回異なる見解を示すことになったが、この点も鉱山

技術研究上の今後の課題としたいと思う。また、今回発掘対象となった各テラス群からは日常の

生活的要素を示す諸遺物と共に、回転臼や鉱滓などの精錬遺物が伴出することが多い。このこと

から想定されることは、各テラスにおいて採鉱から精錬まで一貫した作業が行われていたことで、

中山金山全体が組織的な分業体制に入っていないことを物語るのかもしれない。金山経営におけ

る個々の金山衆の独立性、主体性とも関連し、史料に見える中山金山衆10人の実態を考えるうえ

で、興味深い事実である。

鉱山技術と言えば、金脈を探し求め掘りだす技術の問題は極めて重要で、中山金山遺跡におい

ても地理・地質班を中心に詳しい調査が重ねられ報告されている。簡易測量により、坑道の規模・

形態も資料化され、さらに採鉱に関わる遺構の分布域も明らかにすることができた。その結果、

さまざまな種類の遺構が確認されており、採鉱などの多様なあり方が判明している。しかし坑道

の規模・形態による時代認識については最終的な結論は得られていない。現段階では坑道そのも

のから掘削年代を割り出す方法が困難で、これからの研究課題としたいが、ただし江戸中期の堀

内粂之丞による坑道掘りが、古文書との整合・分析によってある程度確認することができたこと

は幸いであった。また、今回は具体的に追究し得なかったが、地中レーダーによる地下遺構の探

査によって、金山遺跡の大規模な土地改変の可能性を見いだし、さらに鉱滓の分析によって金の

合有も確認されたことの意義も大きい。こうした事例の積み重ねによって、鉱山技術の展開が次

第に浮き彫りにされてくるのであろう。

湯之奥金山遺跡は、大変山深い毛無山山中の標高1500～ 1700メ ー トル前後の地点に立地し、調

査研究も困難を極めることにもなったが、反面、遺跡の保存状況は大変良好である。これらの歴

史遺産の保存は私共にとって大きな責務であるが、同時にその実態解明と、こうした遺跡の今後

の活用のあり方には真剣に目を向けていかなければならない。

先にも述べたように、戦国期から江戸前期という特定された時期での操業年代でもあり、甲斐

武田氏や戦国大名の鉱山経営がどうであったのかその実像を探るうえでは黒川金山遺跡と共に最

も模範的かつ重要な遺跡である。従来の古文書を中心とした戦国大名武田氏の金山経営の研究と

その上に描かれてきた金山のイメージも大きく塗り替えられることは必至であり、より生き生き

した実態像が浮かび上がってくることは確実である。

これは、こうした鉱山遺跡の調査研究に、さまざまな分野の研究者が学際的に共同して、あら

ゆる視野から総合的に追究し得たことが、一定の成果をもたらしたものと信ずる。

最後に、これらの調査研究の場を提供され、熱意をもってこの調査事業を推進された地元下部



町長を始めとする町関係者には心から敬意と感謝を申し上げたい。教育委員会をはじめとする町

当局者は終始一貫して湯之奥金山遺跡の学術的重要性を認め、またその保存に心を配られ、遅々

として進まない我々調査団の調査研究も温かく見守ってくださった。こうしたことが、今回の調

査成果の報告にも結びついている。また 3ケ年に及ぶ調査には湯之奥区、下部区など多くの区民

の皆さんの全面的なご協力もいただき、さらに県鰍沢林務事務所などの関係機関からもさまざま

なご指導やご助言を賜った。こうした方々と諸機関の温かいご援助があったからこそこの調査研

究が一定の成果を収めつつ一応の終了をみたのであり、文末ではあるが,bよ り感謝の意を表して

報告の結びとしたい。

註
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調査協力員 門西茂男 門西正勝 石部 栄 石部欣― 中野敏夫 小林城一郎 赤池 安

伊藤 守 芝原治一 今福 誠 石部典生

湯之奥金山遺跡学術調査会名簿鮮成3年 3月 31日現在・順不同)

会   長 土橋精― (下部町長)

副 会 長 渡辺太郎 (町議会議長) 串松秀太郎 (町教育委員長) 太田芳雄 (町教育長)

磯只正義 (山梨大学名誉教授 。県立考古博物館館長) 野沢昌康 (山梨県考古学協

会会長)

理   事 小林道昭 佐野 功 伊藤和男 伊藤良雄 磯野松市 服部治只U 谷回一夫 萩原

三雄 十菱駿武 笹本正治 堀内 真 伊藤 要

参   与 望月正照 宮沢正成 赤池英至 上田 誠 渡辺 勉 坂本美夫

委   員 赤池 直 日向富士雄 佐野謙二 佐野洋一 二官美仁 若狭富士雄 上田 誠

事 務 局 長 カロ藤祥治

事 務 局 太田 弘 赤池義明 望月 融

調査協力員 浦田 博 門西正勝 石部 栄 石部欣― 中野敏夫 松永幹雄 赤池 篤 渡辺

弘貴 小林定雄 赤池 茂 芝原治一 今福 誠 岩倉正行 石部典生
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湯之奥金山遺跡学術調査会名簿倅成4年 3月 31日現在・順不同)

会   長 土橋精― (下部町長)
副 会 長 伊藤 卓 (町議会議長) 上田 誠 (町教育委員長) 太田芳雄 (町教育長)

磯貝正義 (山梨大学名誉教授・県立考古博物館館長) 野沢昌康 (山梨県考古学協

会会長)

理   事 小林道昭 伊藤松彦 伊藤和男 伊藤良雄 磯野松市 服部治則 谷ロー夫 萩原

三雄 十菱駿武 笹本正治 堀内 真 伊藤 要

参   与 中山 正 宮沢正成 赤池英至 上田 誠 久保 肇 坂本美夫

委   員 赤池 直 日向富士雄 佐野謙二 佐野洋一 二官美仁 若狭富士雄 上田 誠

事 務 局長 カロ藤祥治

事 務 局 太田 弘 赤池義明 望月 融

調査協力員 佐田武一 門西正勝 石部 栄 石部欣一 石部久寿 赤池静代 赤池和希 渡辺

公一 太田芳雄 渡辺重保 芝原治一 今福 誠 岩倉正行 石部典生

湯之奥金山遺跡学術調査団名簿 0贋不同)

団   長 谷ロー夫 (帝京大学山梨文化財研究所所長)
副 団 長 清雲俊元
顧   問 磯貝正義 野沢昌康 佐藤八郎 植松又次 服部治則 上野晴朗

調 査 員 萩原三雄 十菱駿武 小野正敏 笹本正治 秋山 敬 小和田哲男 安達 満 齋

藤康彦 千々和到 藤澤良祐 葉賀七三男 小菅徹也 堀内 真 長沢利明 杉本

仁 外山秀一 河西 学 櫛原功一 官澤公雄 平野 修 斉藤紳悟 堀内 亨

畑 大介 山下孝司 古谷健一郎 信藤祐仁 堀ノ内泉 数野雅彦 上田 誠 谷

口堅二 伊藤 要 二宮美仁 上田 茂 岩倉正行 依田三男 高橋 完 馬場

孝 岩倉叶一 赤池貴敬 旭 大三 竹之内博三 石部典生 中野敏夫 石部久寿

石部信博 依田 工 石部哲也 石部雅也 門西 誠 佐野知世 望月賢二 望月

明彦 鈴木勝治 加藤為夫 日向富士雄 佐野洋一 赤池 直 若狭富士雄 佐野

謙二 米川幸子 北条保義 赤池清正 伊藤松雄 小林 貢

調査補助員 瀬田正明 伊東千代美 若木美和 山梨学院大学考古学研究会々員 信州大学人文

学部日本史研究室学生 山梨大学産業経済史研究会々員 東京大学考古学研究会々

員 帝京大学考古学研究会々員 日本大学文理学部学生

協 力 者 佐野友一 渡辺昌志 上田文治 末木 健 今福利恵 鈴木 稔 森本伊知郎 下

部町郷土研究会々員

事 務 局長 波木井市郎

事 務 局 輿石智子 中山千恵 広瀬千江美 樋泉彰子 日原ゆかり 五味芳子



湯之奥金山遺跡発掘調査参加者名簿 0頁不同)

我妻良一 長崎深志 三好章史 坂日英幸 丸茂 正 神保東洋彦 菊地俊宏

川込光貴 鷺野谷博則 丹羽伸行 山本仲明 小島毅郎 員見泰人 荒川 篤

塚本正樹 萩野啓二 米津憲宏 和田 博 黒川裕希 安見知之 大坪正人

菅生 悟 久保田勝之 竹澤一茂 岡 順一 和田弘行 村上浩一 菊地芳明

手島司郎 斎藤 勉 阿部浩司 (山梨学院大学)

白井茂樹 今村貴志 藤原章光 岡本新一 鈴木浩二 渡邊克至 (山梨大学)

大塚友宏 西川卓志 小柏和也 大塚俊司 森井陽子 木田 崇 小林純子

丸山浩隆 谷定生代佳 茂原通雄 山本和子 高堰勝己 福原圭一 津野恵子

前田邦代 矢島有希彦 薮崎浩之 石川直実 鈴木和男 荒井裕昌 峰岸太郎

(信州大学)

井上 聡 安藤聡穂 菊地大繊 鈴木泰斗 鈴木健彦 武井繁幸 三上喜孝

山崎達哉 及川茂輝 安田卓史 茜 康則 立木洋行 田中佐知子 土田宏成

中入地純一郎 松浦史浩 濤部良恵 宮本 徹 渡部聡一 水矢 亨

田代健太郎 千葉 昇 吉澤伸穂 (東京大学)

伊藤雪穂 野口瑞子 柏木秀俊 (日本大学)

官里 学 (帝京大学)

勢あづさ (東京女学館短期大学)

榊原史子 (日本女子大学)

官原牧子 (恵泉女学園大学)

末 創― (明治大学大学院)

佐野靖子 矢房静江 竜沢みち子 斉藤春美 斉藤ひろみ 名取もと子 竜沢峯子

宇津官則子 伊藤好美 斎木義一 矢崎照政 渡辺広勝 佐藤真佐美
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第
九
章
　
古
文
書
調
査

第

一
節
　
中
近
世
の
古
文
書

一
九
八
九
年
八
月
に
調
査
を
実
施
し
た

「門
西
家
文
書
衣
全
三
八
二
点
）
の
な

か
か
ら
、
中
世
文
書
お
よ
び
湯
之
奥
金
山

（鉱
山
）
に
か
か
わ
る
近
世
文
書
、
計

四
〇
点
に
つ
い
て
翻
刻
し
た
。
各
史
料
冒
頭
の

（　
）
は
、
調
査
時
に
作
成
し
た

目
録
の
文
書
番
号
で
あ
る
。

ま
た
、

「
湯
之
奥
区
有
文
書
」

。
「常
葉
区
有
文
書
女
下
部
町
役
場
保
管
）
中

の
湯
之
奥
金
山
に
言
及
し
た
記
述
の
見
え
る
近
世
文
書
各

一
点
に
つ
い
て
も
同
様

の
作
業
を
行

っ
た
。

一
、
門
西
家
文
書

（
一
）
天
文

一
二
年

（
一
五
四
三
）
七
月
五
日
付
　
穴
山
信
友
判
物

（竹
進
上
申

付
書
）

（八
角
朱
印
・
印
文
未
詳
）

（穴
山
信
友
）

（
卿
期
｝
事
は
や
す

へ
し
ヽ
何
時
も
用
之
時
ハ
、
何
本
所
望
と
判
を

つ
か
ハ
す

へ

く
候
、
何
へ
も
共
分
申
付
候
、
縦
用
之
時
印
は
ん
こ
し
候
共
、
無
此
判
者
、
き
る

へ
か
ら
す
、
以
此
儀
能
々
竹
を
は
や
し
奉
公
可
申
者
也
、
梅
如
件
、

天
文
十
二
年
曜
七
月
五
日

佐
野
縫
殿
右
衛
門
尉

（
二
）
年
未
詳
三
月
二
九
日
付
　
穴
山
信
友
朱
印
状

（葺
板
進
上
申
付
書
）

佐 （
（呻
】
韓
叩
【
呻
器
沖
一
酌
奉
業
ガ
晦
』
眸
韓
戦
］
牢
理
４
卿
廟
一
ヽ 由
「
坤
紳
が

ひ
そ
へ
へ
く
者
也
、
力
如
件
、

三
月
十
九
日

ゆ
の
を
く

ぬ
い
ゑ
も
ん
方

ヘ

（三
）
年
未
詳

一
〇
月
八
日
付
　
姓
未
詳
虎
発
書
状

（大
全
山
出
入
に
つ
き
）

返
々
御
心
へ
被
下
候
、
し
か
ら
ハ
大
ぬ
た
へ
ぬ
い
ゑ
も
ん
御
の
ほ
り
被
下
候
、

先
度
よ
り
如
何
之
し
て
う
け
た
ま
ハ
リ
候
、
大
ぬ
た
の
や
ま
ち
の
事
、
ゆ
の
お
く

の
ぬ
い
ゑ
も
ん
ひ
ゃ
く
し
や
う
二
よ
り
た
き
よ
し
、
そ
の
よ
し
う
け
た
ま
は
り
候

間
出
し
候
、
し
か
ら
ハ
、
可
御
意
お
の

［　
　
　
　
　
　
］
候
儀
に
て
候
、
な
ん

と
き
二
て
も
可
被
下
候
ハ
ヽ
ね
ん
く
ハ
お
り
そ
に
あ
る
へ
く
候
、
そ
の
う
へ
ち
や

く
し
き
あ
る
ま
し
く
候
、
し
か
れ
共
、
ふ
さ
た
の
事
候
ハ
ヽ
可
被
申
候
様
御
心
ヘ

被
下
候
、
く
ハ
し
く
ハ
如
何
之
イ
て
申
候
へ
く
候
、
七
さ
へ
侯
申
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
八
日
　
　
　
虎
尭

（花
押
）

（四
）
天
文

一
三
年

（
一
五
四
四
）
三
月
二
九
日
付

　

（大
全
山
に
つ
き
代
物
覚
）

時
天
文
拾
参
念
礫
陀
〓
一月
十
九
日

お
ふ
の
た
山
の
地
御
い
て
つ
か
ひ
申
候
代
物
の
事

ま

つ
形
部
介
殿
へ
一
貫
文
、
新
三
殿

へ
二
百
文
の
わ
き
さ
し

一
、
美
作
殿
へ
五
百

文
、
又
形
部
介
殿
へ
二
貫
三
百
の
か
ね

一
り
や
う
、
又
い
ま
さ
か
と
の
へ
三
百
文
、

-294(3)一



し
も

つ
け
と
の
茶
二
斤
、
わ
た
な
へ
と
の
百
文
ち
や

一
き
ん
、
あ
ま
り
け
ん
ゑ
も

ん
と
の
三
百
文
、
三
沢
和
泉
殿
二
百
文
、
彼
人
数
之
御
あ

つ
か
ひ
を
も

つ
て
お
ち

つ
き
申
候
、

（参
考

一
）
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）

一
一
月

一
五
日
付
　
穴
山
信
友
判
物

（普

請
役
等
免
許
状
）

（穴
山
信
友
）
（花
押
）

就
子
奉
公
申
、
山
作
五
間
普
請
其
外
免
許
候
、
山
作
用
所
之
儀
、
何
時
も
無
々
沙

汰
奉
公
可
申
者
也
、
傷
如
件
、

弘
治
弐
年霜
月
十
五
日

佐
野
縫
殿
右
ヱ
門
方
ヘ

（
『
新
編
甲
州
古
文
書
』
）

（注
）
こ
の
文
書
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
。

（五
）
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
正
月
二
六
日
付
　
穴
山
信
君
判
物

（棟
別
諸
役

免
許
状
）

（穴
山
信
友
）
（花
押
）

於
河
内
谷
中
、
私
宅
壱
間
棟
別
諸
役
令
免
許
之
者
也
、
力
如
件
、

天
正
八
年
正
月
十
六
日湯

之
奥
之

文
右
衛
門

（
六
）
年
未
詳

一
一
月
二
日
付
　
穴
山
信
君
判
物

（犬
所
持
許
可
状
）

（穴
山
信
友
）
（花
押
）

彼
者
犬
三
疋
持
候
、
誰
二
而
も
違
乱
す
へ
か
ら
さ
る
者
也
、
力
如
件
、

十

一
月
三
日湯
之
奥
縫
右
衛
門
尉

（七
）
年
未
詳

一
二
月
二
六
日
付
　
伊

（　
）
彦
次
黒
印
状

（鉄
砲
預
け
証
文
）

以
上

鉄
胞
壱
丁
あ

つ
け
置
候
間
、
毛
か
わ
此
方

へ
上
候
へ
し
、

伊
彦
次

十
二
月
十
六
ｍ
日
女
黒
印
。
印
文
未
詳
）

湯
之
お
く文
三

（参
考
二
）
天
正

一
九
年

（
一
五
九

一
）

一
二
月
二
日
付
　
加
藤
平
助
判
物

（年

貢
皆
納
申
付
状
）

湯
之
奥
村
請
納
ぶ
相
定
候
間
、
三
貫
五
百
文
急
度
皆
納
可
申
候
也
、

天
正
十
九
十
二
月
二
日
　
　
　
　
　
加
平
助

（花
押
）

ゆ
の
お
く

文
三

（
『
新
編
甲
州
古
文
書
』
）
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（注
）
こ
の
文
書
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
。

（参
考
三
）
年
未
詳

一
二
月

一
六
日
付
　
加
藤
平
助
黒
印
状
写

（鉄
砲
預
け
証
文
）

以
上

鉄
抱
壱
丁
あ

つ
け
置
候
間
、
も
か
り
此
方

へ
上
候
へ
く
候
、

十
二
月
十
六
酌
欧
加
藤
平
助
黒
印
）

湯
之
お
く文
三

（縣
誌
本

『
河
内
領
古
文
書
』
）

（注
）
こ
の
文
書
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
。

（参
考
四
）

慶
長
三
年
三
月
二
日
付
　
細
田
保
慶
等
連
署
判
物
写

（年
貢
進
納

申
付
状
）

以
上

当
郷
請
納
之
物
成
、

慶
長
三
年
三
月
二
日
如
前
々
五
石
四
升
に
相
定
侯
上
ハ
、
相
違
有
間
敷
者
也
、

細
田
兵
衛
　
花
押

寺
）
□
　
孫
六
　
花
押

ゆ
の
お
く
村
之
七
左
衛
門
尉

（縣
誌
本

『
河
内
領
古
文
書
』
）

（注
）
こ
の
文
書
は
現
在
失
わ
れ
て
い
る
。

（
一
一
）
慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
七
月
二
三
日
付
　
御
訴
訟

（運
上
間
歩
に
つ

き
訴
状
）

御
訴
訟

一
、
言
上
之
意
趣
者
、
御
運
上
間
歩
之
水
蛭
誤
二
秋
半
右
衛
門
様
得
御
意
、
我
等

親
代
々
切
置
申
候
処
御
座
候
を
、
中
山
之
武
兵
衛

・
八
郎
左
衛
門

・
里
兵
衛

・
作

（者
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（末
々
）

左
衛
門
、
四
人
の
も
の
切
申
度
候
と
申
候
二
付
、
人
数
致
互
す
ヘ
ノ
ヽ
ま
て
も
談

合
二
相
定
申
候
証
（例
征
座
候
処
一下

只
今
五
右
衛
門
我
か
ま
ｋ
申
、
我
壱
人
之
間

歩
と
申
候
儀
偽
リ
ニ
御
御
座
候
事
、

（切
）

一
、
右
之
間
歩
弐
百
間
切
申
小
分
之
御
運
上
を
指
上
申
候

へ
共
、
英
上
途
き
れ
申

候
間
、
七
八
拾
間
跡
へ
帰
り
枝
筋
之
御
座
候
を
拾
間
切
置
申
候
処
、
当
年
右
之
間

歩
切
申
候

ヘ
ハ
、
五
右
衛
門
我
か
ま
ｋ
申
、
其
上
我
等
之
人
足
峰
詳
ニ
カヽ
（針
剖
年

仕
罷
有
候
処
そ

か
ら
山
打
億
理
し
通
路
（一
房
申
候
を
、
榊
昨
之
屹
ぽ
共
見
出
し

腺
噺
籾
嘴
其
強
弾
共
綸
巽
け
申
候
、
則
五
右
衛
門
方

へ
於
此
間
歩
ニ
ハ
互
二
出
入

有
間
敷
候
と
断
申
候
へ
共
、
と
か
く
の
儀
不
申
度
々
打
俺
製
し
申
候
、
加
様
成
我

か
ま
ｋ
仕
申
候
事
、
何
共
め
（
咄
沸
缶
仕
候
、
彼
五
右
衛
門
召
出
シ
　
御
下
知
奉
仰

候
、

慶
安
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
内
内
山

寅
七
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
右
衛
門

（印
）

同

二
右
衛
門

（印
）

御
代
官
様

全
暴
圭
ε

「表
書
之
様
子
可
相
尋
候
間
致
挨
拶
書
、
来
ル
十
七
日
二罷
出
対
決
可
仕
候
、
以

上
、

七
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
三
太

（印
）
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中
山五
右
衛
門
」

（
一
三
）
慶
安
四
年

（
一
六
五

一
）
七
月
二
〇
日
付
　
覚

（湯
奥
村
明
細
）

覚

一
、
米
三
斗
六
升
　
　
寅
之
御
縄
出
分

請
所
出
分

一
、
薪
取
山
壱
ケ
所
居
村
有
之

一
、
奥
山
壱
ケ
所
色
々
雑
木
有
之

一
、
竹
薮
三
ケ
所
い
く
ね
有
之

一
、
寺
壱
ケ
所
禅
宗
有
之

一
、
山
神
宮
壱
ケ
所
有
之

八
間
ハ
本
百
姓

一
、
家
大
小
拾
三
間
　
　
内
　
五
間
ハ
門
屋

壱
間
ハ
水
呑
百
姓

三
拾
六
人
　
男

一
、
人
数
五
拾
三
人
　
　
内
　
　
内
六
人
十
才
よ
り
下

拾
七
人
　
女

一
、
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
疋

右
之
通
少
も
無
相
違
書
上
ケ
申
候
、
為
後
日

一
札
如
此
候
、
以
上
、

慶
安
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

卯
七
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
名
主
六
左
衛
門

（印
）

七
兵
衛

　

（印
）

惣
百
姓

　

（印
）

御
代
官
様

（
一
四
）
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）

河
内
領
湯
奥
村
竹
改
申
覚

三
太
夫
様

四
月
七
日
付
　
河
内
領
湯
奥
村
竹
改
申
覚

七
左
衛
門

七
兵
衛

喜
左
衛
門

内

三 弐
拾 拾
本 本

三 四
寸寸
廻 廻
り り

横 長
拾 拾
間五
之 間
薮

此
竹
百
弐
拾
本

（拾
）

内　献榊本

一、鰈鈴船鋼薮

此
竹
五
拾
本

長
拾
間

横
三
間
之
薮

此
竹
六
拾
五
本
　
一二
寸

竹
都
合
弐
百
三
拾
五
本

五 六
寸 寸
廻 廻
り り
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弐
拾
本
　
　
一ハ
寸
廻
り

百
本
　
　
　
五
寸
廻
り

弐
拾
本
　
　
四
寸
廻
り

九
拾
五
本
　
一二
寸
廻
り

（姓
力
）

右
之
通
り
銘
々
百
□
薮
之
竹
数
改
都
合
致
指
上
ケ
申
候
、
少
も
隠
置
不
申
候
、
若

隠
置
訴
人
御
座
候
ハ
や
力
て
百
姓
曲
事
二
可
被
仰
付
候
、
為
後
日

一
札
指
上
ケ
申

候
、
以
上
、

明
暦
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

（西
）

と
り
四
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
七
左
衛
門

助
右
衛
門

与
兵
衛

惣
百
姓

（
一
七
）
寛
文

一
三
年

（
一
六
七
三
）

一
〇
月
二
日
付
　
湯
奥
村
名
主

。
百
姓
日

上
書

（御
林
山
の
百
姓
山
移
管
願
い
）

湯
奥
村
名
主

・
百
姓
口
上
書

一
、
湯
奥
村
分
ふ
と
う
は
ら
た
け
と
申
山
、
先
年
ハ
百
姓
山
小
て
御
座
侯
所
、
拾

（寛
文
元
年
）

三
年
以
前
丑
年
佐
々
七
郎
兵
衛
殿

・
斎
藤
佐
次
兵
菊
殿
御
材
木
御
奉
行
被
成
候
節
、

右
之
山
か
御
材
木
出
し
申
候
、
其
節
か
御
林
二
罷
成
、
右
御
両
人
衆
御
林
之
札
御

立
被
成
、
大
全

［　
］
境
二
壱
ケ
所
、
わ
ら
び
平
と
申
所
二
壱
ケ
所
、
弐
ケ
所
ニ

御
札
御
立
、
但
杉
岡
勘
左
衛
門
殿
御
代
官
被
成
候
節
之
事
二
て
御
座
候
、

一
、
右
之
ふ
と
う
は
ら
た
け
の
こ
し
に
苅
生
畑
御
座
候
、
常
葉
小
屋
と
申
所
右
ふ

と
う
は
ら
た
け
の
内
二
御
座
侯
、
大
全
村
境
二
而
御
座
候
、
常
葉
小
屋
と
申
所
ニ

も
、
苅
生
畑
御
座
候
、
只
今
右
之
所
二
作
仕
付
置
申
候
、
但
御
縄
之
節
ハ
右
之
場

所
作
り
不
申
候
二
付
、
御
帳
二
者
鈍
孵
不
申
候
、
但
右
之
場
所
発
喫
濯

へ
の
場
ニ

て
御
座
候
、

一
、
杉
岡
勘
左
衛
門
殿
（
当
御
代
官
所
二
罷
成
候
節
、
村
中
二
有
之
物
共
御
改
指

出
し
御
取
被
成
候
、
其
指
出
二
も
右
之
御
林
書
上
ケ
置
申
候
、
其
外
数
通
御
林
之

改
御
公
儀
様
へ
書
上
ケ
置
申
候
、

寛
文
拾
三
年
丑
之
拾
月
二
日
　
　
　
　
湯
奥
村
名
主
七
左
衛
門

（姓
）

惣
百
性
中

御
代
官
様

湯
奥
村
名
主

。
百
姓
回
上
書

一
、
御
林
山
之
名
、
ふ
と
う
ば
ら
た
け

ｏ
大
平
ぶ
な
が
た
わ

ｏ
お
ほ
ぼ
ら
あ
か
か

（
色
々
）

れ

。
中
尾
ひ
た
り
う
つ
ほ
、
い
ろ
′
ヽ
名
御
座
候
、
惣
名
を
ぶ
と
う
と
申
候
、
木

（知
）

ハ
、

つ
が

。
も
ミ

・
け
や
木
、
実
外
雑
木
御
座
候
、
木
数
ハ
し
れ
不
申
候
、
大
分

之
木
数
二
て
御
座
候
、
（程
）

一
、
右
之
御
林
何
ほ
と
四
方
可
有
之
哉
と
御
尋
被
成
候
、
高
サ
壱
里
ほ
と
、
但
苅

（横
）

生
畑
か
峯
々
也
、
よ
こ
壱
里
半
ほ
と
可
有
御
座
候
、

一
、
右
之
山
小
舟
板
出
申
候
節
、
大
全
村

へ
之
御
証
文
二
て
取
候
由
、
大
全
村
之

者
申
上
候
二
付
御
尋
被
成
候
、
松
木
三
太
夫
様
御
代
官
所
之
節
、
慶
安
五
年
辰
年

大
堡
村
か
右
之
山
二
而
舟
板
取
申
候
二
付
輸
ぎ

へ
置
、
御
代
官
様

へ
御
訴
訟
申
上

（詮
議
）

候

ヘ
ハ
、
大
全
村
之
者
共
御
召
寄
御
セ
ん
き
被
成
候

ヘ
ハ
、
大
全
村
之
者
湯
奥
村

山
紛
無
之
由
申
上
候
二
付
、
板
二
引
申
候
分
計
出
シ
、
其
外
角
二
崎
竪
り
申
候
分

を
ハ
出
し
申
間
敷
候
由
被
仰
付
候
、
其
後
右
之
山
か
舟
板
出
し
申
候
儀
ハ
無
御
座

候
、
右
辰
之
年
大
全
山
容
て
取
申
筈
二
御
書
替
申
請
、
湯
奥
山
容
て
舟
板
取
申
候
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二
付
、
御
訴
訟
二
御
代
官
様

へ
罷
越
候

ヘ
ハ
、
御
手
代
樋
日
太
郎
兵
衛
殿
小
双
方

へ
御
書
付
被
下
候
、
則
右
之
御
書
付
子
今
所
持
申
候
間
、
懸
御
目
申
候
、
其
外
御

書
付
壱
通
参
候
、
是
ハ
写
仕
置
本
紙
ハ
木
引
方
へ
越
申
候
、
大
企
村
木
引
次
右
衛

門

。
長
四
郎

・
庄
蔵
、
帯
金
村
木
引
善
右
衛
門

・
権
左
衛
門

・
茂
兵
衛

・
太
郎
右

衛
門
、
下
山
村
木
引
縫
右
衛
門
、
大
鳴
村
木
引
助
左
右
衛
門

・
内
舟
村
木
引
七
右

衛
門
、
右
之
者
共
方

へ
之
御
書
付
二
て
ヽ
但
し
樋
口
太
郎
兵
衛
殿
か
之
御
書
付
ニ

て
御
座
候
、
写
指
上
ケ
申
候
、
右
之
木
引
共
舟
板
湯
奥
山
が
て
取
申
候
二
付
お
さ

へ
申
候
間
御
尋
可
被
下
候
、

一
、
右
之
出
入
二
付
御
代
官
様
へ
湯
奥
村
企
手
形
御
取
被
成
候
、
右
之
手
形
之
留

書
御
座
候
而
指
上
申
候
、
本
紙
可
有
御
座
候
、
偽
り
と
思
召
候

へ
共
本
紙
御
尋
御

覧
可
被
下
候
、

寛
文
拾
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

丑
十
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
七
左
衛
門

（姓
）

惣
百
性
中

（
一
九
）
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
七
月
付
　
書
付
を
以
申
上
候
御
事

（か
や
小

屋
金
山
等
に
つ
き
上
申
書
）

書
付
を
以
申
上
候
御
事

一
、
甲
州
河
内
領
雄
球
媒
ゞ
内
山
村
、
近
年
者

一
円
金
出
不
申
候
二
付
退
転
仕
候
、

基
豚
型
浮
評
雅
堵
解
炉
儀
様
御
慈
悲
二
御
米
被
下
侯
二
付
、
命
綸
浮
か
り
、
其
心

得
只
今
迄
御
代
官
様
之
御
慈
悲
二
か
所
二
罷
有
候
御
事
、

一
、
野
田
三
郎
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
筆
顧
筆
寧
以
一前六
臥
趣
年
間
歩
盛
り
、

御
運
上
金
六
分
御
公
儀
様
被
御
取
上
、
残
而
四
分
ハ
間
歩
主

・
堀
子
二
被
下
候
、

狗
之
間
歩
主

・
堀
子
草
臥
、
退
転
致
候
、
か
ら
切
仕
候
儀
も
不
罷
成
候
二
付
、
妻

子
共
隆
Ｆ
く
み
申
儀
成
兼
飢
命
二
及
罷
有
候
、
只
今
迄
少
分
之
日
用
な
と
取
、
命

つ
な
き
仕
罷
有
侯
御
事
、

一
、
跡
々
御
運
上
指
上
ヶ
申
候
間
歩
之
筋
本
ゑ
参
り
候
、
か
ら
や
く
間
歩
と
申
せ

さ
け
拾
三
年
二
八
拾
間
か
ら
切
仕
候
、
未
拾
八
間
程
二
見

つ
も
り
申
候

へ
共
、
扶

持
米
二
つ
ま
り
切
申
儀
も

一
円
不
罷
成
候
付
、
今
度
妻
子
埼
硬
略
ヂ
物
入
金
子
借

用
仕
候
而
、
右
之
間
歩
か
ら
切
当
二
月
か
仕
候
御
事
、

一
、
右
申
上
候
品
々
請
出
し
自
然
金
筋

へ
も
切
着
申
候
ハ
ヽ
、
早
速
御
注
進
可
申

上
候
、
永
々
退
転
之
金
山
二
而
御
座
候
間
、
其
節
御
公
儀
様
之
御
了
簡
被
下
候
ハ
ヽ
、

難
有
奉
存
候
御
事
、

（知
）

右
之
通
り
有
無
様
子
ハ
し
れ
不
申
候

へ
共
、
先
御
注
進
申
上
候
、
以
上
、

間
歩
主
か
や
小
屋
村

九
左
衛
門

貞
享
三
年
寅
ノ
七
月
日

御
代
官
様

（
二
〇
）
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
三
月

一
二
日
付

　

（雨
畑
金
山
奉
行
衆
の
名

前
に
つ
き
書
状
）

雨
畑
御
金
山
奉
行
衆

御
奉
行
御
勘
定
衆

山
崎
宇
右
衛
門

武
井
善
八

御
奉
行
日
付
衆

岡
本
九
郎
兵
衛
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江
渡
宗
左
衛
門

妹
尾
太
右
衛
門

図
司
半
兵
衛

御
小
人
日
付
衆

広
田
伝
右
衛
門

内
田
半
左
衛
門

山
田
長
太
夫

渡
辺
杢
右
衛
門

五
十
人
衆清
水
三
右
衛
門

和
田
安
右
衛
門

深
谷
金
兵
衛

松
井
権
平

百
人
衆
内
藤
与
左
衛
門

田
日
久
太
夫

西
沢
市
太
夫

小
沢
茂
右
衛
門

赤
田
半
太
夫

大
谷
孫
五
左
衛
門

は
も
し
な
が
ら
御
望
二
ま
か
せ
あ
て
筆
二
て
書
者
也

貞
享
三
年
寅
極
月
十
日品

崎
半
右
衡
門

門
西
九
兵
衛
様
参

（
二

一
）
元
禄
四
年

（
一
六
九

一
）
四
月
付
　
乍
恐
返
答
書
以
御
訴
訟
申
上
候

（湯
奥
作
山
等
に
つ
き
訴
状
）

乍
恐
返
答
書
以
御
訴
訟
申
上
候

一
、
湯
奥
作
山
之
義
者
代
々
拙
者
従
先
祖
作
り
来
り
申
候
所
ヲ
ヽ
今
度
俄
九
左
衛

門
姥
Ч
繋
鮮
小
□
□
之
内
二
御
座
候
を
、
九
左
衛
門
大
境
御
座
侯
而
か
や
こ
や
分

と
申
上
候
事
偽
り
御
座
候
、
代
々
拙
者
村
二
而
作
り
来
証
拠
ニ
ハ
ヽ
従
先
規
く
わ

め
銘
々
御
座
候
、
去
年
八
月
小
弐
百
八
十
人
人
足
二
而
秋
か
り
仕
置
、
当
四
月
十

日
金
山
分
と
申
候

へ
共
、
先
規
か
拙
着
村
作
場
二
御
座
候
上
、
去
ル
未
ノ
御
検
地

被
遊
候
証
拠
二
ひ
ろ
之
山
二
而
五
畝
歩
、
入
山
二
而
弐
反
三
畝
四
歩
、
ひ
ら
ぬ
い

と
り
山
二
而
壱
反
七
畝
拾
五
歩
、
御
帳
面
御
座
候
所
ハ
か
や
き
山
二
御
座
候
、
只

今
か
や
こ
屋
と
め
木
舟
木
山
と
申
上
ケ
候
所
何
共
迷
惑
奉
存
御
事
、

一
、
金
堀
佐
兵
衛
と
申
者
ハ
ふ
（
悌
胤
却
吹
縮
叶
伊
山
村
之
者
二
御
座
侯

へ
共
、
牢

人
仕
我
等
ぢ
い
六
左
衛
門
代
二
参
候
而
川
金
取
度
由
被
申
二
付
、
入
山
と
申
所
屋

敷
ヲ
借
し
置
川
金
取
ら
せ
申
候
、
共
後
焼
哨
ぽ
て

［　
　
　
　
］
御
座
候
、
次
ニ

与
惣
右
衛
門
と
申
者
壱
弐
年
置
申
候
、
佐
兵
衛
屋
致
ハ
当
代
藤
右
衛
門
分
二
御
座

候
而
御
検
地
請
置
申
義
紛
無
御
座
候
御
事
、

一
、
御
（操
越
か
御
札
茂
右
衛
門
畑
之
内
御
立
被
遊
と
申
来
り
候
由
、
境
之
札
二
而

無
御
座
候
、
道
之
義
ハ
両
方
か
作
次
第
二
只
今
ま
て
作
来
と
申
御
事
、

一
、
金
山
之
大
根
畑
ハ
か
り
あ
わ
せ
な
か
を
ハ
古
畑
二
而
、
（麟

・）
大
詭
が
悪
敷
御

座
候
間
、
ま
め
か
久
保
借
り
、
な

ｏ
大
こ
ん
作
度
由
二
而
、
当
村
六
左
衛
門
頼
借

り
申
二
付
、
内
山

。
釜
慶
寺
両
村
之
者
共
拾
六
人
二
借
し
小
作
金
取
申
候
、
其
下

三
ご
く
な
し
と
申
所
清
水
こ
や
之
者
共
二
な

ｏ
大
こ
ん
作
ら
せ
候
へ
共
、
小
作
金
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ハ
取
不
申
候
、
右
借
置
申
候
故
、
去
ル
未
御
検
地
に
御
縄
請
置
申
所
を
返
し
被
申

候
二
付
弐
反
六
畝
廿
歩
之
御
年
貢
我
等
あ
い
つ
と
め
迷
惑
及
申
御
事
、

一
、
前
々
小
坂
無
御
座
候
所
を
境
御
座
侯
と
被
申
上
ケ
候

へ
共
、
湯
奥
村
之
者
ハ

ご
一百
伝

）

坂
之
場
所
先
祖
か
い
よ
つ
た
い
に
も
覚
申
者
無
御
座
候
、
今
度
常
葉

。
下
部
両
村

御
名
主

。
組
頭
中
扱
、
去
ル
未
ノ
御
検
地
御
奉
行
様
か
村
坂
山
坂
二
印
立
置
候
様

被
仰
付
、
下
部
坂

。
大
全
坂
二
も
さ
ｋ
た
け
立
御
雑
饂
畔
鮮
意
候
へ
共
、
か
や
小

（
双
方
）

屋
坂
無
御
座
候
故
坂
印
立
不
申
候
、
殊
可
申
と
被
仰
候
故
、
さ
う
ほ
う
案
内
仕
山

御
見
分
被
成
候
、
前
々
小
境
無
御
座
候
を
彼
九
左
衛
門
新
坂
立
、
皆
々
二
見
せ
被

申
候
、
剰
か
や
こ
や
余
分
ぬ
す
み
御
縄
請
候
と
我
か
侭
申
、
其
上
湯
奥
御
帳
面
之

内
二
新
坂
立
偽
か
や
こ
や
分
と
申
義
何
共
迷
惑
奉
存
候
御
事
、

右
之
通
り
、
代
々
拙
者
先
祖
村
中
か
前
々
刈
生
畑
作
仕
来
申
義
紛
無
御
座
候
、
九

左
衛
門
か
や
こ
や
領
と
申
出
、
何
共
迷
惑
仕
候
、
前
々
之
通
り
被
仰
付
被
下
候
様

二
奉
願
候
、
以
上
、

元
禄
四
年
未
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
領
湯
奥
村

名
主
六
郎
兵
衛

組
頭
伝
右
衛
門

御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
五
兵
衛

同
　
平
兵
衛

同
　
一ハ
左
衛
門

惣
村
中

（
二
八
）
元
禄

一
四
年

（
一
七
〇

一
）

一
〇
月
付
　
乍
恐
以
口
上
書
申
上
候
御
事

（金
山
退
転
に
つ
き
林
下
げ
願
）

乍
恐
以
口
上
書
申
上
侯
御
事

一
、
金
山
退
転
仕
候
二
付
、
推
髯
繋
鮮
村
九
左
衛
門
他
国
（漿
策
存
売
被
成
候
へ
共
、

他
国
二
而
す
き
て
い
も
致
兼
、
本
国
近
所
杖
新
メ
茶
売
仕
度
由
被
申
候
二
付
、
□

□
之
□
な
み
□
者
二
御
座
候
故
、
下
部
村
二
而
少
之
借
家
か
し
置
申
候
、
且
又
当

所
近
所
之
勝
手
二
も
存
候
へ
共
、
当
村
な
ど
も
詰
り
申
上
、
九
左
衛
門
之
夫
飯
無

之
難
義
被
申
候
二
付
而
、
か
や
こ
屋
村
之
内
居
林
少
有
之
所
二
ざ
う
木

［

］
木
御
座
候
を
、
船
波
横
板
な
ど
二
も
少

つ
ｋ
売
か
つ

［

］
金
山
へ
却
り
居
住
仕
度
旨
被
申
候
、
御
慈
悲
二
右

居
林
九
左
衛
門
二
被
下
候
ハ
者
、
難
有
奉
存
侯
、
以
上
、

元
禄
十
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
領
下
部
村

十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
十
右
衛
門

百
姓
代
五
郎
右
衛
門

藤
右
衛
門

平
左
衛
門

又
右
衛
門

御
代
官
様

湯
奥
村

名
主
　
一二
郎
兵
衛

七
郎
左
衛
門

（
一
〇
）
宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
九
月
二
五
日
付
　
差
上
申
日
上
書
之
事

（舟

木
伐
採

・
金
山
等
に
つ
き
口
上
書
）

差
上
申
国
上
書
之
事

一
、
今
度
東
河
内
常
棄
組
湯
之
奥
村
ノ
姥
髯
弟
ゞ

二
而
、
舟
木
取
申
度
由
、
黒
沢

村
縫
左
衛
門
願
申
候

へ
共
、
右
ハ
百
姓
山
二
而
御
座
候
間
、
此
度
御
伐
ら
セ
被
遊
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候
義
、
先
御
延
引
被
遊
可
被
下
候
、
以
上
、

宝
永
七
寅
年
七
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
常
葉
村

名
主
十
郎
右
衛
門
　
無
印

湯
之
奥
村

名
主
三
郎

「
兵
衛
　
無
印
」

「御
代
官
様
」

（付
箋
）

「年
号
者
、
松
平
甲
斐
守
様
御
領
分
中
二
相
当
り
候
得
共
、
碇
与
相
分
り
不
申
候
、

此
段
下
ケ
札
を
以
奉
申
上
候
」

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
侯
御
事

一
、
東
河
内
領
湯
之
奥
村
之
儀
、
先
年
か
東
ハ
駿
河
国
大
境
か
西
ハ
下
部
村
境
ま

て
、
三
貫
五
百
文
請
納
二
而
、
天
正
拾
九
年
加
藤
平
助
様
御
証
文
二
而
御
年
貢
御

鋤

蘊

蕪

薙

Ⅷ

騨

期

爛

難

瑠

所
近
所
迄
不
残
御
縄
請
仕
、
則
御
水
帳
二
畑
主
名
銘
々
二
御
座
候
、
然
共
金
山
三
ヶ

所
之
者
共
ハ
金
堀
二
而
御
座
候
故
壱
畝
壱
歩
も
御
縄
受
仕
候
者
壱
人
も
無
御
座
候
、

依
之
金
堀
共
菜
等
作
り
申
節
者
小
作
金
定
、
糠

・）
大
根
作
ら
セ
申
候
御
事
、

一
、
御
本
丸
様
御
代
平
岡
次
郎
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、（揮
薄
斜
叶年．
唯
崎
耀
年）

か
や
こ
や
九
左
衛
門
、
内
山
市
郎
右
衛
門
其
外
金
堀
り
共
申
上
候
様
ハ
金
山
分
之

所
江
湯
奥
村
之
者
共
苅
立
畑
ｆ
立
被
仕
付
迷
惑
之
由
御
訴
訟
仕
候
二
付
、
御
代
官

様
企
御
書
付
被
下
侯
二
付
、
鶉
可
申
由
二
而
常
葉
村
名
主
八
郎
左
衛
門
、
長
百
姓

重
郎
右
衛
門

・
三
之
丞

・
五
郎
右
衛
門

・
藤
左
衛
門

・
四
郎
右
衡
門
、
下
部
村
名

主
藤
右
衛
門
、
長
百
姓
平
左
衛
門

・
五
郎
右
衡
門

・
又
左
衛
門

・
十
右
衛
門
、
北

川
村
平
兵
衛
拙
者
村
へ
寄
合
壱
日

一
夜
相
談
被
致
候

へ
共
、
拙
者
共
合
点
不
仕
候

故
、
御
代
官
所
江
罷
出
対
決
仕
古
来
小
之
証
拠
御
聞
訳
被
為
遊
、
先
規
之
通
境
も

無
之
拙
者
共
支
配
仕
来
り
申
候
様
二
被
仰
付
候
御
事
、

（寛
文
元
年
。
一
六
六
一
）

一
、
先
年
　
御
楯
林
様
御
領
分
之
節
五
拾
壱
年
以
前
丑
年
、
湯
奥
御
林
山
（
御
用

木
出
申
候
節
、
佐
々
七
郎
兵
衛
様

。
斎
藤
次
兵
衛
様
御
奉
行
二
而
御
取
被
遊
候
、

（延
宝
三
年
。
一
六
七
五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
）

其
後
三
拾
七
年
以
前
卯
年
野
田
三
郎
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
た
か
井
屋
清
左

（延
宝
五
年
）

衛
門
二
被
仰
付
御
用
木
出
申
候
、
且
又
三
拾
五
年
以
前
巳
年
御
奉
行
向
坂
庄
兵
衛

（元
禄
十
二
年
。
一
六
九
九
）

様

・
都
築
三
右
衛
門
様
御
出
御
用
木
御
取
ら
セ
被
遊
候
、
其
以
後
拾
三
年
以
前
卯

年
御
本
丸
様
御
代
平
岡
次
郎
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
御
奉
行
森
田
治
左
衡
門
様

。

真
木
惣
兵
衛
様

。
田
中
五
左
衡
門
様
等
中
御
出
高
瀬
忠
右
左
衛
門
二
被
仰
付
御
用

木
出
申
候
節
も
御
証
文
拙
者
共
頂
戴
仕
来
り
申
候
御
事
、

一
、
当
御
領
分
二
罷
成
明
細
帳
差
上
ヶ
申
候
通
、
湯
奥
村
□
□
□
□
駿
河
国
大
境

小
西
ハ
下
部
村
境
迄
七
拾
五
町
余
、
北
ハ
常
葉
村
山
境
、
南
者
大
全
村
境
四
拾
壱

町
余
と
書
上
ヶ
申
候
通
二
而
御
座
候
、
拙
者
共
儀
無
筆
故
常
葉
村
十
郎
右
衛
門

・

三
之
丞
を
頼
書
上
申
候
、
扱
又
去
ル
亥
年
地
震
二
而
拙
者
共
村
之
内
泉
水
山
崩
堤

二
罷
成
申
侯
節
御
代
官
様
御
見
分
被
遊
絵
図
被
仰
付
候
節
も
湯
奥
村
分
金
山
三
ヶ

所
駿
州
国
大
境
と
絵
図
一室
口付
仕
差
上
申
候
御
事
、

一
、
当
村
分
内
か
や
こ
や
九
左
衛
門
所
持
仕
候
猟
師
鉄
砲
平
岡
彦
兵
衛
様
江
差
上

申
候
様
子
御
尋
二
付
、
去
ル
丑
ノ
五
月
彼
九
左
衛
門
子

一
之
瀬
五
左
衛
門
召
連
証

文
拙
者
共
連
判
二
而
指
上
申
候
証
文
之
噺
漣

へ
所
持
仕
候
御
事
、

一
、
拾
弐
年
以
前
辰
年
か
や
こ
や
九
左
衛
門
か
や
こ
や
山
二
樅
栂
有
之
を
高
瀬
忠

右
衛
門
二
売
申
度
由
二
而
御
材
木
御
奉
行
様
江
願
申
売
証
文
持
参
申
候

へ
共
、
彼

九
左
衛
門
か
や
こ
や
を
立
の
き
申
候
故
お
さ
へ
売
セ
不
申
候
御
事
、
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一
、
五
年
以
前
亥
年
駿
府
町
友
野
与
市
郎
中
山

・
内
山

・
か
や
こ
や
銅
山
御
証
文

申
請
持
参
仕
、
間
歩
見
分
致
侯

へ
共
及
見
不
申
候
故
、
駿
府
江
帰
り
申
二
付
御
代

官
様
江
御
披
露
仕
、
右
之
趣
証
文
差
上
申
候
御
事
、

一
、
去
三
月
と
き
わ
村
十
郎
右
衛
門

・
三
之
丞
指
図
二
而
一
色
村
六
之
丞
甲
府
頷

田
新
町
源
七
郎
柚
壱
人
召
連
以
上
三
人
同
道
二
而
か
や
こ
や
山
材
木
取
出
し
商
売

仕
由
二
而
参
候
へ
共
御
証
文
持
参
不
申
候
故
山
見
セ
不
申
候
御
事
、

一
、
去
九
月
中
黒
沢
村
縫
左
衛
門
舟
板
木
願
申
二
付
、
拙
者
村
之
内
か
や
こ
や
ハ

百
姓
山
二
雨
御
座
候
故
、
御
延
引
被
下
候

へ
と
願
書
指
上
ヶ
申
候
得
者
、
願
之
通

御
延
引
被
下
候
御
事
、

一
、
去
五
月
雨
畑
村
作
之
丞
、
下
山
村
藤
兵
衛
金
山
見
立
申
度
願
二
而
」
御
書
付

持
参
申
候
故
、
金
山
見
セ
申
候
へ
共
、
其
後
ハ
何
之
沙
汰
も
無
御
座
候
御
事
、

一
、
金
山
間
歩
役
金
之
義
金
堀
退
転
仕
候
以
後
、
平
岡
次
郎
右
衛
門
様
御
代
官
所

之
節
か
、
常
葉
村
二
而
間
歩
役
金
少
々
出
申
候
子
細
ハ
、
末
々
二
罷
成
金
山
も
盛

り
申
金
堀
可
致
節
之
た
め
二
も
可
致
心
入
二
而
御
座
候
哉
と
奉
存
候
、
此
上
金
山

も
盛
り
御
証
文
持
参
仕
申
候
者
、
常
葉
村
名
主
衆
金
堀
致
候
共
、
又
ハ
他
国
之
者

致
候
共
先
年
之
通
間
歩
道
廷
淀
燿
取
ら
セ
可
申
候
、
自
然
か
や
材
木

「取
出
し
」

商
売
物
ニ
ハ
罷
成
不
申
候
御
事
、

一
、
今
度
当
村
出
林
山
こ
而
飯
富
村
杉
右
衛
門

・
仁
兵
衛
、
下
山
村
庄
助
御
用
木

被
仰
付
御
奉
書
頂
戴
仕
侯
、
依
之
常
葉
村
分
内
之
由
申
上
候
義
以
之
外
偽
リ
ニ
而

御
座
候
、
拙
者
村
ハ
先
規
小
数
通
之
証
文
所
持
仕
、
居
村
ハ
格
別
、
金
山
三
ヶ
所

駿
州
大
境
迄
支
配
仕
来
り
申
候
証
拠
数
多
所
持
仕
申
候
、
弥
以
此
度
御
用
木
御
取

被
遊
跡
、
か
や
こ
や
山
先
規
之
通
拙
者
共
支
配
仕
侯
様
二
被
為
仰
付
被
下
置
候
者

難
有
奉
存
候
、

右
之
通
少
も
偽
り
不
申
上
候
、
先
規
之
通
支
配
仕
候
様
被
為

「仰
付
被
下
置
侯
者
、

難
有
奉
存
候
、
以
上
、

正
徳
元
年
卯
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
河
内
領
湯
奥
村

名
主三
郎
兵
衛

長
百
姓
六
左
衛
門

惣
百
姓
　
　
　
」

（注
）
「　
」
内
は
、

「常
葉
区
有
文
書
」
中
の
文
久
三
年
二

八
六
三
ビ
一月
七
日
付

「書
類
写
」
所
収
の
写
に
て
補
う
。

（
四
二
）
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）
三
月

一
一
日
付
　
扱
手
形
之
事

（茅
小
屋
で

の
用
木
取
り
に
つ
き
手
形
）

扱
手
形
之
事

一
、
今
度
従
　
御
公
儀
様
、
湯
奥
之
萱
小
屋
山
二
而
御
用
木
御
取
り
被
遊
候
二
付
、

右
之
山
金
堀
役
金
常
葉
村
名
主
衆
御
上
納
被
申
上
候

ヘ
ハ
、
右
之
山
支
配
之
由
御

代
官
様
江
御
訴
被
申
上
候
、
依
之
二
湯
奥
村
名
主
参
府
致
シ
、
右
之
山
支
配
之
由

御
訴
被
申
上
候
処
、
常
葉
村
常
幸
院
、
同
村
東
前
院
、
湯
奥
村
西
方
院
、
組
中
之

名
主

。
長
百
姓
寄
合
、
双
方
江
異
見
仕
扱
申
候
様
ハ
、
御
用
木
之
儀
者
双
方
恐
悦

之
由
被
申
侯
間
、
以
来
間
歩
峠
致
侯
節
ハ
諸
事
前
々
之
通
相
違
無
之
様
二
相
済
申

上
ハ
、
双
方
申
分
無
御
座
候
、
為
後
日
扱
手
形
偽
而
如
件
、

正
徳
二
年

辰
之三

月
十

一
日

常
葉
村

―-285(12)一一



三
之
丞

（印
）

重
郎
右
衛
門

（印
）

（以
下

一
五
人
略
）

（
五

一
）
享
保

一
六
年

（
一
七
三

一
）

一
〇
月

一
五
日
付
　
覚

（奥
山
銅
筋
開
発

に
つ
き
覚
）

覚

我
等
事
、
当
月
四
日
か
当
御
村
江
罷
越
、
日
用
人
足
雇
先
立
頼
、
山
々
共
致
見
分

候
所
、
御
村
か
奥
山
二
銅
筋
所
々
二
見
出
候
二
付
、
致
問
堀
等
置
候
、
江
戸
表
江

罷
出
候
ハ
ヽ
　
御
訴
申
上
候
、
右
之
段
、
各
小
茂
　
御
代
官
様
御
役
所
迄
御
席
次

第
被
仰
上
置
候
様
二
と
存
候
、
以
上
、

和
久
屋
源
左
衛
門

（印
）

享
保
十
六
亥
年

十
月
十
五
日甲
州
八
代
郡
湯
奥
村名
主与
市
兵
衛
殿

長
百
姓
浅
右
衛
門
殿

（三
〇
六
）

（享
保

一
九
年

。
一
七
三
四
カ
）
寅
年

一
一
月

一
二
日
付

　

（湯
奥

村
ほ
う
き
あ
ら
鉱
山
に
つ
き
上
申
書
）

一
、
湯
奥
村
ほ
う
き
あ
ら
山
之
内
大
か
れ
と
申
山
一て

銅
筋
所
々
見
出
候
由
二
而

四
年
巳
前
江
戸

中　
］
下
候
和
久
屋
源
左
衛
門
罷
越
、
銅
問
堀
或
ハ
鉛
を
入
、
又

ハ
銭
を
入
吹
見
申
候

へ
共
、　
一
切
銅
出
不
申
、
泡
二
成
捨
申
候
、
其
己
後
ハ
問
堀

仕
候
も
の
無
御
座
候
、

一
、
右
ほ
う
き
あ
ら
山
之
儀
、
古
来
ハ
金
山
二
而
四
十
年
余
以
前
迄
金
吹
候
義
有

之
候
得
共
、
其
後
曽
而
金
出
不
申
候
処
、
其
節
施
ざ
き
候
山
師
共
致
退
散
、
英
以

後
山
か
せ
き
候
も
の
も
無
御
座
侯
、
尤
四
十
年
余
以
前
之
出
方
之
義
当
時
右
金
山

二
懸
り
候
も
の
壱
人
も
不
罷
在
其
外
諸
書
物
等
も
無
御
座
候
二
付
、
何
ほ
と
位
出

候
哉
存
し
候
も
の
無
御
座
候
、

一
、
十
四
五
年
己
前
松
平
甲
斐
守
様
御
知
行
之
節
も
、
右
山
度
々
山
師
共
見
立
問

堀
致
候
へ
共
、
金

・
銅

一
切
出
不
申
候
二
付
、
何
れ
も
願
相
止
メ
申
候
、

右
御
尋
二
而
申
上
候
、
右
山
々
従
四
十
年
己
前
金
吹
候
義
、
相
か
せ
き
候
も
の

一

切
無
御
座
候
、
以
上
、

八
代
郡
湯
奥
村

寅
十

一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主与
市
兵
衛

江
守
伝
十
郎
様

御
役
所

（注
）
松
平
甲
斐
守
は
柳
沢
吉
里
。
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
か
ら
甲
斐
守
、
享
保
九

年

（
一
七
二
四
）
に
大
和
国
郡
山
へ
移
封
。
次
の
文
書
に

「十
四
年
以
前
巳
年
松
平

甲
斐
守
様
御
知
行
之
節
」
と
見
え
る
が
、
こ
の
巳
年
は
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
に

あ
た
る
。
そ
の
二
四
年
後
と
い
う
こ
と
で
、　
一
七
三
七
年

（元
文
二
）
頃
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
逆
に
こ
の
頃
の
寅
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
享
保
一
九
年

（
一
七
三
四
）

が
考
え
ら
れ
る
。
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（三
三
六
）
年
未
詳
八
月
付

　

（湯
奥
村
山
々
の
山
師
開
発
状
況
届
下
書
）

湯
奥
村
ほ
う
き
あ
ら
山

。
あ
ふ
か
れ
山
之
儀
、
六
年
以
前
枠
屋
源
左
衛
門
と
申
者

罷
越
、
銅
山
之
由
山
内
所
々
見
立
数
ケ
所
少
々
ツ

ヽ
掘
崩
し
試
候
得
共
当
村
山
之

儀
ハ
差
当
り
銅
産
も
不
相
見
江
候
間
、
源
左
衡
門
申
之
、
夫
↑
駿
州
江
罷
越
侯
、

翌
子
年
又
侯
、
右
源
左
衛
門
罷
越
、
右
あ
ふ
か
れ
山
二
而
間
（妙
下
ケ
所
掘
、
銭

・

鉛
等
ヲ
入
問
吹
い
た
し
候
得
共
、
銅

一
切
出
不
申
、
外
二
可
相
稼
山
筋
茂
不
相
見

へ
候
旨
申
之
、
源
左
衛
門
義
信
州
江
罷
越
其
以
後
何
れ
と
も
沙
汰
不
仕
候
、
且
又

右
問
掘
仕
候
節
人
足
等
ハ
賃
銭
を
出
し
、
源
左
衛
門
手
分
入
用
を
以
仕
立
申
候
、

其
後
外
二
相
稼
候
も
の
も
無
御
座
候
、

一
、
右
ほ
う
き
あ
ら
山
之
儀
古
来
ハ
金
山
二
而
ヽ
四
十
年
余
以
前
迄
金
吹
侯
義
有

（稼
）

之
候
得
共
、
其
後
曽
而
金
出
不
申
候
故
、
共
節
か
せ
き
候
山
師
共
致
退
散
、
其
以

後
山
か
せ
き
候
も
の
も
無
御
座
候
、
且
又
四
十
年
余
以
前
金
出
方
之
儀
無
之
候
、

一
、
十
四
年
以
前
巳
年
松
平
甲
斐
守
様
御
知
行
之
節
も
、
右
山
度
々
山
師
共
見
立

問
掘
い
た
し
候
得
共
、
金
銅
共

一
切
出
不
申
候
付
、
何
れ
も
願
相
止
メ
申
候
、

右
ハ
御
尋
二
付
申
上
候
趣
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

八
月

湯
奥
村

名
主与
市
兵
衛

（三
〇
八
）

（延
享
四
年

。
一
七
四
七
カ
）
卯
年
正
月
付

差
上
申

一
札
之
事

（刈
生
畑
内
の
銅
鉱
筋
掘
り
願
）

差
上
申

一
札
之
事

一
、
湯
奥
村
名
主
与
市
兵
衛
持
分
嵐
山
（鉾
励
舵
生
畑
之
内
、
銅
山
之
筋
相
見
へ
願

人
有
之
問
堀
仕
度
旨
、
先
達
テ
奉
願
上
候
二
付
、
此
度
右
場
所
御
見
分
と
し
て
御

越
被
成
、
拙
者
共
御
案
内
仕
御
見
分
入
候
処
、
御
林
之
山
と
ハ
白
水
沢
を
境
北
之

方
嵐
山
与
申
所
二
一て

与
市
兵
衛
持
分
之
刈
生
畑
之
内
二
相
違
無
御
座
候
、
右
之

場
所
問
堀
被
仰
付
陸
従
求
も
村
中
何
ニ
テ
茂
差
障
候
義
ハ
無
之
哉
之
旨
、
御
吟
味

御
座
候
、
右
申
上
候
通
り
刈
生
畑
之
内
二
御
座
候
テ
村
中
差
障
之
儀

一
切
無
御
座

候
、
勿
論
本
山
ニ
モ
罷
成
候
得
ハ
、
村
方
之
潤
二
も
可
罷
成
儀
二
奉
存
候
二
付
、

私
共

一
同
二
問
堀
之
儀
奉
願
候
、
御
吟
味
二
付
名
主

。
長
百
姓

。
百
姓
代
連
印
書

付
差
上
候
、
以
上
、

湯
奥
村

卯
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主与
市
兵
衛

長
百
姓
浅
右
衛
門

同
沖
右
衡
門

小
川
新
右
衛
門
様
御
手
代
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代

花
村
文
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一死
右
衛
門

山
梨
県
へ
差
上
ケ
候
控

（注
）小
川
新
右
衛
門
盈
長
は
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
八
月
に
甲
府
勤
番
と
な
り
、

元
文
四
年

（
一
七
三
九
）
代
官
に
転
じ
、
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
四
月
に
致
仕
し

た
と
い
う
（
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
千
四
百
五
十
三
）。
ま
た

「門
西
家
文
書
」

で
は
、
本
文
書
の
ほ
か
、
元
文
五
年
の
年
貢
皆
済
目
録
を
初
見
に
延
享
二
年

（
一
七

四
五
）
四
月
の

「竹
藪
御
改
書
上
帳
」
ま
で
、
五
点
の
文
書
に
名
前
を
見
せ
て
い
る
。

（
六

一
）
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
八
月
付
　
乍
恐
返
答
書
を
以
御
訴
訟
申
上
候
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（山
林
所
有
に
つ
き
訴
訟
返
答
書
）

乍
恐
返
答
書
を
以
御
訴
訟
申
上
候

一
、
八
代
郡
湯
奥
村
分
内
二
河
山
続
キ
、
字
中
山
と
申
処
先
年
金
堀
出
し
申
候
場

所
二
御
座
候
処
、
今
般
下
部
村
神
主
河
内
支
配
之
社
地
中
山
二
七
ケ
所
有
之
由
申

上
侯
、
当
村
地
山
之
儀
ハ
分
内
不
残
天
二
年
中
永
三
貫
五
百
文
ニ
テ
私
シ
先
祖
請

所
二
被
仰
付
、
ユ
又
慶
長
年
中
ニ
ハ
五
石
四
升
宛
二
御
上
納
仕
、
其
後
延
宝
七
年

未
ノ
御
縄

ニ
テ
苅
生
畑
御
請
仕
罷
有
候
、
則
御
水
帳
二
字
か
り
く
ら
御
座
候
、
尤

先
年
此
所
二
金
山
盛
り
之
節
、
金
堀
候
者
共
繁
盛
之
た
め
祝
神
と
名
付
祭
り
置
申

候
得
共
、
只
今
二
而
者
社
地
境
之
印
計
リ
ニ
而
神
主
河
内
持
分
と
申
儀
ハ
無
御
座

候
、
中
山
七
ケ
所
河
内
持
分
二
御
座
候
御
届
申
出
候
段
偽
リ
ニ
御
座
候
御
事
、

一
、
中
山
七
ケ
所
之
社
地
林
伐
取
修
復
入
用
二
仕
度
と
申
上
候
、
此
儀
者
河
内
支

配
ニ
テ
ハ
無
御
座
候
、
た
と
へ
支
配
候
と
も
他
村
之
儀
二
御
座
候
得
ハ
、
当
村
方

へ
相
談
可
有
之
処
一て

何
と
も
沙
汰
無
御
座
候
、
帯
金
村
重
左
衛
門

・
丸
滝
村
弥

兵
徹
鞘
翻
Ⅵ
√
し
方

へ
参
り
申
候
様
ハ
、
下
部
村
神
主
殿
小
当
村
分
内
中
山
二
而

社
地
林
之
木
買
度
候
間
可
伐
出
候
と
、
私
シ
方

へ
相
断
候
二
付
、
拙
者
申
候
ハ
中

山
之
儀
我
等
支
配
之
苅
生
之
畑
き
り
か
へ
場
所
二
御
座
候
ハ
、
神
主
支
配
之
社
地

林
ニ
ハ
無
御
座
候
、
依
之
我
木
伐
せ
候
儀
不
罷
成
と
指
押
江
候
所
二
神
主
支
配
之

社
地
林
与
申
上
候
段
、
偽
り
御
座
候
御
事
、

一
、
御
公
儀
様
労
吉
田
家

へ
も
差
上
ケ
候
書
物
所
持
仕
杯
■
申
上
候
儀
ハ
、
出
入

ヲ
エ
、、、何
様
之
書
付
指
上
置
候
哉
も
難
心
得
奉
存
候
、
当
村
之
内
御
検
地
之
神
社

三
ケ
所
御
座
候
、
則
明
細
帳
二
も
三
ケ
所
之
外
ハ
書
上
ケ
置
不
申
候
、
尤
祭
礼
之

節
ハ
村
中
相
応
之
礼
物
二
而
神
主
相
願
申
候
御
事
、

一
、
私
先
祖
↑
支
配
仕
来
り
申
候
証
捉
ハ
、
天
正
年
中
之
書
付
、
慶
長
年
中
之
書

付
所
持
仕
候
、
御
水
帳

・
明
細
帳
御
吟
味
之
上
、
神
主
河
内
、
私
シ
支
配
之
地
所

へ
相
続
不
申
候
様
二
奉
願
上
候
御
事
、

右
申
上
候
趣
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

八
代
郡
湯
奥
村

宝
暦
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
市
兵
衛

子
八
月

石
和御
役
所

（七
〇
）
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
六
月
二
八
日
付
　
一
札
之
事

（銅
山
稼
ぎ
願

圭
ε

一
札
之
事

一
、
当
御
村
地
内
銅
山
と
相
見
候
場
所
有
之
候
二
付
、
相
稼
申
度
段
相
願
申
候
所
、

御
承
知
被
下
恭
奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
幾
々
出
銅
仕
御
役
所
様
江
も
御
訴
仕
相
稼
候

と
も
、
御
役
人
様
方
諸
入
用
者
勿
論
、
不
限
何
事
御
村
内
江
御
世
話
御
苦
労
相
掛

申
間
敷
候
、
尤
夫
迄
小
屋
地
代

。
竹
木
代
出
来
方
二
応
シ
差
出
可
申
候
、
弥
出
銅

相
募
申
候
ハ
ヽ
、
御
為
二
相
成
候
様
二
割
合
等
可
仕
候
、
依
之
当
時
間
堀
候
二
付
、

稼
人
共
其
外
手
伝
等
之
者
共
御
村
江
対
し
御
苦
労
ケ
間
敷
義
、
不
仕
候
様
二
急
度

申
付
置
可
申
候
、
為
後
日

一
札
偽
而
如
件
、下

総
国
餘
村

野
村
文
蔵

（印
）

安
永
弐
年
巳
六
月
十
八
日

門
西
七
左
衛
門
殿

（
三
二
九
）

（安
永
七
年

。
一
七
七
八
カ
）
戊
年
四
月
付
　
差
上
申

一
札
之
事
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（金
山
に
つ
き

一
札
）

差
上
申

一
札
之
事

湯
奥
村
字
中
山
与
申
場
所
金
山
問
堀
之
儀
、
先
達
而
小
日
数
百
日
間
堀
被
仰
付
、

此
度
右
試
吹
為
御
見
分
、
右
場
所
被
成
御
越
御
附
居
試
吹
被
仰
付
、
尚
亦
跡
問
堀

之
儀
奉
願
上
候
二
付
、
御
下
知
相
働
候
迄
、
間
歩
江
被
成
御
封
印
、
尤
右
場
所
之

儀
不
埒
之
儀
無
之
様
可
仕
旨
、
被
仰
渡
奉
長
候
、
依
之
私
共
印
形
差
上
申
候
、
以

上
、

戊
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
八
代
郡
湯
奥
村

七
左
衛
門

七
郎
左
衛
門

武
兵
衛

柴
村
藤
三
郎
様
御
手
代

安
部
宗
兵
衛
殿

（注
）柴
村
藤
三
郎
盛
膚
は
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
に
家
を
継
ぎ
、
明
和
元
年

（
一

七
六
四
）
代
官
と
な
り
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
三
月
四
日
駿
府
に
お
い
て
死
去

し
た
と
い
う

（
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
千
三
百
六
十
四
）。
こ
の
地
域
の
年
貢
皆

済
目
録
に
は
明
和
八
年
よ
り
天
明
三
年
頃
ま
で
姿
を
見
せ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
文

書
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（七
九
）
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
二
月
付
　
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

（金

山
稼
ぎ
願
書
）

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

一
、
私
共
甲
州
東
川
内
領
湯
奥
山
与
申
候
所
数
年
所
持
仕
手
稼
二
仕
、
御
支
配
御

代
官
柴
村
藤
三
郎
様
江
ヽ
為
冥
加
金
壱
両
壱
分
弐
朱
宛
、
百
日
間
堀
之
内
、
市
川

御
役
所
江
差
上
来
り
相
稼
候
所
、
去
々
寅
年
極
月
甲
府
御
蔵
附
中
井
清
太
夫
様
御

儀
、
当
国
金
山
御
用
掛
り
被
蒙
仰
候
由
二
而
ヽ
右
御
用
掛
り
御
手
代
古
川
平
五
郎

殿
弄
横
山
直
七
殿
、
私
共
村
方
持
山
御
見
分
被
仰
渡
旨
、
市
川
御
役
所
二
而
被
仰

渡
候
二
付
、
則
御
手
先
鈴
木
三
重
郎
与
申
金
堀
被
相
稼
侯
段
被
仰
渡
候
間
、
御
公

（
麓
艇
御
用
二
御
座
候
ハ
ヽ
、
山
者
御
渡
茂
可
申
上
候
得
共
、
右
入
用
者
御
取
替

被
下
、
其
上
御
稼
被
下
候
様
相
願
候
所
取
掛
り
候
故
、
小
屋
場
金
道
具
其
外
世
体

道
具
等
迄
所
持
仕
罷
有
侯
二
付
、
右
之
品
々
不
残
貸
附
候
様
被
仰
渡
二
付
、
則
右

三
十
郎
二
茂
相
談
決
着
候
上
御
取
掛
り
之
所
、
去
々
寅
年
極
月
下
旬
山
入
、
去
卯

八
月
中
旬
迄
相
被
稼
候
所
、
米
高
（帥
ゴ
相
成
候
二
付
三
十
日
之
間
相
体
候
趣
、
横

山
直
七
殿
村
方
小
屋
場
二
而
被
仰
渡
、
三
十
郎
義
者
小
屋
場
留
主
い
と
し
て
被
差

置
候
所
、
私
共
江
一
切
無
沙
（猷
一
一而
山
ヲ
立
去
り
候
二
付
、
右
貸
附
之
諸
道
具
損

料
中
井
清
太
夫
様
へ
御
願
申
上
候
所
、
小
屋
場
金
道
具
弄
諸
道
具
損
料
与
被
仰
渡

金
壱
両
弐
分
御
渡
被
下
、
三
十
日
相
過
候
而
茂
当
取
計
二
相
成
候
而
茂
、
御
取
掛

茂
御
沙
汰
茂
無
御
座
候
、
右
之
内
当
御
屋
鋪
様
江
金
山
御
取
扱
被
蒙
仰
候
様
及
承

候
二
付
、
何
卒
私
共
損
料
弄
御
入
用
等
御
手
先
引
請
候
旨
、
領
中
江
被
　
仰
付
御

取
掛
被
下
置
候
ハ
ヽ
、
村
方

一
統
難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
尤
三
重
郎
義
者
右
之
不

埒
二
御
座
侯
得
ハ
、
私
共
於
山
二
何
分
か
茂
差
障
出
入
等
、
毛
頭
無
御
座
候
、
勿

論
御
年
貢
田
畑
川
丈
等
二
も
差
障

一
切
無
御
座
侯
間
、
御
宝
山
相
稼
之
儀
被
仰
付

次
第
御
違
背
申
上
間
鋪
候
、
依
之
願
書
を
以
奉
申
上
候
、
わ
而
如
件
、

御
支
配
柴
村
藤
三
郎
御
代
官
所

天
明
四
年
辰
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
東
川
内
領
下
田
原
村

村
役
人五
兵
衡
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同
所養
三
郎
代
安
兵
衛

右
同
断

湯
奥
村名
主七
左
衛
門

堀
内
粂
之
丞
様
御
内

御
用
人
中
様

（三
二
六
）

（天
明
八
年

。
一
七
八
八
）
申
年
八
月
二
四
日
付

　

（金
山
見
分
止

宿
代
に
つ
き
請
書
）

右
者
国
中
金
山
御
見
分
と
し
て
当
村
御
止
旅
被
為
遊
候
処
、
木
銭

。
米
代
と
し
而

（馳
）

御
払
被
下
惟
二
奉
請
取
候
、
尤

一
汁

一
菜
之
外
御
地
走
ヶ
間
敷
儀
、　
一
切
仕
不
申

所
二
有
合
之
品
を
以
相
賄
候
間
、
村
入
用
も
不
相
掛
ヶ
御
家
来
様
二
至
迄
、
毛
頭

御
非
分
之
義
無
御
座
候
、
以
上
、

湯
奥
村

（天
明
八
年
）

申
八
月
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
七
左
衛
門

長
百
姓
七
郎
左
衛
門

百
姓
代
元
右
衛
門

堀
内
粂
之
丞
様
御
内

御
用
人
中
様

（注
）
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
は
、
堀
内
粂
之
丞
氏
有
に
つ
い
て
、
「安
永
四
年
二
月
七

日
甲
府
の
動
番
と
な
り
、
か
の
地
に
移
り
住
す
。
寛
政
四
年
七
月
十
六
日
甲
斐
国
金

襲
の
事
を
う
け
た
ま
は
り
、
八
月
十
五
日
冠
金
を
上
納
せ
し
に
よ
り
、
黄
金
三
枚
を

た
ま
ふ
」
（巻
第
七
百
四
十
四
）
と
し
て
い
る
。

（三
〇
三
）

（寛
政
五
年

。
一
七
九
三
）
丑
年

一
二
月
九
日
付
　
御
尋
二
付
申
上

候

（金
山
の
間
歩
等
に
つ
き
返
答
書
）

御
尋
二
付
申
上
候

甲
州
八
代
郡
湯
奥
村
地
内
字
中
山
金
山
之
儀
、
去
月
御
尋
之
節
茂
申
上
候
処
、
猶

又
御
尋
之
儀
左
二
申
上
候
、

天
明
八
申
年
堀
内
粂
之
丞
様
御
手
先
之
も
の
共
稼
候
（鶏
辞
て
外
左
之
通
リ
ニ

御
座
候
、

壱
番
一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
　
一局
五
尺
　
　
　
横
三
尺
　
　
　
奥
行
弐
拾
四
間

弐
番
一
、
右
同
ケ
所
　
　
　
　
高
五
尺
　
　
　
横
弐
尺
　
　
　
奥
行
弐
間

三
番
一
、
右
同
断
　
　
　
　
　
一局
五
尺
　
　
　
横
三
尺
五
寸
　
奥
行
拾
三
間
五
尺

四
番
一
、
右
同
断
　
　
　
　
　
一局
四
尺
　
　
　
横
四
尺
　
　
　
奥
行
拾
壱
間
弐
尺

五
番
一
、
右
同
断
　
　
　
　
　
一局
四
尺
　
　
　
横
弐
尺
弐
寸
　
奥
行
壱
間
壱
尺

此
ま
ぶ
ハ
奥
行
壱
間
壱
尺
、
堀
込
夫
（
ま
ぶ
弐
ツ
ニ
堀
分
ヶ
書
面
間
尺
之
外
、

上
与
下
与
両
方
江
左
之
通
堀
込
申
候
、

上
之
方
江
　
一局
四
尺
　
　
　
横
弐
尺
弐
寸
　
　
奥
行
十
壱
間

下
之
方
江
　
高
三
尺
五
寸
　
横
弐
尺
　
　
　
　
奥
行
拾
鬱
間
五
尺
堀
込

合
五
ケ
所
　
粂
之
丞
様
御
手
先
之
も
の
稼
候
分
、

是
ハ
何
れ
茂
堅
岩
二
御
座
候
故
か
、
壱
番
か
三
番
迄
ハ
岩
崩
留
木

一
切

無
御
座
、
四
番

・
五
番
之
鋪
ロ
ニ
ハ
梁
木
壱
本
ツ

ヽ
岩
江
切
組
有
之
、
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且
五
番
之
鋪
内
中
程
二
抗
木
五
本
立
置
申
候
、

一
、
鋪
内
岩
之
色
、
都
而
紫
二
御
座
候
所
、
堀
石
鋪
外
江
持
出
し
砕
キ
候
分
者
鼠

色
二
御
座
候
、

一
、
右
金
山
近
辺
ハ
細
木
雑
木
間
々
二
生
立
有
之
候
得
共
、
深
山
二
御
座
候
間
、

薪
二
伐
採
候
儀

一
切
無
御
座
候
、

一
、
右
ま
ぶ
近
辺
二
往
古
金
山
相
稼
候
節
之
ま
ぶ
之
由
申
伝
候
場
所
弐
ケ
所
有
之

内
、
壱
ケ
所
ハ
高
六
尺
、
横
四
尺
奥
行
三
間
、
壱
ケ
所
ハ
高
三
尺
、
横
弐
尺
、
奥

行
弐
間
程
之
間
ハ
這
入
候
儀
も
罷
成
候
得
共
、
夫
か
先
之
方
ハ
鋪
内
岩
崩
侯
二
付

這
入
候
義
相
成
不
申
候
、
尤
右
之
外
二
も
ま
ぶ
数
ケ
所
可
有
之
筈
之
処
、
岩
崩
候

儀
二
雨
茂
有
之
、
近
年
二
至
候
而
ハ
見
分
り
不
申
儀
二
可
有
之
哉
与
奉
存
候
、

一
、
粂
之
丞
様
御
手
先
之
も
の
共
相
稼
候
節
之
小
屋
壱
軒
有
之
候
得
共
、
右
之
小

屋
柱
桁
梁
笹
板
屋
根
共
悉
朽
腐
打
倒
有
之
候
、
右
之
外
ニ
ハ
小
屋
等
無
御
座
候
、

一
、
粂
之
丞
様
御
手
先
之
も
の
共
稼
方
相
止
候
後
ハ
、
当
丑
年
迄
見
分
等
二
参
り

儀

一
切
無
御
座
候
、

一
、
右
金
山
か
三
四
町
下
り
侯
得
ハ
水
手
之
相
応

二
有
之
候
、

一
、
金
山
之
内
二
石
碑
少
々
相
建
有
之
候
所
、
何
れ
も
文
字
不
見
分
相
倒
有
之
候
、

右
者
金
山
石
盛
之
節
建
候
由
申
伝
候
、

右
御
尋
二
付
相
違
之
儀
不
申
上
候
、
以
上
、甲

州
八
代
郡
湯
奥
村

姦
礎
五乞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主

丑
十
二
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
左
衛
門

長
百
姓
七
郎
左
衛
門

小
笠
原
仁
右
衛
門
様
御
手
代

菊
田
伴
六
殿

（九

一
）
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）

一
二
月
付

覚

壱
番
（聞
歩
）
　

　

　

一局
五
尺

一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
横
三
尺

奥
行
長
弐
拾
四
間
半

弐
番
　
　
　
　
　
　
　
高
五
尺

一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
横
弐
尺

奥
行
長
弐
間

三
番
　
　
　
　
　
　
　
高
五
尺

一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
横
三
尺
五
寸

奥
行
長
拾
三
間
五
尺

四
番
　
　
　
　
　
　
　
一局
四
尺

一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
横
四
尺

奥
行
長
拾
壱
間
弐
尺

五
番
　
　
　
　
　
　
　
高
四
尺

一
、
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
　
横
弐
尺
弐
寸

奥
行
長
拾
弐
間
壱
尺

同
沖
右
衛
門

百
姓
代
元
右
衛
門

覚

（間
歩
改
め
に
つ
き
覚
）
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同
　
　
　
　
　
　
　
　
高
三
尺
五
寸

一
、
中
ま
ぶ
壱
ケ
所
　
横
弐
尺

奥
行
長
拾
三
間

右
者
、
ま
ぶ
不
残
相
改
書
上
申
候
所
、
少
茂
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

寛
政
五
年
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡
湯
奥
村

丑
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
七
左
衡
門

長
百
姓
七
郎
左
衛
門

小
笠
原
仁
右
衛
門
様
御
手
代
　
　
　
　
百
姓
代
元
右
衛
門

菊
田
伴
六
様

（三

一
〇
）

（寛
政
八
年

。
一
七
九
六
）
辰
年
七
月
付
　
乍
恐
書
付
を
以
御
届
奉

申
上
候

（金
山
見
立
て
に
つ
き
届
書
）

乍
恐
書
付
を
以
御
届
奉
申
上
候

一
、
当
村
名
主
七
左
衛
門
持
山
江
ヽ
甲
府
御
勤
番
堀
内
粂
之
丞
様
御
手
先
金
掘
罷

越
、
先
月
十
六
日
か
山
中
二
有
来
候
古
小
屋
二
罷
在
金
山
見
立
、
所
々
古
鋪
致
掃

除
候
、
尤
今
以
取
立
候
新
見
立
鈴
等
も
無
御
座
候
得
共
、
先
達
而
被
仰
付
候
儀
ニ

付
、
山
入
之
儀
御
届
奉
申
上
候
、
以
上
、

辰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡

七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村
名
主七
左
衛
門
印

長
百
姓
沖
右
衛
門
印

百
姓
代
武
兵
衛
　
印

市
川御
役
所

（三

一
二
）

（寛
政
八
年

。
一
七
九
六
）
辰
年
八
月

一
一
日
付
　
書
付
を
以
御
屈

申
上
候

（間
歩
掘
り
出
し
の
届
）

書
付
を
以
御
届
申
上
候

一
、
湯
奥
山
字
中
尾
根
楯
間
歩
見
請
拾
弐
間
之
所
、
今
十

一
日
八
ツ
時
迄
、
拾
壱

間
壱
尺
五
寸
掘
候
得
者
、
鈍
は
ば
四
五
寸
二
相
成
、
五
分
け
た
い
以
上
之
直
リ
ニ

相
当
り
申
候
、
傷
之
御
届
申
上
候
、
以
上
、

同
人
手
先

辰
八
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
断

堀
内
粂
之
丞
手
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
与
右
衛
門

戸
栗
六
之
助
殿

（三

一
三
）

（寛
政
八
年

。
一
七
九
六
）
辰
年
八
月
二
二
日
付
　
乍
恐
書
付
を
以

奉
申
上
候

（金
堀
に
つ
き

一
札
）

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
先
達
而
奉
申
上
候
通
、
堀
内
粂
之
丞
様
私
持
山
二
而
金
山
見
立
被
成
、
当
六

月
中
よ
り
御
手
先
金
掘
折
々
被
差
遣
、
山
内
所
々
為
銭
披
古
鋪
掃
除
候
処
、
字
中

尾
根
二
而
新
鋪
壱
ケ
所
見
立
、
当
月
十

一
日
か
掘
掛
り
申
候
、
傷
之
御
届
奉
申
上

候
、
以
上
、

辰
八
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村細撹七左衡門
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市
御川
役
所

（八
九
）
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）

一
一
月
付
　
午
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

（鉱

山
利
用
等
に
つ
き
返
答
書
）

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

一
、
此
度
私
共
被
召
出
、
鉱
山
之
儀
被
仰
聞
候
者
、
何
拾
年
以
前
二
相
稼
、
壱
ケ

年
何
程
位
之
吹
出
候
哉
、
其
後
何
ヶ
年
以
前
二
相
休
候
哉
、
御
尋
之
趣
承
知
仕
候

得
共
、
往
古
ハ
相
稼
候
与
申
候
得
共
、
何
拾
年
以
前
二
休
山
二
相
成
候
儀
哉
、
健

之
証
拠
、
猶
又
睫
与
覚
候
者
も
無
御
座
候
、
右
鉱
山
之
儀
者
、
居
村
↑
里
数
凡
拾

丁
程
登
り
、
向
山
之
続
字
水
野
沢
与
申
場
所
二
御
座
候
得
共
、
先
年
山
崩
い
た
し

瞼
岨
二
相
成
、
殊
二
数
拾
年
来
之
事
故
、
押
埋
り
当
時
間
（膨
庫

一
切
相
分
り
不
申

候
、
力
之
右
之
趣
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上
、

寛
政
九
巳
年
十

一
月

八
代
郡
湯
奥
村

名
主
　
七
左
衛
門

長
百
姓
平
左
衡
門

百
姓
代
元
右
衛
門

市
川御
役
所

（注
▼
」
の
文
書
は
写
で
あ
る
。
寛
政
五
年
丑
年
を
こ
の
よ
う
に
写
し
間
違
え
た
可
能

性
も
あ
る
。
な
お
（九
〇
）は
こ
の
文
書
と
同
文
の
写
で
、
年
号
は
寛
政
五
年
丑
年
と

な
っ
て
い
る
。

（九
六
）
寛
政

一
〇
年

（
一
七
九
八
）
五
月
付
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

（鉱

山
利
用
等
に
つ
き
返
答
書
）

乍
恐
書
付
を
以
奉
申
止
候

一
、
此
度
私
共
被
召
出
、
鉱
山
之
儀
被
仰
聞
侯
者
、
何
拾
年
以
前
二
相
稼
、
壱
ケ

年
何
程
位
ツ
ヽ
吹
出
候
哉
、
其
後
何
ケ
年
以
前
二
相
休
候
哉
、
御
尋
之
趣
承
知
仕

候
得
共
、
往
古
ハ
相
稼
候
与
申
侯
得
共
、
何
拾
年
以
前
二
休
山
二
相
成
候
儀
哉
、

惟
之
証
拠
、
猶
又
碇
与
覚
候
者
も
無
御
座
候
、
右
鉱
山
之
儀
者
、
居
村
か
里
数
凡

拾
丁
程
登
り
、
向
山
之
続
字
水
野
沢
与
申
場
所
二
御
座
候
得
共
、
先
年
山
崩
い
た

し
瞼
岨
二
相
成
、
殊
二
数
拾
年
来
之
事
故
、
押
埋
り
当
時
間
（膨
庫

一
切
相
分
り
不

申
候
、
初
之
右
之
趣
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上
、

寛
政
十
年年
五
月

八
代
郡
湯
奥
村
名
主
七
左
衡
門

甲
府御
役
所

（九
七
）
寛
政

一
〇
年

（
一
七
九
八
）
六
月
付
　
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
侯

（海

高
山
高
等
無
き
に
つ
き

一
札
）

午
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

海
高
山
高
其
外
色
高
等
有
無
御
尋
二
御
座
候
所
、
当
村
二
者
右
体
之
高
類
無
御
座

候
、
依
之
書
付
を
以
奉
申
上
候
、
以
上
、

寛
政
十
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡

午
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村
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市
御 川
役
所

七
左
衛
門

平
左
衛
門

元
右
衛
門

（三
五
七
）
年
未
詳

　

（金
山
へ
の
駄
賃
に
つ
き

一
札
）

甲
州
八
代
郡
湯
奥
村

名
主七
左
衛
門

丑
五
十
七
才

長
百
姓
七
郎
左
衛
門

丑
六
十
才

同
沖
右
衛
門

丑
四
十
壱
才

百
姓
代
元
右
衛
門

丑
四
十
八
才

右
申
回

甲
州
八
代
郡
湯
奥
村
地
内
宇
中
山
之
儀
、
甲
府
御
勤
番
堀
内
粂
之
丞
様
金
山
之
旨

御
見
立
有
之
由
二
付
、
御
吟
味
二
御
座
候
、
此
段
七
左
衛
門
儀
者
高
六
石
弐
斗
余

所
持
仕
名
主
役
相
勤
、
七
郎
左
衛
門
儀
者
高
三
石
壱
斗
余
、
沖
右
衛
門
儀
者
高
弐

石
壱
斗
余
所
持
仕
、
両
人
共
長
百
姓
役
相
勤
、
元
右
衛
門
儀
着
高
鬱
石
九
斗
余
所

持
仕
百
姓
代
相
勤
申
候
、
当
村
地
内
字
中
山
之
儀
往
古
小
之
儀
二
而
ヽ
年
暦
弄
世

話
人
等
不
知
金
山
掘
稼
仕
候
節
者
、
数
ヶ
所
小
屋
掛
ヶ
仕
大
盛
之
節
も
有
之
候
由

之
処
、
鉄
筋
掘
縄
世
話
人
罪
諸
国
企
入
込
候
金
堀
共
追
々
欠
落
仕
、
其
後
休
山
ニ

罷
成
候
之
段
申
伝
候
得
共

［　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
次
与
覚
、
近
江
下
田
原
村

医
師
養
三
与
申
も
の
金
堀
四
五
人
召
連
参
、　
一
両
年
金
山
掘
方
相
稼
候
処
、
出
方

少
々
二
而
仕
当
二
合
不
申
段
申
之
相
延
申
候
、
其
後
天
明
八
申
年
堀
之
内
粂
之
丞

様
手
先
之
由
、
世
話
人
罷
越
金
堀
拾
人
余
召
連
参
、
其
外
二
人

・
三
人
宛
、
又
代

り

一
両
年
之
間
金
山
掘
稼
候
之
処
、
其
節
佐
州
御
役
人
様
御
越
、
御
見
分
も
有
之

候
得
共
、
無
程
金
銀
出
止
、
猶
又
休
山
仕
候
、
以
来
右
山
粂
之
丞
様
、
御
稼
方
被

相
始
大
盛
二
相
成
候
而
も
村
方
難
義
筋
差
支
等
無
之
哉
之
段
御
尋
二
御
座
候
、
此

段
金
山
二
而
遣
ひ
候
鉄
舟

・
鉄
松

・
硫
黄
弄
金
堀
道
具

・
飯
米

・
塩
噌
等
追
々
他

所
か
運
送
之
分
道
中
御
定
駄
賃

一
里
当
り
を
以
御
払
等
御
座
候
而
者
、
村
方
甚
難

儀
仕
候
、
殊
二
当
村
始
近
村
之
義
古
代
か
五
拾
町
二
而
鬱
り
与
唱
来
、
右
金
山
通

路
之
儀
者
別
而
岨
二
候
間
、
村
々
百
姓
通
用
並
之
駄
賃
銭
相
渡
持
送
申
様
二
罷
成

候
得
者
、
何
二
而
茂
難
儀
之
筋
無
之
候
、
且
私
共
儀
金
山
目
利
不
案
内
二
而
往
々

稼
方
相
始
候
而
茂
今
銀
出
方
之
儀
者
如
何
可
有
御
座
候
哉
、
難
相
知
儀
と
奉
存
候
、

右
御
吟
味
二
付
相
違
之
儀
不
申
上
候
、
以
上
、
右
七
左
衛
門

七
郎
左
衛
門

沖
右
衛
門

元
右
衛
門

（三
四
五
）
年
未
詳
断
簡
　
乍
恐
奉
申
上
候

（金
山
人
足
に
つ
き
上
申
書
）

乍
恐
奉
申
上
候

宇
水
野
沢
与

字

［
　

］
沢
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一
、
銀
山
壱
ケ
所

一
、
金
堀
人
数
四
人

一
、
か
し
き
壱
人

一
、
都
合
人
数
五
人

一
、
堀
内
粂
之
丞
様
御
手
代

［

（以
下
欠
）

（九
九
）
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
極
月
付
　
取
扱
済
口
証
文
之
事

（金
山
内
山

茅
小
屋
等
の
用
材
伐
出
し
に
つ
き
願
書
）

取
扱
済
口
証
文
之
事

一
、
此
度
御
用
材
伐
出
侯

ヘ
ハ
、
右
金
山
名
所
内
山
茅
小
屋
六
社
之
内
社
木
を
与

兵
衛
伐
取
候
二
付
、
下
部
村
近
江
殿
小
湯
之
奥
村
与
兵
衛
殿
江
相
掛
り
御
出
訴
ニ

も
可
及
之
所
、
私
共
気
之
毒
存
、
双
方
江
異
見
差
加
候
得
者
、
無
難
儀
（翻
癖
之
真

儀
ヲ
以
双
方
承
知
内
済
仕
候
趣
意
ハ
、
此
度
伐
取
之
木
代
之
儀
者
、
少
之
儀
故
扱

人
貰
請
、
何
れ
湯
之
奥
村
氏
神
之
造
作
金
被
成
と
も
可
為
致
、
猶
又
此
上
下
部
村

官
造
（精
宇
、
其
外
官
入
用
等
二
而
社
木
伐
取
候
節
者
、
双
方
熟
談
ヲ
以
為
相
伐
可

申
候
、
右
之
趣
至
極
承
知
内
済
仕
候
上
、
此
壱
件
二
付
重
而
出
入
ヶ
間
敷
儀
毛
頭

無
御
座
候
、
為
其
取
扱
人
弄
双
方
連
印
、
依
而
如
件
、

文
化
元
歳
子
極
月
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
八
代
郡

湯
之
奥
村
与
市
兵
衛

（印
）

下
部
村近
江
　
　
（印
）

上
野
平
村

扱
人嘉
重
郎

　

（印
）

同

［　
　
］

（印
）

下
部
村藤
右
衛
門

（印
）

（
一
二
六
）
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
四
月
付

　

（村
明
細
書
上
）

延
宝
七
未
年
平
岡
八
郎
兵
衛
様

・
石
井
治
大
夫
様
御
検
地

一
、
高
弐
拾
八
石
六
斗
六
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡

此
反
別
九
町
壱
反
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

此
訳

田
高
三
斗
六
升
七
合
　
　
　
　
石
盛
六
斗
代

此
反
別
六
畝
八
歩

中
盛
六
斗
代

下
ハ
四
斗
代

畑
高
弐
拾
八
石
弐
斗
三
升
　
　
下
々
ハ
壱
斗
五
升

此
反
別
五
町
四
畝
九
歩
　
　
山
砂
畑
八
升

屋
敷
壱
石
代

外

一
、
高
六
石
七
斗
七
升
七
合
　
　
刈
生
畑
四
升
代

此
反
別
拾
六
町
五
畝
弐
拾
三
歩

一
、
家
数
拾
八
軒

人
数
五
拾
九
人
内

期三廿仁以　馬三疋

西
河
内
領
下
山
村
龍
雲
寺
末
寺

一
、
寺
壱
ケ
寺
　
　
　
　
禅
宗
西
方
院

一
、
氏
神
壱
社
山
神
、
下
部
村
神
主
ヲ
相
雇
祭
礼
仕
申
候
、

（
マ
マ
）

一
、
神
社
弐
ケ
所
、
右
弐
ケ
所
ケ
共
山
神
、
名
所
壱
ケ
所
せ
り
ば
、
壱
ケ
所
長
屋
、

一
、
御
蔵
屋
敷
壱
畝
歩
壱
ケ
所
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右
寺
社
地
弄
御
蔵
屋
敷
共
未
之
御
検
地
二
御
除
地
二
御
座
候
、

一
、
当
村
分
内
道
橋
等
村
入
用
二
而
致
来
り
申
候
、

一、当村分内　鰊畑五廿伍可い簿捌艤郷甥紳却脚郷銚迄

一
、
畑
毛
粟

・
秤

・
黍

。
大
豆

・
小
豆
作
り
申
候
、

一
、
農
業
之
間
男
女
共
二
稼
二
者
、
薪

・
茅

・
炭
等
、
波
高
鳴
村
渡
場
へ
弐
里
余
、

下
山
江
弐
里
半
出
売
申
候
、

一
、
当
村
道
法
り
　
町
づ
町
Ⅵ
肘
詰
腿
Γ
牌
か
却
叶
翌

，
精
葉
村
弐
り
、
下
部
村

天
保
九
戊
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡
湯
奥
村

名
主与

一
兵
衛

（印
）

長
百
姓
平
左
衛
門

（印
）

百
姓
代
祖
右
衛
門

（印
）

（
一
五
三
）
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）

一
一
月

一
三
日
付
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上

候

（金
山
稼
に
つ
き
願
書
）

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

当
御
代
官
所
八
代
郡
湯
奥
村
名
主
縫
右
衛
門
奉
申
上
候
、
私
先
代
文
三
代
天
正
十

九
年
加
平
助
様
御
書
付
頂
戴
三
貫
五
百
文
之
請
納
二
仕
、
又
候
七
左
衛
門
代
慶
長

三
年
細
四
兵
衛
様

・
寺
孫
六
様
か
物
成
五
石
四
升
請
納
被
仰
付
、
其
後
者
御
検
地

之
節
田
畑
夫
々
御
高
入
二
被
仰
付
、
山
之
義
者
刈
生
畑
之
外
山
手
永
九
拾
文
宛
私

上
納
仕

一
円
進
退
罷
在
、
右
場
所
之
内
字
中
山

ｏ
内
山

・
萱
小
屋
、
三
ケ
所
之
儀

天
正
頃
か
延
宝
年
中
頃
迄
、
職
人
多
分
入
込
盛
二
金
山
稼
方
い
た
し
候
処
、
追
々

退
転
仕
、
然
処
去
酉
九
月
中
当
御
支
配
所
巨
摩
郡
百
々
村
長
百
姓
嘉
右
衛
門

・
八

郎
兵
衛
か
、
右
山
稼
方
之
儀
談
判
有
之
候
二
付
、
親
類
者
不
及
申
村
内

一
同
申
談

示
候
処
、
当
村
之
儀
者
素
々
山
中
極
辺
部
之
土
地
柄
二
而
稼
方
二
相
成
侯
ハ

ヽ
、

村
内
之
為
筋
者
勿
論
恐
多
く
も
御
国
益
二
茂
可
相
成
間
、
幸
之
義
右
両
人
江
為
相

任
稼
方
為
致
呉
候
様

一
同
申
二
付
、
私
者
勿
論
村
中
連
印
之
任
書
相
渡
、
去
酉
之

十
月
中
右
山
試
稼
仕
度

一
同
連
印
ヲ
以
奉
願
上
、
書
面
御
預
り
相
成
追
而
見
分
可

被
成
下
旨
被
仰
渡
候
二
付
、
両
人
之
者
共
木
草
伐
払
道
造
り
等
い
た
し
御
見
分
之

御
沙
汰
相
待
居
候
処
、
同
十

一
月
中
高
木
源
六
郎
様
御
役
所
へ
一
同
御
呼
出
之
上
、

右
場
所
之
儀
二
付
常
棄
村
役
人
共
小
故
障
申
立
候
間
、
故
障
解
候
上
可
願
出
者
格

別
今
般
願
之
趣
者
不
被
及
御
沙
汰
之
段
被
仰
渡
、
驚
入
案
内
至
極
何
故
故
障
申
立

候
哉
御
取
調
奉
願
度
申
上
候
処
、
国
益
之
儀
二
付
早
々
示
談
い
た
し
稼
方
可
被
致

旨
、
御
掛
り
様
小
相
手
之
者
共
江
被
仰
聞
候
二
付
、
御
請
印
形
奉
差
上
、
尤
其
節

立
入
人
有
之
懸
合
致
受
侯
処
、
相
手
之
者
共
我
意
申
募
り
、
何
分
示
談
不
行
届
右

之
段
御
訴
申
上
候
迄
二
而
御
支
配
替
リ
ニ
付
延
引
罷
な
り
候
間
、
嘉
右
衛
門

・
八

郎
兵
衛
小
埓
明
稼
方
可
為
致
旨
再
応
掛
合
有
之
候
二
付
、
常
棄
村
役
人
共
相
手
取

奉
願
上
度
存
候
得
共
、
病
災
芳
無
余
義
延
引
罷
在
、
今
般
嘉
右
衛
門
代
兼
八
郎
兵

衛
か
御
願
立
二
相
成
、
御
純
受
候
儀
二
御
座
候
得
共
、
右
山
之
儀
者
前
奉
申
上
候

通
り
往
古
小
私
方
二
而
ヽ
材
木
其
外
年
々
椎
茸
造
り
炭
焼
稼
為
致
候
而
も
卵
差
綺

候
義
無
之
、
都
而
進
退
罷
在
候
処
、
今
更
相
手
之
者
共
無
謂
故
障
申
立
候
儀
不
得

其
意
、
此
上
進
退
不
相
成
様
成
行
候
而
者
、
先
祖
之
丹
精
空
敷
相
成
御
百
姓
相
続

方
二
相
拘
り
自
然

一
村
退
転
之
基
歎
敷
奉
存
候
間
、
此
段
奉
申
上
候
、
何
卒
前
件
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御
賢
慮
被
成
下
格
別
之
以
　
御
慈
悲
、
相
手
常
葉
村
名
主
源
五
右
衛
門
、
長
百
姓

直
右
衛
門

。
丈
右
衡
門

。
重
右
衛
門

・
又
右
衛
門

・
定
七

一
同
被
召
出
、
始
末
御

純
明
之
上
、
右
山
故
障
不
申
成
金
山
稼
方
者
勿
論
、
是
迄
之
通
無
差
支
進
退
相
成

候
様
厚
キ
御
理
解
被
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上
、

当
御
代
官
所
八
代
郡
湯
奥
村
名
主
縫
右
衛
門

文
久
二
戊
年
十

一
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
差
添

市
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓
平
左
衛
門

御
役
所

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

当
御
代
官
所
八
代
郡
湯
奥
村
名
主
縫
右
衛
門
奉
申
上
候
、
巨
摩
郡
百
々
村
長
百
姓

嘉
右
衛
門
代
兼
百
姓
八
郎
兵
衛
小
私
江
相
掛
り
私
所
持
地
字
中
山

・
内
山

・
萱
小

屋
、
三
ケ
所
金
山
稼
方
之
儀
二
付
、
御
理
解
奉
願
上
被
召
出
候
二
付
、
乍
恐
始
末

書
左
二
奉
申
上
候
、
私
先
代
文
三
代
天
正
十
九
年
加
平
助
様
御
書
付
頂
戴
三
貫
五

百
文
之
請
納
仕
、
又
候
左
衛
門
代
慶
長
三
年
細
四
兵
衛
様

・
寺
孫
六
様
小
物
成
五

石
四
升
請
納
被
仰
付
、
其
後
御
検
地
之
節
田
畑
夫
々
御
高
入
二
被
仰
付
、
山
之
儀

者
刈
生
畑
之
外
山
手
永
九
拾
文
宛
私
上
納
仕

一
円
進
退
罷
在
、
右
場
所
之
内
字
中

山

・
内
山

・
萱
小
屋
三
ケ
所
之
儀
、
天
正
頃
か
延
宝
年
中
頃
迄
、
職
人
多
分
入
込

盛
金
山
稼
方
い
た
し
候
処
、
追
々
退
転
仕
然
処
、
去
酉
九
月
中
当
御
支
配
所
巨
摩

郡
百
々
村
長
百
姓
嘉
右
衛
門

。
百
姓
八
郎
兵
衛
か
右
山
稼
方
之
儀
談
判
有
之
候
ニ

付
、
親
類
者
不
及
申
村
内

一
同
申
談
候
処
、
当
村
之
儀
者
素
々
山
中
極
辺
部
之
土

地
柄
二
而
稼
方
二
相
成
候
ハ

ヽ
、
村
内
之
為
筋
者
勿
論
恐
多
く
も
御
国
益
二
も
可

相
成
間
、
幸
之
儀
右
両
人
江
相
任
せ
稼
方
為
致
呉
候
様

一
同
申
二
付
、
私
者
勿
論

村
中
連
印
之
任
書
相
渡
、
去
酉
之
十
月
中
右
山
試
稼
仕
度
、　
一
同
連
印
ヲ
以
奉
願

上
候
、
書
面
御
預
り
相
成
、
追
而
見
分
可
被
成
下
旨
被
仰
渡
候
二
付
、
両
人
之
者

共
木
草
伐
払
、
道
造
り
等
い
た
し
御
見
分
之
御
沙
汰
相
待
居
候
処
、
同
十

一
月
中

高
木
源
六
郎
様
御
役
所
江

一
同
御
呼
出
之
上
、
右
場
所
之
儀
二
付
常
葉
村
役
人
共

小
故
障
申
立
候
間
、
故
障
解
候
上
可
願
出
者
格
別
、
今
般
願
之
趣
者
不
及
御
沙
汰

二
之
段
被
仰
渡
、
驚
入
案
内
至
極
何
故
故
障
申
立
候
哉
御
取
調
奉
願
度
申
上
候
処
、

国
益
之
儀
二
付
早
々
示
談
い
た
し
稼
方
可
為
致
旨
相
手
之
者
共
へ
被
仰
聞
候
二
付
、

御
請
印
形
奉
差
上
候
、
尤
其
節
立
入
人
有
之
掛
合
い
た
し
受
候
処
、
相
手
之
者
共

我
意
申
募
り
何
分
示
談
不
行
届
、
右
之
段
御
訴
申
上
候
迄
二
而
御
支
配
替
リ
ニ
付

延
引
罷
成
候
間
、
嘉
右
衛
門

・
八
郎
兵
衛
小
埓
明
稼
方
可
為
致
旨
、
再
応
懸
合
有

之
候
二
付
、
常
葉
村
役
人
共
相
手
取
奉
願
上
度
存
侯
得
共
、
病
災
芳
無
余
儀
延
引

罷
在
、
今
般
嘉
右
衛
門
代
兼
八
郎
兵
衛
か
御
願
立
二
相
成
、
御
純
受
候
義
二
御
座

候
得
共
、
右
山
之
儀
前
奉
申
上
候
通
り
、
往
古
小
私
方
二
而
材
木
其
外
年
々
椎
茸

造
り
炭
焼
稼
為
致
候
而
も
差
綺
義
無
之
、
都
而
進
退
罷
在
候
処
、
今
更
相
手
者
共

無
謂
故
障
申
立
候
儀
不
得
其
意
、
此
上
進
退
不
相
成
様
成
行
候
而
者
、
先
祖
之
丹

誠
空
敷
相
成
御
百
姓
相
続
方
二
相
拘
り
、
自
然

一
村
退
転
之
基
歎
敷
奉
存
候
間
、

此
段
奉
申
上
候
、
何
卒
前
件
御
賢
慮
被
成
下
、
格
別
以
　
御
慈
悲
ヲ
ヽ
常
葉
村
役

人
共
被
召
出
、
始
末
御
純
明
被
成
下
、
右
様
故
障
不
申
立
金
山
稼
方
者
勿
論
、
是

迄
之
通
無
差
支
進
退
相
成
候
様
被
仰
付
度
奉
願
上
候
、
依
之
此
段
以
始
末
書
ヲ
奉

申
上
候
、
以
上
、

当
御
代
官
所
八
代
郡
湯
奥
村
名
主
縫
右
衛
門

文
久
二
戊
年
十

一
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
差
添

市
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓
平
左
衛
門

御
役
所

（
三
七
〇
）
年
未
詳
断
筒

　

（金
堀
役
な
ど
に
つ
き
内
済
書
）

双
方
江
及
掛
合
取
調
侯
処
、　
一
体
査
小
屋

・
内
山

・
中
山
之
義
者
、
金
堀
稼
之
者
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共
住
居
い
た
し
候
節
者
、
金
堀
役
永
四
百
文
余
宛
も
相
納
候
書
類
も
残
り
有
之
候

得
共
、
出
方
不
盛
二
而
元
禄
九
子
年
迄
二
退
転

［　
　
］
金
堀
役
永
三
拾
文

つ
ヽ

常
葉
村
二
而
納
来
候
様
申

［　
　
　
　
］
書
載
有
之
候
得
共
、
湯
奥
山
金
堀
役
共

無
之

［　
　
　
　
　
］
年
暦
不
相
分
縫
右
衛
門
（
差
出
候
古
絵
図
面
共

［

］
之
内
萱
小
屋
山
之
頂
上
水
冷
レ
界
境
二
相
違
無

［　
　
　
］
右
役
永
之
義
者
、

金
堀
稼
之
者
共
職
分
江
相
納
候
義

［　
　
　
　
］
納
候
哉
、
共
意
碇
与
相
分
り
不

申
候
得
共
、
今
般
道

［　
　
　
　
］
一不
談
之
上
、
是
迄
二
常
葉
村
二
而
相
納
置
候

分

［　
　
　
　
］
相
渡
、
己
来
永
三
拾
文
つ
ヽ
者
、
縫
右
衛
門
御
上
納

［　
　
　
］

金
山
ハ
勿
論
先
規
差
上
候
絵
図
面
之
通
り
、
萱
小
屋

［　
　
　
　
］
境
迄

一
円
縫

右
衛
門
進
退
仕
り
候
共
常
葉
村
二
お
い
て

［　
　
　
］
不
申
筈
熟
談
内
済
御
届
偏

二
御
威
光

［
　

　

（以
下
欠
）

（笹
本
正
治
）

二
、
湯
之
奥
区
有
文
書

（
二
）
天
保

一
三
年

一
二
月
付
　
村
指
出
明
細
帳

（下
書
）

（表
紙
）

天
保

一
三
年

村

指

出

明

細

張

八
代
郡

寅
　
十
二
月
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

延
宝
七
未
年
　
　
　
　
　
　
　
八
代
郡
　
湯
奥
村

一
、
高
弐
拾
八
石
六
斗
六
合
　
平
岡
八
郎
兵
衛
様

。
石
井
治
太
夫
様

此
反
別
九
町
セ
反
九
歩

此
訳

田
高
三
斗
六
升
七
合
　
　
　
　
　
石
盛
六
斗
代

此
反
別
六
畝
八
歩

畑
高
弐
拾
八
石
弐
斗
三
升

此
反
別
九
町
四
畝
壱
歩

中
盛
六
斗
代

下
″
四
斗
代

下
そ
″
壱
斗
五
升
代

山
砂
畑
八
升
代

屋
敷
壱
石
代

外

一
、
高
六
石
七
斗
七
升
壱
合
　
　
　
　
刈
生
畑
盛
四
升
代

此
反
別
拾
六
町
九
反
弐
畝
十
四
歩

一、当村分内　敵納苅締伍可　翅劉帷獅嶋秒斯椰蜘瑚滋

一
、
家
触
希
勧
ケ軒
寺
人
数
五
拾
九
人
　
期
弐
齢
級
以
　
馬
三
疋

一
、
寺
壱
ヶ
寺
　
地
内
御
除
地
　
　
　
　
河
内
領
獅
細
醐
姉
陸
寺
末
寺

一
、
氏
神
壱
社
　
山
神
　
下
部
村
神
主
ヲ
相
雇
祭
り
仕
申
候
、

一
、
神
社
弐
ヶ
所
　
山
神
　
　
　
名
所
競
″
励
　
副
勉
加
平

一
、
御
蔵
屋
敷

一
畝
歩
　
　
　
　
壱
ヶ
所

右
寺
社
地
弄
御
蔵
屋
敷
共
延
宝
七
未
年
御
検
地
二
御
除
地
二
御
座
候
、
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一
、
当
村
高
反
別
平
岡
八
郎
兵
衛
様

・
石
井
治
太
夫
様
御
改
御
水
帳
弐
冊
御
座
候
、

一
、
御
年
貢
之
儀
小
切
大
切
米
方
共
御
（帥
匪
フ
以
不
残
金
納
二
仕
候
、

一
、
田
畑
川
欠
丼
猪
鹿
荒
地
引
前
ミ
小
御
帳
面
之
通
御
座
候
、

一
、
百
姓
持
林
弐
ヶ
所
御
座
候
、
是
ハ
未
之
御
検
地
二
反
別
ハ
無
御
座
候
得
共
、

前
さ
か
百
姓
支
配
い
た
し
来
り
申
候
、
去
ル
寅
年
か
山
小
物
成
御
上
納
仕
候
、

此
訳

壱
ヶ
所
　
一立
弐
拾
九
間
　
横
六
拾
壱
間
　
　
　
上
ノ
山
　
縫
右
衛
門

壱
ヶ
所
　
立
三
間
　
　
　
横
五
拾
間
　
　
　
　
家
之
下
　
奥
右
衛
門

一
、
刈
生
場
之
内
近
年
猪
鹿
猿
発
向
仕
侯
故
、
作
不
申
候
場
所
二
之
木
立
候
場
所

二
御
座
候
、

一
、
薪
株
場
、
当
村
分
内
刈
生
場
之
内
、
上
ノ
山

・
向
上

。
中
山
道
二
而
取
来
り

申
候
、

一
、
百
姓
農
業
之
間
嫁
者
、
男
女
共
二
薪

・
茅

・
灰
等
を
波
高
島
村
へ
弐
里
余
、

下
山
江
弐
里
半
出
し
売
申
候
、

一
、
畑
毛
栗

・
得

・
黍

。
大
豆

・
小
豆
作
り
申
候
、

一
、
御
伝
馬
之
儀
者
常
葉
村
組
合
中
寄
合
相
勤
来
り
申
候
、

一
、
村
中
諸
色
御
役
金
弄
夫
銭
之
儀
者
帳
面
二
記
、
年
々
極
月
二
至
り
惣
百
姓
寄

合
吟
味
之
上
、
高
割
二
致
申
候
、
御
役
金
之
儀
者
被
仰
付
次
第
御
上
納
仕
申
候
、

一
、
当
村
金
山
三
ヶ
所
、
中
山

ｏ
内
山

・
茅
小
屋
、
右
三
ヶ
所
御
座
候
而
百
弐
拾

八
九
年
以
前
迄
ハ
金
堀
い
た
し
申
候
得
共
作

一
切
い
た
し
不
申
、
金
堀
斗
り
仕

候
処
、
金
筋
段
苺
小
ィ
一罷
成
諸
色
売
買
高
（帥
ゴ
御
座
候
故
、
右
三
ヶ
所
之
者

共
方
さ
へ
罷
越
そ

百
五
拾
四
五
年
此
方
壱
人
茂
無
御
座
候
、

三
毒
道ち
辞
Ч璧
麗
発
梨
恥
場軽

一
、
鉄
胞
壱
挺
御
預
ヶ
、
是
ハ
亀
田
三
郎
兵
衛
様
御
代
官
所
之
節
猪
鹿
防
二
御
預

ヶ
被
下
候
、

一
、
鉄
抱
三
挺
定
御
預
ケ
、
右
者
百
姓
所
持
仕
候
鉄
抱
二
御
座
候
処
、
百
拾
七
八

年
以
前
御
改
被
遊
御
帳
面
附
被
仰
付
候
、
山
方
二
而
猪
鹿
猿
多
く
御
座
候
二
付
、

為
威
之
定
預
ヶ
被
仰
付
候
、

一
、
切
支
丹
御
高
札
弄
捨
馬
御
高
札
共
弐
枚
御
座
候
、

一
、
用
水
鑑
詳
壱
ヶ
所
、
村
中
呑
水
金
山
沢
か
八
丁
十
六
間
取
来
り
申
候
、

一
、
御
林
壱
ヶ
所
、
不
動
山
立
壱
里
程

・
横
壱
里
程
、
富
士
川
河
岸
迄
四
里
、

此
反
別
者
無
御
座
候
、

一
、
御
林
御
法
度
札
、
壱
枚
御
座
候
、

一
、
百
姓
竹
藪
三
ヶ
所

此
反
別
七
畝
四
歩

是
ハ
去
ル
辰
年
か
小
物
成
御
上
納
仕
候
、

一
、
当
村
分
内
道
橋
村
入
用
二
而
致
来
り
申
候
、

一
、
名
主
役
引
高
七
石
弐
斗
、
給
米
壱
俵
半
、
但
シ
三
斗
六
升
入
、

一
、
奥
山
壱
ヶ
所
　
　
村
中
薪
馬
草
取
来
り
申
候
、

是
ハ
先
年
金
山
御
座
候
内
、
大
根
為
作
候
処
二
御
縄
請
少
さ
御
座
候
、
残
候
分

ハ
去
ル
寅
年
（
小
物
成
御
上
納
仕
候
、

右
之
通
当
村
二
有
来
り
候
儀
弄
山
内
共
名
主

・
長
百
姓

・
惣
百
姓
立
会
委
細
相

改
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

八
代
郡

天
保
十
三
寅
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村

名
主
　
縫
右
衛
門

長
百
姓
平
左
衛
門

百
姓
代
祖
右
衛
門
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市
川
御
役
所

（堀
内
　
亨
）

三
、
常
葉
区
有
文
書

文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
二
月
七
日
付
　
書
類
写

（表
紙
）書

類

写

八
代
郡湯
奥
村

（中
略
）

「
門
西
家
文
書
」

（
一
〇
）

（
四
二
）
と
同
文
に
つ
き
省
略

差
上
申

一
札
之
事

一
、
私
共
村
方
御
林
伐
出
シ
之
儀
、
今
七
日
か
御
取
掛
り
被
成
候
二
付
、
私
共

一

同
罷
出
御
案
内
仕
、
字
ふ
と
う
分
卜
申
山
二
而
当
村
御
林
二
相
違
無
御
座
候
、

二
又
若
そ
う
里

。
中
山
此
弐
ヶ
所
ハ
百
姓
山
二
而
御
材
木
敷
木
二
致
度
旨
請
負
方

申
聞
、
代
金
弄
地
境
等
諸
事
内
談
仕
置
、
小
前
百
姓
二
至
迄
、
馴
申
分
無
之
、
後

日
相
障
候
節
、
曽
而
無
御
座
候
、
依
之
印
形
差
上
申
侯
、

柴
村
藤
三
郎
御
代
官
所

末
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
八
代
郡
湯
奥
村

九
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
七
左
衡
門

長
百
姓
七
郎
左
衛
門

奥
之
丞

百
姓
代
元
右
衛
門

木
村
周
蔵
様

（付
箋
）

「
本
文
御
名
前
之
儀
、
何
れ
之
御
役
人
中
二
候
哉
相
分
り
不
申
候
、
此
段
下
ヶ

札
を
以
奉
申
上
候
」

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
侯

一
、
甲
州
八
代
郡
東
河
内
領
湯
奥
村
名
主
七
左
衛
門
持
山
刈
生
場
之
内
字
中
山
与

申
所
金
山
之
儀
往
古
小
所
持
仕
罷
在
候
、
去
ル
酉
年
私
共
奉
願
上
御
下
知
之
上
百

日
間
堀
之
内
、
冥
加
金
壱
両
壱
分
弐
朱
市
川
御
役
所
江
御
上
納
仕
、
私
共
手
稼
ニ

仕
来
り
申
候
処
、
去
々
寅
年
中
甲
府
御
蔵
附
御
代
官
中
井
清
太
夫
様
江
戸
表
小
甲

州
金
山
御
見
分
被
蒙
　
仰
ヲ
候
由
二
両
市
川
御
役
所
江
御
届
ヶ
有
之
、
依
之
御
支

配
御
役
所
か
私
共
江
被
　
仰
付
、
中
井
清
太
夫
様
御
手
代
古
川
平
五
郎
殿

・
横
山

直
七
殿
御
手
先
鈴
木
三
重
郎
与
申
金
堀
二
度
々
御
見
分
之
上
、
同
年
極
月
下
旬
山

入
被
　
仰
付
、
其
節
小
屋

。
金
道
具

。
世
体
道
具
等
迄
当
分
貸
附
候
様
被
　
仰
付

候
間
御
用
立
申
候
処
、
去
卯
八
月
中
旬
二
至
り
御
手
代
横
山
直
七
殿
小
屋
場
二
而

被
仰
渡
候
者
、
至
而
米
高
直
二
付
三
十
日
相
休
候
間
諸
道
具
等

一
色
其
方
江
請
取

呉
候
様
、
尚
又
損
金
等
之
儀
者
市
川
御
役
所
江
御
談
申
置
相
渡
可
申
与
被
仰
渡
、

三
重
郎
儀
者
留
守
居
与
し
て
小
屋
二
差
置
候
様
被
　
仰
渡
候
処
二
右
三
重
郎
儀
此
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方
江
無
沙
汰
二
小
屋
ヲ
立
去
り
候
二
付
、
右
損
金
之
儀
中
井
清
太
夫
様
御
役
所
江

御
願
申
上
候
処
、
金
壱
両
弐
分
道
具
損
金
与
し
て
御
渡
被
下
奉
受
取
候
、
然
ル
処

三
十
日
過
候
而
も
、
当
辰
年
二
相
成
候
而
も
御
取
掛
り
も
無
御
座
候
処
、
此
度
当

御
家
鋪
様
二
而
金
山
御
取
扱
御
用
被
蒙
仰
ヲ
候
趣
及
承
候
二
付
、
右
仕
立
置
候
小

屋

。
金
道
具

。
世
体
道
具
等
迄
御
座
候
間
、
何
事
相
応
之
代
金
ヲ
以
御
買
上
被
下

成
候
様
奉
願
上
候
、
尤
是
迄
相
嫁
候
場
所
二
御
座
侯
得
共
、
田
畑
御
年
貢
等
二
差

障
毛
頭
無
御
座
候
、
御
宝
山
相
嫁
之
儀
被
　
仰
付
次
第
御
違
背
申
上
間
敷
候
、
依

之
願
書
ヲ
以
奉
申
上
候
処
依
而
如
件
、

柴
村
藤
三
郎
御
代
官
所

天
明
四
年
辰
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
州
八
代
郡
東
河
内
領

下
田
原
村

村
役
人
　
　
五
兵
衛

同
所
　
養
三
郎
代

安
兵
衛

湯
奥
村山
主
　
名
主
七
左
衡
門

堀
内
粂
之
丞
様
御
内

御
用
人
中
様

（付
箋
）

「本
文
書
面
元
甲
府
勤
番
堀
内
粂
之
丞
様
江
差
上
候
控
」

右
写
奉
差
上
候
、
以
上
、

戊
十
二
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
奥
村
名
主
　
縫
右
衛
門
　
印

市
川
御
役
所

右
者
湯
奥
村
縫
右
衛
門
証
拠
、
文
久
三
亥
二
月
七
日
御
役
所
か
御
下
ヶ
二
付
我
等

共
写
置
申
候
、
以
上
、

常
葉
村
写
人長
百
姓
　
丈
右
衛
門

重
三
郎

（堀
内
　
一予
）

【
解
説
】

一
、
門
西
家
文
書

湯
之
奥
金
山

（鉱
山
）
と
総
称
さ
れ
る
中
山

・
内
山

・
茅
小
屋
の
三
地
区
で
は
、

一
七
世
紀
後
半
ま
で
金
の
採
掘
が
な
さ
れ
、
山
中
に
は
採
鉱
で
生
計
を
た
て
る
者

た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
は
金
山
の
衰
退
と
と
も
に
山
を
去

っ
て
い
る
。

『
第

一
次
調
査
概
報
』
で
民
俗
班
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
竹
之
島

（下
部
町
）
の
太

田
家
は
甲
州
側
へ
山
を
下

っ
た
家
筋
で
あ
る
。
ま
た
駿
州
側

へ
下

っ
た
者
も
知
ら

れ
、
中
山
金
山
に
か
か
わ
る
戦
国
期
に
さ
か
の
ぼ
る
史
料

（元
亀
二
年
二
月
十
三

日
付
で
深
沢
城

（静
岡
県
御
殿
場
市
）
攻
め
に
参
加
し
た

「中
山
之
金
山
衆
拾
人
」

の
功
績
を
賞
し

「柳
子
百
五
拾
俵
」
を
与
え
た
と
す
る
武
田
家
印
判
状
な
ど
計
三

通
）
を
持
ち
伝
え
た
の
は
富
士
郡
北
山
村

（静
岡
県
富
士
宮
市
）
の
市
郎
右
衛
門

で
あ

っ
た

（
『判
物
証
文
写
』
武
田
一
。
附

一
、

『静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
所
収
）
。

山
中
の
鉱
山
村
の
廃
村
に
伴

っ
て
、
そ
こ
に
伝
わ

っ
た
文
書
も
必
要
な
も
の
に
つ
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い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
移
住
す
る
際
に
持
ち
出
さ
れ
、
移
住
先
に
下

っ
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
が
確
認
で
き
た
文
書
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
近
世
以
降
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
湯
之
奥
金
山
の
状
況
を

伝
え
る
旧
湯
之
奥
村
の
関
西
家

（現
当
主
正
勝
氏
）
に
伝
わ

っ
た
古
文
書
は
貴
重

で
あ
る
。

門
西
家
は
金
山
へ
の
入
日
に
あ
た
る
湯
之
奥
村
に
あ

っ
て
代
々
名
主
役
を
勤
め
、

村
内
の
中
心
的
役
割
を
は
た
し
て
き
た
家
筋
で
あ
る
。
八
九
年
の
調
査
で
は
天
文

十
二
年

（
一
五
四
三
）
の
穴
山
信
友
判
物
を
は
じ
め
総
計
三
八
二
点
の
現
存
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
慶
長
期
以
前
の
七
点
を
合
め
前
近
代
の
文
書

が
百
六
十
余
点
を
占
め
る
。

さ
て
当
家
所
蔵
の
文
書
の
う
ち
慶
長
期
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

既
に
大
正
年
間
に
計
画
さ
れ
た

『
山
梨
縣
誌
』
編
纂
事
業
の
過
程
に
お
い
て
も
調

査
の
対
象
と
な
さ
れ

（
『
河
内
領
古
文
書
』
に
採
録
）
、
近
く
は
柴
辻
俊
六
他
編

『
新
編
甲
州
古
文
書
』

（第
二
巻
）

（角
川
書
店
、　
一
九
六
八
）
や

『
清
水
市
史

資
料
』

（古
川
弘
文
館
、　
一
九
七
〇
）
な
ど
が
、
現
調
査
を
ふ
ま
え
た
活
宇
化
を

行

っ
て
お
り
、
以
前
か
ら
そ
の
存
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
現
存
す
る
文
書
は

い
ず
れ
も
文
箱
に
納
め
ら
れ
保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
手
伝

っ
て
、
保
存
状
態
は

き
わ
め
て
良
好
で
あ

っ
た
が
、
た
い
へ
ん
有
名
で
あ
る
が
故
に
し
ば
し
ば
調
査
の

手
が
加
え
ら
れ
、

『
山
梨
縣
誌
』
以
降
、
ま
た

『清
水
市
史
資
料
』
以
降
に
も
失

わ
れ
た
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
数
点
あ
り
そ
の
散
逸
が
惜
し
ま
れ
る
。

本
格
的
な
調
査
は
今
回
が
初
め
て
と
な

っ
た
近
世
文
書
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

そ
の
何
割
か
は
散
逸
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
た
が
、
山
村
と
い
う
湯
之
奥
村
の

立
地
を
色
濃
く
反
映
し
た
文
書
が
現
存
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
木
材
や
竹
の
育
成

。

進
上
に
か
か
わ
る
文
書
、
焼
畑
に
か
か
わ
る
も
の
、
猟
師
鉄
砲
に
関
す
る
も
の
、

さ
ら
に
は
他
村
と
の
山
争
い
な
ど
山
村
で
の
生
活
を
記
し
た
史
料
は
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
混
じ

っ
て
湯
之
奥
金
山
に
言
及
し
た
史
料
が
三
十
点
近
く
確
認
で
き
た
。

そ
の
主
だ

っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
に
掲
出
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
門
西
家
に
伝
わ
る
中
世
文
書

門
西
家
に
は
慶
長
期
以
前
の
文
書
が
七
点
現
存
し
て
い
た
。

『
山
梨
縣
誌
』
段

階
、

『
清
水
市
史
資
料
』
段
階
で
確
認
さ
れ
て
い
る
文
書
を
加
え
れ
ば
計

一
二
点

を
数
え
る
。
山
梨
県
内
で
も
十
点
を
超
え
る
中
世
文
書
を
所
蔵
す
る
家
は
極
め
て

希
で
、
こ
の
点
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
戦
国
時
代
に
富
士
川
流
域
地
方

（河
内
地
方
）
を
領
し
た
国
人
領
主
穴
山
氏
の
発
給
文
書
を
多
数
伝
え
る
こ
と
か

ら
も
注
目
さ
れ
る
。

今
回
は
現
存
す
る
七
点
、
及
び
失
わ
れ
た
文
書
の
中
か
ら
四
点
を
掲
出
し
た
。

い
ず
れ
も
門
西
家
の
先
祖
に
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
を
確
認
し
よ
う
。
最
古
の
天
文

一
二
年

（
一
五
四
三
）
七
月
五
日
付

「
穴

山
信
友
判
物
」
は
竹
藪
の
育
成
、
ま
た
竹
の
進
上
に
つ
い
て
命
じ
た
も
の
。
八
角

形
の
朱
印
が
袖
花
押
に
重
ね
て
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
例
は
武
田
氏
に
は

類
例
が
な
く
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る

（
一
号
）
。
年
未
詳
三
月
二
九
日
付
で

（
一
号
）
に
類
似
す
る
八
角
形
朱
印
が
袖
に
捺
さ
れ
、
や
は
り
穴
山
信
友
の
発
給

と
推
定
さ
れ
る
の
が

（
二
号
）
で
あ
る
。
葺
板
の
進
納
を
申
し
つ
け
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
信
友
は
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）
霜
月

一
五

日
付
で

「
山
作
」
の

「奉
公
」
を
条
件
に

「普
請
其
外
」
の
役
を
免
除
し
て
い
た

（参
考

一
）
。
く
だ

っ
て
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
、
子
の
信
君
は

「私
宅

一
間
」

に
か
か
る

「棟
別
諸
役
」
を
免
除
し
て
い
る
が
こ
れ
も
山
作
の
奉
公
に
対
す
る
見

返
り
と
想
定
さ
れ
よ
う

（
五
号
）
。
以
上
の
事
例
か
ら
穴
山
氏
が
林
産
資
源
の
宝

庫
と
い
う
観
点
か
ら
湯
之
奥
村
に
着
日
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
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山
に
依
存
す
る
村
ゆ
え
に
、
山
を
め
ぐ
る
出
入
も
生
じ
て
い
る

（三
号
）
。
湯
之

奥
村
で
は
狩
猟
も
行
わ
れ
て
い
た
。
伊
彦
次
は
当
地
の
文
三
に
鉄
砲

一
丁
を
預
け

る
と
と
も
に
毛
皮
の
進
上
を
命
じ
て
い
た

（七
号
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
穴

山
信
君
が
犬
の
保
護
を
命
じ
た
判
物

（六
号
）
で
、
保
護
の
対
象
と
な

っ
て
い
る

の
は
お
そ
ら
く
猟
犬
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
関
西
家
に
現
存
す
る
文
書
、
ま
た
か
つ
て
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
文
書
か
ら
は
、
戦
国
期
の
湯
之
奥
村
が
、
金
山
の
稼
業
に
関
与
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
徴
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
現
存
し
な
い
が
天
正

一
九
年

一
二
月
二
日
付

「
加
藤
兵
助
証
文
」

（参

考
二
）
、
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
三
月
二
日
付

「
細
田
保
慶
等
連
署
証
文
」

（参
考
四
）
は
と
も
に
、
こ
れ
以
後
、
湯
之
奥
村
が
近
世
を
通
じ
て
林
野
の
所
有

を
主
張
す
る
上
で
、
そ
の
正
当
性
の
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
林
野
の
所
有

が
問
題
と
な
る
と
き
常
に
証
拠
と
し
て
文
書
に
登
場
す
る
。
最
後
に
こ
の
こ
と
を

付
言
し
て
お
く
。

三
、
近
世
文
書
に
見
る
湯
之
奥
金
山
の
状
況

門
西
家
文
書
は
あ
く
ま
で
も
湯
之
奥
村
の
村
方
文
書
で
あ
り
、
山
内
に
あ

っ
た

村
の
文
書
で
は
な
い
の
で
、
金
山
の
稼
業
の
状
況
を
具
体
的
に
記
述
し
た
文
書
は

極
め
て
少
な
い
。
金
山
の
規
模
、
産
出
量
、
経
費
、
そ
こ
で
の
労
働
、
さ
ら
に
は

山
中
の
村
の
様
相
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
は
、
残
念
な
が
ら
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
湯
之
奥
区
有
文
書
、
常
葉
区
有
文
書
も
同
様
で
あ
る
。
以
下
こ
れ

ら
の
文
書
中
の
断
片
的
な
記
述
か
ら
、
近
世
の
湯
之
奥
金
山
に
つ
い
て
、
そ
の
要

点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

慶
安
年
間

（
一
六
四
八
？
五
二
）
に
は
内
山
金
山
に
お
い
て
、
運
上
を
納
め
つ

つ
盛
ん
に
採
鉱
が
行
わ
れ
て
い
た
。
三
年
七
月
、
そ
の
内
山
の
あ
る
ひ
と
つ
の
間

歩
の
所
有
を
め
ぐ

っ
て
内
山
の
者
と
中
山
の
者
と
の
間
で
争
論
が
生
じ
て
い
る
。

あ
る
い
は
金
の
産
出
量
が
減

っ
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
、
産
出
量
の
多
い
間
歩

を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
ろ
う
か
。
や
り
と
り
の
な
か
で
中
山
の
五
右
衛
門
が
自
ら
実

力
行
使
に
及
び

「
か
ら
山
く
つ
し
、
通
路
と
め
」
た
の
に
対
し
、
内
山
の
市
郎
右

衛
門
ら
が

「
中
間
之
も
の
共
見
出
し
ほ
り
あ
け
、
其
も
の
共
た
す
け
」
る
な
ど
と

い
う

一
幕
も
あ

っ
た
。
山
中
で
の
争
論
に
か
か
わ
る
文
書
が
、
何
故
湯
之
奥
村
に

伝
わ

っ
た
の
か
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
金
掘
た
ち
の
息
吹
を
伝
え
る
希
有
な

史
料
と
い
え
よ
う

（以
上

一
一
号
）
。

貞
享
年
間

（
一
六
八
四
―
八
八
）
に
は
、
い
よ
い
よ
金
の
産
出
量
が
減

っ
て
く

る
。
天
和
元
年

（
一
六
八

一
）
の
飢
饉
に
際
し
て
は
公
儀
か
ら
の
救
米
で
命
を
つ

な
い
だ
と
い
う
。
ま
た
新
た
な
間
歩
の
開
削
の
資
金
を
得
る
た
め
、
茅
小
屋
の
九

左
衛
門
は
妻
子
を
質
に
入
れ
金
子
を
借
用
し
た
と
い
う

（以
上

一
九
号
）
。
中
山

・

内
山
と
も
状
況
は
同
様
だ

っ
た
と
見
え
、　
一
説
に
は
み
な
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）

迄
に
は
、
山
中
よ
り
退
転
し
た
と
い
う

（三
七
〇
号
）
。
先
の
茅
小
屋
の
九
左
衛

門
は
山
を
下

っ
た
も
の
の
生
活
が
成
り
立
た
ず
、
下
部

・
湯
之
奥
両
村
の
仲
介
で
、

山
に
戻
り

「船
板
」

「
横
板
」
な
ど
の
切
出
し
で
渡
世
し
た
き
旨
願
い
出
て
い
る

（
二
八
号
）
。
彼
の
ほ
か
、
山
を
あ
と
に
し
た
人
々
は
、
い
か
に
し
て
生
活
の
糧

を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

金
山
の
住
人
が
山
を
下
る
と
、
湯
之
奥
村
も
金
山
の
採
掘
に
関
わ
り
始
め
る
。

幕
末
に
至
る
ま
で
私
的
に
、
ま
た
公
的
に
金
山

・
銅
山
の
開
発
が
図
ら
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ

っ
た
模
様
で
あ
る
。
代
表
的
な
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。

宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
頃
　
山
師
が
入
る
が
、
金
銅
と
も
出
ず

（三
〇
六
号

・

〓
三
二
一ハ
塁
７
）
。

享
保

一
六
年

（
一
七
三

一
）

江
戸
の
和
久
屋
源
左
衛
門
に
よ
る
鋼
の
採
掘
計
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画
。
湯
之
奥
村
に
代
官

へ
の
仲
介
を
依
頼
。
銅
は
産
出
せ
ず

（
五

一
号
）
。

安
永
二
年

（
一
七
七
三
）

下
総
国
の
野
村
文
蔵
が
銅
の
採
掘
を
計
画

（七
〇

号
）
。

天
明
二
年

（
一
七
八
二
）

中
井
清
太
夫
が

「金
山
御
用
掛
り
」
と
し
て
手
先

鈴
木
三
十
郎
を
入
山
さ
せ
る
。
そ
の
折
、
湯
之
奥
村
が
諸
道
具
の
調
達
を
命
ぜ
ら

れ
る
。
翌
年
鈴
木
は
、
成
果
も
見
ず
に
、
ま
た
道
具
の
代
金
も
見
払
い
の
ま
ま
下

山
す
る

（七
九
号
）
。

天
明
八
年

（
一
七
六

一
）

代
官
堀
内
粂
之
丞
に
よ
る
中
山
金
山
採
掘
。
五
本

の
間
歩
を
開
削
。
間
歩
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
を
残
す

（九

一
号

。
三
〇
三
号
な

ど
）
。

文
久
元
年

（
一
八
六

一
）
　

百
々
村

（現
中
巨
摩
郡
白
根
町
）
の
長
百
姓
嘉
右

衛
門
等
が
金
山
採
掘
を
計
画
。

以
上
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
湯
之
奥
村
は
、
時
に
は
代
官

へ
採
掘
願
い

を
提
出
す
る
際
の
仲
介
を
行

っ
た
り
、
ま
た
あ
る
時
は
諸
道
具
の
調
達
を
命
ぜ
ら

れ
る
な
ど
、
金
山
の
麓
の
村
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
深
く
関
与
し
て
い
た
。

な
お
、
内
山

ｏ
中
山

・
茅
小
屋
の
三
ヶ
所
よ
り
金
掘
た
ち
が
退
去
す
る
と
、
そ

の
直
後
正
徳
年
間

（
一
七

一
一
？

一
六
）
に
は
茅
小
屋
の
地
を
め
ぐ

っ
て
湯
之
奥

村
と
常
葉
村
と
の
間
で
山
争
い
が
生
じ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
は
収
東
す
る
が
幕
末

再
燃
、
文
久
年
間

（
一
八
六

一
を
六
四
）
に
は
、
内
山

。
中
山
を
も
加
え
た
再
度

の
訴
訟
に
発
展
し
た
。
湯
之
奥
村
側
は
天
正

一
九
年

一
二
月
二
日
付

「
加
藤
兵
助

判
物
」

（参
考
二
）
、
慶
長
三
年
三
月
二
日
付

「
細
田
保
慶
等
連
署
判
物
」

（参

考
四
）
を
根
拠
に
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
後
も
村
分
と
し
て

「御
縄
受
」
を
受
け
て

い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
、
対
す
る
常
葉
村
は

「金
山
間
歩
役
金
之
義
金
掘
退
転

仕
候
以
後
」

「常
葉
村
二
而
間
歩
役
金
少
々
出
申
」
を
根
拠
に
相
互
に
自
ら
の
権

益
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
湯
之
奥
側
が

「往
古
よ
り
私
方
二
而
伐
木
其
外

年
々
椎
茸
造
り
炭
焼
稼
」
と
主
張
す
る
よ
う
に
、
金
掘
よ
り
も
、
む
し
ろ
林
産
資

源
の
面
か
ら
争
論
に
及
ん
だ
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
近
世
中

ｏ
後

期
の
金
山
再
掘
計
画
は
い
ず
れ
も
失
敗
に
帰
し
て
い
る
。
反
面
、
金
山
の
跡
地
は

林
産
資
源
の
宝
庫
と
し
て
重
要
性
を
持

っ
て
い
た
。
た
め
に
金
山
を
挟
ん
で
境
を

接
す
る
湯
之
奥
村
と
常
葉
村
と
の
間
で
争
論
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ

っ
た

（以
上

一
〇
号

。
四
二
号

。
一
五
三
号

。
三
七
〇
号
な
ど
）
。

四
、
ま
と
め

湯
之
奥
金
山
に
か
か
わ
る
文
献
の
初
見
は
先
述
し
た
元
亀
二
年
の

「
中
山
之
金

山
衆
拾
人
」
宛
の

「武
田
家
印
判
状
」
で
あ
る
。
今
回
の

「
門
西
家
文
書
」
な
ど

の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
以
後
元
禄
年
間
ま
で
は
湯
之
奥
金
山
と
総
称
さ
れ
る
金
山

が
稼
業
し
、
さ
ら
に
は
山
中
に
は
鉱
石
の
採
掘
に
あ
た

っ
た
者
た
ち
の
村
が
実
在

し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
本
来
文
書
を
伝
え
る
べ
き
村
は
元
禄

年
間
に
廃
村
と
な
り
、
そ
の
住
民
は
甲
斐

・
駿
河
双
方
へ
個
々
に
散

っ
て
い
っ
た

と
想
定
さ
れ
る
。
金
山
在
住
者
が
下
山
し
た
先
の
追
跡
は
か
な
わ
な
か
っ
た
た
め
、

残
念
な
が
ら
山
中
の
村
の
様
子
、
労
働
の
状
況
な
ど
金
山
稼
業
期
の
具
体
的
様
相

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

今
後
は
同
じ
河
内
地
方
に
存
在
す
る
保

・
黒
桂

（南
巨
摩
郡
早
川
町
）
と
い
っ

た
、
湯
之
奥
同
様
小
規
模
な
が
ら
も
、
近
世
を
通
じ
て
稼
業
し
た
金
山
に
か
か
わ

る
文
書
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
湯
之
奥
金
山
の
実
態
に
追
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（堀
内
　
一予
）

―-266(31)――



第
二
節
　
近
代
の
古
文
書

一
、
は
じ
め
に

古
文
書
班
の
目
的
は
、
湯
之
奥
金
山
の
実
態
を
古
文
書
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
数
次
に
わ
た
る
資
料
調
査
の
結
果
、
笹
本
正
治
報
告
に
も
あ

る
よ
う
に
、
戦
国
期
か
ら
近
世
期
に
か
け
て
の
時
期
の
湯
之
奥
金
山
の
実
態
は
か

な
り
の
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
笹
本
正
治
報
告
が
湯
之
奥
金
山
で
は
近
世
前
期
の
元
禄
期

（
一
六
八
八
ｉ

一
七
〇
三
）
に
採
掘
を
終
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
点
と

も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
地
で
の
古
文
書
調
査
に
よ

っ
て
発
見
で
き
た

明
治
以
降
の
湯
之
奥
金
山
の
実
態
や
開
発
の
動
向
を
窺
え
る
資
料
類
は
極
端
に
少

な
か

っ
た
。
そ
の
後
、

「
近
代
以
降
に
お
い
て
も
開
発
が
試
み
ら
れ
た
」
と
い
う

地
域
で
の
言
い
伝
え
を
一暴
づ
け
る
た
め
に
資
料
調
査
の
範
囲
を
拡
大
し
た
結
果
、

「
湯
之
奥
」
の
文
言
が
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
資
料
類
を
発
見
し
え
た
こ
と
は
収

穫
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
資
料
的
な
制
約
は
存
在
し
、
明
治
以
降
の

湯
之
奥
金
山
の
実
態
及
び
そ
の
開
発
の
動
向
を
十
分
に
把
握
す
る
ま
で
に
至

っ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

な
お
、
資
料
調
査
の
過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
山
梨
県
に
於
け
る
明
治
？
大
正

期
の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
た
の
で
そ
れ
に
譲

り
た
い
。

以
下
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
で
き
た
資
料
の
紹
介
と
若
干
の
考
察
を
行
う
。

二
、
資
料
の
紹
介
と
若
子
の
考
察

近
代
文
書
担
当
調
査
員
は
、

『
湯
之
奥
金
山
遺
跡
第

一
次
調
査
慨
報
』
に
も
記

し
た
通
り
、
①

（下
部
町
）
下
部
区
有
文
書
、
②

（下
部
町
）
門
西
家
文
書
、
③

（下
部
町
）
湯
之
奥
区
有
文
書
、
④

（六
郷
町
）
正
文
堂
文
書
、
⑤

（甲
府
市
）

深
沢
家
文
書
な
ど
の
整
理
作
業
を
通
じ
て
、
湯
之
奥
金
山
に
関
す
る
近
代
文
書
の

発
見
に
努
め
た
が
、
明
治
以
降
の
湯
之
奥
金
山
に
関
す
る
近
代
文
書
は
き
わ
め
て

少
な
く
、
①
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）
七
月
二
日
付
の
湯
之
奥
区
の

「
砂
金
堀

区
則
」

（資
料

一
）
と
、
②
年
不
詳
で
あ
る
が
明
治
期
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る

「
（
旧
鉱
穴
覚
）
」

（資
料
二
）
の
二
点
を
確
認
し
た
に
止
ま
る
。
な
お
、
明
治

一
〇
年

（
一
八
七
七
）
九
月
に
作
成
さ
れ
た

「
（湯
之
奥
村
地
図
）
」
に
は
、
中

山
地
区
に

「
金
山
」
の
記
入
が
あ
り
、
該
地
で
は
近
代
以
前
に
金
山
と
し
て
の
稼

業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
と

一
致
す
る
。
参
考
ま
で
に
、

「
砂
金
堀
区
則
」

（資
料

一
）
と

「
（旧
鉱
穴
覚
）
」

（資
料
二
）
の
全
文
を
掲
げ
た
い
。

（資
料

一
）

砂
金
堀
区
則

第

一
条
　
砂
金
採
収
致
度
キ
人
ハ
誰
人
ヲ
不
問
該
道
具
携
帯
シ

タ
ル
者
ハ
壱
人
二
付
金
拾
銭
ヅ
ゝ
区
長

へ
即
納
ノ
事

第
二
条
　
士τ
条
ノ
金
拾
銭
ハ
一
ヶ
月
金
拾
銭
ノ
事

第
三
条
　
該
業
ヲ
止
メ
帰
宅
シ
タ
ル
後
再
応
来
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

一
ヶ
月
内
卜
雖
モ
尚
金
拾
銭
ヲ
請
求
ノ
事

宿
泊
ハ
一
泊

一
人
三
付
三
銭
五
厘
ト
ス

壱
泊
金
三
銭
五
厘
ノ
内
金
五
厘
ハ
区
内
益
金
ノ
事

該
業
ヲ
行
ヒ
近
隣
ヨ
リ
通
ヒ
ヲ
以
テ
ス
ル
人
ハ
第

一

条
ノ
金
拾
銭
ハ
勿
論
壱
人
三
付

一
日
壱
銭
ヅ
ゝ
毎
日

区
長

へ
収
納
ス
ベ
シ

右
之
条
々
区
内

一
同
協
議
之
上
決
定
候
也

明
治
十
七
年
七
月
三
日
　
湯
之
奥
区

第
四
条

第
五
条

第
六
条

-265(32)一



『
湯
之
奥
区
有
文
書
』

（資
料

一
）
は
、

「
（湯
之
奥
）
区
内

一
同
協
議
」
に
よ

っ
て
取
り
決
め
ら
れ

た
砂
金
掘
り
に
関
す
る
区
則
で
あ
る
が
、
区
長
を
始
め
と
す
る
区
民
の
署
名
捺
印

を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
に
実
施
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑

間
を
差
し
挟
む
余
地
を
残
し
て
い
る
。

「申
し
合
わ
せ
」
の
下
書
き
で
あ
る
可
能

性
を
捨
て
切
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
内
山
、
茅
小
屋
方
面
か
ら
流
れ
出
る

中
山
沢
や
入
ノ
沢
な
ど
で
は
明
治
以
降
に
於
い
て
も
砂
金
採
集
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
裏
付
け
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

事
実
、

『
山
梨
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
な
町
村
名
や
採
収
箇
所
な
ど

は
確
定
で
き
な
い
が
、
明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）
か
ら
同
三
〇
年

（
一
八
九
七
）

に
か
け
て
の
時
期
に
、
西
八
代
郡
に
於
い
て
は

一
箇
所
で
現
業
と
し
て
砂
金
採
集

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）
の

場
合
は
、
採
収
高
、
精
錬
高
の
欄
に
は
不
詳
記
号
が
記
入
さ
れ
、
ま
た
、
明
治
三

〇
年

（
一
八
九
七
）
の
場
合
は
、
九
斤

（五

・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、　
一
貫
四
四
〇
理
）

の
採
収
高
の
記
入
は
あ
る
も
の
の
、
精
錬
高
の
記
載
は
な
い
。
な
お
、
両
年
以
外

の
年
度
に
つ
い
て
は
採
収
高
、
精
錬
高
と
も
に
そ
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
南
巨

摩
郡
で
は
採
収
高
や
精
錬
高
の
記
載
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
西
八
代
郡
で
は
採
収

高
、
精
錬
高
と
も
に
皆
無
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

ま
た
、

『
山
梨
県
統
計
書
』
か
ら
は
、
明
治
二
七
年

（
一
八
九
四
）
当
時
、
西

八
代
郡
に
於
い
て
二
箇
所
で
金
鉱
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（資
料
二
）

農
商
務
省
小
杉
轍
三
郎
殿
出
張

本
村
字
若
草
里
分
第
壱
号
ヨ
リ
五
号
二
至
ル

但
し
下
ヨ
リ
順
々
二
記
ス

字
広
野
赤
岩
下
夕
同
横
番
号
記

第
壱
号
旧
穴
赤
岩
下
夕
　
茂
市
青
富
並
ヒ
嘉
平
三
人
ニ
テ
入
タ
ル
ト

第
弐
号
旧
穴
赤
岩
下
夕
　
右
同
断

第
三
号
新
ヒ
赤
岩
下
夕
東
向
ク
望
月
恒
ト
シ
殿
青
富
両
人
ニ
テ
取
タ
ル
処

第
四
号
新
ヒ
同
所
　
寅
方
向
タ
ル
所
右
両
人
三
テ
取

第
五
号
新
ヒ
赤
岩
横
　
関
西
蓑
市
及
ヒ
三
人
エ
テ
取
タ
ル
所

第
六
号
新
ヒ
赤
岩
横
　
右
同
断

第
七
号
新
ヒ
赤
ニ
テ
　
茂
市
殿
取
タ
ル
所

第
八
号
旧
穴
赤
岩
西
根
　
旧
鉱
石
埋
メ
タ
ル
所

字
中
山
　
七
人
墓

第
壱
号
　
敷
弐
十
四
間

第
弐
号
　
敷
四
五
間
　
破
損
之
ヶ
処
直
シ
取
事
不
残

番
外
鉱
壱
包
　
佐
野
氏
山
沢
エ
テ
拾
イ
タ
ル
石

同
中
山
寺
屋
敷
向
沢
旧
穴
　
浦
田
義
幸
望
月
峯
作
佐
田
茂
市
三
人

三
テ
取
リ
タ
ル
所

第
壱
号
　
寺
屋
敷
向
沢
旧
穴
　
　
第
五
号

第
弐
号
　
小
学
桧
嶺
向
沢
旧
穴
　
中
山
新
ヒ
寺
屋
敷
向
沢

期
嘘
｝
　
右
同
所
　
　
　
　
　
　
凡
ミ
ヤ
リ
弐
十
間

『
湯
之
奥
区
有
文
書
』

明
治
政
府
が
と

っ
た
初
期
の
鉱
山
政
策
は
貨
幣
材
料
の
確
保
を
目
的
と
す
る
非

鉄
金
属
鉱
山
の
開
発
に
重
点
が
あ

っ
た
。

（資
料
二
）
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
全

国
規
模
で
実
施
さ
れ
た
鉱
山
調
査
に
際
し
て
山
梨
県
に
派
遣
さ
れ
た
農
商
務
省
係
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官
小
杉
轍
三
郎
の
調
査
覚
え
書
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

作
成
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
農
商
務
省
が
設
立
さ
れ
た
明
治

一
四
年

（
一

八
八

一
）
四
月
以
降
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
全
部
で

一
五
箇
所
の
旧
鉱
穴
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
旧
鉱
穴
の

一
部
に
は
採
掘
人
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
近
世
的
な
名
前
で
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
は
近
代
以
降
に
な

っ
て

試
掘
の
た
め
に
掘
ら
れ
た
穴
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

（資
料

二
）
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
が
、
後
に
紹
介
す
る
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
資
料
類

に
は
登
場
し
な
い
氏
名
で
あ
る
理
由
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

明
治
政
府
の
鉱
山
政
策
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
と

っ
て
順
次
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
。明

治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
鉱
山
の
開
採
を
広
く
差
許
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

採
出
額
の
記
録
を
各
府
県
に
命
じ
た
。
次
い
で
同
四
年

（
一
八
七

一
）
に
鉱
山
採

掘
請
負
を
出
願
さ
せ
、
相
当
額
の
税
の
納
入
と
引
換
に
こ
れ
を
詐
可
す
る
こ
と
と

し
た
。
翌
五
年

（
一
八
七
二
）
に

「鉱
山
心
得
」
を
定
め
、
鉱
物
は
露
出
、
埋
没

の
如
何
を
問
わ
ず
、
政
府
の
所
有
物
と
し
た
。
ま
た
、
同
六
年

（
一
八
七
三
）
に

「
日
本
坑
法
」
を
制
定
し
、
私
人
に
対
し
て
は
借
区
に
よ

っ
て

一
二
年
を
期
限
と

し
て
開
採
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
。
、
さ
ら
に
、
明
治
二
五
年

（
一
八
九
二
）

に

「
日
本
坑
法
」
を
廃
止
し
、
代
わ

っ
て

「鉱
業
条
例
」
を
施
行
し
、
試
掘
、
採

掘
に
か
か
わ
る
規
定
を
定
め
、
鉱
業
の
自
由
と
採
掘
権
を
永
久
無
限
の
特
権
と
認

定
し
た
。
同
時
に
砂
金
採
取
出
願
手
続
を
定
め
、
翌
二
六
年

（
一
八
九
三
）
に

「
砂
鉱
採
取
法
」
を
制
定
し
、
砂
鉱
採
取
に
関
す
る
事
項
を
制
定
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
三
八
年

（
一
九
〇
五
）
に

「鉱
業
法
」
を
制
定
し
、
採
掘
権
を

登
録
し
た
区
域
内
に
於
い
て
許
可
を
受
け
た
鉱
物
を
採
掘
、
取
得
す
る
権
利
と
し
、

「鉱
業
登
録
令
」
に
よ
り
鉱
業
権
は
登
録
す
る
も
の
と
し
た
。

か
か
る
、
政
府
の
鉱
山
政
策

へ
の
対
応
を
山
梨
県
行
政
文
書
の
中
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

明
治
前
期
の
山
梨
県
の
県
政
の
動
向
を
把
握
で
き
る

『
山
梨
県
史
』
に
も
鉱
山

の
試
掘
、
採
掘
に
関
す
る
諸
願
書
が
散
見
で
き
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
湯
之
奥
金

山
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
で
あ
る

（
『
山
梨
県
史
』
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
別

稿
を
参
照
の
こ
と
）
。

し
か
し
、
山
梨
県
立
図
書
館
で
所
蔵
す
る
山
梨
県
の

『農
商
務
省
届
』
の
中
に

湯
之
奥
金
山
に
関
す
る
上
申
書
を
確
認
で
き
た
。
以
下
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
た
い
。

（資
料
三
）

回
議

本
件
ハ
砂
金
採
収
譲
渡
願
処
分
済
農
商
務
省

へ
報
告
二
係
ル
○
西

八
代
郡
富
里
村
ノ
内
湯
奥
組
地
先
字
金
沢
山
外
三
ヶ
所
二
於
テ
砂

金
採
収
ノ
義
南
巨
摩
郡
都
川
村
望
月
逸
平

へ
本
年
六
月
中
許
可
相

成
候
処
今
般
神
奈
川
県
横
浜
区
本
町
雨
官
敬
次
郎

へ
譲
渡
出
願
ニ

付
既
二
御
聞
届
御
指
令
済
二
候
依
テ
左
案
ヲ
以
テ
農
商
務
省

へ
御

報
告
相
成
可
致
侯

案
砂
金
採
収
譲
渡
ノ
義
二
付
申
報

県
下
南
巨
摩
郡
都
川
村
平
民
望
月
逸
平

へ
西
八
代
郡
富
里
村
ノ
内

湯
奥
組
地
先
字
金
沢
山
外
三
ヶ
所
官
有
地
工
於
テ
砂
金
採
収
ノ
義

本
年
六
月
十
二
日
採
第
三
五
三
二
号
ヲ
以
テ
御
許
可
相
成
候
処
今

般
神
奈
川
県
横
浜
区
本
町
二
丁
目
第
三
十
六
番
地
平
民
雨
宮
敬
次

郎

へ
譲
渡
ノ
義
出
願
二
付
取
調
候
処
身
元
資
産
等
何
等
不
都
合
無

之
二
付
本
月
六
日
付
フ
以
テ
願
意
聞
届
間
此
段
及
申
報
侯
也
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明
治
二
十
年
十
二
月
十
五
日
　
知
事
御
名

農
商
務
大
臣
殿

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
明
治
二
十
年
農
商
務
省
届
』

（資
料
三
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
六
月
二
十
二
日
に
南
巨

摩
郡
都
川
村
の
望
月
逸
平
が
湯
奥
組
地
先
字
金
沢
山
外
三
ヶ
所
で
砂
金
採
集
の
許

可
を
得
て
い
た
。
そ
の
後
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
採
集
権
を
神
奈
川
県
横
浜
区

の
雨
官
敬
次
郎
に
譲
渡
し
て
お
り
、

（資
料
三
）
は
そ
の
際
の
山
梨
県
か
ら
農
商

務
省
へ
申
報
で
あ
る
。
な
お
、
雨
官
敬
次
郎
は
東
山
梨
郡
牛
奥
村

（現

一
塩
山
市
）

の
出
身
で
、
若
尾
逸
平
と
並
ん
で
甲
州
財
閥
の
双
壁
と
し
て
、
鉱
山
経
営
な
ど
も

手
広
く
手
掛
け
た
人
物
で
あ
る
。

（資
料
四
）
金
鉱
試
掘
延
期
願
処
分
屈
報
告

県
下
西
八
代
郡
富
里
村
字
若
草
里
外
四
ヶ
所
二
於
テ
金
鉱
試
掘
之

義
去
ル
明
治
二
十
年
十
二
月
十
五
日
付
試
第
三
千
六
百
七
十
三
号

ヲ
以
テ
大
坂
府
平
民
北
村

一
作

へ
許
可
相
成
居
侯
処
本
人
病
気
ニ

因
り
右
期
限
内
着
手
難
及
事
情
以
テ
猶
壱
ヶ
年
間
試
掘
延
期
願

出
二
依
り
事
実
取
調
候
処
相
違
無
之
二
付
去
二
月
十
六
日
付
ケ
ヲ

以
テ
願
意
聞
届
候
条
段
及
報
告
候
也

明
治
二
十
二
年
二
月山
梨
県
知
事
山
崎
錫
胤

農
商
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
殿

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
明
治
十
二
年
農
商
務
省
申
報
　
乾
』

（資
料
四
）
は
、

「
湯
之
奥
」
の
文
言
は
な
い
が
、
記
載
内
容
と

（資
料
五
）

及
び

（資
料
六
）
か
ら
湯
之
奥
鉱
山
を
含
む
地
域
で
の
試
掘
に
関
す
る
文
書
と
推

定
し
た
。
金
鉱
試
掘
許
可
の
日
付
け
が
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）

一
二
月

一
五

日
で
あ
り
、

（資
料
三
）
の
存
在
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
時
、
湯
之
奥
地
区
で

は
砂
金
採
集
と
金
鉱
試
掘
が
同
時
並
行
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

（資
料
四
）
の
出
願
人
が
地
元
民
で
な
く
大
阪
の
北
村

一
作
で
あ
る
点
は
、
湯
之

奥
鉱
山
の
存
在
は
か
な
り
広
く
知
れ
渡

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（資
料
五
）
御
届

県
下
西
八
代
郡
富
里
村
湯
之
奥
山
鉱
山
試
掘
ノ
件
試
掘
願
人
北
村

一
作
病
気
二
付
十
二
年
度
下
半
期
間
休
業
致
シ
候
此
段
及
御
届
候

也

大
坂
府
下
北
村

一
作
代
理

西
八
代
郡
共
和
村

明
治
十
三
年
三
月
十

一
日
　
　
　
一
一官
貫
平
⑩

同
村
若
林
　
一二
代
印

山
梨
県
知
事
山
崎
錫
胤
殿

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
明
治
十
三
年
農
商
務
省
申
報
　
全
』

（資
料
六
）
坑
業
明
細
表
之
議
二
付
申
案

県
下
坑
業
人
之
内
休
業
其
他
ノ
事
故
ヲ
以
テ
十
二
年
下
半
期
坑
業

明
細
表
右
差
出
旨
前
紙
之
通
り
之
実
情
取
調
候
処
相
違
無
之
二
付

此
段
及
上
申
候
也

明
治
十
三
年
五
月
二
日
　
　
　
知
事

農
商
務
大
臣
宛

記
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東
山
梨
郡
神
金
村
黒
川
金
山
試
掘
人

一
病
気
体
業
　
　
　
　
　
北
村

一
作

西
八
代
郡
富
里
村
湯
之
奥
鉱
山
試
掘
人

一
病
気
休
業
　
　
　
　
　
北
村

一
作

北
巨
摩
郡
鳳
来
村
銅
鉱
試
掘
人

一
体
業
　
　
　
　
　
渡
辺
徳
右
衛
門

東
八
代
郡
岡
村
銅
鉱
試
掘
人

一
体
業
　
　
　
　
　
石
倉
喜
左
衛
門

外
四
名

南
巨
摩
郡
都
川
村
字
保
河
内
砂
金
採
掘
人

一
器
械
準
備
休
業
　
　
雨
宮
敬
二
郎

〃
郡
同
村
字
早
川
砂
金
採
掘
人

一
器
械
準
備
休
業
　
　
雨
官
敬
二
郎

西
八
代
郡
富
里
村
湯
ノ
奥
組
三
字
砂
金
採
掘
人

一
同
上
　
　
　
　
　
　
雨
官
敬
二
郎

以
上

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
明
治
十
三
年
農
商
務
省
申
報
　
全
』

（資
料
五
）
、

（資
料
六
）
は
、
北
村

一
作
や
雨
宮
敬
次
郎
の
鉱
山
試
掘
及
び

砂
金
採
掘
の
休
業
願
と
そ
の
事
由
を
山
梨
県
か
ら
農
商
務
省
へ
届
け
出
た
も
の
で

あ
る
。
北
村

一
作
の

「病
気
休
業
」
は
と
も
か
く
、
雨
官
敬
次
郎
の

「
器
械
準
備

休
業
」
は
砂
金
採
掘
は
か
な
り
の
困
難
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

な
お
、
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
以
降
も

『
農
商
務
省
申
報
』
は
残
存
し
て

い
る
が
、
精
査
の
結
果
、
鉱
山
の
試
掘
及
び
採
掘
に
関
す
る
文
書
は
ま

っ
た
く
発

見
で
き
な
か

っ
た
。

（資
料
七
）佐
野
山
の
金
鉱

静
岡
県
富
士
郡
猪
之
頭
佐
野
金
山
金
鉱
の
近
況
を
聞
く
に
同
金
山
は
去
る
四
二

年
許
可
を
得
て
四
三
年
五
月
試
掘
に
着
手
せ
る
が
地
域
は
河
内
猪
之
頭
字
西
山

下
よ
り
西
は
本
県
西
八
代
郡
富
里
村
大
河
内
、
北
は
同
所
湯
之
奥
、
南
は
同
郡

栄
村
佐
野
に
旦
り
坪
数
百
六
十
七
万
八
百
八
坪
に
て
理
学
士
滝
本
鐙
三
氏
及
び

技
師
匹
野
正
雄
氏
等
の
調
査
に
よ
り
着
手
せ
る
富
士
、
第

一
号
、
山
鳥
、
金
華

第
七
号
の
五
坑
は
い
ず
れ
も
良
好
な
る
鉱
脈
に
て
鉱
石
は
東
京
鉱
山
監
督
所
の

分
析
に
よ
れ
ば
百
貫
目
中
銅
八
貫
三
百
目
金
十
二
匁
、
王
子
酸
素
会
社
の
分
析

に
よ
れ
ば
百
貫
目
中
銅
十
二
貫
目
金
八
匁
三
分
な
り
右
鉱
山
は
東
京
市
日
本
橋

区
浜
町
三
ノ

一
浜
田
善
吉
氏
の
名
の
下
に
上
出
村
猪
之
頭
植
松
忠
孝
氏
が
事
務

を
取
扱
居
り山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
山
梨
日
日
新
聞
明
治
四
五
年
四
月
二
二
日
』

湯
之
奥
金
山
の
産
金
量
や
金
鉱
石
の
合
有
量
な
ど
は
湯
之
奥
金
山
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
直
接
答
え
て
く

れ
る
資
料
は
な
い
。

（資
料
七
）
は
、
新
聞
資
料
で
厳
密
さ
と
い
う
点
で
疑
間
が

あ
り
、
ま
た
、
湯
之
奥
金
山
の
実
態
を
直
接
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
周
辺
鉱

山
の
産
金
量
や
金
鉱
石
の
合
有
量
な
ど
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

山
梨
県
立
図
書
館
蔵
の

『
山
梨
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二

一
年

（
一
八

八
八
）
か
ら
同
三
四
年

（
一
九
〇

一
）
に
か
け
て
村
名
や
採
集
箇
所
な
ど
の
記
載

は
な
い
が
、
郡
別
の
金
鉱
や
砂
金
の
採
取
及
び
試
掘
集
計
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、

翌
三
五
年
以
降
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
明
治
中
期
以
降
の
実
態

は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

だ
が
、
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
の

『鉱
区

一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
期
に
於
け
る
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山
梨
県
で
の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
は
か
な
り
具
体
的
に
判
明
す
る
。

（資
料
八
）
は
、
そ
の
な
か
で
湯
之
奥
金
山
の
実
態
を
明
ら
か
に
で
き
る
記
載

部
分
を
再
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

「
湯
之
奥
」
の
鉱
山
名
の
な
い

富
里
村
の
事
例
も
同
時
に
掲
示
し
た
。

（資
料
八
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
期
を
通
じ
て
湯
之
奥
金
山
の
金
銀
銅
鉛
の
採
掘

は
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
山
梨
県
内
に
於
い
て
は
産
金
実
績
の
あ
る
金
鉱
山
や
砂
金
採
集
箇
所
も
あ
る

が
、
湯
之
奥
金
山
で
は
、
金
が
産
出
さ
れ
た
実
績
の
報
告
は
な
い
。
従

っ
て
、
近

代
以
降
に
於
い
て
も
湯
之
奥
金
山
で
は
何
回
か
の
金
山
開
発
の
試
み
が
な
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
成
功
し
な
か

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、

『
鉱
区

一
覧
』
に
は
そ
の
全
て
を

「
湯
之
奥
金
山
」
を
対
象
と
し
た
も

の
で
あ
る
と
確
定
は
で
き
な
い
が
、
参
考
ま
で
に

（参
考
資
料

一
）
に
掲
示
し
た

よ
う
に
、
大
正
期
を
通
じ
て
富
里
村
を
区
域
と
す
る
四
〇
件
の

「
試
掘
願
」
が
出

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、　
一
年
な
い
し
二
年
で
中
断
し
て
お
り
、

ま
た

「採
掘
願
」
も
増
加
し
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
推
測
し
て
、
そ
れ
ら
の
試
掘

は
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（齋
藤
康
彦
）

（資
料
八
）

富
里
村
採
掘
集
計

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『
鉱
区

一
覧
』
よ
り
作
成

大
正

一
年

二三四五六七八九
一
〇

一
一

一
一
一

一
一一一

坪

　

数

鉱

山

名

登
録
番
号

中
井
安
松

（大
阪
歯

河
野
市
太
郎

（
甲
藤

河
野
市
太
郎

河
野
市
太
郎

河
合
幾
次

（大
阪
士

河
合
幾
次

河
合
幾
次

河
合
幾
次

三
五
五
、

二
四

一
坪

湯
ノ
奥

採

二

六

金

銀

銅

鉛

下
泉
北
郡
鳳
村
）

市
百
石
町
）

東
区
北
浜
二
丁
目
）

藤
田
鉱
業
い
（大
阪
市
北
区
堂
島
北
町

藤
田
鉱
業
④

三
九
六
、
九
六
〇
坪

採
四
三
金
銀
銅
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登
 
録
大
正
元
年
大
正
2年

大
正
3年

大
正
4年

大
正
5年

大
正
6年

大
正
8年

大
正
9年

大
正
11
年

試
 4
68

試
 4
88

試
 5
14

試
 5
24

試
 5
39

試
 5
40

試
 5
53

試
 5
54

試
 5
59

試
 5
62

試
 5
67

言
ミ
 6
10

試
 6
21

試
 6
44

芦
ミ
 6
49

試
 6
94

壽
～
 6
95

望
月
敏
員
u

21
2,
72
0

望
月
敏
則
55
5,
39
0

高
本
好
太
郎
88
5,
86
0

村
井
真
雄 17
2,
53
4

望
月
敏
則
55
5,
89
0

高
木
好
太
郎

(東
京
市
小
石
川
区

88
5,
86
0

村
井
真
雄
17
2,
53
4

千
代
田
宗
造
16
,8
00

千
代
田
宗
造
47
6,
44
0

藤
日
鉱
業
∩
23
9,
14
3

塚
坂
下
町
)

佐
藤
佐
藤
文
男
  
 I

(東
京
市
本
郷
区
森
川
町
)

76
6,
08
4 
  
1

中 中 ５２２ 紳 中 ・９３ 中 中 閉　 翔 ７． 　 釣 ３４．

|

却 蛉 ２２，．
∞
治 弾 ９３，
∞。 助 欝 如 　 則 中 　 輔 ４．．５
∞

伊 Ｉ Ｉ Ｉ 来

南 　 　 矢

期 叫 ＞ 　 勝 船 鋤 醐 翔

南 　 　 矢 　 　 端

征 ｍ 　 駆 硼 　 部

４．
５
　 　
５．
８

　 　 剛

四 ２ ， 争 牛 ３ ， ｂ 鹿 ０
， 　
‐Ｕ ■
， 　 甫 Ｌ

細 ‐ 勒 ‐ ‐ ‐ 荏
Ｅ
‐ 左
Ｆ Ｆ Ｐ ‐ 藤
‥ Ｆ 障

藉 ３４．，
５。。 　 蒻 ９２２，
。∞ 　 翔 ２．２，
７。。 　 抑 ・３９，．
４３ 　 蜘 ４２６，
８８８

敏 ２ 　 鉱 １ 　 好

月 　 　 日 　 　 木

― ］ 毬 （ ω ９ １

(注
)数
字
は
借
区
面
積
、
単
位
は
坪
で
あ
る
。
な
お
、
試
掘
番
号
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
借
区
面
積
が
同
じ
も
の
は
合
併
し
た
。

『
鉱
区
一
覧
』
よ
り
作
成



(参
考
資
料
1)

富
里
村
試
掘
出
願
集
計

― ― ］ い ∞ （ ω Ｏ ） ― ―

登
 
録
大
正
元
年
大
正
2年

大
正
3年

大
正
4年

大
正
5年

大
正
6年

大
正
8
年

大
正
9年

大
正
11
年

試
 1
94

試
 2
20

戸
ミ
 2
35

試
 2
42

試
 2
50

試
 2
69

試
 3
37

試
 3
47

試
 3
49

試
 3
55

戸
代
 3
74

試
 4
20

試
 4
22

試
 4
25

試
 4
26

試
 4
38

試
 4
47

山
口
福
太
郎

(甲
府
市
百
石
町
)

48
7,
20
0

横
田
久
太
郎
36
7,
06
8

千
代
田
宗
造
53
8,
88
5

横
田
久
太
郎

(岩
手
県
上
閉
伊
郡

36
7,
05
8

村
井
真
雄

(東
京
市
芝
区
南
佐

53
8,
33
5

村
井
真
雄
41
4,
44
5

山
口
福
太
郎
48
7,
20
0

町 　 　 町

石 　 　 間

山
口
福
太
郎
48
7,
20
0

村
井
真
雄
19
8,
60
0
村
井
真
雄 19
8,
60
0

上
原
甲
子
蔵

(東
京
市
本
郷
区
菊

48
7,
2∞

村
井
真
雄
19
8,
60
0

千
代
日
宗
造

(東
京
市
京
橋
区
明

47
6,
44
0

千
代
日
宗
造
76
3,
69
8

千
代
日
宗
造
37
3,
62
5

千
代
日
宗
造
19
2,
98
6

反
町
)

Ef
町
)

望
月
敏
則

(南
巨
摩
郡
都
川
村

,

71
,5
18

荏
田
奉
輔
30
7,
00
0

千
代
田
宗
造
63
7,
18
0

千
代
田
宗
造

86
6,
KJ
C1
0

千
代
田
宗
造
46
3,
01
7

藤
日
鉱
業
∩

(大
阪
市
北
区
堂
島
「

53
2,
63
6

在
日
奄
辞
,7
60
 1

存
田
泰
輔

(静
岡
県
庵
原
郡
富

30
7,
08
0

千
代
日
宗
造
63
7,
18
0

千
代
田
宗
造
86
6,
00
0

千
代
田
宗
造
46
3,
01
7

1ヒ
Br
)

七
)I
I置
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第
三
章
　
戦
国
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の

湯
之
奥
金
山

は
じ
め
に

湯
之
奥
金
山
に
つ
い
て
は
、
発
掘
を
通
じ
て
既
に
考
古
学
的
見
地
な
ど
か
ら
多

く
の
成
果
が
出
て
い
る
が
、
古
文
書
を
媒
介
と
し
て
そ
の
歴
史
を
み
た
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
文
書
班
が
本
調
査
団
の
な
か
に

置
か
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て

は
古
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
湯
之
奥
金
山
の
歴
史
に
つ
い
て
、
少
し
述
べ
て
み
た
い
。

日
下
の
と
こ
ろ
湯
之
奥
金
山
に
関
し
て
、
史
料
的
に
追
う
こ
と
の
で
き
る
も

っ

と
も
古
い
時
代
は
戦
国
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て

一
般
に
湯
之
奥
は
戦
国
大
名
武
田

信
玄
の
隠
し
金
山
と
し
て
名
高
い
。
本
稿
の
課
題
の

一
つ
は
こ
う
し
た
理
解
が
正

し
い
か
ど
う
か
、
換
言
す
る
な
ら
戦
国
時
代
に
湯
之
奥
金
山

（中
山
金
山
）
を
支

配
し
て
い
た
の
は
誰
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
私
は
別
稿
で
触
れ
た
が
、

通
説
で
は
戦
国
大
名
の
武
田
氏
が
こ
こ
も
支
配
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
野
沢
昌
康
氏
だ
け
は
、
穴
山
氏
の

「富
強
の
最
大
の
供
給
源
は
東
西
河

内
領
の
金
山
に
あ

っ
た
」
と
、
戦
国
時
代
に
こ
の
地
方
を
領
し
て
い
た
穴
山
氏
が

こ
こ
を
支
配
し
た
と
主
張
す
る
。
実
際
に
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
、
こ
れ
を
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
従
来
は
湯
之
奥
の
関
西
家
が
金
山
の
代
官
を
務
め
て
き
た
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
古
文
書
班
は
門
西
家
の
古
文
書
の
整
理
な
ど
も
行

っ
た
の
で
あ
る

が
、
門
西
家
と
金
山
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
湯
之
奥
金
山
は
戦
国
時
代
の
金
山
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か

っ
た
が
、
近
世
を
通
じ
こ
の
金
山
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ

っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
で
触
れ
た
い
問
題
の

一
つ
は
こ
こ
に
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
湯
之
奥
金
山
遺
跡
に
残
る
横
穴
の
金
鉱
採
掘
跡

（坑
道
）
は
、
ど
の

く
ら
い
ま
で
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は

主
と
し
て
考
古
学
の
分
野
か
ら
考
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
文
書
の
側
か
ら
の

意
見
も
提
出
で
き
れ
ば
と
思
う
。

註（
１
）

拙
稿

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
金
山
支
配
を
め
ぐ

っ
て
」
（帝
京
大
学
山
梨
文
化

財
研
究
所

『
研
究
報
告
』
第
三
集

。
一
九
九
〇
）

（
２
）

内
藤
慶
助

『
武
田
信
玄
事
績
考
』
二
六
七
頁

（啓
成
社

・
一
九
〇
四
）
、
土
屋

操

「武
田
氏
の
郷
土
経
営
」

（山
梨
県
師
範
学
校

・
山
梨
県
女
子
師
範
学
校
共
編

『綜
合
郷
土
研
究
』
山
梨
県

。
一
九
三
六
）
、
な
か
ざ
わ

。
し
ん
き
ち

『
甲
斐
武

田
氏
十
そ
の
社
会
経
済
史
的
考
察
―
』
下
巻
八
頁

（甲
斐
史
学
会

・
一
九
六
六
）
、

上
野
晴
朗

『
甲
斐
武
田
氏
』
三
九
八
頁

（新
入
物
往
来
社

・
一
九
七
二
）
、
永
原

慶
二

『戦
国
の
動
乱
』
二
四
〇
頁

（小
学
館

。
一
九
七
五
）
、
柴
辻
俊
六

『
武
田

信
玄
―
そ
の
生
涯
と
領
国
経
営
―
』
二
四
四
頁

（文
献
出
版

。
一
九
八
七
）
、
小

和
田
哲
男

『武
田
信
玄
―
知
ら
れ
ざ
る
実
像
―
』
二
五
七
頁

（講
談
社

。
一
九
八

七
）
、
高
橋
敏

「武
田
信
玄
の
金
山
」

（
『
甲
斐

・
黒
川
金
山
ユ
第

一
次
調
査
報

告
ユ
』
黒
川
金
山
遺
跡
研
究
会

。
一
九
八
七
）
、
脇
田
晴
子

『
戦
国
大
名
』
二
九

八
頁

（小
学
館

。
一
九
八
八
）

（
３
）

野
沢
昌
康

「
穴
山
氏
の
金
山
経
営
と
土
豪
屋
敷
」

（
『
山
梨
県
の
中
世
城
館
跡

十
分
布
調
査
報
告
書
―
』
山
梨
県
教
育
委
員
会

。
一
九
八
六
）

一
、
戦
国
時
代
の
湯
之
奥
金
山

湯
之
奥
金
山

（中
山

・
茅
小
屋

。
内
山
の
三
金
山
を
総
称
し
た
も
の
）
遺
跡
の
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調
査
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
が
知
り
た
い
の
は
、
こ
の
金
山
が
い
つ
頃
か
ら
採

掘
さ
れ
た
か
と
い
う
起
源
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
古
文
書
的
に
は
そ
の
は
じ
ま

り
を
示
す
史
料
は
な
い
。

古
文
書
で
最
初
に
湯
之
奥
金
山
が
見
ら
れ
る
の
は
、
元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）

二
月

一
三
日
、
駿
河
深
沢
城

（現
、
静
岡
県
御
殿
場
市
）
攻
撃
に
参
加
し
た
中
山

の
金
山
衆

一
〇
人
に
、
武
田
氏
が
糎
子

一
五
〇
俵
を
与
え
た
印
判
状
で
、

『
判
物

証
文
写
』

（武
田

一
）
に

「
武
田
家
書
物
之
由
申
伝
、
駿
州
富
士
郡
大
宮
北
山
村

市
郎
右
衛
門
与
申
者
、
代
々
所
持
仕
候
由
申
出
候
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
変
有
名
な
文
書
で
、
次
の
如
く
の
文
言
で
あ
る
。

（
一
）
武
田
家
印
判
状

定

於
今
度
深
澤
之
城
、
別
而
致
奉
公
候
間
、
為
御
褒
美
、
於
甲
州
糎
子

一
五
十
俵

被
下
置
候
、
跡
部
美
作
守
所

へ
可
致
催
促
之
旨
、
被
仰
出
者
也
、
力
如
件
、

元
亀
二
当
時
十
三
除
起
ぎ
朱ｉ‐‐
噸
一
二
郎
兵
衛

奉 尉

之

中
山
之
金
山
衆
拾
人

同
書
に
は
同
じ
家
が
所
蔵
す
る
文
書
と
し
て
、
続
い
て
左
も
あ
げ
ら
れ
て
い

玄

や

。（
二
）
穴
山
勝
千
代
印
判
状

勝
千
〈
‐（‐円
Ｗ
）

自
前
々
任
判
形
、
棟
別
諸
役
家
武
間
分
、
弄
堀
間
共
令
免
許
畢
、
顔
上
兎
角
之

儀
就
申
者
、
如
畜
規
可
成
下
知
者
也
、
偽
如
件
、

天
正
十

一
年三
月
十
四
日

河
口
六
左
衛
門
尉

さ
ら
に
、

『
判
物
証
文
写
』

（附

一
）
は
、

「
古
城
主
証
文
之
由
申
伝
、
駿
州

富
士
郡
北
山
村
市
郎
右
衛
門
与
申
者
、
代
々
所
持
仕
候
由
申
出
候
」
と
し
て
、
次

の
文
書
を
採
録
し
て
い
る
。

（三
）
穴
山
信
君
判
物

中
山
之
郷
へ
出
入
之
荷
物
、
重
而
成
下
知
之
間
、
無
異
儀
可
勘
過
者
也
、
偽
如

件
、永禄
十
一賊
十

一
月
十
七
日
　

（穴
山
信
君
花
押
）

河
内
諸
役
所
中

以
上
の
三
点
の
古
文
書
を
収
録
し
て
い
る

『
判
物
証
文
写
』
は
、
き
わ
め
て
信

用
性
の
高
い
文
書
調
査
の
成
果
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
い
ず
れ
も
実
物
が
伝

わ

っ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
存
在
し
た
と
判
断
で
き
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
文
書
が
同

一
の
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
密

接
な
関
係
を
も

つ
と
い
え
る
。

三
点
の
文
書
の
な
か
で
最
古
の
も
の
は

（三
）
の
永
禄

一
一
年

（
一
五
六
八
）

付
け
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
見
え
る
中
山
の
郷
を
、

『
山
梨
県
地
名
大
辞
典
』

は
南
巨
摩
郡
中
富
町
に
あ
て
て
い
る
。
し
か
し
中
富
町
の
中
山
に
は
金
山
が
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
湯
之
奥
金
山
が
中
山
金
山
を
合
み
込
ん
だ
も
の
で
、
　
盆

）

の
史
料
に

「中
山
之
金
山
衆
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
中
山
は
湯
之
奥

金
山
の
中
山

（現
、
西
八
代
郡
下
部
町
）
を
示
す
可
能
性
が
高
い
。
穴
山
氏
が
特

定
の
郷
へ
の
物
資
の
出
入
に
関
係
し
た
文
書
は
ほ
か
に
な
い
だ
け
に
、
こ
の
文
書

は
中
山
の
郷
が
穴
山
氏
に
と

っ
て
特
別
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
と
す
る
と
、
こ
の
史
料
も
金
山
に
関
係
し
、
金
山
に
関
係
す
る
物
資
の
出
入
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に
つ
い
て
は
自
由
に
通
す
よ
う
に
と
、
穴
山
信
君

（梅
雪
）
が
河
内
領
の
諸
役
所

（諸
関
所
）
に
命
じ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と

（三
）
の
文
書

が
、
湯
之
奥
金
山
に
関
係
す
る
史
料
の
最
古
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
場
合
、
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
文
書
を
穴
山
氏
が
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
か
ぎ
り

「
河
内
諸
役
所
中
」
に
対
す
る
支
配
権
は
穴
山
信

君
が
掌
握
し
て
お
り
、
そ
の
支
配
領
域
中
に
中
山
の
郷

＝

湯
之
奥
金
山
も
存
在

す
る
こ
と
に
な
る
。
穴
山
氏
は
こ
う
し
て
領
内
の
流
通
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
、

金
山
の
物
資
流
通
を
も
掌
握
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
こ
の
事
実
を
通
じ
て
金
山
に

対
す
る
支
配
権
も
大
き
く
し
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
天
文
三
年

（
一
五
三
四
）
六
月
四
日
に
穴
山
信
友
が
出
し
た
判
物

か
ら
、
穴
山
氏
が
こ
の
時
期
ま
で
に
黒
桂

・
保
金
山

（現
、
南
巨
摩
郡
早
川
町
）

に
代
官
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
未
詳
で
は
あ
る
が
二
月

一

三
日
に
穴
山
信
君
は
、
金
山
も
存
在
す
る
早
川
入
の
用
所
を
薬
袋

（現
、
早
川
町
）

の
佐
野
七
郎
兵
衛
尉
に
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て

一
一
月
二
四
日
の
文
書
で
は
そ
の

役
割
を

「代
官
」
と
し
て
い
る
。
現
在
も
佐
野
家
に
は
多
数
の
文
書
が
残

っ
て
い

る
が
、
近
世
前
期
ま
で
の
文
書
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
金
山
に
関
係
す
る

も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
穴
山
氏
が
早
川
流
域
に
代
官
を

置
い
て
直
接
的
に
金
山
経
営
を
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
穴
山
氏
の
経
済
的
な

基
盤
の

一
つ
は
金
山
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

湯
之
奥
金
山
に
つ
い
て
は
代
官
の
存
在
を
示
す
文
書
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
同

じ
穴
山
氏
の
支
配
す
る
河
内
領
と
い
う
こ
と
で
、
富
士
川
の
反
対
に
位
置
す
る
こ

の
地
域
も
穴
山
氏
の
支
配
の
も
と
に
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（三
）
の
文
書
は
河
内
全
域
を
穴
山
氏
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
。
穴
山
氏
の
河
内
領
支
配
の
評
価
は
そ
の
ま
ま
武
田
領
国
内
の
国
人
領
主
の

存
在
形
態
の
理
解
に
つ
な
が
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
諸
説
が
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
以
上
の
結
果
か
ら
し
て
少
な
く
て
も
永
禄

一
一
年

（
一
五
六
八
）
段
階

で
、
穴
山
氏
の
側
が
河
内
領
全
域
を
自
分
が
支
配
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
も

っ

て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
穴
山
氏
の
河
内
領
支
配
の
経
済
的
重
要
部
分
に
金
山

は
位
置
し
、
そ
の
支
配
は
直
接
穴
山
氏
が
行

っ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は

（
一
）
の
文
書
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。　
一
般

に
こ
の
文
書
の
存
在
の
ゆ
え
に
、
中
山
金
山
衆
は
武
田
氏
の
金
山
衆
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
湯
之
奥
金
山
も
武
田
氏
の
支
配
に
服
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
同
じ
日
付
で
黒
川

金
山
衆
に
も
他
の
印
判
状
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
を
塩
山
市

の
田
辺
佐
苗
家
の
文
書
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

（
四
）
武
田
家
印
判
状

定
、
御
分
国
諸
商
、　
一
月

二

馬
壱
疋
之
分
、
役
等
御
免
許
之
事
、

、
本
棟
別
査
間
之
分
、
御
赦
免
之
事
、

、
向
後
拘
来
候
田
地
、
如
軍
役
衆
被
可
停
検
使
之
事
、

、
郷
次
之
人
足
普
請
、
被
禁
之
事
、

以
上

於
今
度
深
澤
之
城
、
別
而
致
奉
公
候
間
、
被
加
御
褒
美
者
也
、
初
如
作
、

元亀二斗勝十一却聴堪鞠鞣町判奉之

田
辺
四
郎
左
衛
門
尉

こ
れ
と
同
様
な
文
書
は
保
科
善
左
衛
門
尉
、
声
沢
兵
部
左
衛
門
尉
、
古
屋
清
左
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衛
門
、
中
村
与
右
衛
門
尉
、
保
科
喜
左
衛
門
尉
、
中
村
段
左
衛
門
尉
、
田
草
川
新

左
衛
門
尉
に
も
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
あ
て
名
の
人

物
が
黒
川
金
山
衆
で
あ
る
。

黒
川
金
山
衆
に
出
さ
れ
た
こ
の
文
書
か
ら
、
桜
井
英
治
氏
は
第
二
条
で
棟
別
銭

を
免
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
黒
川
金
山
衆
は
百
姓
と
は
区
別
さ
れ
る
身
分
を
獲

得
し
、
第
三
条
で
検
地
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
は

「
兵
」
と
し
て
把
握
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
な
ど
と
し
て
、
こ
の
文
書
に
よ

っ
て
文
書
受
給
者
は
軍
役
衆
＝

「兵
」
身

分
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
現
わ
れ
る
免
除
対
象
の
役
は
、

基
本
的
に
百
姓
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
で
、
武
士
に
は
賦
課
さ
れ
な
い
。
本
来
は
百

姓
に
賦
課
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
深
沢
城
攻
撃
に
参
加
し
た
褒
美
と
し
て
特
別
に
免

除
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は

「
如
軍
役
衆
」
で
あ

っ
て

「軍
役
衆
」
そ
の
も

の
で
は
な
い
。
文
書
の
宛
名
に
も
武
士
の
場
合
な
ら
見
え
る
の
が
通
例
で
あ
る

「
殿
」
と
い
っ
た
敬
称
文
言
が
付
い
て
お
ら
ず
、
書
式
は
職
人
や
百
姓
に
あ
て
る

と
き
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
こ
れ
を
も

っ
て
黒
川
金
山
衆
が
軍
役
衆
に

な

っ
た
と
は
理
解
で
き
な
い
。
黒
川
金
山
衆
は
む
し
ろ
こ
う
し
て
百
姓
で
は
な
く

て
、
職
人
身
分
と
し
て
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

黒
川
金
山
衆
の
住
む
地
域
は
国
中

（く
に
な
か
）
で
あ
り
、
武
田
氏
の
直
接
的

な
領
域
の
中
に
位
置
す
る
。
彼
ら
に
対
し
て
は
こ
の
よ
う
に
武
田
氏
の
側
か
ら
、

永
続
的
な
効
力
を
も
た
せ
て
諸
役
が
免
除
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

山
金
山
衆
に
対
し
て
は

一
〇
人
に
粗
子

一
五
〇
俵
を
与
え
る
と
、　
一
時
的
に
褒
美

の
米
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
黒
川
金
山
衆
の
場
合
に
は

一
人
ご
と
に
文

書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
の
に
、
中
山
金
山
衆
の
場
合
に
は

一
〇
人
に
対
し
て

一
括

で
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

黒
川
金
山
衆
も
中
山
金
山
衆
も
深
沢
城
の
攻
撃
に
参
加
し
た
褒
美
と
し
て
、
先

の
よ
う
な
文
書
が
出
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
差
が

出
て
く
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
黒
川
金
山
衆
に
あ
て
た
よ
う
な
諸
役
の
免
許

は
、
自
分
の
領
域
内
に
住
ん
で
い
る
者
に
な
し
う
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
他
人
の
領

域
に
住
ん
で
い
る
者
に
は
許
可
し
え
な
い
。
直
接
的
な
自
分
の
領
域
以
外
の
住
人

に
褒
美
を
与
え
る
と
し
た
ら
、　
全
ご

の
よ
う
に

一
時
的
な
褒
美
を
与
え
る
し
か

な
い
。
そ
し
て
、
直
接
金
山
衆
の
個
人
ま
で
を
掌
握
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、　
一

〇
人

一
括
で
恩
賞
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
文
書
は
中
山
金
山
衆
が
、

武
田
氏
の
直
接
支
配
す
る
領
域
の
外
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
と
私
は
考
え
る
。

逆
に
先
に
述
べ
た
穴
山
氏
の
金
山
支
配
か
ら
し
て
、
中
山
金
山
衆
は
穴
山
氏
の
支

配
す
る
地
域
の
中
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
武
田
氏
と
い
え
ど
も
直
接
彼
ら
を
支

配
に
組
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
湯
之
奥

金
山
は
領
域
的
に
見
る
と
穴
山
氏
の
支
配
下
に
入

っ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

（
一
）
や

（三
）
の
文
書
と
と
も
に

（二
）
の
文
書
が
伝
わ
る
こ
と
か
ら
し
て
、

中
山
金
山
衆
の
代
表
者
と
も
言
え
た
の
が
河
日
六
左
衛
門
尉
で
あ
る
。
ち
な
み
に

（
二
）
の
文
書
発
給
者
の
勝
千
代
は
信
君
の
子
供
で
あ
る
。
　
全
ご

の
文
書
か
ら

し
て
河
日
氏
に
は
、
天
正

一
一
年

（
一
五
八
三
）
以
前
よ
り
棟
別
諸
役
家
二
間
分

と
掘
間
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
免
除
し
た
の
は
穴
山
信
君
か
、
そ
の
父
の

信
友
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
掘
間
が
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
武

田
氏
の
出
し
た
文
書
の
中
に
は
掘
間
と
い
う
言
葉
が
見
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

穴
山
氏
が
こ
の
よ
う
に
掘
間
を
掌
握
し
て
い
る
の
は
、
在
地
と
り
わ
け
金
山
の
よ

り
き
め
細
か
い
支
配
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
文
書
の
内
容
は
武
田
氏
が
黒
川
金
山
衆
に
あ
て
た
内
容
と
似
か
よ
り
、
宛

名
に
は
敬
称
も
付
い
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
文
書
の
書
式
も
袖
に
印
判
と
、
全
体

に
薄
礼
で
あ
る
。
中
山
金
山
衆
も
軍
役
衆

＝

武
士
と
し
て
は
穴
山
氏
に
掌
握
さ
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れ
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
は
職
人
、
も
し
く
は
名
主
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。

文
書
の
残
存
状
況
が
良
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
河
内
領
の
早
川
入
の
保

や
黒
桂
の
金
山
の
金
山
衆
に
つ
い
て
は
、
深
沢
城
攻
撃
に
参
加
し
た
こ
と
を
伝
え

る
文
書
が
残

っ
て
い
な
い

（他
の
文
書
の
残
存
状
況
か
ら
し
て
、
も
し
参
加
し
て

い
た
な
ら
そ
れ
が
伝
わ

っ
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
）
。
こ
の
事
実
は
河
内
領

の
金
山
衆
の
中
で
も
中
山
金
山
衆
が
特
別
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

深
沢
城
の
攻
撃
が
地
下
か
ら
の
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
理
由
の

一
つ

に
は
坑
道
掘
り
に
慣
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
保

・

黒
桂
の
金
山
衆
が
天
文

一
二
年
段
階
で
、
坑
道
掘
り
の
技
術
を
持

っ
て
い
た
こ
と

か
ら
し
て
、
中
山
金
山
衆
で
な
く
て
も
よ
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
山

金
山
衆
の
ほ
う
が
穴
山
氏
に
と

っ
て
は
経
済
的
重
要
性
が
落
ち
た
か
ら
、
危
険
な

場
所
に
こ
の
地
の
金
山
衆
を
出
し
た
と
い
う
理
解
も
で
き
よ
う
。
早
川
入
に
は
代

官
が
置
か
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
ち
ら
に
は
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
は
そ
の
た
め
か

も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
中
山
金
山
衆
と
し
て
参
戦
し
た
の
は
、

金
山
衆
と
し
て
領
主
か
ら
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

（
三
）
の
文
書
も
そ
の
こ
と
に
か
か
わ
る
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
穴
山
氏
か
ら
金

山
衆
と
し
て
把
握
さ
れ
、
金
山
衆
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
そ
の
か
わ
り
に

（二
）

（三
）
の
よ
う
な
特
別
待
遇
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
山

金
山
衆
が
深
沢
城
攻
撃
に

一
〇
人
も
参
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。　
一
括

で

一
〇
人
も
の
金
山
衆
に
出
陣
を
命
令
で
き
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
地
の
金
山

衆
の
数
が
多
く
、
穴
山
氏
の
支
配
力
も
大
き
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
金
山
衆
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持

つ
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
記
し
た
よ

う
に
金
山
衆
そ
の
も
の
は
、
文
書
の
書
式
や
当
て
ら
れ
た
文
書
の
内
容
か
ら
し
て
、

武
士
の
身
分
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
代
表
者
と
も
言
え
る
河
口
六
左
衡
門
尉
は
、

「
河
日
」
の
名
字
と

「
尉
」
と
い
う
官
位
を
も

っ
て
い
る
。
名
字
と
官
位
を
持

つ

の
は
黒
川
金
山
衆
と
同
様
で
あ
る
。
黒
川
金
山
衆
の
場
合
か
ら
す
る
と
、
金
山
衆

は
自
ら
職
人
を
抱
え
た
、
金
山
経
営
者
で
あ
る
。
中
山
金
山
衆
の
場
合
も
基
本
的

に
は
こ
れ
と
同
じ
経
営
者
で
、
河
日
六
左
衛
門
尉
は
そ
の
下
に
職
人
を
抱
え
て
、

金
山
経
営
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
か
つ
て
湯
之
奥
金
山
で
働
い
て
い
た
と

い
う
伝
承
を
も

つ
家
筋
が
、
現
在
で
も
何
軒
か
存
在
す
る
」
と
さ
れ
る

「金
山
下

り
」
は
、
そ
う
し
た
金
山
衆
の
下
で
働
い
て
い
た
技
術
者
の
糸
譜
を
引
く
者
達
だ

ろ
う
。
中
山
金
山
衆
と
称
さ
れ
る
個
人
個
人
は
、
穴
山
氏
に
使
役
さ
れ
て
直
接
金

を
掘
る
技
術
者
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
以
上
見
て
き
た
諸
点
か
ら
す
る
と
、
中
山
金
山
を
含
む
湯
之
奥
金

山
は
、　
一
五
六
〇
年
代
に
活
況
を
呈
し
て
い
た
と
言
え
る
。
武
田
氏
の
深
沢
城
攻

撃
に

一
〇
人
も
の
中
山
金
山
衆
が
参
加
し
、
し
か
も
そ
の
時
の
城
攻
撃
の
方
法
が
、

地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
湯
之
奥
金
山
で
も

坑
道
掘
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

湯
之
奥
金
山
の
開
発
に
戦
国
時
代
が

一
つ
の
画
期
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
地
元
に
残
る

「今
か
ら
約
四
〇
〇
年
ば
か
り
前
す
な
わ
ち
武
田
氏
全
盛
時

代
の
天
文
の
こ
ろ
よ
り
金
山
か
ら
金
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
湯
之
奥
金

山
も
そ
の
頃
か
ら
さ
か
ん
に
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
中
山
、
内
山
、
茅
小
屋

の
三
ヵ
所
を
あ
わ
せ
て
湯
之
奥
金
山
と
い
っ
た
。

（中
略
）
信
玄
公
が
掘
ら
れ
た

わ
け
は
、
当
時
甲
斐
の
国
で
は
三
〇
何
ヵ
所
か
で
金
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
武
田
信

玄
が
京
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
莫
大
の
軍
資
金
を
必
要
と
し
た
か
ら
だ
」
と
い
っ

た
伝
承
は
、
湯
之
奥
金
山
の
最
盛
期
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
を
領
し
た
の
は
武
田
氏
で
は
な
く
て
穴
山
氏
で
あ
り
、
穴
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山
氏
は
相
当
に
キ
メ
細
か
い
金
山
支
配
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

註（
１
）

『
山
梨
県
地
名
大
辞
典
』
六

一
九
頁

（角
川
書
店

。
一
九
八
四
）

（
２
）

『
清
水
市
史
資
料
　
中
世
』
三
四
八
号
文
書

（吉
川
弘
文
館

・
一
九
七
〇
）

（
３
）

同
右
三
六
四
号
文
書

（
４
）

同
右
三
七

一
号
文
書

（
５
）

拙
稿

「早
川
流
域
地
方
と
穴
山
氏
」
（
『
信
濃
』
二
七
巻
六
号

。
一
九
七
五
）

（
６
）

早
く
か
ら
の
説
は
、
穴
山
氏
や
小
山
田
氏
は
武
田
氏
の
も
と
で
、
二
重
的
に
領

域
支
配
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る

（標
（飯
田
）泰
江

「武
田

親
族
衆
と
し
て
の
穴
山
氏
の
研
究
―
特
に
河
内
領
の
在
地
構
造
を
め
ぐ

っ
て
―
」

『
甲
斐
路
』
ニ
ユ

一
二
号

。
一
九
六

一
ｉ
六
六
、
上
野
晴
朗

『
甲
斐
武
田
氏
』
新

人
物
往
来
社

・
一
九
七
二
、
柴
辻
俊
六

「
国
人
領
主
小
山
田
氏
の
武
田
氏
被
官
化

過
程
」
『
古
文
書
研
究
』
七
号

。
一
九
七
五
、
小
峰
裕
美

「
小
山
田
氏
の
郡
内
支

配
に
つ
い
て
」
『
駒
沢
史
学
』
二
八
号

。
一
九
八

一
な
ど
）。

『
下
部
町
誌
』
も
こ

の
説
に
よ
り
、
「
河
内
の
支
配
権
は
、
武
田
信
玄
の
政
治
力
を
も

っ
て
し
て
も
完

全
に
は
直
領
化
で
き
な
か
っ
た
程
に
強
力
で
二
重
の
支
配
構
造
を
許
し
た
間
接
支

配
地
域
と
し
て
存
地
し
て
い
た
」
全

六
七
頁

・
下
部
町
役
場

。
一
九
八

一
、
執

筆
者
は
小
林
兼

一
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
矢
田
俊
文
氏
は
、
「戦
国
期

甲
斐
国
の
権
力
構
造
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
〇

一
号

・
一
九
七
九
）
で
、
穴
山

氏
や
小
山
田
氏
は
武
田
氏
と
同
列
の
戦
国
領
主
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は

同
盟
関
係
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
。
私
は
早
い
段
階
で
は
穴
山
氏
の
独
自
性
を
強
調

し
た
が
（
「
早
川
流
域
地
方
と
穴
山
氏
」
）、
そ
の
後
武
田
氏
と
穴
山
氏

。
小
山
田

氏
は
対
等
な
関
係
で
は
な
く
、
あ
き
ら
か
に
武
田
氏
は
両
者
の
上
に
い
る
こ
と
を

論
じ
た

（
「武
田
氏
と
国
境
」
『
甲
府
盆
地
―
そ
の
歴
史
と
地
域
性
―
』
雄
山
閣

・

一
九
八
四
）。
さ
ら
に
堀
内
亨
氏
は

「武
田
氏
の
領
国
形
成
と
小
山
田
氏
」
（
『富

士
吉
田
市
史
研
究
』
三
号

ｏ
一
九
八
八
）
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
私
と
同
じ
立

場
に
立
ち
な
が
ら
、
時
代
経
過
の
中
で
国
人
領
主
の
性
格
を
追
究
す
べ
き
だ
と
し
、

穴
山
氏
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
て
い
る
（
「戦
国
大
名
の
領
国
形
成
と
国
人
領

主
―
武
田
氏
と
穴
山
氏
を
事
例
と
し
て
―
」
『戦
国
大
名
武
田
氏
』

。
名
著
出
版

・

一
九
九

一
）。
私
も
小
山
田
氏
に
つ
い
て
、　
一
時
期
ま
で
小
山
田
氏
は
武
田
氏
と

同
様
な
立
場
を
持

っ
て
い
た
が
、
や
が
て
武
田
氏
の
配
下
に
入
る
の
だ
と
し
、
時

間
経
過
の
な
か
に
矢
田
説
と
従
来
の
説
を
と
け
こ
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
た
（
「小
山
田
氏
と
武
田
氏
十
外
交
を
中
心
と
し
て
―
」
『
富
士

吉
田
市
史
研
究
』
四
号

。
一
九
八
九
）
。

（
７
）

『
信
濃
史
料
』

一
三
巻
四
二
九
頁

（
８
）

『
新
編
甲
州
古
文
書
』
七
五
四
号
文
書

（
９
）

同
右
九
〇
二
号
文
書

（
１０
）

同
右
三
二
四
四
号
文
書

（
１１
）

同
右
二
三
二
三
号
文
書

（
・２
）

『
勝
沼
町
史
料
集
成
』

（
・３
）

『
新
編
武
州
古
文
書
』
上
巻
四
〇
三
頁

（
・４
）

「金
掘
と
印
判
状
―
甲
州
黒
川
金
山
衆
の
近
世
化
を
め
ぐ

っ
て
―
」

（
『
中
世

を
ひ
ろ
げ
る
―
新
し
い
史
料
論
を
も
と
め
て
―
』
吉
川
弘
文
館

。
一
九
九

一
）

（
・５
）

拙
稿

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
金
山
支
配
を
め
ぐ

っ
て
」

（帝
京
大
学
山
梨
文
化

財
研
究
所

『
研
究
報
告
』
第
三
集

。
一
九
九
〇
）

（
・６
）

拙
著

『戦
国
大
名
と
職
人
』

一
三
五
頁
以
下

（吉
川
弘
文
館

。
一
九
八
八
）
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
Ｗ
）

『清
水
市
史
資
料
　
中
世
』
三
五
四
号
文
著
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（・８
）
　

「湯
之
奥
ム
ラ
の
社
会
」
（
『湯
之
奥
金
山
遺
跡
　
第

一
次
調
査
概
報
』
二
八

頁

・
湯
之
奥
金
山
遺
跡
学
術
調
査
会

。
一
九
九
〇
）

（・９
）

『
下
部
町
の
く
ち
づ
た
え
』
五
九
頁

（下
部
町
。
一
九
八
五
）

二
、
門
西
家
と
湯
之
奥
金
山

湯
之
奥
金
山
と
も

っ
と
も
密
接
な
関
係
を
も

つ
家
は
、
湯
之
奥
の
門
西
家
と
さ

れ
て
き
た
。

『
下
部
町
誌
』
の
小
林
兼

一
氏
の
執
筆
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
あ
る
。

佐
野
氏
は
代
々
湯
之
奥
金
山
に
居
住
し
て
穴
山
氏
に
重
く
用
い
ら
れ
、
金
山

の
代
官
と
し
て
、
ま
た
、
稼
山
の
取
締
り
や
関
守
と
し
て
つ
と
め
、
反
面
い
ろ

い
ろ
な
免
許
や
特
別
な
権
利
を
与
え
ら
れ
る
等
、
そ
の
保
護
を
受
け
つ
つ
奉
公

し
栄
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
は
天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
六
月
に

穴
山
梅
雪
の
子
で
あ
る
勝
千
代
が
病
死
し
て
家
は
断
絶
し
、
河
内
地
方
も
名
実

と
も
に
徳
川
家
康
の
支
配
下
に
な
り
、
菅
沼
逗
増
が
河
内
領
主
に
な

っ
て
直
接

治
め
た
の
で
あ
る
が
、
領
主
交
代
の
後
も
佐
野
氏
は
湯
之
奥
に
あ

っ
て
活
躍
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

佐
野
氏
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
代
々
引
続
き
栄
え
て
い
た
が
、
後

（慶
長
二

年
）
に
は
関
西
氏
と
改
め
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

ま
た
別
の
箇
所
で
も

「本
町
に
は
栃
代
金
山

・
根
子
銅
山

・
常
葉
銅
山

・
古
関

銅
山
が
あ
り
、
と
も
に
穴
山
氏
が
経
営
し
て
い
た
。
穴
山
氏
は
、
佐
野
縫
殿
右
衛

門

（後
の
門
西
家
）
を
湯
之
奥
金
山
の
代
官
に
命
じ
て
取
締
ら
せ
た
が
、
他
の
金

山

・
銅
山
に
つ
い
て
も
そ
の
土
地
の
有
力
者
を
代
官
や
金
山
奉
行
に
し
て
督
励
し

た
の
で
あ
ろ
う
」
と
説
明
し
て
い
る
。
羽
中
田
壮
雄
氏
も

「門
西
家
は
室
町
末
期

か
ら
こ
の
地
に
住
み
、
は
じ
め
は
佐
野
姓
を
名
の
る
。
江
戸
時
代
に
は
名
主
と
関

守
を
務
め
門
西
と
改
姓
し
た
と
い
う
。
湯
之
奥
金
山
や
山
林
な
ど
の
管
理
を
し
て

幕
末
に
至

っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
門
西
家
の
古
文
書
を
調
査
し
た
柴
辻
俊
六
氏
は
、

「
門
西
家
は
穴
山
信

友
時
代
か
ら
の
郷
士
で
あ
り
、
直
接
の
家
臣
で
は
な
い
が
、
山
稼
ぎ
の
御
用
や
金

山

・
関
所
の
管
理
に
関
係
し
て
穴
山
氏
の
直
接
支
配
を
受
け
、
在
地
武
士

（郷
士
）

と
し
て
湯
之
奥
郷
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
き
た
。
な
お
、
近
世

に
入

っ
て
現
姓
の
門
西
と
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
穴
山
時
代
に
は
佐
野
姓
で
あ

っ

た
」
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
は
、
佐
野

（門
西
）
氏
が
穴
山
氏
の
湯
之
奥
金
山

経
営
に
関
係
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
関
与
の
仕
方
を
小
林
氏
は

「金
山
の
代
官
」

と
し
、
柴
辻
氏
は

「直
接
の
家
臣
で
は
な
い
が

（中
略
）
穴
山
氏
の
直
接
支
配
を

受
け
、
在
地
武
士

（郷
士
）
と
し
て
湯
之
奥
郷
を
支
配
」
し
た
と
論
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

小
林
説
か
ら
検
討
し
よ
う
。
代
官
と
は

「中
世
、
正
員
に
代
わ

っ
て
職
務
を
代

行
す
る
者
に
対
す
る
名
称
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
湯
之
奥
金
山

は
穴
山
氏
の
直
接
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
全
一

の
文
書
で

穴
山
勝
千
代
が
掘
間
を
免
除
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
可
能
性
を
示
す
。
し
か
し
、

こ
の
文
書
の
主
体
内
容
が
棟
別
役
の
免
除
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
付
随
し
て
掘
間
に

か
か
る
諸
役
の
免
除
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
直
接
湯
之
奥
金
山
を
穴
山
氏
が
支

配
し
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
河
日
氏
が
職
人
身
分
と
は
言
い
な
が
ら
、
直

接
金
を
掘
る
技
術
者
を
抱
え
て
い
た
者
と
推
察
さ
れ
、
黒
川
金
山
衆
も
武
田
氏
に

直
接
仕
え
て
金
を
掘

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
河
口
氏
が
穴
山

氏
の
直
接
支
配
の
も
と
に
金
を
掘

っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
穴
山
氏
の
直
接
経

営
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
金
山
衆
は
穴
山
氏
に
よ

っ
て
集
め
ら
れ
、
坑
道
を
掘

る
な
ど
の
資
金
も
穴
山
氏
か
ら
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
兆
候
は
微
塵
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も
見
ら
れ
な
い
。
何
よ
り
も
門
西
家
の
文
書
の
残
存
状
況
か
ら
し
て
、
も
し
佐
野

氏
が
代
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
そ
う
し
た
任
命
書
が
残

っ
て
い
て
よ
い

は
ず
で
あ
る
が
伝
わ

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
事
実
を
伝
え
る
文
書
も
な
い
。

文
書
の
残
存
状
況
、
残
存
す
る
文
書
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
佐
野
家
が
湯
之
奥
金

山
の
代
官
で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
中
山
金
山
衆
の

一
人
で
あ
る
河
口
六
左
衛
門
尉
に
は
、
正
式
に
名
字
と

「
尉
」
の
官
位
が
付
い
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
支
配
す
る
は
ず
の
佐
野
家
宛
の
文

書
で
は
天
文

一
二
年
の
穴
山
信
友
判
物
、
弘
治
二
年
の
穴
山
信
友
判
物
を
除
く
と
、

多
く
が

「
湯
之
奥
之
文
右
衛
門
」
な
ど
と
、
地
名
と
名
前
を
セ
ッ
ト
に
し
て
宛
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
書
式
も
河
口
氏
宛
の
文
書
の
よ
り

一
ラ
ン
ク
低
い
。
佐
野
氏

が
も
し
代
官
な
ら
佐
野
氏
の
ほ
う
が
金
山
衆
よ
り
格
が
上
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

よ
り
ず

っ
と
格
下
で
管
理
を
受
け
る
べ
き
金
山
衆
の
河
日
氏
の
ほ
う
が
、
名
前
や

文
書
の
書
式
の
格
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
文
書
の
内
容
か
ら
見
て
み
よ
う
。
も

っ
と
も
古
い
天
文

一
二
年

（
一
五
四

三
）
七
月
五
日
付
け
の
佐
野
縫
殿
右
衛
門
尉
あ
て
穴
山
信
友
判
物
は
、
竹
を
生
や

す
よ
う
に
と
命
じ
、
何
時
も
用
の
と
き
に
は
竹
を
何
本
必
要
だ
と
印
判
を
捺
し
て

命
令
す
る
の
で
、
印
判
が
な
い
命
令
の
場
合
に
は
切
ら
な
い
よ
う
に
、
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
次
に
天
文

一
三
年
三
月
二
九
日
の
大
全
山

（現
、
身
延
町
）
に
関
係

し
た
置
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
内
容
か
ら
し
て
金
山
と
は
関
係
し
な
い
だ
ろ
う
。

続
い
て
年
未
詳
三
月
二
九
日
に

「
ぬ
い
ゑ
も
ん
」
に
葺
板
を

一
万
枚
進
上
す
る
よ

う
に
と
命
じ
た
印
判
状
が
あ
る
。
天
文

一
二
年
文
書
と
の
類
似
性
か
ら
し
て
、
こ

の
発
給
者
は
穴
山
信
友
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
者
に
捺
さ
れ
た
朱
印
に
つ
い
て
、
柴

辻
俊
六
氏
は

「①
②
と
も
に
、　
一
辺
が
二

。
三
セ
ン
チ
の
八
角
形
の
朱
印
が
押
さ

れ
て
い
る
。
印
影
は
も
う

一
つ
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
周
囲
に
唐
草
文
が
あ

っ
て

中
に
印
文
が

一
字
あ
る
よ
う
だ
が
解
読
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
既
に
堀
内
亨
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
硬
、
両
者
の
朱
印
は
微
妙
に
異
な

っ

て
お
り
、
こ
の

一
万
枚
の
葺
板
の
進
上
を
命
じ
た
朱
印
は
天
文

一
二
年
の
も
の
と

は
異
な
る
。
こ
の
点
の
も

つ
意
味
は
今
後
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
本
来
は
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）

霜
月

一
五
日
に
、
穴
山
信
友
が
佐
野
縫
殿
右
工
門
へ

「就
子
奉
公
申
、
山
作
五
聞

普
請
其
外
免
許
候
、
山
作
用
所
之
儀
、
何
時
も
無
々
沙
汰
奉
公
可
申
者
也
」
と
命

じ
た
文
書
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
正
月
二
五
日
に
は
穴
山

信
君
が
湯
之
奥
之
文
右
衛
門
に
あ
て
て
、

「於
河
内
谷
中
、
私
宅
壱
間
棟
別
諸
役

令
免
許
之
者
也
」
と
判
物
を
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
よ
り
も
以
前
と
思
わ
れ
る

年
未
詳
の

一
一
月
三
日
に
、
同
じ
く
信
君
は
湯
之
奥
縫
右
衛
門
尉
に

「
彼
者
犬
三

疋
持
候
、
誰
二
而
も
違
乱
す

へ
か
ら
さ
る
者
也
」
と
す
る
判
物
を
あ
て
て
い
る
。

以
上
の
門
西
家
文
書
の
内
容
か
ら
し
て
、
戦
国
時
代
の
佐
野
家
は
山
作
を
職
と

し
て
お
り
、
弘
治
二
年
の
文
書
か
ら
し
て
そ
の
棟
梁
と
し
て
の
役
割
を
負

っ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
関
西
家
に
伝
わ

っ
て
い
る
戦
国
時
代
の
古
文
書
か
ら

は
、
こ
の
家
が
湯
之
奥
金
山
の
代
官
を
し
て
い
た
と
は
到
底
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
家
の
近
世
文
書
全
体
を
み
て
も
、
穴
山
氏
の
も
と
で
代
官
を
し
て
い
た

薬
袋
の
佐
野
家
の
文
書
と
比
較
す
る
と
、
金
山
に
関
係
す
る
文
書
は
圧
倒
的
に
少

な
く
、
金
山
に
直
接
関
わ
る
文
書
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
弘
治
二
年
の
文
書
か
ら
し
て
佐
野
縫
殿
右

工
門
は
、

「
山
作
用
所
之
儀
」
の
奉
公
に
よ

っ
て
普
請
役
な
ど
を
免
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
が
穴
山
氏
に
と

っ
て
山
作
と
い
う
職
人
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
柴
辻
俊
六
氏
の

「門
西
家
は
穴
山
信
友
時
代
か

ら
の
郷
士
で
あ
り
、
直
接
の
家
臣
で
は
な
い
が
、
山
稼
ぎ
の
御
用
や
金
山

・
関
所
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の
管
理
に
関
係
し
て
穴
山
氏
の
直
接
支
配
を
受
け
、
在
地
武
士

（郷
士
）
と
し
て

湯
之
奥
金
山
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
き
た
。
な
お
、
近
世
に
入

っ

て
現
姓
の
門
西
と
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
穴
山
時
代
に
は
佐
野
姓
で
あ

っ
た
」
と

い
う
説
は
、

「直
接
の
家
臣
で
は
な
い
が
」

「
穴
山
氏
の
直
接
支
配
を
受
け
、
在

地
武
士
」
と
い
う
よ
う
に
論
旨
が
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
門
西
家
文
書
を
根
拠
に

す
る
限
り
戦
国
時
代
の
こ
の
家
を
武
士
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
柴
辻
氏
の

意
見
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
ま
た
こ
の
家
が
金
山
の
管
理
に
関
係
し
て
い
た
と
す

る
こ
と
も
実
証
的
で
な
い
。

穴
山
氏
は
多
く
の
山
作
を
支
配
し
て
い
た
。
弘
治
三
年
二
月

一
二
日
に
は
大
崩

（現
、
南
巨
摩
郡
身
延
町
）
の
助
左
衛
門
尉
に
、
山
作
の
棟
梁
と
い
う
こ
と
で
棟

別
役
を
免
許
し
、
山
作
に
板
を
取
ら
せ
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
こ
う
し
た
穴
山
氏

の
山
作
支
配
の

一
環
に
湯
之
奥
も
組
み
込
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。
佐
野
家
が
武
士

で
な
い
も
の
の
湯
之
奥
郷
の
名
主
的
な
家
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の

村
は
山
間
部
に
位
置
し
て
本
来
的
に
林
業
を
基
盤
と
す
る
村
な
の
で
、
穴
山
氏
は

そ
の
林
業
に
目
を
付
け
、
佐
野
氏
を
山
作
の
棟
梁
と
し
て
位
置
付
け
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
湯
之
奥
金
山
の
代
官
と
い
わ
れ
て
き
た

門
西
家

（佐
野
家
）
は
、
山
作
の
棟
梁
と
し
て
穴
山
氏
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た

の
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
金
山
の
管
理
者
と
し
て
の
役
割
は
負

っ
て
い
な
か

っ

た
。
そ
こ
で
従
来
の
よ
う
に
門
西
家
を
中
心
に
す
え
て
湯
之
奥
金
山
を
み
て
も
、

戦
国
時
代
の
湯
之
奥
金
山
の
実
態
像
は
あ
ま
り
見
え
て
こ
な
い
と
考
え
る
。

註（１
）

『
下
部
町
誌
』

一
六
六
頁

（２
）

同
右

一
六
九
頁

（
３
）

羽
中
田
壮
雄

「門
西
家
住
宅
」

（
『
山
梨
百
科
事
典

〈
増
補
改
訂
版
〉
』
山
梨

日
日
新
聞
社

・
一
九
八
九
）

（
４
）

柴
辻
俊
六

『戦
国
大
名
文
書
の
読
み
方

。
調
べ
方
』

一
一
八
頁

（雄
山
閣

・
一

九
八
四
）

（５
）

瀬
野
精

一
郎

「代
官
」

（
『
国
史
大
辞
典
』
第
七
巻
七
一
〇
頁

・
吉
川
弘
文
館

。

一
九
八
七
）

（６
）

以
下
の
文
書
に
つ
い
て
は
第

一
編
第

一
〇
章
第

一
節
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
７
）

柴
辻
俊
六

『戦
国
大
名
文
書
の
読
み
方

・
調
べ
方
』

一
一
六
頁

（８
）

『
湯
之
奥
金
山
遺
跡
　
第

一
次
調
査
概
報
』
二

一
頁

（
９
）

『
門
西
家
文
書
目
録
』

（湯
之
奥
金
山
遺
跡
学
術
調
査
団

。
一
九
八
九
）

（
１０
）

『
清
水
市
史
資
料
　
中
世
』
五
二
四
号
文
書

三
、
そ
の
後
の
湯
之
奥
金
山

前
章
ま
で
に
、
湯
之
奥
金
山
が
戦
国
時
代
に
は
活
況
を
呈
し
、
穴
山
氏
の
支
配

す
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
湯
之
奥
金
山
の
代
官
と
目
さ
れ
て
き
た
門

西
家
の
先
祖
の
佐
野
氏
は
山
作
の
棟
梁
で
あ

っ
て
、
金
山
に
は
関
係
し
て
い
な
い

こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
そ
の
後
の
湯
之
奥
金
山
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
に

つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

湯
之
奥
金
山
と
峰
を
隔
て
て
反
対
側
に
あ
り
同
じ
鉱
脈
を
掘

っ
た
駿
河
の
富
士

金
山

（現
、
静
岡
県
富
士
官
市
）
は
、
天
文
二
〇
年

（
一
五
五

一
）
八
月
二
日
付

の
今
川
義
元
朱
印
状
か
ら
以
降
、
関
係
す
る
古
文
書
が
残

っ
て
い
る
。
こ
の
金
山

は
湯
之
奥
金
山
と
鉱
脈
を
同
じ
く
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ

と
は
、
同
じ
時
期
に
湯
之
奥
金
山
で
も
採
掘
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

天
正
三
年

（
一
五
七
四
）
正
月

一
六
日
に
穴
山
信
君
は
、
富
士
金
山
の
平
岡
民
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部
丞
に
郷
中
の
諸
役
を
免
許
し
、
相
当
の
奉
公
を
求
め
た
。
こ
の
頃
に
は
武
田
氏

の
駿
河
へ
の
権
力
浸
透
と
相
ま

っ
て
、
富
士
金
山
も
穴
山
氏
の
支
配
下
に
入

っ
た

と
い
え
る
。
続
い
て
天
正
五
年

（
一
五
七
七
）

一
二
月

一
九
日
に
は
同
じ
信
君
が

竹
川
肥
後
守
に
、
富
士
山
の
う
ち
川
胡
桃
藤
左
衛
門
後
家
跡
式
、
家
屋
敷
堀
聞
な

ら
び
に
郷
中
山
林
を
抱
え
る
よ
う
に
と
命
じ
た
。
天
正
八
年

（
一
五
八
〇
）
霜
月

一
三
日
に
は
穴
山
信
君
の
家
臣
の
有
泉
大
学
助
昌
輔
が
、
望
月
弥
助
に
十
右
衛
門

跡
式
の
家
屋
敷

・
掘
間
所
子
方
以
下
を
安
堵
し
た
。
こ
の
よ
う
に
残
存
文
書
か
ら

天
正
三
年
以
降
は
、
湯
之
奥
金
山
と
そ
の
反
対
側
の
富
士
金
山
の
双
方
を
穴
山
氏

が
領
す
る
よ
う
に
な
り
、
富
士
金
山
衆
の
跡
式
に
も
穴
山
氏
が
関
係
す
る
よ
う
に

な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
金
脈
が

一
緒
で
、
同
じ
領
主
の
支
配
を
受
け
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
に
両
方
の
金
山
衆
の
交
流
が
進
ん
だ
可
能
性
が
あ

玄０
。武

田
氏
の
滅
亡
の
直
後
、
富
士
金
山
に
は
北
条
氏
も
手
を
延
ば
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
ま
も
な
く
金
山
は
徳
川
家
康
の
支
配
下
に
入

っ
た
。

志
村
甚
之
助
は
湯
之
奥
金
山
と
富
士
金
山
に
か
か
わ

っ
て
、
慶
長
七
年

（
一
六

〇
二
）
四
月

一
九
日
、
富
士
金
山
か
ら
中
山
金
山
へ
掘
る
掘
間
の
確
認
を
し
た
。

そ
の
裏
書
に
は

「
中
山
者
共
事
者
、
彼
堀
間
外
駿
河
山
々
一
切
為
縛
有
間
敷
候
」

と
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
両
方
の
金
山
が
複
雑
に
絡
み
合

っ
て
い
て
、
掘
間
が
双
方

の
間
で
入
り
乱
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
な

っ
た
背
景
に
は
坑

道
が
深
く
掘
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
事
実
と
と
も
に
、
穴
山
氏
の
統
治
に
よ

っ
て

両
者
の
関
係
が
密
接
に
な

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
慶
長
年

中
ま
で
、
中
山
金
山
衆
に
お
け
る
金
の
採
掘
は
盛
ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ

る
。
同
時
に
こ
の
よ
う
に
間
歩
の
争
い
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
も
う
有
望
な
間
歩

を
ほ
と
ん
ど
掘
り
尽
く
し
、
間
歩
を
求
め
る
の
が
困
難
に
な

っ
た
こ
と
を
示
す
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
第

一
章
で
挙
げ
た

『
判
物
証
文
写
』
は
、
幕
府
が
享
保

一
一
年

（
一
七

二
六
）
か
ら
同

一
五
年
に
在
任
し
た
駿
府
町
奉
行
小
峙
直
昌
の
提
出
し
た
武
田
氏

発
給
文
書
の
写
に
加
え
て
、
今
川
氏
発
給
文
書
を
書
き
写
し
、
さ
ら
に
元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
に
両
家
以
外
の
文
書
も
出
す
よ
う
に
と
命
じ
た
成
果
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
、
中
山
金
山
に
関
係
し
た
文
書
の
持
ち
主

（お
そ
ら
く
河
口
氏
の
末
裔
）

は
、　
一
七
二
〇
年
代
ま
で
に
甲
斐
の
中
山
か
ら
駿
河
の
北
山
へ
と
移

っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

慶
長
年
間
に
は
中
山
金
山
も
栄
え
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
そ
れ
以
後
、

湯
之
奥
金
山
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
門
西
家
が
か

か
わ

っ
た
事
柄
で
は
な
い
が
、
門
西
家
文
書
か
ら
見
て
み
た
い
。

慶
安
三
年

（
一
六
五
〇
）
七
月
二
三
日
に
は
、
内
山
金
山
衆
の
運
上
間
歩
の
水

抜
き
に
つ
い
て
の
訴
え
が
、
沢
内
内
山
の
市
郎
右
衛
門
と
二
右
衛
門
か
ら
代
官
に

あ
て
て
出
た

（
一
一
、
以
下
の
番
号
は
目
録
番
号
）
。
し
か
も
そ
の
中
で
は
間
歩

が
二
〇
〇
聞

（約
三
六
二
メ
ー
ト
ル
）
切
ら
れ
た
と
あ
り
、
水
抜
き
を
し
な
が
ら

大
分
深
く
ま
で
坑
道
が
掘
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
二
〇
〇
間

は
総
延
長
で
、　
一
本
の
坑
道
が
こ
れ
ほ
ど
深
い
と
は
考
え
難
い
が
、
と
も
か
く
相

当
大
規
模
に
間
歩
が
掘
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
間
歩
を
掘
り
、
水
抜
き
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
相
当
量
の
金
が
出
な
い
と
採
算
は
あ
わ
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
坑
道
が
深
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
坑
道
の
水
を
い
か
に
し
て

抜
く
か
が
問
題
に
な

っ
て
く
る
。
そ
し
て
坑
道
を
深
く
し
、
し
か
も
水
を
抜
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
、
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
相
当
量
の
金

の
産
出
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。　
三
ハ
五
〇
年
代
の
湯
之
奥
金
山
は
そ
う
し
た
聞

題
に
突
き
当
た

っ
て
い
た
。
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貞
事
三
年

（
一
六
八
六
）
七
月
に
間
歩
主
の
茅
小
屋
村
の
九
左
衛
門
が
代
官
所

に
提
出
し
た
文
書

（
一
九
）
に
よ
れ
ば
、
茅
小
屋

・
内
山
村
の
金
山
か
ら
は
金
が

近
年
出
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
二
二
年
以
前

（寛
文
五
年
十

一
六
六
五
）

間
歩
が
盛
り
、
金
山
で
は
運
上
金
の
六
分
を
公
儀
が
取
り
四
分
は
掘
子
に
渡
し
た

た
め
に
、
間
歩
主
が
く
た
び
れ
退
転
し
た
。
か
ら
切
り

（試
掘
坑
か
）
を
す
る
わ

け
に
も
行
か
ず
、
妻
子
を
養
う
の
も
大
変
で
、
只
今
ま
で
少
し
ず

つ
の
旦
屋
い
な

ど
を
し
て
生
活
を
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ま
で
六
分
も
の
多
く
の

運
上
金
を
、
各
間
歩
か
ら
出
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し
、

一
六
六
〇
年
代
の
初
め
に
は
た
ま
た
ま
良
質
の
間
歩
が
見
付
か
り
、
金
掘
は
こ
れ

だ
け
運
上
を
出
し
て
も
や

っ
て
い
け
る
と
判
断
し
て
、
領
主
側
の
条
件
を
の
ん
だ

も
の
の
、
間
も
無
く
金
脈
が
尽
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
金
山
で
は

間
歩
に
税
金
が
か
か
り
、
そ
の
額
が
大
き
か

っ
た
た
め
、
金
山
経
営
が
成
り
立
た

な
く
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
金
が
あ
ま
り
産
出
せ
ず
、
投
下
資

金
の
割
に
も
う
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
文
書
に
は
、
延
宝
二

年

（
一
六
七
四
）
に
は
、
か
ら
切
り
間
歩
八
〇
間

（約

一
四
四
メ
ー
ト
ル
）
が
切

ら
れ
た
が
、
ま
だ
金
が
で
な
い
の
に
扶
持
米
に
詰
ま

っ
た
の
で
、
妻
子
を
質
に
入

れ
て
金
を
借
り
て
間
歩
を
掘
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
の
湯
之
奥
金
山
は
領
主
側
の
経
営
で
は
な
く
、
山
師
が
独
自
に
開
発
し
て

い
た
と
い
え
る
。
も
し
近
世
初
頭
に
相
当
量
の
金
が
産
出
さ
れ
、
こ
の
地
が
有
望

な
金
脈
を
持

っ
て
い
た
な
ら
、
領
主
側
は
直
接
金
山
経
営
に
乗
り
出
し
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
湯
之
奥
金
山
の
規
模
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
か

っ
た
か
、
も
し
く
は
戦
国
時
代
に
掘
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま

っ
た
か
の
ど
ち
ら

か
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
貞
享

（
一
六
八
四
ユ
八
八
）
頃
に
は
、
茅
小
屋

。
内
山

村
に
全
く
金
が
出
て
い
な
い
。

ま
た
年
未
詳
の
寅
年

一
一
月

一
二
日
付
け
の
文
書
な
ど
に
よ
れ
ば
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
二
）
頃
以
降
、
金
銀
な
ど
は
全
く
産
出
し
な
か
っ
た
と
い
う

（三
〇
六
、

一三
三
Ｃ

。
同
じ
く
年
月
日
未
詳
の
文
書
に
は
、
茅
小
屋

・
内
山

・
中
山
の
金
掘

り
は
こ
の
頃
ま
で
に
退
転
し
た
と
あ
る

（三
七
〇
）
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、

十
七
世
紀
の
末
に
は
湯
之
奥
金
山
は
全
く
だ
め
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
証
明
す
る
よ
う
に
宝
永
六
年

（
一
七
〇
九
）
年
ご
ろ
、
山
師
た
ち
が
見
立
て
間

掘
り
し
た
け
れ
ど
も
金
や
銀
は

一
切
出
ず
、
こ
の
後
も
度
々
山
師
が
入

っ
た
が
成

功
は
し
な
か

っ
た

（三
〇
六
、
三
三
六
）
。

中
山
の
石
造
物
で
年
号
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
暦
四
年

（
一
六
五
八
）

の
宝
悠
印
塔
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
の
板
碑
型
石
塔
、
明
暦
三
年

（
一
六
五

七
）
の
石
塔
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
の
光
背
型
石
塔
で
あ
る
。
先
の
文
書
の

記
載
で
は
、　
三
全
ハ
五
年
ぐ
ら
い
に

一
時
的
に
金
山
が
栄
え
て
い
た
と
い
う
が
、

石
造
物
は
そ
の
頃
に
作
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
元
禄
三
年
正
月
付
け
の
も
の
に
は
、

「為
花
景
宗
春
菩
提
、
富
士
北
山
村
石
河
権
兵
衛
家
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
既
に

見
た
よ
う
に
、
中
山
金
山
の
中
心
者
と
思
わ
れ
る
河
口
氏
に
関
係
す
る
中
世
の
文

書
は
こ
の
北
山
村
に
伝
わ

っ
た
。
北
山
村
と
中
山
金
山
と
は
密
接
な
関
係
に
あ

っ

た
と
言
え
る
。
石
河
氏
も
河
口
氏
と
同
様
に
本
来
中
山
金
山
に
関
係
し
て
い
た

（元
亀
二
年
の
文
書
に
見
え
る
中
山
之
金
山
衆
拾
人
の

一
人
の
家
で
は
な
か
ろ
う

か
）
の
が
、
北
山
に
住
む
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
石
塔
に

「富
士

北
山
村
」
と
あ
る
こ
と
は
、
既
に
こ
の
時
期
ま
で
に
中
山
を
離
れ
て
相
当
の
年
月

が
た
ち
、
北
山
の
住
人
と
し
て
の
意
識
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

こ
れ
ま
で
の
結
論
か
ら
す
る
と
、
戦
国
時
代
か
ら
慶
長
年
中
ぐ
ら
い
ま
で

（
一

六
世
紀
半
ば
か
ら

一
七
世
紀
の
初
頭
）
が
湯
之
奥
金
山
の
最
盛
期
で
、
そ
の
後
金

の
産
出
が
落
ち
て
、　
三
全
ハ
〇
年
代
に
再
び
活
況
を
取
り
戻
し
た
が
、
そ
れ
は
き
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わ
め
て
短
い
期
間
で
あ

っ
た
。　
三
全
ハ
〇
年
代
に
働
い
た
人
の
な
か
に
は
昔
の
縁

で
北
山
村
か
ら
来
て
い
た
者
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
遅

く
と
も

一
七
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
河
口
氏
や
石
河
氏
は
北
山
に
移

っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
ち
な
み
に
天
正

一
一
年

（
一
五
八
三
）
二
月
三
日
に
徳
川
氏
が
富
士
金

山
の
金
山
衆
に
普
請
役
を
免
許
し
た
文
書
の
宛
名
に
は
、

「
石
川
佐
渡
守
」
の
名

前
も
見
え
て
い
る
。
こ
の
石
川
氏
は
北
山
村
の
石
河
氏
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
石
河
氏
は
中
山
か
ら
、
駿
河
の
麓

へ
、
さ
ら
に
北

山
へ
と
移

っ
た
こ
と
に
な
る
。
天
正
三
年

（
一
五
七
四
）
に
は
富
士
金
山
が
、
甲

斐
河
内
領
の
領
主
で
あ
る
穴
山
氏
の
領
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

中
山
金
山
の
者
た
ち
が
金
の
産
出
に
あ
わ
せ
て
天
正
年
中
に
富
士
金
山
に
移
り
、

さ
ら
に
北
山
村
へ
移

っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
は
堀
内
粂
之
丞
の
手
先
の
者
が
五
本
の
間
歩
を
掘

っ

た

（三
〇
三
、
三
五
七
）
。
そ
れ
は
大
体
高
さ
五
尺

（約

一
、
五
メ
ー
ト
ル
）
、

横
三
尺

（約
○
、
七
メ
ー
ト
ル
）
程
度
で
、
最
も
深
い
の
は
奥
行
二
四
間
半

（約

四
四
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
に
は
相
当
大
規
模
に
金
を
探
そ
う
と
し
て

坑
道
が
掘
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
金
は
出
ず
、
以
後
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）

ま
で
見
分
も
な
か

っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
五
本
の
坑
道
に
つ
い
て
は
大
き
さ
や

深
さ
、
そ
れ
に
岩
石
の
色
の
記
録
が
残

っ
て
い
る
が
、
本
調
査
団
の
調
査
員
河
西

学
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
現
在
湯
之
奥
金
山
に
残
る
状
態
の
良
い
坑
道
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
基
本
的
に
現
在
見
ら

れ
る
状
態
の
良
い
坑
道
は
、
大
体
近
世
の
中
期
に
掘
ら
れ
た
と
判
断
し
て
よ
い
と

思
う
。「中

世

。
近
世
の
湯
之
奥
金
山
関
係
年
表
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
も

近
世
を
通
じ
て
多
く
の
人
が
湯
之
奥
に
入

っ
た
け
れ
ど
も
、
金
山
と
し
て
の
経
営

は
成
り
立
た
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
次
々
に
金
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
は
金
を
求
め

て
坑
道
を
掘

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
に
残
る
坑
道
が
本
当
に
生
産
性
を
も

っ

た
坑
道
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
き
に
重
要
な
意
味
を
持
と
う
。

近
世
に
な
る
と
湯
之
奥
金
山
か
ら
の
金
の
産
出
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。
こ

の
た
め
近
世
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、
戦
国
時
代
の
中
山
金
山
衆
な
ど
の
人
々
は

こ
の
地
を
去

っ
た
。
有
能
な
金
山
衆
で
あ
れ
ば
、
他
地
域
で
金
を
求
め
て
活
動
し

た
で
あ
ろ
う
し
、
金
の
産
出
に
意
欲
を
持

っ
て
い
た
領
主
側
も
彼
ら
を
放

っ
て
は

お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
来
的
に
金
山
衆
は
遍
歴
性
が
強
い
者
た
ち
で
あ
り
、

金
が
な
く
な

っ
た
ら
そ
の
場
所
に
身
を
落
ち
着
け
る
よ
う
な
者
た
ち
で
は
な
か

っ

た
。
こ
の
た
め
に
戦
国
時
代
に
存
在
し
た
中
山
の
郷
も
近
世
に
は
消
え
て
し
ま

っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
度
々
、
湯
之
奥
に
お
い
て
も
金
を
求
め
て
坑
道
が
掘
ら
れ

た
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
採
算
が
合
わ
ず
に
、
坑
道
は
廃
棄
さ
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

註（１
）

『静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
四
三
五
頁

（２
）

同
右
四
三
六
頁

（３
）

同
右
四
三
七
頁

（４
）

同
右
頁

（５
）

同
右
四
三
八
頁

（６
）

同
右
頁

（７
）

同
右
四
三
九
頁

（８
）

『湯
之
奥
金
山
遺
跡
　
第
二
次
調
査
概
報
』

（９
）

『静
岡
県
史
料
』
第
二
輯
四
三
八
頁

―-243(54)――



お
わ
り
に

本
稿
を
通
じ
て
確
認
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
戦
国
時
代
が
湯
之
奥
金
山

の
最
盛
期
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
坑
道
掘
り
も
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術

に
よ

っ
て
、
中
山
金
山
衆
は
信
玄
の
も
と
で
深
沢
城
攻
撃
に
も
従
軍
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
湯
之
奥
金
山
の
あ
る
場
所
の
領
主
は
武
田
氏
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
こ
の
地
の
国
人
領
主
の
穴
山
氏
で
あ

っ
た
。
戦
争
に
際
し
て
協
力
す
る
た
め
に
、

穴
山
氏
の
命
令
に
よ

っ
て
中
山
金
山
の
金
山
衆
も
武
田
氏
の
も
と
に
送
り
こ
ま
れ
、

戦
功
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
中
山
金
山
衆
は
黒
川
金
山
衆
と
異
な

っ
て
武
田
氏
の

領
域
以
外
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
武
田
氏
も
彼
ら
を
日
常
的
に
は
支
配
す
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
時
の
褒
美
も
黒
川
金
山
衆
の
よ
う
に
諸
役
免
許

を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
に
、
柳
子

一
五
〇
俵
を

一
〇
人
の
者
た
ち
が
受
け
た
の
で

あ
る
。

湯
之
奥
金
山
は
近
世
に
な
る
と
退
転
し
、
そ
の
頃
ま
で
に
中
山
金
山
衆
の
多
く

は
他
所
に
移

っ
た
。
中
山
金
山
衆
の
河
日
氏
や
石
河
氏
も
駿
河
富
士
郡
北
山
村
に

移

っ
た
可
能
性
が
高
い

（金
山
衆
は
さ
ら
に
他
地
域
に
移
り
、

『
判
物
証
文
写
』

に
中
山
金
山
衆
関
係
の
文
書
を
所
蔵
す
る
家
と
さ
れ
て
い
る
市
郎
右
衛
門
の
家
は
、

金
山
衆
と
は
関
係
な
く
単
に
文
書
を
預
か

っ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
）
。

湯
之
奥
金
山
は

一
七
世
紀
の
半
ば
頃

一
時
的
に
活
況
を
呈
し
た
が
、
長
く
続
か

な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
近
代
に
至
る
ま
で
金
山
で
は
金
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ

た
人
に
よ

っ
て
、
そ
の
後
も
度
々
坑
道
が
掘
ら
れ
た
が
経
済
的
に
は
成
り
立
た
な

か

っ
た
。

現
在
に
残
る
坑
道
で
状
況
の
良
い
も
の
は
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
堀
内

粂
之
丞
の
手
先
の
者
た
ち
に
よ

っ
て
掘
ら
れ
た
。
近
世
初
頭
以
降
、
さ
ら
に
天
明

八
年
よ
り
後
も
多
く
の
坑
道
が
掘
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
調
査
書
か
ら
し
て

現
在
我
々
が
見
る
こ
と
の
で
き
る
坑
道
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
国
時
代
の
も
の
で
は
な

く
、
主
と
し
て

一
八
世
紀
末
に
掘
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
戦
国
時
代
の
金
山
開
発
の
特
徴
は
ど
こ
に

あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　
一
般
に
金
山
の
開
発
は
、
河
原
に
お
け
る
砂
金
の
採
集

に
始
ま
り
、
段
々
上
流
に
さ
か
の
ば
り
、
山
金
を
求
め
、
さ
ら
に
坑
道
掘
り
に
進

む
と
い
わ
れ
て
い
る
。
湯
之
奥
金
山
遺
跡
の
現
地
を
見
る
と
、
沢
は
だ
い
た
い
に

お
い
て
ガ
レ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
に
こ
う
な

っ
た
と
い
う
よ
り
、
人
々
が
金
を

探

っ
た
人
工
的
な
跡
で
あ
ろ
う
。
金
を
求
め
た
人
達
は
沢
沿
い
に
金
山
に
近
づ
い

た
段
階
で
沢
に
あ
ら
わ
れ
た
金
脈
を
掘
り
進
め
、
沢
沿
い
に
金
鉱
脈
を
探

っ
た
の

が
鉱
山
開
発
の
最
初
の
段
階
と
推
察
さ
れ
る
。
地
形
か
ら
す
る
と
本
来
は
沢
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
場
所
が
同
じ
様
に
大
き
く
掘
ら
れ
、
沢
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る

の
も
金
鉱
を
探

っ
た
跡
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
沢
の
よ
う
な
場
所
の
上

に
あ
る
坑
道
は
、
こ
う
し
て
掘
り
当
て
た
金
脈
の
地
下
に
潜

っ
た
と
こ
ろ
を
掘

っ

た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
沢
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
場
所
そ
の
も
の
が
、
坑

道
と
同
じ
意
味
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。

坑
道
掘
り
を
す
る
の
に
は
多
く
の
危
険
と
、
多
く
の
資
金
や
高
い
技
術
を
丞
要

と
す
る
が
、
沢
を
掘
り
下
げ
た
り
、
地
表
を
さ
ら

っ
て
沢
の
状
態
に
し
て
い
く
の

に
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
技
術
や
資
金
を
要
し
な
い
。
そ
こ
で
古
い
時
代
の
鉱
山
開
発

の
主
体
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

も
ち
ろ
ん
戦
国
時
代
に
坑
道
掘
り
が
な
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
坑

道
掘
り
は
、
こ
う
し
て
沢
沿
い
に
掘
り
進
ん
で
発
見
し
た
金
鉱
を
、
そ
の
ま
ま
掘

り
進
め
る
程
度
の
も
の
で
、
現
在
私
達
が
坑
道
の
典
型
と
思

っ
て
い
る
、
天
明
八

年

（
一
七
八
八
）
に
掘
ら
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す

る
な
ら
ば
、
大
き
な
沢
状
に
な

っ
て
い
る
地
形
こ
そ
、
古
い
時
代
の
金
鉱
の
跡
と
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し
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
来
、
金
山
開
発
は
近
世
の
佐
渡
の
よ
う
に
幕
府
あ
る
い
は
領
主
の
直
轄
と
な

っ

た
大
規
模
な
も
の
が
想
定
さ
れ
、
戦
国
時
代
の
金
山
も
こ
れ
を
前
提
に
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
き
わ
め
て
特
殊
な
金
山

で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
の
湯
之
奥
金
山
の
よ
う
に
、
規
模
が
小
さ
く
、
領
主
の
力
を

媒
体
と
し
な
い
で
掘
ら
れ
た
鉱
山
の
ほ
う
が
多
い
。
そ
し
て
、
戦
国
時
代
か
ら
掘

ら
れ
続
け
た
湯
之
奥
金
山
遺
跡
は
、
関
係
す
る
古
文
書
を
も
ち
、
金
山
開
発
の
模

様
を
具
体
的
に
後
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
遺
跡
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

（笹
本
正
治
）
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第
四
章
　
明
治
～
大
正
期
の
山
梨
県
に
お
け
る

金
山
開
発
の
動
向

は
じ
め
に

我
国
の
地
金
産
出
量
額
は
最
近
に
あ
り
て
は

一
ヶ
年
八
百
余
貫
に
し
て
内
六
百

余
貫
は
台
湾
百
余
貫
は
朝
鮮
よ
り
の
産
額
に
し
て
本
上
の
産
額
は
八
九
十
貫
の
間

に
あ
り
然
る
に
本
県
下
の
金
鉱
都
川
よ
り
は

一
ヶ
年
三
十
六
貫
余
硯
島
よ
り
三
貫

目
余
を
年
々
採
鉱
し
本
上
に
於
て
は
第

一
位
の
金
産
地
に
し
て
両
所
共
採
鉱
の
ま

ま
直
接
日
本
銀
行
に
送
付
せ
ら
れ
る
も
の
な
れ
ば
余
り
世
間
の
注
意
を
ひ
か
ざ
る

も
価
格
実
に
二
十
万
円
に
達
し
生
糸
を
除
き
て
は
水
晶
の
他
よ
り
進
か
に
巨
額
な

り

（以
下
略
）

こ
れ
は
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）
五
月
三

一
日
付
の

「
本
県
地
金
産
出
額
」
と

題
す
る

『
山
梨
日
日
新
聞
』
の
記
事
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『
長
期
経
済
統
計
　
一

〇
　
鉱
工
業
』
や
、
後
に
紹
介
す
る

『
鉱
区

一
覧
』
な
ど
の
記
載
数
値
と
比
較
検

討
を
行
う
と
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
実
態
を
正
し
く
把
握
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で

疑
間
を
差
し
挟
む
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
と
も
か
く
、
大
正
前
期
段
階
に
於
い

て
山
梨
県
南
巨
摩
郡
の
都
川
、
硯
島
両
村
で
は
金
の
採
掘
が
行
わ
れ
、
そ
れ
な
り

の
産
金
実
績
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
を
窺
え
る
記
事
で
あ
る
。

戦
国
期
の
甲
州
で
は
各
地
で
盛
ん
に
金
山
開
発
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
戦
国
大
名

武
田
氏
の
財
政
基
盤
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。
し
か
し
、

近
世
以
降
に
な
る
と
具
体
的
な
資
料
が
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と

に
も
因
る
が
、
金
山
開
発
の
実
態
は
断
片
的
に
し
か
分
か
ら
ず
、
近
代
以
降
に
つ

い
て
は
ま

っ
た
く
等
閑
視
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

昭
和
六
三
年

（
一
九
八
八
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
湯
之
奥
金
山
調
査
の

一
環
と
し

て
、

「
明
治
以
降
に
お
い
て
も
開
発
が
試
み
ら
れ
た
」
と
い
う
地
域
で
の
言
い
伝

え
を
裏
付
け
る
た
め
に
行

っ
た
資
料
採
訪
調
査
の
結
果
、
湯
之
奥
金
山
の
み
な
ら

ず
明
治
ユ
大
正
期
に
於
け
る
山
梨
県
の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
を
明
ら
か
に
で

き
る
資
料
類
を
発
見
で
き
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
て
山
梨
県
に
於
け
る
明
治
？
大
正
期

の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
を
検
討
し
、
そ
の
中
に
湯
之
奥
金
山
の
有
し
た
位
置

を
逆
照
射
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
な
お
、
膨
大
な
資
料
の
引
用
は
行
わ

ず
要
点
を
取

っ
て
年
表
化
し
た
点
と
、
依
然
と
し
て
資
料
的
な
制
約
は
大
き
く
、

細
部
に
わ
た
る
実
態
把
握
と
は
な

っ
て
い
な
い
点
は
あ
ら
か
じ
め
断

っ
て
お
き
た

い
。

一
、
明
治
前
期
に
於
け
る
動
向

―

『
山
梨
県
史
』
・
『山
梨
県
治
綜
覧
表
』
を
素
材
と
し
て
―

明
治
政
府
が
、
明
治
二
隼

（
一
八
六
九
）
に
鉱
山
の
開
採
を
許
可
し
、
そ
の
採

出
額
の
記
録
を
各
都
道
府
県
に
命
じ
た
こ
と
と
関
連
し
て

『
山
梨
県
史
』
に
は

「金
鉱
試
掘
願
」
を
始
め
と
し
て
金
鉱
山
開
発
事
業
に
関
す
る
資
料
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

第
三

一
表
は
、

『
山
梨
県
史
』
に
収
録
さ
れ
た

「金
鉱
試
掘
願
」
な
ど
金
鉱
山

開
発
事
業
に
関
す
る
資
料
の
内
容
を

一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三

一
表
か
ら

は
次
の
諸
点
が
読
み
取
れ
る
。

一
「金
鉱
試
掘
願
」
が
提
出
さ
れ
、
開
発
の
対
象
地
と
な

っ
た
の
は
保
、
黒
桂
、

黒
川
金
山
な
ど
の
戦
国
期
に
既
に
金
山
と
し
て
開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ

り
、
砂
金
採
集
地
は
早
川
流
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。

二
出
願
者
の
居
住
地
は
東
京
府
尾
張
町
の
副
田
欣

一
、
同
須
崎
町
の
今
井
種
大
、

同
深
川
東
森
下
町
の
服
部
貞
幹
、
長
野
県
安
曇
村
の
若
狭
伝
三
の
四
名
を
除
き
ほ
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第31表  明治に於ける金鉱山開発動向

竿 月 日 出願者住所 出願者氏 名 所場 出 願 内 容 等

3

９

　

　

　

１０

　

　

　

■

ｎ

３

８

１１

９

９

１２

・２

２

　

４

　

８

９

９

　

１０

１０

１０

６

６

　

１２

　

６

６

１０

１０

１０

・０

・０

・０

・９

７

　

８

８

　

２７

　

８

８

８

　

６

６

２３

・７

２５

　

２．

　

２５

　

６

６

６

１１

望

１４

巨摩郡藤田村

鉱山産地の状況民
部省へ具申

吹目金兌換民部省
へ具申

鉱山近況大蔵省ヘ

具申

鉱山近況大蔵省ヘ

具申

巨摩郡藤田村

巨摩郡駒井村

巨摩郡駒井村

東京府尾張町

砂金拾収処置を鉱
山寮に稟議

巨摩郡藤田村

砂金淘採者坑物税
額を工部省に稟議

東京府須崎町

東京府須崎町

巨摩郡藤田村

巨摩郡三里村

巨摩郡滲島村

巨摩郡三里村

巨摩郡湯島村

巨摩郡湯島村

東京府尾張町

東京府須崎町

借区税不納処分を
工部省に稟議

東京府深川東森下
町

西山梨郡稲門村

南巨摩郡硯島村

南巨摩郡湯島村

南巨摩郡》島村

南巨摩郡湯島村

十南巨摩郡湯島村

1星冨贄景昌母

(広瀬)平五郎外6名

広瀬平五郎外6名

上野作平外l名

上野作平外 1名

副田欣一

広瀬平五郎外6名

今井種大

今井種大

広瀬平五郎外6名

「 菅ヽ六郎外4名

県村金山

県村金山字大金山外

黒桂村金山

雨畑村保村最寄谷川

黒桂村金山

県村最寄谷川(保川・早川・雨畑川)

上萩原村外九ヶ村入会字黒川

丹波山村金山字牛金淵

保村金山字大金山

保村金山字弘慶問歩

保村金山字御幸沢

保村金山字黒金山

黒桂村金山字奥間歩

保川早川雨畑川

保村金山字大金山外

黒川金山

保村雨畑村最寄川々

保村近郷川々

保村金山

保村金山

保村金山

保村近傍川筋

借区場所、雨畑川筋・保川筋・黒桂筋・
野呂川筋

借区場所、雨畑村地内

借区場所、上小田原地内

早川最寄谷川

巨摩郡三里村都川村字カラ沢外

巨摩郡湯嶋村字重郎治山金カレ

巨摩郡三里村字内河内谷外

巨摩郡湯嶋村字重郎治山金カレ

巨摩郡三里村都川村字カラ沢外

巨摩郡都川村字大金山

巨摩郡硯島村外

巨摩郡硯島村外(今井種大借区)

巨摩郡都川村字大金山

i南巨摩郡硯島村字ネジキリ外

金鉱試掘

未出金不仕

流金取揚少々

金山稼洋人雇入に付照会

と年稼人有之候共相休

近年稼人有之候共中絶

破金150日 程取揚

乗冒
稼人有之堀試中未銭筋堀当

未出金無之

銭筋無之見合

堅石見合

深山試堀致候者無之

深山試堀敦候者無之

堅石見合

砂金150日 程取揚

昨年取高砂金吹目354匁 7分

流金採集

金鉱試掘

廃業願

借区開坑願(上野作平廃棄跡)

砂金採集廃業

鉱山借区開坑願

鉱山借区開坑願

砂金淘採業譲渡願

金鉱試掘砂金淘採願
―
金鉱試掘

『山梨県史』より作成
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と
ん
ど
が
山
梨
県
、
就
中
、
巨
摩
郡
の
在
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

三
出
願
内
容
は

「金
鉱
試
掘
願
」
、

「
砂
金
淘
採
願
」
が
中
心
で
あ
り
、
さ
ら

に

「
廃
業
願
」
、

「延
期
願
」
、

「譲
渡
願
」
な
ど
も
目
に
付
く
。
こ
れ
は
、
多

く
の
場
合
、
金
鉱
山
開
発
の
た
め
の
た
め
試
掘
は
、
借
区
期
限
が
完
了
し
て
も
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
や
む
な
く
借
区
期
限
を
延
長
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
が
か
な
り
見
ら
れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
。

第
三

一
表
に
よ
れ
ば
、
産
金
実
績
が
あ

っ
た
記
述
は
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）

一
一
月
に
甲
府
県
か
ら
民
部
省
へ
提
出
し
た

「
石
炭
其
他
産
出
場
所
取
調
上
申
書
」

の
な
か
で
南
巨
摩
郡
の
保
川
、
早
川
、
雨
畑
川
の

一
帯
で
の
砂
金
取
り
場
で

一
五

〇
日
程

（砂
金
吹
き
目
に
し
て
三
五
四
匁
七
分
）
の
採
集
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み

で
、
多
く
は
試
掘
の
段
階
に
留
ま

っ
て
い
る
。

煩
雑
と
な
る
た
め
資
料
の
引
用
は
割
愛
す
る
が
、
例
え
ば
、
明
治
五
年

（
一
八

七
二
）
二
月
に
山
梨
県
か
ら
大
蔵
省
に
提
出
さ
れ
た

「鉱
山
ノ
近
状
ヲ
大
蔵
省
ニ

具
申
ス
日
ク
」
に
よ
れ
ば
、
武
田
時
代
か
ら
近
世
期
に
か
け
て
の
動
向
は
詳
し
く

記
述
し
て
い
る
も
の
の
、
明
治
以
降
に
つ
い
て
は
簡
略
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
筆
す

べ
き
事
実
が
な
か

っ
た
と
考
え
た
い
。

し
か
し
、
同
じ
く

『
山
梨
県
史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
金
鉱
借
区
坑
業
明
細

表
」
か
ら
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
以
降
の
金
鉱
山
の
採
掘
の
実
態
を
か
な
り
細

か
く
把
握
で
き
る
。

第
三
二
表
は

「金
鉱
借
区
坑
業
明
細
表
」
の
各
年
の
記
述
内
容
を
再
集
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
か
ら
同

一
〇
年

（
一
八
七
七
）
に
か
け

て
七
ヶ
所
の
金
鉱
山
で
の
採
掘
事
業
の
個
別
の
実
態
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
う

ち
三
件
ま
で
が

「着
手
無
之
」
の
状
態
で
あ
り
、
単
に
拡
区
税
を
納
入
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
稼
働
し
て
い
る
三
件
の
う
ち
産
金
実
績
が
報
告
さ
れ
て
い

る
の
は
保
村

（後

】
南
巨
摩
郡
都
川
村
）
宇
大
金
山
の
み
で
あ
り
、
残
る
二
件
は

産
金
に
ま
で
い
た

っ
て
い
な
い
。

保
村
字
大
金
山
は
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
四
月
に
、
佐
賀
県
士
族
の
副
田
欣

一
が
五
万
三
千
坪
を
借
区
し
て
開
業
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
金
鉱
借
区
坑
業
明
細

表
」
に
記
載
さ
れ
た
借
区
地
域
の
中
で
は
唯

一
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
七
月

か
ら

一
一
年

（
一
八
七
八
）
に
か
け
て
合
計
四
貫
二
五
四
匁
の
産
金
実
績
の
あ

っ

た
優
良
金
鉱
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
保
村
字
大
金
山
の
場
合
で
も
、
そ
の
収
支

状
況
を
検
討
す
る
と
必
ず
し
も
良
い
と
は
い
え
な
い
。
即
ち
、
産
出
し
た
金
の
売

上
代
価
が
八
、
三
七
七
円
余
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
掘
出
入
費
は
二

一
、　
一
七
五

円
余
、
精
錬
入
費
は

一
一
、
六
四
二
円
余
で
あ
り
、
合
計
で
三
二
、
八

一
七
円
余

の
入
費
を
要
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
五
二
四
円
の
鉱
区
税
と
二
七
七
円
余
の
鉱

物
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
経
費
相
当
額
は
金

の
売
上
代
価
の
四
倍
に
相
当
す
る
。
し
か
も
、
金
の
産
出
量
は
明
治
八
年

（
一
八

七
五
）
の
上
半
期
の
二
貫

一
九
二
匁
を
ピ
ー
ク
に
年
を
経
る
に
従

っ
て
減
少
し
て

い
る
。
明
治
前
期
段
階
を
通
じ
て
山
梨
県
で
最
も
成
績
の
良
か

っ
た
金
鉱
山
で
さ

え
こ
の
状
況
で
あ
り
、
当
時
の
金
山
経
営
が
採
算
ベ
ー
ス
に
乗
る
こ
と
は
か
な
り

難
し
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
保
村
字
大
金
山
の
場
合
、
稼
働
日
数
を
そ
の
期
間
内
の
日
数
で
除
し
た

「稼
働
日
数
率
」
は
最
盛
期
の
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
は
九
割
に
も
達
し

一
日

当
た
り

一
〇

一
人
の
掘
出
工
と
三
九
人
の
精
錬
工
が
動
員
さ
れ
て
い
た
計
算
に
な

る
。
字
大
金
山
の
展
開
の
範
囲
と
採
掘
現
場
の
規
模
が
不
明
で
あ
る
が
、
連
日

一

四
〇
人
も
の
労
働
力
を
投
入
し
て
い
た
こ
と
、
試
み
に
そ
の
消
費
す
る
そ
の
食
料

だ
け
を
考
え
た
と
し
て
も
、　
コ

大
事
業
」
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
、
い
わ
ゆ

る

「○
○
千
軒
」
な
ど
と
い
う
言
い
伝
え
が
誇
張
で
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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旨区人尭 借区箇所 採掘期間 出来高 代 価
行業 日数 工  数 入 費

学

『

瑠 学物 紀

掘 出 精鎌 掘出 精錬 掘  出 精  錬

争井種大 弱畑村字耕地沢外

年 月 月

7 7～ヽ
匁

着手無之

円 日 日 人 人 円 円 円

41.91

円

ヨJ田欣 邪川村字大金山 7

8

7～ I

l～ 6

7～ 1を

1～ 6

7～ 1,

1～ 6

7～ 1と

1～ 6

7～ 1を

9

692,(

2,192.〔

568。 (

117.〔

274.〔

38.〔

157.〔

248.ィ

64.(

1,154 33

4,380.64

1,137.20

215,96

525。 75

70.58

293.62

476.09

123.81

17(

16`

16(

91

10,

101

10(

13(

14と

113

164

169

77

60

55

60

45

31

12,92:

10,29:

4,691

95(

1,42(

1,60(

2,26(

2,37(

2,15(

3,48Z

6,421

2,831

60(

82(

95(

29(

13(

251

6,282.91

8,088.6`

4,870.1(

140.0(

265.0(

265.0(

339,0(

435.0(

430.0(

4,490,30

4,332,72

2,263.01

85,00

150.00

180.00

43.50

46.00

51.60

53.0(

53.0(

53.0(

53.0(

53.0(

53.0(

53.0(

51.0(

02.0(

57 71

オ20 1C

合 計 4,354.4 〕,377.98 )8,661 !5,80〔 21,115.7` 11,642.1〔

'77.8`
今井種大 上小田原村字黒川 7 7～ 1′

8  1～ 6

7～ 1′

9  1～ 6

10 1～ 6

7～ 1を

着手無之 3.5(

3.0(

3.0(

3.0(

3.0(

3.0(

合 計

争井種大 見島村字ネシキリ

民外

7

8

7～ 1′

1～ 6

7～ 1,

1～ 6

1～ 6

7～ 1′

９

１０

着手無之
１

６４

３５

１

１

１

１

124

39

20,7(

17.8〔

17.8(

17 8(

17.8(

17.8(

合 計 164.27 09,7(

争井種大 見島村字耕地沢外 8 1～ 6

7～ 1を

1～ 6

1～ 6

7～ 1を

９

１０

35,94

35.94

35,94

35,94

35.94

合 計 79,7(

言1田欣一 郭川村内元保村字

庚族山

８

９

１０

着手無之 5,0(

5.0(

5.0(

5,0(

合 計
た村晃則

43名

易島村字金カレ外 9

10 1～ 6

7～ 9

着手無之
―
―

測

Ⅵ

８０

２０

１０

27.20

10.

合 計 37.20

卜菅六長「

44名

三里村字カラ沢外 9 着手無之

第32表 金鉱借区坑業明細表
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し
か
し
、
こ
れ
が
全
て
の
金
鉱
の
開
発
現
場
で
み
ら
れ
た
と
考
え
る
の
は
早
計

で
あ
る
。
例
え
ば
、
湯
島
村

（後

一
南
巨
摩
郡
西
山
村
）
字
十
郎
治
山
金
カ
レ
の

場
合
は
、
借
区
坪
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）

一
〇
月
に
認

可
は
降
り
て
い
る
も
の
の

「
雪
中
二
付
開
業
不
相
成
候
」
と
い
う
状
況
で
、
翌
年

一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
の
稼
働
日
数
は

一
二
〇
日
で
あ
り
、　
一
日
当
た
り
の
稼

働
日
数
は
わ
ず
か
に

一
・
八
三
人
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
硯
島
村
の
字
子
シ
キ
リ

沢
、
日
影
沢
な
ど
に
広
が
る

一
万
七
千
八
百
坪
の
借
区
の
場
合
は
、　
一
日
当
た
り

四

・
一
五
人
の
労
働
力
が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
稼
働
日
数
は
僅
か
の
四
八

日
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
該
時
期
の
金
山
開
発
は
、
先
に
紹

介
し
た

「
石
炭
其
他
産
出
ノ
場
所
取
調
上
申
書
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
南
巨
摩
郡

の
保
川
、
早
川
、
雨
畑
川
で
の
砂
金
取
り
が

「農
間
取
揚
」
と
性
格
付
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
多
く
は

「農
間
余
業
」
の
水
準
を
出
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
山
梨
県
史
』
に
収
録
さ
れ
た
資
料
は
明
治

一
二
年

（
一
八
七
九
）
を
最
終
年

と
す
る
。
だ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
そ
の
後
の
動
向
は
山
梨
県
の
全
県
レ
ベ
ル
で
の

把
握
に
と
ど
ま
る
が

『
山
梨
県
治
綜
覧
表
』
や

『
山
梨
県
統
計
書
』
か
ら
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

『
山
梨
県
治
綜
覧
表
』
や

『
山
梨
県
統
計
書
』
の
記
載
数
値
を

一

表
に
し
た
の
が
第
三
三
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
明
治

一
五
年

（
一
八
八
二
）
以
前
は
坑
数
が
、
同

一
五
年
か

ら

一
八
年
に
か
け
て
は
金
鉱
と
砂
金
の
区
別
が
不
明
で
あ
る
点
な
ど
不
十
分
さ
は

免
れ
な
い
。
し
か
し
、
山
梨
県
全
体
で
は
毎
年
三
ｉ
五
ヶ
所
で
金
鉱
山
あ
る
い
は

砂
金
採
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
金
の
産
出
実
績
を
挙
げ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
先
に
見
た
保
村
字
大
金
山
で
の
採
鉱

や
南
巨
摩
郡
保
川
、
早
川
、
雨
畑
川

一
帯
で
の
砂
金
採
集
に
因
る
も
の
と
考
え
ら

第33表 明治前期に於ける金鉱・砂金採集状況

年
　
度

現 行

坑 数

金 鉱 砂 金 合 計

現行坑数 掘 採 高 精 錬 高 現行坑数 掘 採 高 精 錬 高 借区坪数 掘 採 高 精 錬 高

12

13

14

15

16

17

18

19

20

箇所

1

1

貫

9,500

2,900

匁

700

141

箇所

4

3

匁

495

1,100

匁

454

52

坪

51,000

102,500

3,200

3,800

2,000

2,000

2,500

貫

5,180

2,110

4,000

8,000

1,800

7,000

18.600

匁

210

610

71

135

180

215

398

1,154

193

『山梨県治綜覧』、『山梨県統計書』より作成
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第34表 明治中期に於ける金鉱山開発動向

年 月 日 出願者住所 出 願 者 氏 名 所場 出 願 内 容 等

19

20

20

20

20

21

21

21

22

22

22

9

1

10

11

11

4

11

12

2

3

3

4

5

10

11

1

3

3

4

5

7

10

11

11

12

28

11

14

2

20

3

21

27

4

5

22

21

9

2

０

　

３

　

６

南巨摩郡硯島村

南巨摩郡都川村

横浜区高島町

南巨摩郡都川村

南巨摩郡五箇村

南巨摩郡豊岡村

横浜区高島町

大阪府

大阪府

南巨摩郡都川村

南巨摩郡豊岡村

横浜区高島町

南巨摩郡都川村

南巨摩郡三里村

南巨摩郡硯島村

南巨摩郡都川村

大阪府

大阪府

大阪府

京橋区築地

京橋区築地

京橋区集地

高知県

南巨摩郡都川村

南巨摩郡豊岡村

高知県

西八代郡共和村

秋田県

高知県

高知県

齋藤久左衛門外2名

望月豊平外4名

山口増太郎外4名

望月逸平外1名

大野弥次右衛門

鴨狩孝治

山口増太郎外1名

藤田伝三郎

北村一作

望月逸平外12名

鴨狩孝治

山口増太郎外1名

望月逸平外12名

佐野茂左衛門外13名

志村七三郎外14名

望月逸平外12名

藤田伝三郎

北村一作

北村一作

雨官敬次郎

雨宮敬次郎

雨宮敬次郎

島本仲道

望月逸平外12名

鴨狩孝治

島本仲道

二官貫平

木村秀哉

島本仲道

島本仲道

都川村字黒桂

硯島村常盤組字桑木山外

釜額村字川尻釜山

早川筋

硯島村雨畑

豊岡村大成字日向山

硯島村常盤組字桑木山外

湯島村字滑沢

富里村字若草里外4ヵ 所

都川村保地内

豊岡村大成字日向山

硯島村常盤組字桑木山外

金額村字川尻釜山

三里村新倉地内字官野久保

硯島村字神南小路

三里村新倉地内字宮野久保

湯島村字滑沢

神金村黒川山

富里村湯ノ奥

都川村保地内字尾白川

都川村三里村地内字早川

富里村湯ノ奥字金山沢

都川村保地内字鉱慶金鉱

三里村新倉地内字宮野久保

豊岡村大成字日向山

都川村黒桂組字奥黒桂

神金村大字高橋黒川流域内

部川村保地内字鉱慶金鉱

都川村黒桂組字奥黒桂

都川村保地内字鉱慶金鉱

都川村

砂金採集廃業

金鉱借区廃業

金鉱試掘

砂金採集業雨宮敬次郎へ譲渡

砂金採集業雨官敬次郎へ譲渡

金鉱試掘

金鉱試掘願廷期

金鉱試掘願

lヵ 年金鉱試掘願廷期

金鉱試掘願

金鉱試掘願延期

金鉱試掘願延期

金鉱試掘願

金鉱試掘願

金鉱試掘高知県島本仲道へ譲渡

金鉱試掘願延期

病気につき試掘休業

病気につき試掘休業

砂金採集廷期願

砂金採集延期願

砂金採集延期願

金鉱鉱借区願

金鉱試掘延期願

金鉱試掘廃業願

金鉱鉱借区願

砂金採集願

金鉱試掘願

借区金拡東京府岡内重俊へ譲渡

借区金鉱東京府岡内重俊へ譲渡

『農商務省屈』などより作成

―-235(62)――



第35表 金鉱試掘出願人の存在形態 (判明分のみ)

出 願 人 氏 名 出 願 人 住 所 所 有 耕 地

望月逸平

望月孫兵衛

近藤清十郎

望月政五郎

近藤定七

望月藤三郎

望月佐吉

矢沢源左衛門

望月源左衛問

望月元平

望月今朝松

望月階平

望月七右衛門

南巨摩 郡 都 川 村

々

々

々

々

々

々

々

々

々

々

々

々

町 反  畝   歩

7.  4.  5。  2 6

2.  7.  1,    1

1.  7.  6.  1 7

6.  8.  2 8

5.  9.  1 4

3.  5,  1 7

2.  6.  6.  1 9

3.  4.  1.    2

4.  5.  3.

1 4.  7.  3.

1. 4,  1.    3

7.  5.      1 8

7.  8.  1 8

佐野茂左衛門

辻 富太郎

辻 助左衛門

川口吉右衛門

居村万次郎

川口為重

望月源次郎

川口和吉

望月源左衛門

小菅平兵衛

小菅茂右衛問

石川治郎左衛門

石川亀八

南 巨摩 郡 三 里村

々

々

々

々

々

々

衆

々

々

々

々

々

8.  3.    8

8.  9.  2 5

1. 3. 5. 27

2. 4.  7.  1 2

2. 4.  7.  1 9

2.  1. 5. 2 4

1.      5.  2 9

7.  1.  2 4

1. 5 29

2,  9.  8.  2 3

5。  3.  2 2

8.   23

8.  6.  2 6

『農商務省届』 (明治22年 )よ り作成

れ
る
。

二
、
明
治
中
期
に
お
け
る
動
向
―

『農
商
務
省
届
』
を
素
材
と
し
て
―

明
治
政
府
は

「
日
本
坑
法
」
を
制
定
し
、
私
人
に
対
し
て
は
区
域
を
限

っ
た
借

区
に
よ

っ
て

一
五
年
を
期
限
と
し
て
開
採
を
許
可
す
る
方
針
で
臨
み
、
そ
の
出
願

は
府
県
を
経
由
し
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
府
県
の
行
政
文
書
の

中
に
金
鉱
山
の
開
発
に
関
す
る
文
書
が
残
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の

一
端
を
山
梨

県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治

一
九
年

（
一
八
八
六
）
か
ら
同
二
三
年

（
一
八
九

〇
）
に
か
け
て
各
年
の

『
農
商
務
省
届
』
な
ど
か
ら
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
明

治
二
四
年

（
一
八
九

一
）
以
降
も

『農
商
務
省
申
報
』
は
残
存
し
て
い
る
が
、
精

査
の
結
果
、
鉱
山
の
試
掘
及
び
試
掘
に
関
す
る
文
書
は
全
く
残
存
し
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
。

第
三
四
表
は
、

『
農
商
務
省
届
』
の
記
述
内
容
を
年
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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僅
か
四
年
間
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
出
願
件
数
は
全
部
で
三

一
件
を
数
え
、
し
か

も
対
象
地
が
従
来
の
南
巨
摩
郡
の
都
川
、
硯
島
、
湯
島
な
ど
の
各
村
に
加
え
て
、

東
山
梨
郡
の
神
金
、
南
巨
摩
郡
の
豊
岡
、
三
里
、
西
八
代
郡
の
釜
額
、
富
里
の
各

村
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
至
り

『
山
梨
県
史
』
に
収
録
さ

れ
て
い
た
明
治
前
期
の
ペ
ー
ス
を
上
回

っ
て
多
く
の
金
鉱
開
発
の
試
み
が
な
さ
れ

た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
出
願
内
容
は
、

「借
区
」
、

「試
掘
」
、

「休
廃
業
」
、

「延
期
」
、

「譲
渡
」
願
い
で
あ

っ
て
、
金
の
産
出
実
績
を
伝
え
る
も
の
は
な
い
。

だ
が
、

『
農
商
務
省
届
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
で
、
明
治
三
二
年

（
一
八
八
九
）
の
南
巨
摩
郡
都
川
村
望
月
逸
平
他

一
二
名
の

「
（保
地
内
）
金
鉱

試
掘
願
」
と
同
郡
三
里
村
佐
野
茂
左
衛
門
他

一
三
名
の

「
（新
倉
地
内
）
金
鉱
試

掘
願
」
に
は
出
願
者
た
ち
の
所
有
耕
地
面
積
を
書
き
上
げ
た
添
付
書
類
が
あ

っ
た

こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
こ
れ
は
在
地
資
料
か
ら
は
窺
え
な
い
金
鉱
試
掘
出
願
者

の
存
在
形
態
を
把
握
で
き
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
そ
れ
を

一
覧
に
し
た
も

の
が
第
二
五
表
で
あ
る
。

同
表
に
よ
れ
ば
、
出
願
者
全
体
の
三
分
の
二
が

一
町
歩
以
上
の
耕
地
を
所
有
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
周
囲
を
急
峻
な
山
岳
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
貫
流
す
る
早
川
に

沿

っ
て
わ
ず
か
に
畑
が
展
開
す
る
南
巨
摩
郡
都
川
、
三
里
両
村
の
農
業
構
造
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
出
願
者
の
多
く
は
各
村
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
富
農
層
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
彼
ら
の
多
く
は
村
役
人
と
し
て
地
域
の
産
業
経
済
活

動
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
彼
ら
を
中
心
に
し
て
、

山
間
村
落
と
言
う
自
然
条
件
に
阻
ま
れ
て
十
分
な
る
生
産
を
上
げ
得
な
い
農
業
生

産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
積
極
的
に
金
山
開
発
が
試
み
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
だ

ろ
う
。
さ
て
、
前
掲
第
三
四
表
の
出
願
者
の
中
に
あ
る
藤
田
伝
三
郎
の
名
は
見
逃

せ
な
い
。
彼
は
明
治

一
四
年

（
一
八
八

一
）
に
譲
田
組
を
組
織
し
て
児
島
湾
の
干

拓
を
は
じ
め
鉱
山
業
や
農
林
業
を
手
広
く
行
い
、
後
に
関
西
財
閥
の
指
導
的
地
位

を
占
め
た
実
業
家
で
あ

っ
た
。
そ
の
藤
田
伝
三
郎
が
湯
島
村
字
滑
沢
で
金
鉱
試
掘

を
企
画
し
て
い
る
こ
と
は
、
同
金
鉱
が
有
望
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言

っ

て
よ
い
。
事
実
、

「
近
代
的
」
技
術
の
導
入
に
よ

っ
て
新
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
保
金

山
が
最
盛
期
を
迎
え
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
。

三
、
明
治
期
に
於
け
る
動
向
―

『山
梨
県
統
計
書
』
を
素
材
と
し
て
―

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
二
四
年
以
降
の

『
農
商
務
省
申
報
』
に
は
金
鉱

開
発
に
関
係
す
る
資
料
は
ま

っ
た
く
綴
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
山
梨

県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
二

一
年

（
一
八
八
八
）
か
ら
同
三
四
年

（
一
九
〇

一
）
に
か
け
て
の
期
間
、
村
名
や
具
体
的
な
採
集
箇
所
な
ど
把
握
は
不
可
能
で
あ

る
が
、
郡
別
の
金
鉱
や
砂
金
の
採
集
お
よ
び
試
掘
の
実
態
を
把
握
で
き
る
数
値
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
数
値
を
集
計
し
た
の
が
第
三
六
表
で
あ
る
。
た
だ
、

「採
収
高
」
や

「精
錬
高
」
と
い
っ
た
数
値
の
説
明
を
欠
き
、
ま
た
、
数
値
そ
の
も
の
の
信
頼
性

は
必
ず
し
も
高
く
な
い
が
、
そ
れ
を
改
め
る
資
料
を
も
た
な
い
現
在
、

『
山
梨
県

統
計
書
』
の
数
値
で
論
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
。

明
治
二
〇
年
代
前
半
は
、
南
巨
摩
郡
で
の
み
実
際
の
稼
働
が
な
さ
れ
、
か
な
り

の
規
模
の
金
の
産
出
量
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
保
村
金
山
村
字
大
金
山
や
藤

田
伝
三
郎
の
保
金
山
の
開
発
実
績
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
山
梨
、

西
八
代
の
諸
郡
で
も
試
掘
が
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

北
巨
摩
、
南

・
北
都
留
郡
で
も
金
鉱
の
試
掘
が
始
ま
り
、　
一
種
の

「
金
山
ブ
ー
ム
」

の
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
金
の
産
出
量
は
依
然
と
し
て
少
な
い
。

一
方
、
砂
金
採
集
は
南
巨
摩
郡
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
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「採
集
高
」
は

一
貫
目
を
下
回
り
芳
し
く
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）
以
降
に
な
る
と
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が

『
山

梨
県
統
計
書
』
か
ら
金
鉱
開
発
に
関
す
る
統
計
表
が
消
え
、
明
治
中
期
以
降
の
実

態
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
山
梨
県
立
図
書
館
蔵

『鉱
区

一
覧
』
に

よ
れ
ば
、
大
正
期
の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
が
か
な
り
具
体
的
に
判
明
す
る
。

節
を
改
め
て
大
正
期
の
動
向
を
探

っ
て
い
き
た
い
。

四
、
大
正
期
に
於
け
る
動
向
―

『鉱
区

一
覧
』
を
素
材
と
し
て
―

本
節
で
使
用
す
る

『
鉱
区

一
覧
』
は
、
作
成
者
と
そ
の
作
成
意
図
は
不
明
で
あ

る
が
、
東
京
鉱
務
署
が
毎
年
刊
行
し
た

『
東
京
鉱
山
監
督
署
管
内
鉱
区

一
覧
』
の

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
か
ら
同

一
三
年

（
一
九
二
四
）
に
至
る
期
間
の
記
載
内

ｓ
ヽ

『
細
誌
鰹
咲
献
ヨ
』

容
の
う
ち
山
梨
県
の
部
分
を
抽
出
し
、
再
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
載
内
容
は
、

「採
掘
鉱
区
」
、

「
砂
鉱
区
」
、

「
試
掘
鉱
区
」
毎
に
区
分
し

て
、
①
登
録
番
号
、
②
登
録
年
月
、
③
町
村
、
④
鉱
種
、
⑤
鉱
区
坪
数
、
⑥
鉱
業

権
者
名
及
び
住
所
な
ど
で
あ
り
、
鉱
産
物
の
産
出
実
績
が
あ
れ
ば
そ
の
産
額
が
掲

示
さ
れ
て
い
る
。

鉱
山
監
督
署
の
責
任
で
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
記
載
内
容

へ
の
信
頼
度
は
高

い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
所
在
地
の
表
示
が
町
村
レ
ベ
ル
で
あ
る
た
め
に
個
別
的
な
金

鉱
山
を
特
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
難
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
原
因
は
不
明
で
あ
る

が
、

「採
掘
鉱
区
」
に
つ
い
て
は
大
正
六
、
八
ユ

一
〇
、　
三

一年
が
、

「砂
鉱
区
」

に
つ
い
て
は
大
正
六
を

一
〇
、　
〓

一年
が
、

「試
掘
鉱
区
」
に
つ
い
て
は
大
正
七
、

Ｅ
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一
〇
、　
〓

一、　
三
二
年
の
各
年
が
欠
け
て
お
り
連
年
に
検
討
は
で
き
な
い
点
は
あ

ら
か
じ
め
断

っ
て
お
く
。

『鉱
区

一
覧
』
に
よ
れ
ば
、

「採
掘
鉱
区
」
は
延
べ
三
二
ヶ
所
、

「
砂
鉱
区
」

は
延
べ
三
二
ヶ
所
、

「試
掘
鉱
区
」
は
実
に
延
べ
三
九
六
ヶ
所
に
も
上
る
の
で
あ

る
。
な
お
、

『鉱
区

一
覧
』
に
は
鉱
区
が
複
数
町
村
に
ま
た
が

っ
て
い
る
場
合
は

す
べ
て
の
町
村
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
集
計
に
当
た

っ
て
は
繁
雑
さ
を
軽
減
す

る
た
め
に
冒
頭
の
町
村
と
し
て
扱

っ
た
。

「採
掘
鉱
区
」
、

「
砂
鉱
区
」
、

「
試
掘
鉱
区
」
毎
の
稼
働
箇
所
を
郡
別
に
集

計
し
た
第
三
七
表
に
よ
れ
ば
、
大
正
期
を
通
じ
て
常
に
二
〇
ヶ
所
前
後
の
場
所
で

採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
中
心
は
南
巨
摩
郡
で
あ
り
、
次
い

で
東
山
梨
郡
で
あ

っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
砂
金
採
集
は
南
巨
摩
郡
と

北
都
留
郡
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
試
掘
は
西
山
梨
郡
を
除
い
た
す
べ
て
の
郡
で
試
み
ら
れ
て
お

り
、
山
梨
県
下
各
地
で
盛
ん
に
金
鉱
開
発
が
企
画
さ
れ
た
と
い
え
る
。
特
に
、
大

正
八
、
九
年
の
両
年
は
そ
れ
以
前
や
以
後
と
比
べ
倍
増
し
て
お
り
、
試
掘
箇
所
も

一
〇
Ｏ
ヶ
所
を
超
え
て
い
る
ほ
ど
の
盛
況
を
見
せ
る
。

こ
れ
は
お
り
か
ら
の
日
本
経
済
の
急
膨
脹
に
よ
る

「
投
資
ブ
ー
ム
」
、

「
ゴ
ー

ル
ド

・
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
日
本
経
済
が
停

滞
状
況
に
入
る
と
と
も
に
ブ
ー
ム
は
急
速
に
冷
え
込
み
、
南
巨
摩
郡
を
中
心
と
し

た
従
来
の
試
掘
活
動
に
戻
る
。
こ
の
間
、
採
掘
箇
所
の
増
加
も
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
試
掘
に
よ

っ
て
実
際
に
採
掘
を
開
始
で
き
る
よ
う
な
有
効
な
金
鉱
脈
を
発

見
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
採
掘
現
場
で
の
金
の
産
出
の
有
無
は
興
味
を
引
く
が
、

『
鉱
区

一
覧
』

に
よ
れ
ば
残
念
な
が
ら
必
ず
し
も
多
く
な
い
。
第
三
八
表
は
、

『
鉱
区

一
覧
』
に

第37表 郡別採掘 。砂金採集・試掘箇所集計

採  掘 砂金採集 試  掘

東

山

梨

西

八

代

南

巨

摩

中

巨

摩

北

巨

摩

南

都

留

北

都

留

県

合

計

東

山

梨

南

巨

摩

南

都

留

北

都

留

県

合

計

東

山

梨

東

八

代

西

八

代

南

巨

摩

中

巨

摩

北

巨

摩

南

都

留

北

都

留

県

合

計

大正 1

2

3

4

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

所

６

６

６

７

７

　

９

　

　

　

５

　

４

所

２

２

２

２

２

　

２

　

　

　

３

　

３

所

８

・０

・０

８

８

　

９

　

　

　

９

　

９

所
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
２
　

２

所

２

２

１

１

１

　

１

　

　

　

１

　

１

所

1

1

1

1

1

所

１

１

１

１

１

　

１

　

　

　

２

2

所

１９

２２

２．

２０

２０

　

２４

　

　

　

２２

　

２．

所

1

所

１１

７

７

９

９

　

　

　

　

　

・４

　

・３

所

１

１

１

１

１

　

　

　

　

　

１

所

４

４

４

４

３

　

　

　

　

　

１

　

１

所

16

12

12

14

13

16

所

５

３

１

４

４

７

　

・４

・２

　

６

所

　

　

１

２

２

２

　

８

６

　

１

所

４

７

４

４

５

・６

　

２７

３３

　

・３

所

ｍ

ｌ０

８

７

・３

・９

　

開

６０

　

３．

　

１６

所

４

１

１

１

１

４

　

３

３

　

１

　

１

所

１

　

　

２

５

２

　

・５

４

　

５

　

３

所

３

２

１

3

9

10

4

2

所

１

　

　

３

５

６

　

・４

９

　

４

　

１

所

２９

２３

・６

２３

３５

５９

　

‐４３

‐３７

　

６５

　

２３

『鉱区一覧』より作成

-231(66)一



記
載
さ
れ
た
こ
の
期
間
で
、　
一
度
で
も
金
の
産
出
実
績
の
あ

っ
た

「採
掘
鉱
区
」

及
び

「
砂
鉱
区
」
の
み
を
抽
出
し
、
そ
の
鉱
業
権
者
名
と
産
額
を

一
表
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、

「採
掘
鉱
区
」
で
は
八
ヶ
所
、

「砂
鉱
区
」
で
は
二
ヶ

所
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
、
そ
の
採
掘
箇
所
全
体
に
対
す
る
割
合
は

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
砂
金
採
集
は
同
じ
く
五

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
著
し
く

低
い
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
近
代
以
前
か
ら
す
で
に
金
山
と
し
て
有
名
で
あ

っ

た
金
鉱
山
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
新
規
に
金
鉱
山
を
発
見
し
、
採
算
の
取
れ
る
状

態
に
ま
で
も

っ
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
難
し
か

っ
た
か
を
如
実
に
示
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
実
際
に
金
の
産
出
実
績
の
あ

っ
た
年
度
の
採
掘
権
者
の
う
ち
山
梨
県
人

で
あ

っ
た
の
は
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
に
南
巨
摩
郡
硯
島
村
の
老
平
鉱
山
で
採

掘
に
当
た

っ
て
い
た
中
沢
圭
次
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
中
沢
圭
次
は
甲
府
市

怪
雄
§
ヽ
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第39表 府県別出願集計
府 県 名 試  掘 採  掘 砂  金 合  計

京

梨

岡

川

阪

葉

野

知

手

川

庫

阜

良

田

島

都

日

島

馬

道

木

潟

山

奈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

児

　

　

　

　

海

東

山

静

神

大

千

長

愛

岩

石

兵

岐

奈

秋

鹿

京

山

福

群

北

栃

新

富

件

８４

６５

２２

・２

５

３

５

２

２

２

１

２

２

２

１

２

　

　

１

１

１

１

件

１６

・２

１

３

３

２

1

1

件

９

・９

件

０９

９６

２３

・５

８

５

５

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

合  計 216 42 28 286

『鉱区一覧』より作成

紅
梅
町
で
中
沢
質
店
を
営
み
、
当
時
は
甲
府
質
屋
業
組
合
の
組
合
長
を
勤
め
て
い

た
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
砂
金
採
集
で
金
の
採
収
実
績
を
持

つ
根
岸
政
平
の
住

所
は
南
巨
摩
郡
硯
島
村
、
同
じ
く
杉
山
紋
二
郎
の
そ
れ
は
同
郡
豊
岡
村
あ

っ
た
。

さ
て
、
大
正
期
の
出
願
者
を
府
県
別
に
集
計
し
た
の
が
第
三
九
表
で
あ
る
。
山

梨
県
ば
か
り
で
な
く
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
二
三
道
府
県

に
分
布
し
、
な
か
で
も
東
京
府
の
居
住
者
が
山
梨
県
県
民
を
押
さ
え
て
首
位
に
立

っ

て
い
る
こ
と
は
意
外
で
あ

っ
た
。
特
に
、
試
掘
は
全
国
各
地
か
ら
金
鉱
脈
の
発
見

を
夢
見
て
多
く
の
人
々
が
山
奥
深
く
立
ち
入

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、

「採
掘
鉱
区
」
、

「
砂
鉱
区
」
、

「試
掘
鉱
区
」
の
市
町
村
集
計
を

検
討
し
て
み
た
い
。

第
四
〇
表
は
、
町
村
別
に
設
定
さ
れ
た

「鉱
区
」
の
延
数
で
あ
る
。
試
掘
も
カ

ウ
ン
ト
す
る
と
全
部
で
六
〇
ヶ
村
を
数
え
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
金
山
開
発
が
す

す
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
県
内
各
地
に
残
る

「
か
つ
て
の
金
山
開
発
が
試
み

ら
れ
た
」
と
い
う
地
域
で
の
言
い
伝
え
を
改
め
て
一暴
付
け
る
結
果
と
な

っ
た
。
だ

第40表  町村別採掘・試掘・砂金採集箇所集計

郡  名 町 村 名 採 掘 砂 金 試 掘

東山梨 金
富
保
宮
訪
牧
里
田野

神
三
西
玉
諏
中
松
奥

1

東八代 駒
原
川
富
宿

野
黒
竹
境
豊
鴬

西八代 里
関
　
色
内
合
片河

富
古
栄
下
大
落

3
1

南巨摩 島
川
岡
里
山
建
箇
開
積
延
河

硯
都
豊
三
西
本
五
五
穂
身
富
曙

４４

３３

・３

２３

３２

５

４

４

２

２

２

２

中巨摩 安
本
林
瀬之

声
宮
平
野

1

1

北巨摩 富
哲
金
来
城
野
原

増
清
津
鳳
駒
円
菅

1

1

南都留 野
桂
山
　
桂
地
見
生
地
穂

中
東
秋
宝
西
福
明
禾
開
瑞

1

1

北都留 岡
原
田
保
原
子
菅

賑
大
島
七
西
笹
小
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が
、
大
正
期
に
な

っ
て
も
南
巨
摩
郡
硯
島
、
西
八
代
郡
富
里
、
南
巨
摩
郡
都
川
、

同
郡
西
山
、
同
郡
三
里
の
諸
村
で
の
開
発
箇
所
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
依
然
と

し
て
こ
れ
ら
諸
村
が
金
山
開
発
の
メ
ッ
カ
で
ぁ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
近
代
以
降
の
山
梨
県
に
於
け
る
明
治
を
大
正
期

の
金
鉱
山
開
発
事
業
の
動
向
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
実
に
多
く
の
採
掘
、

砂
金
採
収
、
試
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
試
掘

箇
所
の
多
さ
に
比
し
て
金
の
産
出
実
績
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
む
な
し
く
挫
折

を
繰
り
返
し
た
で
あ
ろ
う
。

「
明
治
以
降
に
お
い
て
も
開
発
が
試
み
ら
れ
た
」
と
い
う
地
域
で
の
言
い
伝
え

は
正
し
か

っ
た
の
で
あ
り
、
今
後
は
、
確
認
さ
れ
た
資
料
類
の
検
討
に
よ

っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
金
山
開
発
に
従
事
し
た
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
降
り
た
資
料
調
査
が
望

ま
れ
る
。

（齋
藤
康
彦
）
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Ⅶ 図



図版  1

中山金山遺跡の空中写真 上方が北。金山沢は中央やや下を西流する。

白い部分は三ノ沢西沢の崩壊跡。



図版  2

身延方面より見た湯之奥金

山遺跡

(中央大ガレ付近に内山金

山遺跡、右毛無山に中山金

山遺跡 )

A-7テ ラス石積み検出状況 A-7テ ラス石積み検出状況

A-10テ ラス石臼未製品出

土状況



A-20テ ラス石積み遺構内

土層堆積状況 (南西から)

図版  3

A-20テ ラス

石積み遺構全景

(西か ら)

A-20テ ラス内遺物出土状況 (南西から)

A-20テ ラス内

遺物出土状況 (北から)

Ⅲ 鯵
離す練ヽ 報

:く磯討f導|や
。



A-20テ ラス石積み遺構内石臼

出土状況 (遺構南東隅)

A-20テ ラス “か らみ"検出状況 (北西か ら)

A-20テ ラス青磁出土状況

A-20テ ラス “か らみ"上面 レール

状濤 (南か ら)

A-20テ ラス掘立柱建物址

検出状況

(封ヒか ら)



図版  5

A-20テ ラス掘立柱建物址

検出状況

(西か ら)

A-20テ ラス調査風景 (南か ら) A-20テ ラス調査風景 (南西から)

A-20テ ラス内

1号炭窯全景 (北から)



図版  6

1号炭窯炭化室埋積状況

及び炭化材出土状況

(耳ヒから)

1号炭窯窯床敷石

検出状況

(耳しか ら)

A-22テラス全景

(】ヒから)



図版  7

A-22テ ラス遺物・礫出土

状況

(耳ヒか ら)

を■ミ イF

f学

“

歳 負_橡 芝

義そ

A-22テ ラス東側石垣 (南か ら)

A-22テ ラス 1・ 2号土拡

A-22テ ラス 1号土拡断面



図版 8

A-22テ ラス 4号土拡断面 A-23テ ラスよリテン ト場を望む

A-22テ ラス 1号集石

A-22テ ラス調査風景 A-22テ ラス測量風景



図版  9

A-23テ ラス

石積み (南東隅 )

A-23テ ラス

遺物出土状況

A-23テ ラス銅製品出土状況 A-23テ ラス煙管出土状況



図版 10

A-23テ ラス調査風景 A-23テ ラス陶磁器出土状況

A-33テ ラス全景 (南から)

A-33テ ラス合皿出土状況 A-33テ ラス小把出土状況



図版 11

B-3テ ラス

東西 トレンチ全景

(西か ら)

B-4テ ラス

木組遺構検出状況

(東か ら)

B-4テ ラス

木組遺構検出状況

(西か ら)



図版 12

C-4テ ラス全景 (西か ら)

B-4テ ラス

角釘付部材出土状況

E-2テ ラス全景 (東から)

C-4テ ラス下臼集中状況 E-1テ ラス土拡状遺構 (南から)
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E-2テ ラス第 2ト レンチ (西から) E-2テ ラス

ドーナツ状石組み遺構 (北から)

E-2テ ラス

ドーナツ状石組み遺構

(耳ヒか ら)

E-8テ ラス (大名屋敷 )

全景
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見学会風景

見学会風景

見学会風景

地中レーダー機材運搬風景

地中レーダー探査風景 地中 レーダー探査風景



図版 15

坑道内調査風景

坑道内調査風景

坑道内調査風景

内山金山遺跡 Dテ ラス (寺屋敷跡 )

内山金山遺跡 Eテ ラス 内山金山遺跡Mテ ラス



図版 16

内山金山遺跡 Rテ ラス

茅小屋金山遺跡 Aテ ラス (官屋敷跡 )

内山金山遺跡石臼

茅小屋金山遺跡 Pテ ラス

茅小屋金山遺跡に見える石積み 茅小屋金山遺跡テラス
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陶磁器 Oの

陶磁器 t0
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238

陶磁器 t141
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穀臼 。その他
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図版 36

2 (001)

4 (134)

中山金山遺跡出土石臼 (1)(回転臼上臼、括弧内は通し番号)

1 (129)

6 (137)



図版 37

7(148)

11 (143)

中山金山遺跡出土石臼 (2)(回 転臼上自)



図版 38

13 (158)

16 (159)                     17 (141)

中山金山遺跡出土石臼 (3)(回転臼上臼 )

14(111)

18 (133)



図版 39

19 (012)

21 (068)

23 (103)
22 (084)

中山金山遺跡出土石臼 (4)(回転臼上臼)

24(112)



図版 40

27 (150)

28 (154)

30 (130)
31 (138)

29 (131)

32 (144)

中山金山遺跡出土石臼 (5)(回 転臼上臼・下臼)



36 (156)

33 (142)

34 (146)

37 (157)

43 (067)

中山金山遺跡出土石臼 (6)(回転臼下臼 )

図版 41

38 (140)

35 (149)

41 (043・ 048)

39 (045) 40 (o47)

42 (051)

44(115)



45 (151) 46 (153)

50 (173)

47(160)

中山金山遺跡出土石臼 (7)(回 転臼下臼・未製品 。掲き臼・磨り臼)



図版 43

57 (168)

179)

59 (191)

61 (188)

中山金山遺跡出土石臼 (8)(磨 り臼・ 磨 り石 )

55 (169)
56 (170)

60 (190)



図版 44

64 (193)

65 (192)

66 (186)

70(014)リ ンズA型上国磨面

(磨り石 。回転臼細部 )

68(001)湯之奥型上国磨面67(129)湯之奥型上国磨面

69(155)リ ンズA型上国磨面

中山金山遺跡出土石臼 (9)
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71(107)リ ンズA型磨面の回転戻

73(141)柄勝ノミ痕
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図版 46

79(142)下 国軸孔

81(151)下 臼軸孔 82(130)下臼軸孔の鉄心残存状況

83(133)下 臼断面 84(144)下 田断面

85(169)磨 り臼擦痕 86 (189)磨 り石擦痕

中山金山遺跡出土石臼 Oう (回転臼・磨り石細部 )
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坑道 No 4 坑道 No 5

坑道 No 6 坑道 No 7

中山金 山遺跡坑道 (1)

坑道 No 8



図版 48

坑道 No 9

坑道 No 9入 口部木材出土状況

坑道 No10 坑道 Noll 坑道 No12上 坑入田部の濤状遺構

坑道 No12上坑西壁、菱形棚状掘り込み

中山金山遺跡坑道 (2)

坑道 No12



図版 49

坑道 No12上坑、天丼部の木材 坑道 No12上 坑、石積み

坑道 No13 坑道 No13上坑

坑道 No14 坑道 No15

中山金 山遺跡坑道 (3)

坑道 No16



図版 50

地蔵道の道切 りの場所

シンドノサカ ドの道切りの場所

道切 りの百万遍のツナ

道切 りの百万遍のツナ

「官屋敷Jの 山ノ神石祠



図版 51

西方院の跡に建つ夜学堂

湯之奥ムラ

湯之奥山神社

湯之奥門西家

茅小屋金山遺跡の題目塔

湯之奥の大ガレ
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慈
轟

フネ 。ネコイタの調査風景

フネとネコイタ



① 宝鐘印塔

④ 五輪塔(地輪)

② 板碑型石塔 ③ 五輪塔

⑤ 石殿

⑥ 板碑型(?)石塔

中山金山遺跡石造物 (1)

① 光背型石塔



③ 石殿(屋根部)

⑩ 双体石仏

◎ 石殿(軸部)

〇 板碑型石塔

⑭ 板碑型石塔

⑫ 宝筐印塔(笠部)

〇 宝筐印塔(基礎部)

中山金山遺跡石造物 (2)(③ 、③)・ 地蔵峠石造物(⑩ )・ 茅小屋金山遺跡石造物 (1)(○～〇)



〇 宝筐印塔(反花座部破片)

〇 板碑型(?)石塔

⑩ 宝饉印塔

〇 石殿(屋根部)

〇 板碑型石塔

④ 板碑型石塔
⑩ 宝鐘印塔(基礎部)

茅小屋金山遺跡石造物 (2)(〇～⑩)・ 内山金山遺跡石造物(⑩、⑪)
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湯之奥関西家文書調査状況

金山関係古文書調査風景
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穴山信友判物 (F]西家文書)
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